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年保・鳥山下遺跡正誤表

位置 誤 正

凡例 9行目 掘立柱建物跡 l.;__8Q 掘立柱建物跡 L6..Q 

7頁第4図 Y=43,400~ Y=42,600 Y=-43,400~Y=-42,600 

21頁左段 1行目 2号住居（図且：、 PL3) 2号住居（図且、 PL3)

21頁右段第11図 土層A-A' 5層下に「拉層」追記

55頁第53図 土層A-A' 1層下に 咽層」追記

56頁右段15行目 28号土坑（図59、PL14• 21) 28号土坑（図59、PL14)

57頁第55図 12号土坑の右に「13サ土坑」追記

105頁第106図 図の左上に「196曼土坑」 追記

120頁左段9行目 82号溝（図“辺、 PL37、48、49) 82号溝（図121• 122、PL37、48、49)

122頁左段1行目 83 • 108号溝（図“凶、 PL37 83 • 108号溝（図123• 124、PL37

129頁第130図
34499 34499 34499 34499 
-43455 -43445 -43445 -43443 

135頁第136図 104竺溝 104溝

135頁第136図 鳥山下10区103• 104号溝実測図 鳥山下10区凶針庄溝実測図

136頁左段1行目 104号溝（図136• 137、PL39) 104号溝（図拉1、PL39)

157頁第151図 凶号溝 Uが号溝

157頁第151図
34467 34468 
-43417 -43417 

174頁右段12行目 集蕗営まれた 集落が営まれた

195頁 9区 85壁溝 2 9区 86笠溝 1 

付図1
凡例古代以前は黒色

中世以降は茶色

凡例古代以前は黒色
付図2 中世以降は青色

時期不明は赤色
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年保3区14号住居出上遺物

鳥山下9 • 10区掘立柱建物跡群（上空より） 鳥山下9区12号井戸出土墨書土器



序
『年保遺跡・鳥山下遺跡』は太田市大島町・鳥山中町に所在し、主要地方道太田大間々線改

築工事に伴い平成12・13・14年度に発掘調査された遺跡です。発掘調資は、群馬県土木部か

ら委託を受け、群馬県教育委員会の調整により財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施し

ました。

本遺跡の周辺には、大間々扇状地末端の集落跡、金山丘陵西辺の古填群、寺井廃寺や入谷遺

跡などの古代官術・東山道に関連する遺跡、平安時代の製鉄跡などが存在しております。また、

河川改修、土地改良工事などに伴う発掘調資も数多く行われてきました。

本遺跡はそれらの遺跡地間に延びる沖積低地中央を南北に縦断する部分にあたり、発掘調査

の結果、古墳時代、奈良•平安時代、中近世の遺構を中心に多くの遺物が発見されています。

古墳時代後期の集落跡や奈良時代の規模の大きな掘立柱建物跡などは、当地域の歴史を究明す

る上で貴重な資料を提供することと思います。

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団では、発掘に引き続き、平成14年度に群馬県土木部

から委託を受け整理作業を実施し、この度報告書が刊行されることになりました。

本報告書の刊行にいたるまでには、群馬県土木部道路建設課、太田土木事務所、群馬県教育

委員会、太田市教育委員会の諸機関並びに地元関係者の皆様に大変な尽力を賜りました。銘記

して心から感謝申し上げるとともに、本報告書が広く基本的な歴史資料として活用されること

を念願し、序とします。

平成15年9月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調資事業団

理事長小野宇三郎





例 ロ

1.本報告書は、「年保遺跡」 ・ 「鳥山下遺跡」の報告である。（同事業に伴う前沖遺跡は平成15年度の整理・

報告書刊行である。）

平成12年度（主）太田大間々線(BP)住宅宅地関連公共施設整備促進事業く発掘＞

平成13年度（主）太田大間々線(BP)地方特定道路整備事業く発掘＞

（主）太田大間々 線(BP)太田大間々線住宅宅地関連公共施設整備促進事業く発掘＞

平成14年度（主）太田大間々線（バイパス）住宅宅地関連公共施設等総合整備事業く発掘 ・整理＞

平成15年度（主）太田大間々線地方特定道路整備事業く整理＞

2.遺跡は、群馬県太田市大島町、大字鳥山に所在する。発掘調査区は、以下の通りである。

年保遺跡 太田市大島町505・506-1・2・507 • 518~520 • 567 • 568 

鳥山下遺跡 太田市大字鳥山字稲荷250~252・254・255-2• 256・257・268-2・269~271 ・273~275・ 

277-1 ・2・279・280 • 316-3 字前田324 字島ヶ谷戸1704 字道木1768

なお、当地域は平成9年度に町名変更されており、大字鳥山は鳥山上町・鳥山中町・鳥山下町となった。

鳥山下遺跡は鳥山中町に帰属する。

3.事業主体 群罵県土木部道路建設課・太田土木事務所

4.調査主体 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

5.契約期間く（ ）内調査期間＞

年保遺跡・前沖遺跡 平成12年度 2000年9月 1日～2001年3月31日(9月 1日～12月31日）

前沖遺跡・鳥山下遺跡 平成13年度 2001年4月 1日～2002年3月31日(10月25日～3月31日）

鳥山下遺跡 平成14年度 2002年4月 1日～2003年3月31日

(2002年5月13日～5月16日、 7月17日～ 7月23日）

6.調査組織

平成12年度は本部調査研究部、平成13年度は東毛調査事務所調査研究部で対応した。

理事長 小野宇三郎

常務理事 吉田 豊（平成12• 13年度）、赤山容造（平成12・ 13年度、 12年度は事務局長兼任）

管理部長住谷進（平成12• 13年度）

調査研究部長能登健（平成12・ 13年度）

総務課長 坂本敏夫（平成12年度） 大島信夫（平成13年度）

調査研究第三課長 中束耕志（平成12年度）

東毛調査事務所所長水田稔（平成13年度）

調査研究部長 津金沢吉茂（平成13年度）

調査研究第一課長 佐藤明人（平成13年度）

事務担当 笠原秀樹、小山健夫、須田朋子、吉田有光、柳岡良宏、森下弘美、片岡徳雄、田中賢一

大沢友治、吉田恵子、並木綾子、 今井もと子、内山佳子、佐藤美佐子、本間久美子、

北原かおり、狩野真子、若田 誠、松下次男、吉田 茂、藉原正義

調査担当 年保遺跡 新倉明彦（主幹兼専門員）、亀山幸弘（主任調査研究員）、

小林大悟（調査研究員）、小宮山達雄（嘱託員）



鳥山下遺跡 新倉明彦・坂井 隆（主幹兼専門員）、齊藤和之・庭山邦幸（専門員）

齊藤利子（主任調査研究員）、齊藤幸男・西原和久•田村 博（調査研究員）

7.整理主体 財団法人埋蔵文化財調査事業団

8.整理期間 平成14年4月 1日～平成15年3月31日とし、報告書の刊行は平成15年度とした。

9.整理組織財団法人埋蔵文化財調査事業団

理事長 小野宇三郎

常務理事 吉田豊

事業局長神保侑史

管理部長萩原利通

調査研究部長巾隆之

総務課長植原恒夫

資料整理課長西田健彦

事務担当 小山健夫、高橋房雄、須田朋子、吉田有光、森下弘美、田中賢一、今井もと子、内山佳子、

佐藤美佐子、本間久美子、北原かおり、若田 誠、松下次男、吉田 茂、藉原正義

整理担当 亀山幸弘

整理補助 黒沢はるみ（整理嘱託員）、高橋順子（整理補助員）、茂木範子（同）、千代谷和子（同）、

矢野純子（同）、阿久津久子（同）

機械実測 田中精子、酒井史恵

木 器横倉知子、湯浅美枝子

保存処理関邦一、土橋まり子、小材浩一

10.本報告書作成の担当

編集•本文執筆亀山幸弘

遺 物 観 察縄文土器・石器田村博 陶磁器大西雅弘 石器・石製品（縄文以外）桜井美枝

その他亀山幸弘

なお、本書の編集、本文執筆、遺物観察全般にあたり神谷佳明の指導助言を得た。

遺構写真撮影 発掘調査担当者、（空撮）株式会社パスコ、シン技術コンサル

遺物写真撮影佐藤元彦

分析・委託 石材鑑定群馬地質研究会飯島静男

地質調査、テフラ同定 （株）古環境研究所

樹種同定 パリノ・サーヴェイ株式会社

11.出土遺物及び記録図・写真などの記録類は、すべて群馬県埋蔵文化財調査センターで保管している。

12.発掘調査に当たっては、地元太田市をはじめとして、桐生市、足利市、館林市、新田町等から多くの方々

に発掘調査に従事していただいた。ここに改めて感謝の意を表します。

13.発掘作業・整理作業を行うにあたっては、次の機関・諸氏から貴重なこ’教示やご指導をいただいた。記し

て感謝の意を表したい。（敬称略、五十音順）

太田市教育委員会、太田市役所、太田土木事務所、群煕県教育委員会文化課、地元関係者各位、当事業団

職員



凡 例

1.挿図中に使用した方位は、国家座標の北を表示している。

2.遺構断面実測図、等高線に記した数値は標高を表し、単位はmを用いた。

3.遺跡の位置を示す数値は、その遺構がかかる国家座標の南東隅の数値である。

4.遺構名称は、発掘調査時の利便性を考慮して、太田大間々線関連の年保遺跡・前沖遺跡・鳥山下遺跡を通

して遺構種別に通し番号を付した。整理にあたり記録写真、図面、出土遺物の注記等の混乱を避けるため

調査時の遺構番号を使用した。

5.遺構図は原則として下記の通りとしたが、一部縮尺の異なるものがあるので各挿図中にスケールを付した。

住居跡 1 : 60 住居跡の竃 1 : 30 掘立柱建物跡 1 : 80 

土坑•井戸 1 : 40 溝（平面） 1 : 100 溝（断面） 1: 40 

6.本報告書では、浅間A（天明）テフラをAs-A、浅間B（天仁）テフラをAs-B、榛名ニッ岳渋川テフラをHr-FA、

榛名ニッ岳伊香保テフラをHr-FP、浅間CテフラをAs-C、浅間板鼻黄色テフラをAs-YPと略記した。

（『火山灰アトラス』 町田洋 新井房夫1992)

なお、遺構覆土中の白色軽石粒は前沖遺跡の科学分析結果からHr-FAに伴うものの可能性が高い。

7.遺構図中のスクリントーンは、下記の通りである。

；、粘土 □焼土 炭化物

8.遺物図は、韮本的には土器 1: 3、石器 1: 3、石製模造品 1: 1、 1 : 2、大型遺物 1: 4、 1 : 6の

縮尺で掲載した。他の縮尺も必要に応じて使用したがその都度明記してある。

9.遺物中のスクリントーンは、下記の通りである。

内黒土器 口炭化物付 着 被熱

10.遺物写真は、 1 : 4を原則とし、大型遺物 1: 8、石製模造品等は 1: 1で掲載した。

写真下の数字は、「図版番号一遺物番号」を示している。

11.本書で使用した地形図は下記の通りである。

国土地理院地勢図1/200,000 「宇都宮」

地形図1/25,000

太田市都市計画図

「桐生」「上野境」

1/5,000 

12.遺構の面積は、デジタルプラニメーターで3回計測した平均値を採用した。

磨面

13.遺物観察表（土器）の法量は、①が口径、②が底径、③が器高で単位はcmである。推定径及び‘残存高の場

合（ ）を使用した。色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票

監修「新版標準土色帖」に拠った。

14.遺物観察表（石器）は、長さ・幅・厚さ・重量及び石材を記し、原則として単位はcm、重量は断りのない

限りgである。
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Pし33 鳥山下10区294号土坑遺物出土状況（南より）

烏山下10区294号土坑セクション（南より）

烏山下10区295号土坑全景（南より）

鳥山下10区322号土坑セクション（南より）

烏山下10区401号土坑遺物出土状況（南より）

鳥山下9区5号竪穴状遺構全景（北より）

鳥山下10区13号井戸完掘状況（南より）

烏山下10区13号井戸セクション（南より）

P L34 鳥山下9区146号土坑遺物出土状況（南より）

鳥山下9区147号土坑遺物出土状況（南より）

鳥山下9区199号土坑セクション（北より）

鳥山下9区200号土坑遺物出土状況（東より）

烏山下9区204号土坑全景（西より）

鳥山下10区271・272号土坑セクション（西より）

烏山下10区276号土坑迫物出土状況（南より）

鳥山下10区277号土坑セクション（南より）

P L35 烏山下10区279号土坑セクション（南より）

鳥山下10区286・287号土坑迫物出土状況（南より）

烏山下10区289号土坑セクション（南より）

鳥山下10区308号土坑セクション（西より）

鳥山下10区318・319号土坑全景（東より）

鳥山下10区320号土坑全景（東より）

烏山下10区325号土坑セクション（西より）

烏山下10区329号土坑セクション（西より）

Pし36 鳥山下10区331号土坑セクション（西より）

鳥山下10区332・333号土坑セクション（西より）

烏山下10区335号土坑全景（西より）

鳥山下10区335号土坑遺物出土状況（西より）

鳥山下10区337号土坑セクション（南より）

烏山下10区363号土坑セクション（東より）

鳥山下10区367号土坑迫物出土状況（北東より）

鳥山下10区502号土坑セクション（南より）

P L37 鳥山下9区82号溝全景（北東より）

烏山下9区82号溝セクション（西より）

烏山下9区82号溝遺物出土状況（西より）

烏山下9区83号溝全景（東より）

烏山下9区83号溝セクション（西より）

烏山下9区93号溝遺物出土状況（南より）

P L38 烏山下9区87号溝全景（北西より）

鳥山下9区90号溝全景（東より）

烏山下10区96号溝迫物出土状況第 1面（東より）

鳥山下10区96号溝迫物出土状況第4面（東より）

P L39 鳥山下10区97・99・100号溝全景（北より）

烏山下10区103号溝全景（北より）

烏山下10区104号溝全景（東より）

鳥山下10区105号溝全景（北より）

P L40 烏山下10区107号溝全景（東より）

鳥山下10区108号溝セクション（東より）

烏山下10区112号溝全景（東より）

鳥山下10区111号溝全景（東より）

鳥山下10区］ 15号溝全景（東より）

P L41 鳥山下9区8号掘立柱建物跡全景（南より）

鳥山下9区9号井戸全景（南より）

鳥山下10区12号掘立柱建物跡、 1号柵列跡（上空より）

烏山下9区142号土坑全景（南より）

鳥山下9区190号土坑全景（南より）

烏山下9区169号土坑全景（南より）

烏山下9区215号土坑セクション（南より）

P L42 鳥山下9区80・81号溝全景（上空より）

鳥山下9区80号溝セクション（南より）

鳥山下9区81号溝セクション（南より）

鳥山下9区84号溝全景（北より）

鳥山下9区85号溝全景（北より）

P L43 鳥山下9区86号溝全景（東より）

鳥山下9区88号溝全景（西より）

鳥山下9区91・92号溝セクション（北より）

鳥山下10区93・94・95号溝セクション（東より）

鳥山下10区103・109・110号溝セクション（南より）

鳥山下9区調査風景（北より）

P L44 鳥山下9区90・91・92・97号住居、 10区］ 00・ 101号住居

出土遺物

P L45 鳥山下10区101• 103・ 104・ 105・ 106・ 109・110号住居

出土迫物

P L46 鳥山下9区9号掘立柱建物跡、 10・ 12号井戸、

188・196号土坑、 10区10号掘立柱建物跡出土遺物

P L47 烏山下9区203・231• 146・200号土坑、 10区294・322・

401号土坑出土遺物

P L48 鳥山下9区200・204号土坑、 82局溝、 10区272・276・

289 • 329 • 363 • 367号土坑出土遺物

P L49 鳥山下9区82・83・87号溝、 10区96号溝出土追物

P L50 烏山下10区96号溝出土遺物

P L51 烏山下9区81・85・89号溝、 10区96・97・98・99・100・

111号溝、 9・10区遺構外出土退物

P L52 鳥山下10区10号掘立柱建物跡、 9• 10区遺構外出土遺物

P L53 年保迫跡出土木材の切片の光学顕微鏡写真

P L54植物珪酸体（プラント・オパール）の顕微鏡写真
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第 1図 年保・烏山下遺跡位置図



発掘調査の経過
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ー

1

発掘調査の経過

調査に至る経緯

主要地方道太田大間々線は太田市から薮塚本町、

笠懸町、桐生市を通り大間々町を結ぶ県南東部にお

ける南北方向の埜幹的地方道であり、地域住民が日

常生活に利用する生活碁盤路線である。本地域でも

近年の交通量の増加による慢性的な渋滞の発生があ

り、また本路線にほど近い太田市新野町などに大規

模な住宅団地の造成が計画されていることもあり、

新たにバイパスを建設する計画が持ち上がった。バ

イパスは第 1期工事分として太田市西本町の前橋館

林線合同庁舎東交差点から鳥山中町までの約3.6km

間について建設を実施することになった。

道路建設に先立つ平成11年 1月及び平成12年

2・3月に群馬県教育委員会文化財保護課（以下保

護課）が試掘調査を実施し埋蔵文化財の有無につい

て協議を行ったところ、用地解決済みの主要地方道

前橋館林線接続部分から鳥山下町太田警察署東方農

業用水路までの区間のうち、太田市大島町内八瀬川

放水路以南及び以北の計約2000m及び市道以北用

水路間の約lo,800m2で古墳時代を中心とする住居

跡が確認され、また水田跡が残存する可能性も疑わ

れた。そこで太田市大島町、鳥山下町で発掘調査を

行う必要が認められたため、財団法人群馬県埋蔵文

化財調査事業団で発掘調査を実施することになっ

た。平成12年9月より調査の準備を開始し10月よ

り調査に着手した。

その後発掘調査と並行して、鳥山下町、鳥山中町

地内においても平成12年度、 13年度に保護課によ

る試掘調査が行われた。鳥山竜舞線との交差点付近

及び鳥山中町内においても遺跡の存在及び範囲が確

認されたため、その区域についても継続して発掘調

査を実施することになった。

第2図 遺跡調査区位置図

2
 



2.調査の経過

年保遺跡、鳥山下遺跡は、間に前沖遺跡を挟んで

太田市大島町から鳥山下町、烏山中町に位置する。

発掘調査対象が道路予定地であることから南北方向

に線状で細長いため道路を横断する形で存在する現

道や農業用水路で調査区を設定して調査を行った。

試掘調査の結果①大島町の八瀬川の南北端、

250mほど空いて②現太田大間々線以東の農業用水

路を中心とする部分さらに400mほど空いて、③現

鳥山の集落西の微高地斜面部の3箇所に本調査実施

部分が想定されたことから地名等をもとに①を年保

遺跡、②を前沖遺跡③を鳥山下遺跡とした。

道路建設のエ程や用地買収、試掘調査の実施時期

等の関係から、調査区南端の年保遺跡より発掘調査

を開始し概ね北側へと調査を進めていった。年保遺

跡は平成12年9月上旬より調査準備に入り、下旬

に重機による表土掘削を開始し、同年12月に調査

が終了した。調査は並行して 10月から前沖遺跡分

の表土掘削を開始し平成13年3月まで実施した。

途中試掘調査の進展により調査範囲が鳥山龍舞線接

続部分まで確定した。さらに平成13年度5月の試

掘により鳥山下遺跡までの調査区が確定した。平成

13年10月に前沖遺跡の調査が終了し、同月から平

成14年3月まで鳥山下遺跡の調査を実施した。

なお、鳥山下遺跡調査に伴って現道下に伸びる古

代の掘立柱建物跡が検出されたため太田土木事務所

との協議の結果現道工事の折りに立ち会い、追加調

査を実施する ことになり 平成14年5月及び7月に

計11日間行い調査を終了 した。

なお、整理作業は平成14年度より実施したが、整

理工程の都合により平成14年度に年保遺跡・鳥山

下遺跡分を、 15年度に前沖遺跡分をまとめ、同年

度中に 2冊の報告書を刊行することになった。

2.調査の経過

調査日誌抄録

平成12年度

9, 11 プレハブ整地開始

9, 25 発掘区確認、太田土木立ち会い

9, 27 1区重機による表土掘削開始

10, 10 発掘機材搬入、作業員作業開始

10, 11 2区表土剥ぎ開始

10, 16 3区表土剥ぎ開始

10, 19 5区表土剥ぎ開始

10, 23 文化財保護課飯塚氏試掘(7区部分）

11, 1 作業員2名増加

11, 7 6区表土剥ぎ開始

11, 28 1 • 2 • 3 • 5区空撮

12, 5 工程会議太田土木横倉氏、文化財保護課、事業団

12, 7 1区埋め戻し

12, 11 2区埋め戻し

12, 14 5区トレンチ深堀

12, 19 5区埋め戻し

12, 22 現場仕事納め

1, 9 現場仕事始め

1, 15 4区重機による表土剥ぎ開始

1, 17 6区空撮

1, 19 2 • 3区駐車場用地整備

1, 22 6区土山除去開始

1, 25 6区試掘トレンチ

2, 1 担当小林大悟・作業員19名合流

2, 15 7区重機による表土剥ぎ開始

3, 5 4区ベルトコンベアー搬入

3, 21 ハイライザーによる 7区水田 6区南全景写真、

4~7区プラントオパール採取

3, 23 現場作業最終日

3, 29 4 • 6区深堀トレンチ

3, 31 4 • 6区埋め戻し

平成13年度
4, 9 現場作業開始

4, 9 4区溝

4. 11 7区

5, 18 7区用水路部分終了

5, 28 保護課試掘（仮称8区）

5, 24 保護課試掘（仮称10区）

5, 25 保護課試掘（仮称9区）

5, 29 10区新プレハブ用地整備開始

6, 15 担当齊藤和之、庭山楽前遺跡へ

6, 18 プレハブ引っ越し

6, 19 旧プレハブ駐車場破砕除去(6.28完了）
7, 23 楽前遺跡班合流

8, 9 8区重機による表土剥ぎ開始

9, 3 担当齊藤、庭山浜町遺跡へ

9, 6 7区空撮

9, 7 7区引き渡し

9, 13 8区遺構確認

10, 17 梁場遺跡より作業員10名合流

10, 24 8区空撮

10, 25 8区埋め戻し

9区重機による表土剥ぎ開始

11, 1 簗場班担当坂井、西原、作業員］7名合流

11, 6 8区埋め戻し8区動力線（湧水対策用）

11, 15 10区（駐車場部分か）採石除去開始

11, 19 10区表土剥ぎ確認

11, 27 9区空撮

12, 7 プレハブ引っ越し

12, 17 9区仮置土運搬

12, 21 年内作業終了

1, 7 庭山、齊藤幸男合流

1, 15 庭山高林三入遺跡へ齊藤利子高林三入遺跡より

2, 21 空撮

3, 14 前沖遺跡迫物本部へ搬送

平成14年度
5, 13~16 10区追加調査

7, 17~23 9区追加調査

3
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II 調査の方法

II 調査の方法 3.調査の手順

1. 調査区の設定（第3図参照）

発掘調査区は、太田市大島町、鳥山地内に所在す

る。太田大間々線関連の平成12年度から 14年度に

係る一連の埋蔵文化財調査について、工事工程、用

地買収及び、試掘調査の進展に伴って、遺跡範囲の

確定が徐々に行われた。調査の結果、地名や微地形、

本線内の調査部分のまとまり等から、最終的に年保

遺跡・前沖遺跡・鳥山下遺跡の3つの遺跡として認

定、報告することとなった。

しかし、調査時点においては、遺構番号の重複を

避け、調査を効率的に進めるため、路線内全体を通

して一連のものとして、それぞれを現在の水路・道

路・畦畔で分けて、南より 1・2・3・4・5・

6 • 7 • 8 • 9 • 10区と通番で呼称した。

なお、発掘区と遺跡名の対応関係は以下の通りで

ある。

1 ・2・3区 年保遺跡

4・5・6・7・8区 前沖遺跡

9 • 10区 鳥山下遺跡

2. グリッドの設定（第4図参照）

遺構・遺物等の記録については、周辺や隣接地の

調査と照合しやすいように国家座標軸第IX系を用

い、測量図化した。国家座標IX系の原点は、北緯

36° 00'00"、東経139° 50'00"（千葉県野田

市）である。グリッド杭・水準点杭等の測量 ・打設

は測量会社に委託した。

ただし、グリット名をアルファベットと算用数字

で呼称することはせず、座標値をそのまま用いて記

録した。座標値は調査範囲の南東を基点として用い

ることとした。

(1)文化財保護課試掘資料を踏まえて、太田土木事

務所担当立ち会いのもと、発掘範囲の確認をした。

(2)排出土の置き場や地元地権者の水田への出入り

口の確保などに配慮しつつ、調査区南端の 1区より

表土掘削を開始した。なお、調査の効率化を図るた

め、表土及び黒褐色土の掘削については大型掘削機

械で行い、また、収去の完了した土地から順次作業

を進めた。

(3)遺構確認作業をし、竪穴住居跡、土坑、掘立柱

建物跡、溝等を検出した。遺構名称は年保遺跡・前

沖遺跡・鳥山下遺跡を通して遺構の種別毎に通し番

号を付した。

(4)竪穴住居や士坑などは 2分割ないしは4分割、

溝などは 1~3箇所の埋没土層堆積状況観察用ベル

トを残して遺構を掘削した。遺物の取り上げに際し

ては、遺構単位を畢本とし、その遺構に伴うと考え

られるある程度の大きさが残存する物については番

号を付し、図面上に記録し、その他の遺物について

は一括して取り上げた。また、遺構に所属しない遺

物に付いては概ね区毎に取り上げたが、必要に応じ

て層位・グリッド単位で取り上げた部分もある。

(5)遺構の測量にあたっては、竪穴住居跡、土坑等

は20分の 1を基本として、竃は10分の 1、全体図

は40分の 1とした。原則として測量会社に委託し

たが、断面図（セクション、エレベーション）の一部

を作業員による手実測とした。

(6)記録写真の撮影には、碁本的に 6X 7 • 35mmの

白黒、 35mmのリバーサルで行い、全体写真の撮影

は、ラジコンヘリ・高所作業車にて行った。

(7)遺跡付近の古環境を復元するための火山灰、植

物珪酸体等に関わる自然科学分析を実施した。その

結果はVI自然化学分析の項に掲載した。

6
 



3.調査の手順
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II 調査の方法

4.基本層序

年保遺跡

遺跡地は沖積低地内の微高地にあたる。付近一面

は昭和40年代に圃場整備が行われ、現在水田とな

っている。現道西側の2区は現水田面から遺構確認

面であるローム層直上までの覆上が25cm程であり、

遺構の残存状態は良好とはいえない。反対側の 1.

3区は現水田面が西側より 50cmほど高い。

1層は現耕作土で暗褐色土である。下位は現水田

の床土で鉄分の凝集が見られる。II層は暗褐色土で

ある。III層より 黒色味がありさらさらしている。白

色軽石粒・小石を少量含む。白色粒子中には角閃石

を含むものがあり、隣接する前沖遺跡の自然科学分

析結果を勘案するとHr-FAに伴うパミスと考えられ

る。III層は暗褐色土でII層より土壌の粒径が細かく

白色軽石粒を均ーに含む。N層は黒褐色土で上位に

白色軽石粒を少量含む。最大で10cm程残存するが、

後世の撹拌を受け、残存しない範囲が広い。古墳時

代住居跡はこの層を掘り込んで構築されている。V

層は黄色砂質ローム土である。本遺跡の遺構確認面

である。20cm程堆積している。VI層は砂礫層であ

る。古墳時代の井戸の透水層になっていたものと考

えられる。VII層は淡黄～黄灰色砂質ローム土である。

V層、 VII層のローム層に挟まれて砂礫層があること

やローム土の状態からローム層は水成堆積に依るも

のと考えられる。

鳥山下遺跡

遺跡地は大間々扇状地の南東部に伸びる張り出し

部分西側の緩い斜面にあたる。西には蛇川が南流し

ている。部分的に黒色土層、 ローム漸移層が残る部

分があるが、大半で昭和40年代に行われた圃場整

備のためにローム層上面まで削平されていた。

なお、ローム面上での遺構調査の後ローム層下の

深堀りを行っている。鳥山下遺跡の碁盤層について

は後述の「VI 自然科学分析」の項に詳しく記載さ

れているので参照していただきたい。

l層は褐色砂質土で、現耕作土である。II層は圃

場整備時の客土である。最大径100mm程のロームブ

ロックを多量に含む部分などが層位を成している。

周囲の地形から 10区寄りの現鳥山集落ののる台地

上の削平により供給されたものと考えられる。

III層はローム漸移層。 部分的にこの上位に黒褐色土

を載せる部分もあるが、圃場整備時客土下の遺構確

認面は11I層上面である。N層は灰～灰黄色粘土ロー

ム層。V層はAs-YP層。VI層は灰色砂混じりシルト

層。VII層は灰色砂層。 VllI層は灰色砂礫層である。

自然科学分析の結果、本遺跡の基盤層にあたる水成

層は少なくともAs-YP降灰以前に離水したものと考

えられる。

V V V 

I 

II 
III 
N 

V 

VI 

VII 

第5図 年保・ 鳥山下遺跡基本土層模式図
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III 周辺の環境

I.地理的環境

年保遺跡、鳥山下遺跡は、群馬県太田市大島町・

鳥山中町に所在する。太田市は群馬県の南東部に位

置し、北東は渡良瀬川を挟んで栃木県足利市と南は

利根川を挟んで埼下県大里郡妻沼町と県境をなして

いる。地形的に見ると市域の大半は平坦な地形を成

し、北側から茶臼山丘陵が張り出している。平坦部

は、更新世の扇状地を含む洪積台地と沖積低地から

なる地形となる。標高は、市域の北西から南東へと

緩やかに傾斜している。年保遺跡付近の標高は47.0

m、鳥山下遺跡付近の標高は、 51.9m程である。

遺跡地は太田市街地より北西3km程新田郡新田町

に程近い、東武桐生線三枚橋駅西方の現鳥之郷地区

に位置する。

付近は、昭和40年代に進められた圃場整備によ

り長方形に区画された水田となっており、所々に畑

として残る小さな高まりが点在している。

本遺跡地付近の地形を概観すると、北は大間々扇

状地の先端部、東は八王子丘陵・金山丘陵、西は由

良台地に囲まれた北西から南西に伸びる扇端低地と

なっている。現在では、金山丘陵の西端を八幡川が、

由良台地の東端を蛇川が幅約1.5kmの川底低地を囲

むようにして北西から南東方向へ流れている。

大間々扇状地は、渡良瀬川が更新世に形成した関

東地方有数の大型扇状地である。大間々町を扇頂と

して太田市北西部から新田町、境町を経て伊勢崎市

東部に至る海抜50~60m付近を扇端とする、南北

約18km、扇端の幅約13kmの扇形の範囲に発達する。

形成時代を異にする 5つの地形面で構成される合成

扇状地であるが、その中でも扇状地の西半分を占め

る桐原面と、ほぼ東半分を占める藪塚面が最も広く、

本扇状地の主体を成している。

桐原面はAg-UP（赤城湯ノロテフラ）以上の中部お

よび上部ローム層によ っておおわれており、早川を

はじめとする浸食谷によって樹脂状に浸食されてい

1.地理的環境

る。

薮塚面は、扇頂から扇端まで連続して典型的な扇

状地を形成する範囲と扇端の南方に広がる沖積低地

（扇端低地）の中に島状に散在するものとに二分出来

る。前者には厚さ 1m以下の薄い上部ローム層だけ

が堆積しており、面形成層の薮塚礫層の直上に上部

ローム層基底の浅間板鼻褐色（群）テフラが存在す

る。一方後者は扇端以南で、薮塚面形成後関東ロー

ム層が降下堆積している時に浸食し尽くされずに残

った微高地という性格の地形面と考えられる。本面

には、上部ローム層の一部または二次堆積（再堆積）

の上部ローム層が見られ、明らかに沖積台地とは区

別されるものである。

八王子丘陵は海抜200m強の標高をもつ山頂が連

なり、分水界は北北東一南南西の方向に延びていて、

北半では稜線が市域の境となっている。

金山丘陵は、かつては八王子丘陵と一続きのもの

と考えられるが、今は吉沢字萩原のこく低い鞍部を

境にして離れている。山頂部を中心とした孤立山塊

としての地形が読みとれ、最高地点は235.Smであ

り、高度42~63mを測る周辺の麓との比高は160m

ないし180mとなる。主な山脚は北と東及び南西の

方向に延びる。西部には長手の谷が入り込んでいる。

地質的には古生層を基盤としており、丘陵の東と

北に馬蹄形に広がっている古生層の上を古第3紀の

流紋岩質火砕岩類である金山流紋岩類が不整合に覆

っており、さらに新第3紀の藪塚類層が不整合に覆

っている。

金山丘陵の西辺に沿うように八瀬川が、由良台地

の東側に沿うようには蛇川が大間々扇状地の末端か

ら利根川方面へと流れている。両河川ともに現在の

ルートになるまでに流路の変遷を経てきたものと考

えられている。その間に囲まれた地域は沖積低地に

なっており、北西から南東へと延びている。

沖積低地では、藪塚礫層の上にさらに上流側の藪

塚面上の火山灰が浸食されここに再堆積し、それが

低湿な環境下で粘土化して沖積層になったものと考

えられる。層厚は概ね lm前後で厚いところでも 2
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周辺の環境

m程である。シルト～粘土からなり、全体に腐食物

を含んでいる。沖積層の堆積環境は全般に排出不良

の低湿地で由良台地周辺には泥炭や黒泥が形成され

る湿原が分布していたと推定される。本地域では地

表下に、完新世のうち弥生時代以前の堆積物は明瞭

な地層として残存していないが、 As-B、Hr-FP、

参考文献

「太田市史J通史編

「太田市史」通史編

自然 太田市

「新田町誌」第2巻資料編（下）

1996 

原始古代太田市 1996 

新田町誌刊行委員会 1987 

Hr-FA、さらに下層にAs-Cと思われる軽石が認め

られることから沖積層の大部分は弥生時代以降の堆

積物と考えられる。
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2.歴史的環境

年保遺跡、鳥山下遺跡は1500mほど離れており、

細かく見ると立地条件に違いがあるものの、大きく

捉えると北に大間々扇状地の扇端部、西に由良台地、

東に金山に挟まれ、南に延びる低地の空間に存在し

ている。現在の太田市市内の地区名で言うと鳥之郷

地区にあたり、北は強戸地区、南は太田地区と接し

ている。周辺は古墳群の存在で知られる地域であり、

年保遺跡の位置する東武桐生線三枚橋駅の南西部一

帯は平成三年改訂版発行の「太田市文化財地図」に

よれば、 三枚橋南遺跡と命名される縄文土器・弥生

土器・土師器を出土する包蔵地とされている。

近年本地域でも開発に伴う発掘調査が徐々に実施

され、その成果が公表されつつある。また、市史が

編纂・刊行され地域史の解明が行われている。本項

では、これらの資料をもとに周辺の遺跡について時

代毎に概観したい。なお、（ ）内の数字は第7図周

辺遺跡図•第 1 表周辺遺跡一覧表と対応しているの

で参照されたい。

旧石器時代

市域では、八王子丘陵・金山丘陵周辺と市街地南

部の沖積低地内にのこるローム層低台地に遺跡が分

布している。周辺では、金山丘陵南端の大島口遺跡

(29)で刃器状剥片、八幡山遺跡（30)で茂呂型のナイ

フ型石器が発見されている。

縄文時代

草創期 ・早期の遺跡は金山丘陵、八王子丘陵周辺や

平野部の台地部分に位置するものが多く、堂原遺跡

(45)では貝殻痕文系の土器を出土している。前期の

遺跡は竜舞台地をはじめ平野部の台地部分で遺跡が

増加しており、周辺では由良台地状上に堂原遺跡が

みられ、三枚橋駅の西方大間々扇状地の末端に舌状

に南下する低台地の南端付近で諸磯期土器類が広く

分布している。中期の遺跡は、前半では竜舞・大

泉・由良台地などで遺物類が希薄な分布を示すが、

2 歴史的環境

後半の加曽利E式期の遺跡は急激に増加している。

加曽利E式土器を出土する遺跡は由良台地では市立

宝泉小学校南方の台地縁辺や新野町堂原地区、さら

に成塚町成塚住宅団地遺跡(21)や上遺跡（11)鳥山・

三枚橋駅西方に濃厚な分布が見られる。当時の集落

は低地に面した台地の縁辺、あるいはそれに連絡す

る微高地形を選んで選地しており、その地は河川や

湧水池などに近いところでもある。後期には、竜舞

台地や大泉台地・由良台地・大間々扇状地末端台地

などに分布する遺跡に充実したものが認められる。

周辺では堂原遺跡（45)では後期前半の遺物が多く発

見されている。晩期には市域における遺跡は極端に

減少し、衰退しており、周辺には遺跡の分布は認め

られない。

弥生時代

金山丘陵北東部の小丸山遺跡・高林の丘陵性台地

付近に遺跡が分布しているが、市域における弥生時

代の遺跡は極めて少ない。太田西部から南部の広大

な平野地域にこの文化は進出することはなかったと

考えられる。

古墳時代

本地域は県内でも有数の古墳が構築された地域と

して知られる。周辺には、市域で最も古い様相をも

つ前方後円墳である八幡山古墳（58)・丘陵の突端を

利用して占地する寺山古墳（55)など4世紀代の構築

とされる古墳が出現している。 5世紀から 6世紀前

半にかけては良好な甲胄の出土で知られる鶴山古墳

(51)、帆立貝型の亀山古墳（50)、市域で唯一周掘内

に一対の中島をもつ鳥崇神社古墳（49)が築かれてい

く。さらに6世紀代になると、八王子丘陵の南西方

から金山丘陵の西方大間々扇状地末端に開けた沖積

地を中心に成塚古墳群（53)、長手口古墳群(55)等の

群集墳が発展した。

一方集落遺跡も前期から遺跡数の増大が見られ

る。石田川式土器を出土する遺跡としては屋敷内B

遺跡（34)、成塚住宅団地遺跡(21)・堂原遺跡(45)• 
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III 周辺の環境

脇屋深町遺跡（46)・唐桶田遺跡（43)等があり、石田

川期の集落は低湿な沖積地内の微高地に立地する傾

向がある。和泉式土器の分布は成塚町や鳥山地区、

また由良台地では新野堂原から脇屋にみられ、中期

以降には周辺の高乾地へと集落は移動している。後

期の集落遺跡の多くは広々とした沖積地内の小規模

微高地を避けて、その周辺に広がる大間々扇状地の

末端の台地や金山・八王子丘陵の台地、利根川左岸

の高林台地などの周辺部に分布する傾向があり、堂

原遺跡（45)・川窪遺跡などがみられる。また、市域

で最も古い寺院跡と考えられる寺井廃寺(48)は7世

紀後半には建立されたと推定されている。

奈良•平安時代

天良七堂遺跡（47)は礎石建物跡が一軒調査されて

おり倉庫と考えられている。小金井入谷で発見され

た礎石や瓦屋根構造をもつ奈良朝の建物跡は奈良時

代の官術的性格をもつ建築群の一つと考えられてい

る。境ヶ谷戸は地方官衝的遺跡であったと推定され

ている。また、釣堂遺跡(44)は瓦類が発見され、寺

院跡と考えられている。

金山西北方の大間々扇状地末端の市域の寺井・天

良地域から新田町小金井・市野井にかけてこのよう

な遺跡が分布し、七世紀後半から十世紀にかけて存

続しており、しかも地方官術的性格を示すものであ

る。また、東山道に関連する遺構も検出されつつあ

り、この地域を通ったものと考えられている。

本地域は十世紀前半に編まれた 『和名類衆抄』に

みられる上野国14郡のうち、新田郡の南東部地域

を占めると考えられ、新田郷を当てられている。

また、生産域としては、 金山北東麓にある二の宮

遺跡や太田市南部にも条里制水田が想定されている

が、北関東自動車道に伴う発掘調査などにより浅間

B軽石に覆われた水田跡の検出も行われつつある。

市域における奈良•平安時代の村落社会は、基本

的には前代の古墳時代を発展的には受け継いでいる

が、集落分布のありかたは多様に展開している。

太田市史では七区域に区分できるとしているが、

12 

大間々扇状地末端地域では、八幡遺跡（10)、久保遺

跡(1 6) などの広範な範囲を占めて分布する奈良•平

安時代の集落遺跡があり、寺井町から鳥山にかけて

の広範な地域に、奈良•平安時代の地方官術とも関

係する村落が形成されていたことが推定される。

鎌倉・室町時代以降

本地域は、平安時代の終わり頃から新田庄の範囲

に繰り込まれていき、嘉応二年(1170)の「新田御

荘嘉応二年目録」には、大島郷が見られる 。また、

鎌倉時代には、新田氏の系譜に連なる里見氏から鳥

山郷に鳥山氏大島郷に大島氏などが現れる。室町時

代には、新田庄は岩松氏の治めるところとなり、大

島郷 ・鳥山郷は、岩松氏、 鳥山郷の一部は庶子の鳥

山氏の所領となっている。室町時代のおわり戦国時

代を迎える頃にはかつて新田庄を支配していた岩松

氏とは別系との岩松氏が文明元年(1469)戦国時代

を通して太田・新田地方の象徴であった金山城を築

城している。しかし、明応四年(1495)家臣の横瀬

成繁に実権を奪われた。横瀬氏は由良姓を名乗り金

山城の実権を掌握したが、上杉氏の関東進出、後北

条氏の上野国進出に際してはその支配下に属した。

所謂中世城館跡を見ると典型的な山城である金山

城をはじめ大島城・大島館・鳥山環濠遺構群があ

る。大島城(71)は、戦国期の金山城の出城であった

と推定されている。大島館（70)は、北西ー南東100

m、北東ー南西250mの外郭があったと推定されて

いる大島氏の館跡である。鳥山環濠遺構群は、鳥山

中・下町にあり、鳥山城（66)・鳥山館(67)・烏山屋

敷（65)の三カ所で、 15• 16世紀に存続したとされ

る烏山城が鳥山氏の居館と考えられている。

やがて、江戸時代を迎えると新田郡鳥山村と大島

村は館林城主となった榊原氏の所領となり、この地

域も幕藩体制に繰り込まれていった。
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第 7図周辺遺跡図（1: 25,000) 
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第 1表周辺遺跡一覧表

番号 迫跡名 所在地 時代等 主な文献

1 年保遺跡 太田市大島町 本遺跡

2 烏山下遺跡 太田市烏山中町 本遺跡

3 前沖遺跡 太田市鳥山下町 古墳時代後期住居跡。掘立柱建物跡、土坑、溝、井戸等。 団： 「年報J20 

4 三枚橋南遺跡 太田市鳥山町 縄文（前期～後期）式土器、弥生（後期）、土師（前期～後期）を出土。 県迫跡台帳

5 鳥ヶ谷戸遺跡 太田市烏山中町 古墳時代。散布地。 文化財情報

6 鎧着遺跡 太田市鳥山中町 古墳時代。散布地。 文化財情報

7 烏山宿屋敷遺跡 太田市烏山上町 縄文時代。散布地。 文化財情報

8 上泉開戸遺跡 太田市烏山中町 古墳時代。散布地。 文化財情報， 中道遺跡 太田市鳥山上町 古墳時代。散布地。 文化財情報

10 八幡遺跡 太田市鳥山上町 縄文時代前期 ・中期 ・後期、古墳時代中期、飛烏時代、白鳳時代、奈良時代、 市史

平安時代の集落。発掘された遺構は、竪穴住居27軒、掘立柱建物7軒、溝11団．報告書

条、井戸3基、円形土坑2基。主体となるのは9世紀代の集落。

11 上遺跡 太田市鳥山上町 古墳時代。散布地。 文化財情報

12 寺中遺跡 太田市鳥山上町 古墳時代。散布地。集落。 文化財情報

13 中妻遺跡 太田市鶴生田町 古墳時代。集落。古墳。 文化財情報

14 久保畑遺跡 太田市寺井町 古墳、奈良時代。集落。 文化財情報

15 鷲ノ宮遺跡 太田市寺井町 平安時代。散布地。 文化財情報

16 久保遺跡 太田市烏山上町 奈良、平安時代集落。国分期を中心とする竪穴住居址27軒、 土坑46基。 市． 「年報J 1 

17 寺裏遺跡 太田市烏山上町 古墳時代後期を中心にした集落。古墳時代後期の住居祉8軒以上。 市史

18 畑中遺跡 太田市強戸町 古墳時代。集落 文化財情報

19 強戸宮西遺跡 太田市強戸町 縄文、古墳時代。集落。 文化財情報

20 成塚石橋遺跡 太田市成塚町 主に古墳時代の集落と塞域。検出された遺構は、住居址116軒、掘立柱建物址 市史

1棟、古墳址9基、円筒埴輪棺 1基、旧河川址 1条、溝址38条、土坑96基、 団：報告書

井戸9基、道路状遺構2条。

21 成塚住宅団地遺跡 太田市成塚町 縄文時代以降の複合遺跡。縄文時代中期後半、弥生時代後期、古墳時代前期・ 市史

中期。 団：報告書

22 峯山遺跡 太田市強戸町 旧石器時代の石器。縄文時代草創期～後期の土器片、土師・須恵器片のほか、 市史

製鉄址を思わせる鉄滓が散布する複合遺跡。

23 強戸口峯遺跡 太田市強戸町 旧石器時代遺物包蔵地。採集資料は 1点で、彫刻刀である。 市史

24 高太郎 I遺跡 太田市長手町 古墳時代後期の須恵器窯跡5基、エ房址 1軒、時期不明。 団． 「年報」13

25 高太郎II遺跡 太田市長手町 製鉄窯址3基、炭窯址と思われるもの3基。10世紀前半。 市： 「年報J 1 

26 高太郎1II遺跡 太田市長手町 古墳時代。生産遺跡。 文化財情報

27 鍛冶ケ谷戸遺跡 太田市長手町 縄文、古墳、平安時代。中世。集落。生産遺跡。 文化財情報

28 山去・十八曲遺跡 太田市長手町 井戸址 1基、金山城跡関連の大堀切り 。 団： 「年報J12 

29 大島口遺跡 太田市大島町 旧石器時代晩期、縄文時代草創期・早期・前期、古墳時代の遺物散布地。 市史

30 八幡山遺跡 太田市大島町 旧石器時代遺物包蔵地。採集資料、ナイフ形石器 l点。 市史

31 三島木遺跡 太田市大島町 縄文、奈良～近世。竪穴住居 1軒、掘立柱建物 1棟、溝6条、土坑7基。ピッ 団． 「年報」20

ト4碁。

32 稲荷前遺跡 太田市本町 平安時代の竪穴住居 1軒。近世溝 l条、土坑 1基。 団． 「年報」20

33 浜町遺跡 太田市浜町 出土遺物の様相からして、古墳時代前期から平安時代初頭の集落遺跡と考えら 市史

れる。

34 屋敷内B遺跡 太田市浜町 4世紀後半の前方後円墳の周溝墓 l基と 6世紀代の円墳2基。中世末から江戸 市史

時代中期にかけての溝址、土坑墓、井戸址等。 市：報告書

35 舞台A・ D遺跡 太田市西本町 6世紀初頭～7世紀中頃にかけての集落址。65軒の住居址。多量の炭化米が 市史

出土した土坑等。 市．報告書

36 大道北遺跡 太田市藤阿久町 古墳時代。集落。 文化財情報

37 由良北原遺跡 太田市由良町 古墳時代。散布地。 文化財情報

38 天狗林遺跡 太田市由良町 縄文、古墳、平安時代。散布地。集落。 文化財情報

39 北之庄 I・II・ ill遺跡 太田市由良町 古墳時代後期の住居址2軒、国分期の住居址8軒、井戸跡 1基、鍛冶工房 l軒、 団： 「年報J13 

瓦塔片 1点。

40 下原遺跡 太田市脇屋町 古墳時代。散布地。 文化財情報

14 
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41 岡原遺跡 太田市脇屋町 古墳時代。散布地。 文化財情報

42 脇屋中原遺跡 太田市脇屋町 古墳後期土坑 l畢。平安時代。散布地 団． 『年報」19

43 唐桶田迫跡 太田市脇屋町 古瑣時代前期 ・中期の集落・周溝募。 竪穴住居址18軒、掘立建物址3軒、溝 市．報告書

址4条、方形周溝墓 l基、土坑 l基である。板材や柱材・種子等。

44 釣堂廃寺 太田市脇屋町 寺院跡。集落内の一隅に営まれた小規模な寺院、あるいは仏堂である可能性が 市史

高い。8世紀中頃。

45 堂原遺跡 太田市脇屋町 縄文・古墳時代を中心とする集落址。縄文時代の土坑6基、埋設土器 1個体、 市史

古墳時代前期方形周溝墓3基、古墳時代後期住居跡 l軒、中世の土坑数基、溝

1条等。

46 脇屋深町遺跡 太田市脇屋町 古瑣時代前・中期。竪穴住居址3軒、掘立柱建物址 l棟、方形周溝塞2基、円 市： 「年報」 1 

形周溝墓 l基、溝址71条。

47 天良七堂 新田郡新田町 古瑣～平安時代の官術・集落。礎石建物2棟、掘立柱建物2棟、住居跡5軒、 市史、報告書

溝13条。炭化米。

48 寺井廃寺 太田市天良町 寺院跡。寺院主要部にかかわる遺構は見つかっていない。古瓦の散布。7世紀 市史

後半～10世紀の瓦。

49 鳥崇神社古墳 太田市鳥山中町 前方後円墳。 ＜びれ部に左右一対の中島。全長推定66m。5世紀末から 6世 市史

紀前半。 市報告書

50 亀山古墳 太田市鳥山上町 『綜覧」には前方後円墳として掲載。径35mの円墳であった可能性も考えら 市史

れる 。 墳頂と中段に円筒•朝顔形埴輪の樹立が想定出来る 。 5 世紀第皿四半紀。

51 鶴山古墳 太田市烏山上町 前方後円墳。墳丘全長95m。主体部は竪穴式石室。良好な甲胄の資料が出土。 市史

5世紀後半。

52 鶴生田・下強戸古墳群 太田市鶴生田町 横穴式石室を主体部に持ち、墳丘径20mを測る円墳群で構成。6世紀に築造 市史

されたものが多いと考えられる。

53 成塚古墳群 太田市成塚町 「綜覧」によれば、成塚町地内に分布する古墳の総数は41基。6世紀中頃に 市史

は形成され、 6世紀後半に最盛期。

54 寺山古墳 太田市強戸町 前方後円墳。全長55m。主体部は粘土榔が推定される。4世紀代。 市史

55 長手口古墳群 太田市長手町 3基の前方後円墳を中核とする。ほとんど消滅。埴輪類、鉄器類、玉類、金銅 市史

環、馬具類。6世紀後半を主体に形成。

56 弐反田古墳群 太田市長手町 数基の円墳からなる。 市史

57 貧乏塚古墳群 太田市長手町 約30基の円墳よりなる群集墳。6世紀後半。 市史

58 八幡山古墳 太田市大島町 前方後円墳。墳丘規模全長84m。竪穴式石室が想定される。4世紀前半。 市史

59 浜町古墳群 太田市浜町 古墳時代。古墳。 文化財情報

60 稲荷山古墳 太田市西本町 径約20mの円墳。人物埴輪（武人）。馬形埴輪の出土記録あり。 市史

61 藤阿久古墳群 太田市藤阿久町 直径15m内外の円墳が多く、横穴式石室施設したものが主体であったと推定 市史

する。太刀、刀子、鉄鏃。人物埴輪、飾り馬、円筒類。6世紀代に形成。

62 別所茶臼山古墳 太田市別所町 前方後円墳。全長168m。5世紀前半。 市史

63 新野古墳群 太田市新野町 古墳時代。 文化財情報

64 脇屋古墳群 太田市脇屋町 「綜覧」に6基の古墳が記載。群中のオクマン山古墳は径36mの円形で埴輪 市史

人物像、飾り馬等出土。6世紀後半。

65 烏山屋敷跡 太田市烏山下町 堀。 城館跡

66 烏山城 太田市鳥山中町 15 • 16世紀。烏山氏。（堀、土居、戸口）。 城館跡

67 鳥山館 太田市烏山中町 堀。 城館跡

68 強戸の寄居 太田市強戸町 16世紀。強戸地衆。堀。 城館跡

69 長手口砦跡 太田市長手町 中世。城館。 文化財情報

70 大島館 太田市大島町 14世紀。大島氏（里見氏）。土居、戸口。 城館跡

71 大島城 太田市八幡町 16世紀。堀。土壇。 城館跡

72 由良の砦 太田市由良町 14~16世紀。由良氏。（堀、土居、戸口）。 城館跡

73 台源氏館 太田市由良町 14世紀。新田氏。 城館跡

74 新田館 太田市別所町 14世紀。新田氏。堀。 城館跡

75 脇屋館 太田市脇屋町 14世紀。脇屋義助。義助館跡の碑。 城館跡

76 推定東山道 古代 企画展資料

＊県：群馬県教育委員会、 市：太田市教育委員会、 町：新田町教育委員会、 県博：群馬県立歴史博物館
団：財団法人群馬県埋蔵文化材調査事業団
文化財情報：文化財情報システムCD-ROM版 城館跡：群馬県の中世城館跡
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N 年保遺跡の遺構と遺物

1.遺跡の概要

年保遺跡では古墳時代の遺構中心にして、近世の

遺構若干と 、縄文時代から近世に至る遺物を検出し

た。遺跡全体が圃場整備された水田下にあり、その

ために遺構確認面での遺構残存の状態は良好とはい

えない。以下、各時代毎に遺跡の概要を記すことに

する。

旧石器時代

旧石器時代のものと認定できる遺物は検出されて

いない。また、基本土層で示したように部分的に遺

構掘り込み時の地山である黒褐色土層・ローム層の

残る部分があるものの遺構確認面の直下や住居掘り

方、更に 1区の北側では遺構確認面上に砂礫層が露

出していた。地理的環境で示したようにローム層も

2次堆積によるものと考えられ、旧石器時代の遺構、

遺物は存在しないと判断した。

縄文時代・弥生時代

遺構外の遺物として縄文時代の土器片、石器が少

量検出された。土器片はいずれも小片で摩耗の激し

いものが多いが、中期から後期にかけての遺物と考

えられる。これに伴う遺構は検出されていない。遺

物は遺構外の項で報告している。弥生時代の遺構・

遺物は検出されていない。群馬県遺跡台帳東毛編に

よれば、本遺跡周辺からは縄文時代（前期～後期）弥

生時代（後期）土師（前期～後期）を出土するとあるが、

東武桐生線の線路沿いの部分に存在するのかもしれ

ない。

古墳時代

本遺跡で検出した遺構は、古墳時代以降のものと

推定される。圃場整備による削平やそれ以前の耕作

等により遺構の残存状況が悪く、火山灰等の時期確

定の鍵になる層も明確には残存しない。従って、僅

かな出土遺物と埋土からの推定となり時期を明確に

出来ないものも多いが、出土遺物や形態から時期を

推定できる住居等のほとんどは古墳時代後期に属す

1.調査の概要

るものである。

住居については、 1区で6軒、 2区で2軒、 3区

で12軒の合計20軒が検出された。 1軒は前期の可

能性があり、 15軒は後期(6世紀代）のものと考えら

れる。4号住居跡ではカマド周辺にややまとまった

遺物の出土があるが、概して出土遺物は少ない傾向

がある。残る 4軒については部分的な検出であり出

土遺物もこく少量であることから時期は不明であ

る。なお、 12号住居跡柱穴内より木材の出土があ

った。

井戸は1区で2碁検出された。湧水点に見られる

アグリが認められず根拠がやや弱いが、その形状等

から井戸と判定した。 2号井戸では底面に接するよ

うにして底部を欠損した甕が出土している。

土坑は24韮検出した。性格が推定できるものは

なかったが、埋没土は古墳時代の住居と近似してお

り、出土遺物も古墳時代後期のものが多い。

奈良・平安時代

明らかに奈良•平安時代のものと認定できる遺構

は存在しない。遺物も摩耗の激しい土師器片など極

少量が出土するだけである。

なお、溝 l条及び掘立柱建物跡柱建物5棟につい

ては埋没土が古墳時代の住居跡の埋没士に近似する

ことから古代以前のものと考えられるが、明確な時

期判定の出来る資料を欠いている。

中世以降

近世以降の溝2条が検出された。溝内および遺構

外から若干の陶磁器片も出土している。 2条の溝は

3区にあり、南北方向に直線的に伸びている。2条

とも砂質土で埋没しており、流水があった可能性が

高い。近世の絵図によれば付近は近世以降水田とな

っており、圃場整備前までは網目状に用水路が残る

低湿な土地であったことから考えると用水路の一部

であった可能性が高い。

17 
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年保遺跡古代遺構概念図
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N 年保遺跡の遺構と遺物

2. 古代の遺構・遺物

(1) 竪穴住居跡

1号住居（図10、 PL3• 15) 

位置 1区X=33345~50, Y =-42445~48 

重複なし

形態 住居の半分程は調査区外に伸び、南東部は攪

乱を受けるため全形は確認できなかったが、方形を

呈すると想定される。

方位 N-39° -W  

夫見桔莫 (2.84)m X (2.28)m 

面積調査区内で5.09rrf

壁高 4cm 

床面 住居南東部は後世の削平を受け、残存してい

ない。北半は、掘り方面から厚さ 6cmほどの埋め土

を施して平坦な面を造る。掘り方面は、細かな凹凸

／
 

ー

姿
入

忍

羞
入

3
玲

忍

を残す。

柱穴 P 1は直径30cm深度50cmを測り、位置・形

状から柱穴の可能性がある。攪乱のため対応するピ

ットは検出されなかった。

貯蔵穴 住居の東北隅に設置され、長軸74cm、短

軸60cm、深度約44cmで、平面形は隅丸方形を呈す

る。埋土中位に灰黄色粘質土が薄い層状に堆積する。

周溝調査範囲では未確認。

竃 調査区外で確認できなかったが、北西壁東寄り

部分のセクションに焼土・炭を主体とする薄い層が

ある。貯蔵穴西側の位置にあたり竃と考えられる。

遺物 貯蔵穴内より土師器の甕、坪破片が少量出土

している。

所見 本住居の時期は出土遺物から古墳時代後期に

比定される。

令
，ダ

/ L,4570m~ミ；

1号住居

1 暗褐色土 現表土。

2 黒褐色土 白色軽石粒、小石含む。

3 灰黄褐色土鉄分沈着。

<el I にl／：：：

4 黒褐色土 黒褐色粘質ブロック中量、炭化物

粒、小石少量含む。

5 黒褐色土 灰黄褐色土粒やや多く、白色軽石

粒・炭化物粒少量含む。

6 灰黄褐色土 黒褐色土少量含む。

7 黒褐色土灰黄褐色土粒含む。

8 黒色土 炭主体。焼土粒含む。

9 褐色土 焼土主体。炭少量含む。

10 暗褐色土 ローム粒含む。

11 黒褐色土 ロームブロック含む。

1号住届貯蔵穴

一 1 黒褐色土 暗灰黄褐色土粒、白色軽石粒少量

寸 II 含む。

2 暗灰黄色土鉄分沈着。

g 寸ー

11 ,~ 3 黒褐色土 小石少量含む。

］ 

¥[ ¥ 
＼ 

］、＼三
I I 

＼ 
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゜
I: 60 2m 

゜
1: 3 10cm 

第10図 年保 l区1号住居・出土遺物実測図
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2号住居（図12、PL3) 

位置 1区X=33331~33, Y =-42433~35 

重複 3号住。 3号住の床面が本住居の床面の上位

に重なっていたため、本住居の方が前出である。

形態 住居の大部分が調査区外になるため、全形は

確認できなかった。南西隅部のみを検出した。

方位 計測不能。

夫見桔莫 （l.75)m x (l.OO)m 

面積 調査区内でl.42rrf 壁嵩 20cm

床面 掘り方面から 8cmほど黒褐色土を入れて平坦

面を作っている。掘り方面は、壁周辺が僅かに窪む。

柱穴 調査範囲では未確認。

貯蔵穴 調査範囲では未確認。

周溝 調査範囲では未確認。

竃調査範囲では未確認。

遺物 土師器甕破片が2片出土しているが、 小片の

ため図示できなかった。

所見 形状、床面から住居と判断した。本住居の時

期は重複関係から古墳時代後期以前に比定される。

3号住居（図12、 PL3) 

位置 l区X=33329~32, Y =-42432~33 

重複 2・4号住と重複。床面が2・4号住床面の

上位に構築されているため、本住居が最も後出である。

形態 全形は確認できなかった。

方位 N-19° -W  

規模 3.00m x (0.51)m 

面積調査区内で1.27m' 壁高 8cm 

床面 掘り方面から厚さ約10cmの埋め土を施して

平坦な面を造る。掘り方面は北側がやや窪む。

柱穴 調査範囲では未確認。

貯蔵穴 調査範囲では未確認。

周溝 調査範囲では未確認。

竃調査範囲では未確認。

遺物 土師器甕、坪の小破片が出土しているが、小

片のため図示できなかった。

所見 本住居の時期は出土遺物から古墳時代後期に

比定される。
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亨 卦

B B' 

7ロ ー3L=4630m

I : 60 
2号住居

1 暗褐色土現表土。

2 にぶい黄褐色土 鉄分沈着。赤褐色味帯びる。

3 暗褐色土 黒色味有り 。やや砂質。

4 暗褐色土 白色軽石粒少量含む。

o: 

2m 

5 黒褐色土 白色軽石粒、ローム・ブロック中量含む。

6 黒褐色土 白色軽石粒、小石少恨含む。

7 黒褐色土 やや粘性有り。ローム粒・ブロック少量含む。

8 黒褐色土 ローム混じる。

9 にぶい黄褐色土 ローム主体。

10 暗褐色土 白色粒上位に少鼠含む。

第11図 年保 1区2号住居実測図
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3号住居

1 暗褐色土現表土。

2 にぶい黄褐色土 小石少凪含む。

3 にぶい黄褐色土 鉄分沈着。

4 暗褐色土 黒色味有り 。やや砂質。

I : 60 2m 

5 黒褐色土 白色軽石粒、小石少只含む。

6 黒褐色土 ローム、焼土粒やや多く、白色軽石粒、小石、

炭化物粒少鼠含む。

7 にぶい黄褐色土 ローム主体。

第12図年保 1区3号住居実測図
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N 年保遺跡の遺構と遺物

4号住居（図13~16、 PL4 • 5 • 15) 

位置 1区X=33325~31, Y =-42431~34 

重複 3号住。3号住の掘り方が4号住の床面を掘

り壊していることから、 4号住の方が前出である。

形態 住居の大半は調査区外に伸びるため全形は確

認できなかった。

方位 N-125° -W  

規模 5.16mX(l.82)m。

面積調査区内で5.8lrrf 壁高 15cm 

床面 掘り方面から厚さ 10cmほどの埋め土を施し

て平坦な面を造る。鼈周辺は固く締まる。掘り方面

は中央がやや高く周囲が窪む。

柱穴 住居の北西部に 1本検出した。直径30cm、

深度27cmを測る。

貯蔵穴 住居の南西隅に設置され、竃の左袖方向に

位置する。長軸64cm、深さ50cmで、平面形は隅丸

メ累翡

江）

-4_, . "' 
打

方形と想定される。埋土の中位に灰黄褐色粘質土塊

を含む。

周溝 北東壁から南西壁下で検出され、幅20cm程、

深度9cm程である。

竃 南西壁やや南寄りに構築されている。燃焼部は

壁内、煙道は僅かに壁外に突出する部分が残存。全

長106cm、幅88cm。灰黄褐色粘質土を主体に袖を

構築し、右袖内には楕円形の川原石を補強材として

使用している。天井部の崩落と思われる部分にも袖

と同様の粘質土を検出した。

遺物 土師器甕、坪、甑片などがほぼ床面に近い位

置から出土している。鼈周辺や貯蔵穴内に 5・6の

坪や8の甑等の完形遺物があり、住居の廃棄時期を

示すものと考えられる。

所見 本住居の時期は出土遺物や重複遺構から 6世

紀前半に比定される。

＼ 

メ＿｝翡晶
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三
4号住居

1 暗褐色土現表土。

2 にぶい黄褐色土 小石少量含む。

3 にぶい黄褐色土 鉄分沈着。

4 暗褐色土 黒色味有り。やや砂質。

5 暗褐色土 やや粒径細かい。白色軽石粒均ーに含む。

6 黒褐色土 白色軽石粒、小石少量含む。

7 黒褐色土 ローム、焼土粒やや多く、白色軽石粒、小石、

炭化物粒少量含む。

8 黒褐色土 白色軽石粒含む。

9 黒褐色土 8層近似。焼土粒子やや多く、ローム粒径小さい。

10 にぶい黄褐色土 ローム主体。

11 黒褐色土 やや固く締まる。焼土粒、黄褐色土粒、炭化物粒、

白色軽石粒少量含む。

12 黒褐色土 9層近似。白色軽石粒やや含む。

13 灰黄褐色土 固く締まる。

14 黒褐色土 灰黄褐色土粒、ローム粒・プロック少童含む。

15 黒褐色土 ローム粒少量含む。

16 黒褐色土 ローム粒均ーに含む。

17 黒褐色土 ローム粒 ・ブロック含む。

18 暗褐色土 全体的にローム含む。黄褐色味帯びる。

19 灰黄褐色土 黒褐色土の混土。固く締まる。焼土粒少量含む。

20 にぶい黄褐色土 ローム主体。

第13図年保 l区4号住居実測図
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2. 古代の遺構・遺物

0| 八 4号住居カマド

1 灰黄褐色土 灰黄褐色土主体。カマド天井

の崩落土か。

焼土粒、灰黄褐色土

白色軽石粒少量含む。

3 黒色土炭主体。焼土粒含む。

4 褐色土 焼土主体。部分的に炭を含む。

5 炭・焼土・灰混土層。

~ I Ill I 6 黒褐色粘質土 焼土粒、炭化物粒、灰黄褐色土

u| "' 

粒含む。固く締まる。

7 黒褐色土 ローム粒少量含む。

8 にぶい黄褐色土 ローム粒極少量含む。

゜
1: 30 lm 

第14図 年保 l区4号住居寵実測図
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第15図 年保 1区4号住居出土遺物実測図(1)
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N 年保遺跡の追構と遺物
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第16図 年保 l区4号住居出土遺物実測図（2)

5号住居（図17• 18、PL5 • 15) 

位置 l区X=333318~23, Y =-42429~34 

重複 7号住。5号住が前出。

形態ほぼ正方形

方位 N-20° -W  

規模 4.10m X4.03m 

面積 調査区内で15.48m'

壁高 15cm 

床面 掘り方面から厚さ12~14cm程の埋め土を施

して平坦な面を造る。掘り方面は東壁下に溝状の浅

い窪みがあるが、ほぼ平坦である。

周溝 調査範囲では未確認。

柱穴 床面上では不鮮明で確認できなかったが、掘

り方調査時に複数のピットを確認した。住居のほぼ

対角線上に並ぶp1~P4を柱穴と判断した。4本

のピットはほぼ同規模で直径20~25cm、深度26~

30cmである。

貯蔵穴 住居の南東隅に設置される。長軸86cm短

軸66cmで、平面形は楕円形と想定される。

竃 南壁やや東の貯蔵穴寄りに120cmX90cmほどの

粘土の塊が見られたが、炭化物や焼土は混入してお

らず竃と断定するには至らなかった。

遺物 土師器甕、坪の小破片、支脚破片を出土。 1

の坪は床面付近、 2の坪は貯蔵穴内の出土である。

所見 本住居の時期は出土遺物から 6世紀中頃に比

定される。
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2.古代の遺構・遺物
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5号住居

l 黒褐色土 白色軽石粒均ーに、焼土粒、炭化物粒、小石少鼠含む。

2 暗褐色土 白色軽石粒、ローム、小石少量含む。

3 暗褐色土 固く締まる。白色粒均ーに少量、小石含む。

4 にぶい黄褐色土 ローム主体。暗褐色土少凪混じる。

゜
l: 60 2m 

5号住居貯蔵穴

1 黒褐色土 ローム粒、炭化物少量含む。

2 黒褐色土 ローム土との混土。

第17図 年保 l区5号住居実測図

□ z) ＼□□／ ／ ／  

、こ口／
゜

l. 3 10cm 
こ）

第18屈 年保 l区5号住居出土遺物実測図
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N 年保遺跡の遺構と遺物

6号住居（図19、PL5• 15) 

位置 l区X=3331l~15, Y=-42425~28 

重複なし

形態 住居の大部分が調査区外になるため全形は確

認できなかった。南西隅部のみを検出した。

方位 N-21° -W  

規模 (1.55) m x (1.80) m 

面積調査区内で5.10而

壁高 13cm 

床面 掘り方面から 10cm程の埋め土を施して平坦

な面を造る。床面の硬化は弱い。掘り方面は中央部

がやや高く、周辺部がやや窪む。

柱穴 掘り方面で柱穴 1本を確認。直径24cm、深

度32cmを測る。

貯蔵穴 調査範囲では未確認。

周溝調査範囲では未確認。

竃調査範囲では未確認。

遺物土師器坪、甕の破片を出土。

所見 本住居の時期は出土遺物から 6世紀後半に比

定される。
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6号住居

1 暗褐色土現表土。
(1, 

2 暗褐色土 白色軽石粒、黄色砂質ローム粒少

塁含む。

3 暗褐色土 白色軽石粒少量、黄色砂質ローム

令
ブロック多量に含む。

>
4 暗褐色土 白色粒子上位に少覺含む。
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l: 3 10cm 

第19図 年保 1区6号住居 ・出土遺物実測図
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7号住居（図20、PL5) 

位置 1区X=33321~24, Y =-42429~30 

重複 5号住。本住居が後出。

形態 住居の大部分が調査区外になり全形は確認で

きなかった。遺構の残存状況も悪く、壁面セクショ

ンによって遺構範囲を推定した。

方位 計測不能。

規模 （l.60)m x (1.42)m 

面積 調査区内で、 1.34m'

壁高 15cm 

察曇

2.古代の遺構・遺物

床面 掘り方面から 6cmほど埋め土を施して平坦な

面を造る。掘り方面は南西部が北側より 3cm程窪ん

でいる。

柱穴 調査範囲では未確認。

貯蔵穴 調査範囲では未確認。

周溝 調査範囲では未確認。

竃調査範囲では未確認。

遺物なし

所見 床面の存在から住居と判断したが、土坑状の

塁
落ち込みの可能性もある。遺物がなく時期不明。

とく
寸

ふ、 r 

＼
 

CJ 

7号住居

l 暗褐色土現表土。

2 黒褐色土 白色軽石粒少量、 ローム粒・

ブロック中呈含む。

3 褐色土 ローム主体。やや固く締まる。

4 黒褐色土 粒径細かく、上位に白色粒少量含む。

入 吋
寸

L=46.10m 

第20図年保 1区7号住居実測図 ゜
I: 60 2m 

8号住居（図21、PL5) 

位置 2区X=33381~88, Y =-424 78~82 

重複なし。

形態 住居の大半が調査区外になるため、全形は確

認できなかった。

方位 N-20° -W  

規模 7.50m x (2.55)m 

面積調査区内で18.38ni'

壁高 一。遺構確認面で掘り方のみ検出。

床面 後世の削平を受けており残存しない。掘り方

面には、北壁寄りに不正形の溝状の窪み、東壁寄り

に円形の窪みがある。また、東壁から壁に直交する

浅い溝状の掘り込み 1条を確認した。床面から掘り

込まれた間仕切り溝の可能性がある。

柱穴 堀り方面に 11本のピットを検出した。位置、

形状などからp1とP2、P3とP4の2組の柱穴

が想定される。堀り方面での規模は、p1径35cm

深度38cm、P2径34cm深度16cmで、P3は径30cm

深度27cm、P4は径36cm深度25cmを測る。立て替

えによる拡張が行われた可能性が考えられる。

貯蔵穴 調査範囲では未確認。

周溝 北、東、南壁と北東隅で、幅10~16cm深度

8cm程の溝が確認された。溝の深度による残存条件

の違いを考えると全周していた可能性もある。

竃調査範囲では未確認。

遺物 掘り方より土師器坪．甕破片少量、須恵器小

片 1点、台付甕脚部 1点が出土しているが小片のた

め図化出来なかった。

所見 本住居の時期は掘り方出土土器の主体と住居

形態から古墳時代後期に比定される。
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N 年保遺跡の遺構と追物
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8号住居 吋I11 叫（ ul 
1 暗褐色土現表土。

2 黒褐色土 白色軽石粒均一少鼠含む。

3 黒褐色土 2層より黒色味有り 。ローム粒・ プロ ック含む。

゜
l 60 2m 

4 黒褐色土 ローム混じりで、黄褐色味帯びる。

第21図 年保2区8号住居実測図

9号住居（図22• 23、PL6• 16) 

位置 2区X=33381~87, Y =-42471~78 

重複なし

形態 ほぼ正方形

方位 N-22° -W  

規模 5.62mX5.53m 

面積 調査区内で29.4而

壁高 4cm 

床面 中央部はローム面を踏み固め、柱穴外は掘り

方面から 6cm程の埋め土を施して、平坦な面を造る。

床面直上を厚い所で4cm程の炭化物を含む焼土主体

28 

層が広く覆っていた。掘り方は、四柱穴内をほぼ平

らにし周囲を僅かに掘り窪める。また、西壁から壁

に直交する浅い溝状の掘り込み2条を検出した。そ

れぞれP4、P7に接している。床面から掘り込ま

れた間仕切りの可能性がある。

柱穴 住居の対角線上にp1~P8を検出した。ピ

ットの位置、形態から Pl~P4、P5~P8の各4

本を一組とする柱穴と考えられる。P2のセクショ

ンに柱痕が見られず、 P6・P7のセクションに柱

痕が確認され、 P8に柱材の可能性がある木片が残

存したことから、立て替えによる拡張が想定される。



貯蔵穴 住居の南東隅部に設置されている。掘り方

で、長軸98cm、短軸72cm、深度52cmの楕円形を呈

する。形状は床面直上を厚い所で4cm程の炭化物を

含む焼土主体層が覆う深さの異なる 2つの穴が重な

った状態になっている。柱穴より住居が建て直され

たと想定されることから、それに対応して貯蔵穴も

掘り直された可能性がある。

周溝 北東壁、北壁、西壁下で幅20cm深度10cm程

の溝が確認された。

竃 東壁ほぼ中央に壁が僅かに突出する部分があ

2.古代の遺構・遺物

り、貯蔵穴との位置関係、周溝の未周部分であるこ

と等から煙道跡と考えられる。屋内に燃焼部をもつ

形態のものと想定される。

遺物 土師器の坪．甕片類が主体で、須息器小片2

点も出土。 P4からは柱材の可能性のある木片が出

土している。自然科学分析を行っているので別項を

参照してほしい。

所見 本住居の時期は住居の形態、掘り方遺物等か

ら古墳時代後期に比定される。床面を覆う焼土の状

態から焼失住居と考えられる。
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I: 60 2m 

9号住居

l 灰黄褐色土 白色軽石粒少量含む。

2 縣褐色土 灰黄褐色土粒・ブロック、ローム粒、炭化物、

焼土粒、白色軽石粒少呈含む。

3 赤褐色土 焼土主体。下部に炭層。

4 黒褐色土 粒径細かい。ローム粒、炭化物粒少量含む。

5 黒褐色土 粒径細かい。ローム粒少量、白色軽石粒、

炭化物粒極少量含む。

6 黒褐色土 ロームとの混土。やや黄褐色味帯びる。

第22図 年保2区9号住居実測図
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N 年保遺跡の遺構と遺物
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9号住居 l土坑

1 赤褐色土砂質で脆い。

2 黒褐色土粘性有り。

ローム粒少量含む。
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L=45.80m 

9号住居柱穴 1・2・6 

1 黒褐色土 白色軽石粒・炭化物

少量含む。

2 黒褐色土 粒径細かい。ローム粒、

炭化物粒少量含む。

3 オリーブ褐色土 ローム主体。

黒褐色土が混じる。

N' 4 オリーブ褐色土極少量の

こ
＼
 

II 

黒褐色土混じる。

゜
I: 60 2m 

ヽ

◎
 ゜

I: 3 10cm 

゜
l: 6 20cm 

第23図 年保2区9号住居・出土遺物実測図
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10号住居（図24、PL6) 

位置 3区X=33399~403, Y =-42468~71 

重複 2号溝。近現代の2号溝に南辺を掘り壊され

ている。

形態 住居の大部分が調査区外になるため全形は確

認できなかった。北東壁部分のみ検出した。

方位計測不能

封計莫 （5.23)m X (l.90)m 

面積調査区内で4.04m'

ー

如
叉

忍

寸
／

゜

忍豪

｛ ｛ 

2.古代の遺構・遺物

壁高 15cm 

床面 掘り方面から 6~10cmほど埋め土を施して平

坦な面を造る。住居南東部寄りの床面上に、粘土塊

が2カ所が検出された。

柱穴 調査範囲では未確認。

貯蔵穴調査範囲では未確認。

周溝調査範囲では未確認。

竃調査範囲では未確認。

遺物 土師器坪．甕片を出土。小片のため図化でき

るものはなかったが、模倣坪口縁、胴部に丸味をも

つ甕、厚味のある甕口縁などがある。

所見 本住居の時期は出士遺物から 6世紀代に比定

される。

10号住居

l 暗褐色土現表土。

2 暗褐色土 白色軽石粒均ーに、礫極少塁含む。

3 黒褐色土 やや粘性有り 。白色軽石粒均ーに、

黒褐色粘質土・ブロック含む。

4 黒褐色土鉄分沈着。

5 黒褐色土 やや粘性有り 。ローム粒少量含む。

焼土粒、炭化物（層状）北側に認め

られる。

6 黒褐色土 やや黒色味強い。

7 黒褐色土 粘土ブロック。粘性有り 。白色粒

均ーに含む。

8 黒色土炭含む。

9 黒褐色土 ローム混じり 。白色粒少量含む。

10黒褐色土 住居形成時の地山。やや粘性有り 。

白色軽石粒ほとんど含まない。

゜
I: 60 2m 

第24図 年保3区10号住居実測図

11号住居（図25~27、PL6 • 7 • 16) 床面 掘り方面から 10cmほど埋め土を施して平坦

位置 3区X=33403~08, Y =-42461~66 な面を造る。掘り方面はほぼ平坦である。

重複 2号溝。近現代の2号溝に北西部分を掘り壊 柱穴住居のほぼ対角線上に並ぶピット 4本を検出

されている。

形態 ほぼ正方形

方位 N-50° -W  

規模 3.58m X4.05m 

面積調査区内で13.80m2

壁高 5cm 

した。長径26cm深度34cm程のほぼ同規模の掘り方

をもつ。

貯蔵穴 住居の東隅に設置され、長軸70cm、短軸

60cm、深度約25cmで、平面形は隅丸方形を呈する。

周溝 幅20cm、深度10cm程で、竃部分を除き全周

するものと思われる。
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N 年保遺跡の遺構と遺物

竃 北東壁やや南寄りに構築されている。全長210

cm、幅110cm。屋内に燃焼部をもち、壁の立ち上が

りに合わせる位置で緩やかに煙道部へ移行してい

る。灰黄色粘質土を主体に袖を造っており、天井部

の崩落と思われる部分にも袖と同様の粘質土を検出

した。

遺物 竃前から住居北東部の壁際方向に遺物の混入

が多く、土師器坪．甕片を出土。坪2・3は床直遺

物と判断される。

所見 本住居の時期は出土遺物から 6世紀に比定さ

れる。
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II号住居

l 黒褐色土 ローム粒、白色軽石粒極少量含む。

2 黒褐色土 1層に似る。ローム粒の割合多い。

3 黒褐色土 ロームとの混土。

L-46.20m 

c
 

C' 

一11号住居貯蔵穴

1 黒褐色土 白色軽石粒少量。ローム粒中黛含む。鉄分沈着。

2 黒褐色土 l層よりもロームの混じり多く、黄色味帯びる。

゜
I : 60 2m 

第25図 年保3区11号住居実測図
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2.古代の遺構・遺物
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II号住居カマド

1 黒褐色土 灰黄褐色土混じる。

2 灰黄褐色土 焼土粒・プロック含む。

3 黒色土炭、焼土混主体陪。

4 黒褐色土 焼土粒多鼠、灰黄褐色土粒含む。

5 暗赤褐色土 焼土主体。炭が混じる。

6 黒褐色土砂質。

7 黒褐色土 灰黄褐色土、白色粒均ーに含む。

8 灰黄褐色土 熱を受け赤味帯びる。

9 暗褐色土

10 黒褐色土 灰黄褐色土粒・ブロック含む。

II 暗赤褐色土焼土含む。

12 灰黄褐色土

13 黒褐色土 焼土粒、炭が混じる。

14 灰黄褐色土袖構築土。

15 黒褐色土 ローム粒中星、白色粒極少量含む。

16 暗褐色土 ローム粒・プロック含む。

17 黄褐色土 ロームと黒褐色土の混土。

I 7 15 16 

第26図 ゜L-46.20m 

年保3区11号住居竃実測図
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第27図 年保3区11号住居出土遺物実測図
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N 年保遺跡の追構と遺物

12号住居（図28• 29、PL7 • 8 • 16) 

位置 3区X=33408~14, Y =-42461~64 

重複 13号住、 17号址、 1号溝。埋土の観察によ

り17号住は12号住より前出であり、 1号溝は12号

住より後出である 。12号住内炭化物層の分布範囲

等から 12号住は13号住より後出である。

形態 住居の半分ほどが調査区外に伸びるため全形

は不明。

方位 N-12° -W  

規模 5.87m x (3.24)m 

面積調査区内で13.48m' 壁高 5cm 

床面 5cm程埋め土をして平坦な面を造っている。

柱穴 住居の対角線上と想定される位置に 2本検出

] /O:l 

した。掘り方面での規模はp1直径38cm深度47cm

Iロ

—三

c
 

．
 
．
 

可7

P2直径29cm深度44cmを測る。微高地上の住居で

ありながら、 2本のピット内中央それぞれに木材が

残存していた。木片は半乾燥状態でやや細いが出土

状態から柱材の可能性も考えられる。9号住居出土

木材と共に科学分析を行っているので別項を参照。

貯蔵穴 調査範囲内では未確認。

周溝 南壁中央部下のみで幅16cm深度5cmの溝を

確認。

竃調査範囲内では未確認。

遺物 床面直上で、臼玉を検出。土師器の坪．甕小

破片が出土している。

所見 本住居の時期は出土遺物から 6世紀に比定さ

れる。

2溝
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゜
I: 60 2m 

L=46.30m 

12号住居

l 褐色土現表土。

2 褐色土 鉄分沈着で赤褐色味帯びる。白色粒やや多く含む。

3 暗褐色土やや砂質。鉄分沈着。白色粒含む。

4 黒褐色土 ローム粒、白色軽石粒少量含む。

5 黒褐色土 4層より黒味帯びる。ローム粒極少量含む。

6 黒褐色土 ローム粒・ブロックわずかに含む。

7 黒褐色土 ローム粒・ブロックやや多く、白色軽石粒均ーに含む。

12号住居 ピット

l 暗褐色土 ローム粒・ブロックやや多く含む。

ブロック状に固まり脆い。

17号址

1 黒褐色土 ローム粒・ブロックやや多く、

白色軽石粒均ーに含む。

第28図 年保3区12号住居． 17号址実測図
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2.古代の遺構・遺物

口 ／

゜
I: 3 10cm 
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＝＝こコ 4 ロ＝こコ 5 

0 1: 1 2cm 

一
17号址（図28、PL10) 

位置 3区X=33407~08, Y =-42461~62 

重複 12号住、 1号溝。埋土の観察により 12号住、

1号溝より前出である。

形態 住居の大半は調査区外に伸びる上、他の遺構

に削平されるため、全形は不明。

方位計測不能

規模 （1. 70) m x (0.80) m 

面積調査区内0.56rrf

壁高 ー。遺構確認面で掘り方のみ検出。

13号住居（図30、PL8) 

位置 3区X=33407~14, Y =-42466~69 

重複 2溝、 12住、 14士坑。覆土の観察により 13住

より 2溝、 14土坑が後出である。 12住の床面に広が

る炭化物の範囲から 13住は12住より前出である。

形態 柱穴位置から、ほぼ正方形を呈すると想定さ

れる。

方位 N-44° -W  

封計莫 （3.87)m x (3.30)m 

面積調査区内で10.78可 壁高 7cm

◎ 

7
 

c
 

6

0

 
1: 6 20cm 

第29図 年保3区12号住居出土遺物実測図

床面 後世の削平を受け、掘り方面のみ検出。掘り

方埋土が最大13cmほど残存。

周溝調査範囲内では未確認。

柱穴 調査範囲内では未確認。

貯蔵穴調査範囲内では未確認。

竃調査範囲内では未確認。

遺物 出士遺物なし。

所見 残存部分が少なく土坑の可能性も考えられ

る。遺物がなく時期不明。

床面 掘り方面から厚さ 8cmほどの埋め土を施して

平坦な面を造る。中央部はロームを固めて張り床状

に造っている。掘り方面はほぼ平坦である。

周溝 北西壁、南西壁下で幅12~18cm、深度4cm

程の溝を確認。

柱穴 床面では確認できなかったが、掘り方面調査

時に住居のほぼ対角線上に床面から掘り込まれたピ

ット 3本を確認した。北隅では2号溝で削られたた

めかピットは確認できなかった。規模は掘り方確認

面でp1直径40cm深度29cm、P2直径30cm深度

35 



N 

34cm、

貯蔵穴

年保遺跡の遺構と遺物

P3直径30深度39cmを測る。

掘り方面調査時に東隅で確認。長軸76cm

短軸56cm深度約24cmで、平面形は隅丸長方形を呈

する。

竃 確認できなかったが、貯蔵穴の位置、周溝の状

況等から東壁に設置されていた可能性が高い。

遺物 土師器の坪、甕の小破片が少量あるが、図化

出来るものはない。坪片は模倣坪片3片と内斜口縁

坪片2片が混在し、

前期甕片 l点含む。

所見

12住より古い傾向が見られる。

本住居の時期は重複関係、出土遺物から 5世

紀末から 6世紀に比定される。
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13号住居

1 黒褐色土

D
 

D' 

13号住居貯蔵穴

l 黒褐色土 やや粘性有り 。ローム粒含む。

2 黒褐色土 ローム粒やや多く、炭化物粒、焼土粒少鼠含む。鉄分沈着。

2

3

 

ローム粒・プロック、白色

軽石粒含む。

にぶい黄褐色土 ローム主体。黒褐色

粘質土プロック含む。

ローム混じる。黒褐色土

゜
I: 60 2m 

L=46.20m 

第30図 年保3区13局住居実測図

14号住居（図31~37、

位置

重複

PL8・9・16~18) 

3区X=33413~19,

3号掘立、 22号土坑。22号土坑に掘り壊さ

れる。覆土が近似しており、

は不明。

Y =-42469~75 

3号掘立との新旧関係

方位

規模

面積

壁高

床面

N -25° -W  

4.94m X4.75m 

調査区内で22.38m'

10~20cmで東側程厚く残存。

掘り方面から厚さ 5~10cm程の埋め土を施

形態

36 

ほぼ正方形を呈する。 して平坦な面を造る 。南西壁下やや西寄りに長径



64cm短径36cmの粘土塊をほぼ床面直上で検出。掘

り方面はほぼ平坦である。南東壁下ほぽ中央に位置

する長径90cm、短径60cm、深度20cm程の楕円形の

2.古代の遺構・遺物

土坑は埋土より床下土坑と想定される。

周溝 竃部分を除き全周する、幅20cm深度5cmほ

どの溝を確認。
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14号住居

1 黒褐色土 ローム粒、白色軽石粒、炭化物粒少量含む。

2 黒褐色土 ローム粒・ブロ ック含む。

3 黒褐色土 ローム粒含む。

4 黒褐色土 ローム粒・ブロック均一、焼土粒、炭化物粒少量含む。

5 黄褐色土 ローム主体で、黒褐色土少量混じる。

6 黄褐色土 やや固く締まる。ロームと黒褐色土の混土。

言 了言
L-46. !0m ゜ I:60 2m 

]' 14号住居貯蔵穴

1 黒褐色土 ローム粒、白色粒少量含む。

2 オリーブ褐色土 ローム主体、黒褐色土混じる。

3 オリーブ褐色土 やや黒味帯びる。

14号住居 ピット］・ 2・3・4

l 黒褐色土 砂質ローム混じる。礫含む。

2 にふい黄褐色土 ロームと黒褐色土の混土。礫含む。

3 黒褐色土 ローム粒・ブロックやや多く含む。

4 黒褐色土 ローム粒、白色粒子、炭化物粒少量含む。

5 暗褐色土 ローム混じる。

6 褐色土 5層に似るが、ロームの割合多い。

7 暗オリープ褐色土 ローム主体。軟らかい。

第31図 年保3区14号住居実測図
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N 年保遺跡の遺構と遺物

柱穴 住居のほぼ対角線上に 4本検出

／ した。直径38cm深度22~50cm程の規

模で、平面形はほぼ均ーだが深度にや

賣や差がある。

貯蔵穴 住居の南西壁下やや南寄りに

設置され、長軸86cm短軸76cmの隅丸

方形を星する。 Pl P2 

竃 北東壁やや東寄りに構築されてい 区 ⑤ 
る。全長143cm幅118cm。屋内に燃焼

／ 部が張り出した形状で灰黄褐色粘質土

を主体として袖を構築している。燃焼

゜゚
部のやや左袖よりに土製の支脚が残存。

賣遺物 住居中央部から東半を中心に土

師器破片が多量に出土。坪．甕．甑． O◎ P4 P3 

壺が復元されている。小破片となるも R 
のが多く僅かに埋土を挟んで小石と混 厄 ◎ 
在している 。破片は土師器のみで甕類

が多く、坪片が少ない特徴がある 。鼈

周辺のものは住居に伴う可能性が高い。
＼ ノ

゜
1, 60 2m 

所見 本住居の時期は出土遺物より 6

世紀前半に比定される。 第32図 年保3区14号住居掘り方実測図
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吋

B B' L=46.30m 

こ

14号住居 カマド

1 黒褐色土 白色軽石粒少量含む。

2 灰黄褐色土 固く締まる。

3 黒褐色土 白色軽石粒、灰黄褐色土、

焼土が混じる。

4 黒褐色土 灰黄褐色土粒 ・ブロック

やや多く 、炭化物粒少量含む。

5 黒褐色土 炭化物粒、焼土粒含む。

6 灰黄褐色土 カマドの袖構築土。

7 黒褐色土 ロームブロック含む。

0 1: 30 lm 

第33図 年保3区14号住居竃実測図
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2.古代の遺構・遺物
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第34図 年保3区14号住居出土遺物実測図（1)
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N 年保遺跡の追構と迫物

□h¥¥ 
¥ ~1 ¥ ¥ ¥ I 

＼ 

ヽ
------ -----
ー（ニ----

蜘

＼ 
‘¥ 

¥¥ 

＼
 

0 1: 3 10cm 

第35図 年保3区14号住居出土遺物実測図（2)

40 



＼
 '

,
¥
 

／
 

2.古代の遺構・遺物
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第36図 年保3区14号住居出土遺物実測図(3)
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N 年保遺跡の遺構と遺物
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第37図 年保3区14号住居出土遺物実測図（4)

15号住居（図38、PL9 • 18) 

位置 3区X=33416~20, Y =-42465~67 

重複 16号住、 2号溝。断面の観察より 16号住よ

り15号住が後出である。近現代の 2号溝に南東部

分を掘り壊されている。

形態 住居の大半が調査区外になるため全形は確認

できなかった。

方位 N-26° -W  

規模 （3.95)m x (l.55)m 

42 

面積調査区内で4.81m'

壁高 18cm 

床面 掘り方面から厚さ 6cmほどの埋め土を施して

平坦な面を造る。掘り方面は細かな凹凸を僅かに残

すが、やや平坦である。

周溝西壁下で、幅10~20cm深さ5~10cmの部分

的に途切れる溝を確認した。

柱穴 住居の対角線と想定される位置に 2本確認し

た。規模は掘り方上面でp1長径50cm深度30cmP



2長径28cm深度24cmほどである。

貯蔵穴 調査範囲内では未確認。

竃調査範囲内では未確認。

遺物 摩滅した土師器坪、甕の小破片が多い。坪口

縁片は模倣坪14片、内斜口縁 l片で丸胴甕底部 l

16住

／
 

16
累

約

¥ L=46 40m 

2.古代の遺構・遺物

個体などを含む。6世紀代のものが大半であるが甕

口縁部4・5などの古墳時代前期のものも若干含

む。16号住埋土からの混入の可能性がある。

所見 本住居の時期は重複関係、出土遺物から 6世

紀に比定される。

2̀| 

C C' 

ー い46.30m

15号住居ピット 1

1 黒褐色土 白色粒少董含む。

2 黒褐色土 白色粒、ローム

粒含む

3 にぶい黄褐色土 ローム主体。

黒褐色土混じる。

4 暗褐色土 ローム粒・ブロック

含む。

al 

15号住居

1 暗褐色土現表土。

2 黒褐色土 白色軽石粒均ーに含む。

3 黒褐色土 白色軽石粒、ローム粒

少量、礫極少量含む。

4 黒褐色土 3層より黒味なし。白色軽

石少量、ローム粒中量含む。

5 にぶい黄褐色土 ローム主体。
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第38図 年保3区15号住居・出土遺物実測図
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N 年保遺跡の遺構と追物

16号住居（図39、 PL19) 

位置 3区X=33420~23,Y =-42465~67 

重複 15号住。 16号住の埋土を 15号住が掘り壊し

ており、 16局住は15号住より前出である。

形態 住居の大部分が調査区外になるため、全形は

確認できなかった。南西隅部のみを検出した。

方位 N-9° -W  

規模 (3.40)m x (1.50)m 

面積 調査区内で2.98可 壁高 10cm

床面 掘り方面より 10cmほどの埋め土を施して平

坦な面を造る。掘り方面はほぼ平坦である。

周溝 調査範囲内では未確認。

柱穴調査範囲内では未確認。

貯蔵穴 調査範囲内では未確認。

竃調査範囲内では未確認。

遺物 南西壁際に集中して、床面上数cmほどのレベ

ルで小破片が出土。 1の磨きの強い高坪脚、 2の単

口縁甕な どがある 。埋土中の遺物は小破片ながら、

刷毛目をもつ甕胴部片・折り返し口緑片等古墳時代

前期のものが主体を占める。一方、小さく磨滅した

時期を特定し難い小破片が30片程混入する。

所見 本住居の時期は、出土遺物からの特定が困難

であるが古墳時代前期の可能性がある。
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A L=46.50m A' 

15住

4 

16号住居

1 黒褐色土

2 黒褐色土

2
 3

 

現表土。

白色軽石粒均ーに、ローム粒少量、

炭化物粒極少星含む。

3 黒褐色土 ローム中紐含む。

4 にぶい黄褐色土 ローム主体。

0 I: 60 2m 

3
 

゜
I: 3 10cm 

／ 

第39図 年保3区16号住居・ 出土遺物実測図 4
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18号住居（図40~44、PL 10 • 11 • 19 • 20) 

位置 3区X=33421~30,Y =-424 70~78 

重複 27号土坑、 19号址、 4、5居掘立。土層の

観察から 19号址より後出。27号土坑、 4、5号掘

立との新旧は不明。

形態正方形を呈する。

方位 N-51° -W  

封計莫 6.47m X6.40m 

面積 調査区内で39.30m'

壁高 10~15cm 

床面 掘り方面から 2~10cmほどの埋め土を施し

て平坦な面を造る。p1、P4の内側から西壁へP

2から東壁へ延びる幅25cm、深さ 15cmほどの溝を

検出。間仕切り溝と想定される。掘り方面は中央部

がやや高く、周囲を掘り窪める傾向があるが、ほぼ

平坦である。南東壁ぎわに薄く焼土及び炭化物の堆

積があり、ピットの上部を覆っていた。

周溝 幅20cm、深度8cm程で、北東部貯蔵穴付近

を除きほぽ全周する。

柱穴 住居のほぼ対角線上で4本のピットを検出。

掘り方の直径40cm深度50cm程である。p1とP4

の断面に柱痕が残り、柱材の直径は14~18cmほど

と想定される。また、南東壁中央下に直径40cm深

度30cmほどのピットがあり、入り口施設に伴うも

のの可能性がある。

19号址（図40、PL11) 

位置 3区X=33427~29, Y=-42471~73 

重複 18号住。19号址の床面を18号住が掘り壊し

ていることから 18号住より前出。

形態 住居の大半は 18号住に掘り壊されており、

全形は確認できなかった。

方位計測不能

封計莫 （2.80)m X (0.70)m 

面積調査区内で0.89rrf

壁高 8cm 

床面 掘り方面から厚さ 10cmほどの埋め土を施し

2.古代の遺構・遺物

貯蔵穴 住居の北東隅に設置され、長軸94cm短軸

62cm深度36cmを測る。東西に長軸を持つ隅丸長方

形を呈する。

竃 西壁ほぼ中央に構築されている。全長342cm幅

130cm。壁面より住居内に粘質土で袖を構築してお

り、燃焼部には焼土が厚 く残存している。幅26cm

ほどの煙道部が細長く延びている。

遺物 竃内、寵周りを中心に多量の土師器破片が出

土。坪、甕、甑などが復元されており、住居に伴う

遺物である。11と12の甕は出土位置・形態から同

一個体の可能性がある。18の器台は流れ込みと判

断される。

所見 本住居の時期は出土遺物より 6世紀に比定さ

れる。南東壁中央部に接する27土坑は鼈の対称の

位置にあり長辺の方位も 18住とほぼ同じくする 。

また遺物が多く、粘土質の塊があり、床面とも思わ

れる平らな面もあることから 18住に関連する張り

出しの可能性も考えたが、 18住セクションの観察

によると南からのレンズ状堆積がみられることから

別遺構として報告した。

て平坦な面を造る。掘り方面は細かな凹凸をもつが

ほぼ平坦である。

周溝 調査範囲では未確認。

柱穴 調査範囲では未確認。

貯蔵穴調査範囲では未確認。

竃調査範囲では未確認。

遺物 土師器片が2点出土しているが、小片のため

図化出来なかった。

所見 出土遺物が少量のため時期不明。形状、床面

の存在、調査所見から住居と判断したが、土坑の可

能性もある。
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N 年保遺跡の遺構と迫物

C C' 

／ 
忍
文

や`

で

18号住居貯蔵穴

1 黒褐色土 ローム粒、白色軽石粒、

炭化物粒、焼土粒少塁含む。

2 黒褐色土 l屑に似る。ローム粒．

ブロック含む。

3 暗褐色土鉄分沈着。

4 にぶい黄褐色土 黒褐色土混じる。

こ

皇入

忍

ら ..⑭ 

• :R 

H
 

．
 

．
 

｀

し
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;:.....I 

c、〗

26土

△
 
下

G
 

m|‘¥ 

A' 
19号址 ＿

二—-- 8
G' 

H
 

H' L-46.40m 

I: 60 2m 

18号住居

1 黒褐色土 ローム含む。白色軽石粒少量含む。

2 黒褐色土 黒色味強い。ローム粒、白色軽石粒、焼土粒少量、

小礫極小量含む。

3 黒褐色土 2層に似る。ローム粒・ブロ ックやや多く、炭化

物粒少量含む。

4 黒褐色土 2層に似る。炭化物層状に認められる。

5 黒褐色土 ロームとの混土

6 黒褐色土 ローム粒少量含む。

7 黒褐色土 ローム粒・ブロック多星に含む。

19号址

8 黒褐色土 ローム粒、白色軽石粒含む。3層より黒色味あり 。

9 黒褐色土 ロームブロックやや多く含む。黄褐色味帯びる。

第40図年 保3区18号住居実測図
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2.古代の遺構・遺物
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吋

18号住居ピット 1・3・4 

l 黒褐色土 ローム粒含む。

2 にぶい黄褐色土 ローム混じる。

3 暗褐色土 ロームとの混土。

2
 

上立
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F
 

F' 

了

E
 

E' 

―-
J
 

J' 

一
゜

I: 60 2m 

黒褐色土

吋

3

4

5

6

7

 B
 

B' 

18号住居カマド

1 黒褐色土 ローム粒、白色軽石粒、焼土粒

少呈含む。

ローム粒やや多く、白色粒極少

量含む。

赤褐色土 焼土主体。灰少麓含む。

赤褐色土炭多量。

黒褐色土 灰、焼土粒、やや多く含む。

灰黄褐色土 シルト質。袖構築土。

黒褐色土 白色粒、ローム粒含む。

L=46.40m 

゜
I : 30 lm 

第41図 年保3区18号住居竃実測図
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0 1: 3 10cm 

第42図 年保3区18号住居出土遺物実測図（1)
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N 年保遺跡の遺構と遺物
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第43図 年保3区18号住居出土遺物実測図（2)
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2 古代の遺構・遺物

I I 

I I 

/ / 

-―・--一‘

ヽ

＼
 

20号住居（図45、 PL12) 

位置 3区X=33433~38, Y =-424 71~76 

重複なし。

形態正方形を呈す

方位 N-134° -W  

封見模 3.66m X3.66m 

面積 12.48m' 

壁高 10cm。南壁部分はやや残 りがよいが、他は

後世の掘削が深くまで及んでいる。

床面 掘り方面から少なくとも 3cm以上の埋め土を

している。南壁下と竃下でわずかに床面を検出した。

II 

／ 応 ＼ ＼ ＼

゜
I : 3 

18 

10cm 

第44図 年保3区18号住居出土遺物実測図（3)

掘り方面はほぼ平坦である。

周溝 写真の検討から、掘り方面で南壁下に溝状の

窪みが確認される。

柱穴 住居のほぼ対角線上に並ぶピット 4本を柱穴

と判断した。規模は掘り方面で長径25~37cm深度

29~38cmである。P4・P5の断面から 8~10cm

の柱痕が想定される。

貯蔵穴 住居の南隅に設置され、鼈の左袖方向に位

置する。長軸46cm短軸38cm深さ22cmで平面形は楕

円形を呈する。

49 



N 年保遺跡の遺構と遺物

竃 左袖部分の下部が僅かに残存する。長軸120cm

短軸100cmの範囲にシルト質の袖、天井部構築部材

と思われる土壌が確認され、その中央部に残る焼土、

灰層の範囲から燃焼部幅約50cmほどの規模と想定

される。

遺物 摩滅している土師器坪 ．甕の小破片が少量出

土する。

所見 本住居の時期は、住居形態や出土遺物から古

墳時代後期に比定される。
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D D' 
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A' 

ーー・̀― -------

J
 

J' 

k
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E E'F  F' _Q_ _Q'._ H H' 

｀ 可可 亨
I 」.'._ 20号住居 ピット 2・3・4・5・6

1 黒褐色土 ローム混じる。鉄分沈着。

ーーマ- 2 黒褐色土 ローム粒含む。

2 3 黒褐色土 ローム主体。黒褐色土混じる。

20号住居

1 黒褐色土 白色軽石粒少量含む。

2 黒褐色土 ローム粒、白色軽石粒少量含む。

3 黒褐色土 ローム混じる。

20号住居カマド

1 黒褐色土 白色粒少量含む。

2 暗赤褐色土焼土主体層。

3 黒色土炭主体。

4 黒褐色土 焼土プロック多く含む。

5 黒褐色土 ややシルト質で固く締まる。

袖の残存部。

6 黒褐色土 1層に似るが固く締まる。

7 黒褐色土 ローム混じる。

20号住居貯蔵穴

1 黒褐色土 ローム粒、礫少量含む。

2 黒褐色土 ローム砂質土少量混じる。1眉より黒味あり 。

3 ロームと砂との混土。

□] 
／
』

゜
I: 60 2m 

゜
I: 3 10cm 

L=46.30m 

第45図 年保3区20号住居・出土遺物実測図
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2.古代の遺構・遺物

(2) 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡については、規模・ピットの形状等

から中世以降の可能性も考えられたが、埋土が弱い

粘性をもち、また古墳時代住居の埋土と近似してい

1号掘立柱建物跡（図46、PL12) 

位置 1区X=33321~24,Y =-44435~38 

重複なし

形態 l間X 1間

主軸方位 N-23° -E 

規模 2.45m X2.12m 

柱穴 掘り方の形態はほぽ円形を呈す。規

模は、径30cm~43cm深度20cm~45cmである。

遺物 な し。
第2表 l号掘立柱建物跡柱穴計測表

NO長径短径深度 柱痕径 柱間長

11 361 301 201 IPl~2 245 
21 401 321 451 IP2~3 227 
31 371 341 271 IP3~4 224 
41 431 341 311 IP4~1 222 

（単位cm)

形態 2間X 1間

主軸方位 N-56° -W  

規模 4.48mX2.76m 

柱穴 掘り方の形態は、円形・矩形などと

やや不統一である。規模は径29cm~40cm、

深度38cm~62cmである。

遺物 土師器坪．甕の小破片が少量出土し

たが、図化できるものはなかった。

2号掘立

1 黒褐色土 弱粘性。白色軽石粒少量、黄色砂質土粒．

ブロック多里含む。

l'黒褐色土 弱粘質。白色軽石粒、黄色砂質土粒少鼠

含む。

ることから、古代以前のものとして扱った。

吋

｀惑

忍曇

L=45.70m 

D' 

第46図 年保 1区1号掘立柱建物跡実測図

2号掘立柱建物跡（図47• 48、 PL12) 

位置 3区X=33400~05,Y =-42464~69 

重複 2号溝・ 11号住。近現代の 2号溝が

中央を掘り壊す。11号住との新旧は不明。

P3 

/、亨

吋

叫

叫

1号掘立

1 黒褐色土 白色軽石粒、

砂質ロームブロック、

小石少量含む。

I: 60 2m 

吋

＜
 

゜
I: 60 2m 

L-46.lOm 

第47図 年保3区2号掘立柱建物跡実測図
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N 年保遺跡の遺構と遺物

B
 

B' 第3表 2号掘立柱建物跡柱穴計測表

D
 

D' 

NO 長径 短径 深度 柱痕径 柱間長
1 38 34 51 Pl~2 210 
2 32 30 38 P2~3 240 
3 36 29 39 P3~4 276 
4 37 35 57 P4~5 217 
5 40 30 38 P5~6 222 
6 37 34 62 P6~l 278 

（単位cm)

E
 

E' 

゜
1 60 2m 

L=46 !Om 
第48図 年保3区2号掘立柱建物跡実測図

3号掘立柱建物跡（図49、 PL12) 
し）

叫口位置 3区X=33415~19,Y =-42471~76A -2 A' 可
重複 14号住。新旧関係は不明。

／ 形態 1間Xl間 冷dぢ><や) 'c9 

主軸方位 N-49° -W  

夫見梧莫 2.96m X2.64m 

柱穴 掘り方の形態はほぼ円形。規模は径

23cm~36cm、深度30cm~47cm。

t) l̀ 遺物 出土なし。

四、` ―’―
o| 

一第4表 3号掘立柱建物跡柱穴計測表 -1 u| 
NO 長径 短径 深度 柱痕径 柱間長 l A' 
1 36 33 30 Pl~2 2961 A 

2 33 28 47 P2~3 266 
3 28 23 35 P3~4 272 
4 34 32 34 P4~1 264 

（単位cm) B B' 

3号掘立

l 黒褐色土 ローム粒・ブロック均ーにやや多く、白色軽石粒少量含む。

゜
1: 60 2m 

L~46.20m 

第49図 年保3区3号掘立柱建物跡実測図

4号掘立柱建物跡（図50、 PL12) 

位置 4区X=33421~25, Y =-424 73~77 

重複 18号住• 5号掘立。埋土の判別が困難で新

旧関係は不明。

形態 1間Xl間

主軸方位 N-84° -W  

52 

規模 4.15mX3.46m 

柱穴 掘り方の形態はほぼ円形。規模は径26cm~

43cm、深度23cm~40cmと差が見られる 。柱痕は P

2の断面で11cm程であることが観察された。

遺物なし。



2.古代の遺構・遺物
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第5表 4号掘立柱建物跡柱穴計測表

NO長径短径深度柱痕径 柱間長

11 301 261 401 IPl~2 368 
21 431 381 321 111P2~3 412 
31 361 281 241 IP3~4 346 
41 321 281 231 IP4~1 415 

（単位cm)

゜
I: 60 2m 

L-46.30m 

E E' 

□9-
F F' 
-2  

丁
4号掘立

1 黒褐色土 粘質。臼色軽石粒少量含む。

2 にぶい黄褐色土 黒褐色土粒・ブロック含む。

第50図 年保3区4局掘立柱建物跡実測図

5号掘立柱建物跡（図51、 PL12) 

位置 3区X=33421~26, Y=-42473~78 

重複 18号住• 4号掘立。埋土の判別が困難で新

旧関係は不明。

形態 1間X1間

主軸方位 N-0° 

失見棺莫 4.03m X3.74m 

柱穴 掘り方の形態は円形、楕円形。規模は径26

cm~44cm、深度28cm~33cm。

遺物なし。
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IV 年保造跡の遺構と迫物 ul ： 0| 
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第6表 5号掘立柱建物跡柱穴計測表

NO長径短径深度柱痕径 柱間長

11 371 361 351 IPl~2 400 
21 441 411 301 IP2~3 390 
31 321 261 281 IP3~4 374 
41 351 261 331 IP4~1 403 

（単位cm)
第51図 年保3区5号掘立柱建物跡実測図

(3) 井戸

1号井戸（図52、PL12 • 20) 

位置 1区X=33342, Y =-42442 

重複なし

形態 確認面はやや不正形の楕円形をなす。断面は

上位から0.30mの地点でやや細まり、その下位は

径0.60m程の筒状を呈す。

方位 N-81° -W  

規模 長径1.68m、短径1.00m、深度0.88mを測

る。

遺物 土師器坪・高坪片と甕胴部小破片少量と礫が

出土した。

所見 確認面から0.20m程下位に砂礫層があり、

湧水層であったと推定される。確認部分の埋没土は

単層で、短期間に埋没した可能性が高い。遺物から、

゜
I: 40 lm 

ニ した□□□
1号井戸

1 黒褐色土締りやや弱い。

礫を含む。

゜
I: 3 10cm 

L=45.80m 

第52図 年保 1区1号井戸・出土遺物実測図
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2号井戸（図53、PL13 • 20) 

位置 1区X=33305, Y =-42426 

重複なし

形態 確認面で楕円形をなす。断面は上位から0.40

mの地点でやや細まり、その下位は径0.50m程の筒

状となるロート状を呈す。

／ 

2.古代の遺構・遺物

方位 N-49° -W  

規模長径1.75m、短径1.30m、深度1.20mを測

る。

遺物 土師器坪．甕の破片多数と支脚片 l点、礫少

量が出土した。

所見 確認面から0.40m程下位に砂礫層があり、

湧水層であったと推定される。出土遺物から、 6世

紀前半に埋没したものと思われる。

A L-45.90m A' 

2号井戸

1 明褐色土 圃場整備時客土。

2 暗褐色土 白色軽石粒、砂質

ローム粒、小礫を含む。

3 黒褐色土 白色軽石粒、砂質ローム

粒、大・小礫を含む。

4 暗褐色土 白色軽石粒、ローム

粒、小礫を含む。

5 暗褐色土 粒径細かい。白色軽石粒、

砂質ローム粒、小礫を少

量含む。

6 暗褐色土 粒径細かく白色粒上位に

極少量含む。

口
三

゜
I: 40 lm 

II 4 

IJ 

＼
 

6
 

ヽ

＼、

／ロ

第53図 年保 1区2号井戸・出土遺物実測図゜
l. 3 10cm 
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N 年保遺跡の遺構と遺物

(4) 土坑

1 ・2・3区からは延べ28韮の土坑を検出した。

同一遺構確認面上での調査であるため明確な時期判

定は困難であるが、埋没土の土質・色調及び遺物の

検討、さらに住居等の遺構の埋没土との比較などか

らその多くを古墳時代等古代に属するものと推定し

た。それぞれの形態・規模等については、表7に一

6号土坑（図55、PL13 • 20) 

平面楕円形で底部は平坦である。底面付近に炭化

物を多量に含む。覆土中にも炭化物粒・焼土粒が見

られる。底壁面の焼土化でなく投入されたものと考

えられる。 1層中央部分には径4~12cm程の円礫

を含んでいる。遺物は図化できた 1• 2の他に土師

器坪．甕の小破片少量を含む。 6世紀前半遺物を主

体とする。

21号土坑（図57、PL13・20・21)

平面楕円形で底部はほぼ平坦である。埋土上層か

ら、ほぼ完形に復元できる 5の甕が潰れた状態で出

士。ほかに、土師器の坪．甕の破片を含む。 1の坪

は口縁部が塗彩されていた。6世紀前半の遺物を主

体とする。

覧表として掲げてある。

土坑は形態・規模も一様でなくその差が大きい。

その多くは遺物が少なく、また数が多くても少破片

の混入であることもある。そうした中で、比較的ま

とまった遺物が出土しているなど特徴的なものは、

6 • 21 • 27 • 28号土坑であり、以下に詳述する。

27号土坑（図58• 59、PL13・21)

18号住の南東壁と接する位置に、主軸も 18居住

とほぼ同じくして検出された。平面形は隅丸長方形。

1 • 2層間にほぼ平坦な面があり、平坦面上に粘質

土の塊が検出されるなどやや特異なものである。土

師器坪 l点・甕3点が復元されるなど破片ながら土

器片の出土が多い。

28号土坑（図59、PL14・21)

調査区外にかかるため、全形は確認されていない

が、平面形は楕円形になるものと推定される。底部

は平坦である。上位に厚さ 2cm程の焼土層があり、

その上層には炭化片を多く含んでいる。出土遺物な

し。

1号土坑

〔
／ 

A A' 

口
L=45.70m 

1号土坑

1 黒褐色土 白色軽石粒少量、焼土

粒、炭化物粒極少含む。

2 灰黄褐色土土壌粒子細かい。

2号土坑

／
 

ロ
A
 

A' 

三
L-45.70m 

2号土坑

1 黒褐色土 ローム粒、白色軽石粒、

炭化物粒、焼土粒少量含む。

2 黒褐色土 白色軽石粒少量、焼土粒、

炭化物粒極少含む。

3号土坑

I
 〔

公 A' 

三

L~45.80m 

3号土坑

1 黒褐色土 白色軽石粒、

小石少量含む。

゜
I: 40 lm 

第54図 年保 l区l~3号土坑実測図
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2.古代の遺構・遺物

6号土坑

A
 

A' 

三 ＝4580m

口
7号土坑

A
 

A' 

6号土坑

l 暗褐色土 白色軽石粒、黄色砂質ローム粒。炭化物、

焼土粒子を少量含む。中央部に円礫群。

2 暗褐色土 白色軽石粒、黄色砂質ローム小ブロック

少量含む。

3 暗褐色土 白色軽石粒、黄色砂質ローム粒、炭化物

粒を極少量含む。

4 暗褐色土 黄色砂質ローム粒子少星、炭化物多呈に

含む。

9号土坑

A A' 

一
12号土坑

A A' 

ヽ
12号土坑

L-46.30m 

＼ ＼り

゜
I: 3 10cm 

9号土坑

l 黒色土 白色軽石粒、礫少

量含む。

L~45.90m 

7号土坑

1 暗褐色土 白色軽石粒少星、黄色砂質ロームブロック

多量含む。

2 暗褐色土 白色軽石粒、黄色砂質ロームブロック、小

礫少量含む。

3 暗褐色土 1層土に類似。小礫を含む。

4 暗褐色土 白色軽石粒、黄色砂質ロームプロック、小

礫少量含む。

5 暗褐色土 白色軽石粒少量、黄色砂質ロームブロック、

小礫やや多く含む。

l 黒褐色土 ロームブロック、

白色軽石粒均一

に含む。

2 にぶい黄褐色土 ローム主体。

黒褐色土混

じる。

A
 

A' 

I 一2。
3 ~--—グ4

A A' 

L-45.90m 

II号土坑

1 黒褐色土 ローム粒・ブロックやや多く、

白色粒、炭化物粒少量含む。

13号土坑

l 黒褐色土 ロームブロック、白色粒、焼土粒少

量含む。

2 黒褐色土 ロームブロックやや多く含む。黒色

土プロック、白色軽石粒少量含む。

3 黒褐色土 ローム粒少量、白色粒極少量含む。

4 黒褐色土 2層に似る。但し黒色土は認められ

ない。

゜
1: 40 lm 

第55図 年保 l~3区6・7・9・10・12・13号土坑・出上遺物実測図
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N 年保遺跡の遺構と遺物

14号土坑

A
 

A' 

l
r十
ー

15号土坑

吋

16号土坑

三
A
 

A' 
I
 

一
2
 

16号土坑

1 黒褐色土 ローム含む。

2 暗褐色土 ローム主体。

黒褐色土少

量混じる。
14号土坑

1 黒褐色土 ローム粒・ブロック、白色粒少量含む。

2 黒褐色土 ローム粒多量、白色軽石粒少量含む。

3 黒褐色土 ローム粒・ブロック含む。

L-46.30m 

17号土坑

A~二：口~A

A A' 

17号土坑 5
 

＼ 

1 黒褐色土現表土。

2 黒褐色土 ローム粒、礫少量、白色粒極少量含む。

3 黒褐色土 ローム粒、白色軽石粒少量含む。

4 黒褐色土 ローム混じり 。白色軽石粒少量含む。

5 にぶい黄褐色土 ローム主体。礫少量含む。

15号土坑
L=46.30m 

1 黒褐色土 ローム粒、黒褐色土粒・プロック、

白色粒少量含む。

2 黒褐色土 ローム粒・ブロック、白色粒子含む。

3 暗褐色土 ローム粒・プロック少量含む。

18号土坑

L=46.20m 

入

心
晶

ロ

／

A A' 

18号土坑
L-46.30m 

1 黒褐色土 ローム粒・ブロックやや多く、黒褐色粘質土粒．

ブロック、炭化物粒少量含む。鉄分沈着。

一

A
 

A' 

~L=46.20m 

19号土坑

1 黒褐色土 ローム粒・ブロック、白色粒少量含む。

2 黒褐色土 ローム粒、礫少量含む。

3 オリーブ褐色土 ロームと黒褐色土の混土。白色

軽石粒極少量含む。

4 オリーブ褐色土 ローム主体。黒褐色土(2層の土）

の混じり下方に認められる。

5 黒褐色土 ローム粒・ブロック含む。

6 黒褐色土 やや粘性有。 1層よりやや黒灰色味。白色

粒少量含む。

゜
1: 40 lm 

第56図 年保3区14~19号土坑・出土遺物実測図
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2. 古代の遺構・遺物

20号土坑

21号土坑

A
 

L-46.30m A' 

ー_
¥

 

—
ー
ー
ー
|
日
川
川
刷ー

u
o
 

20号土坑

1 黒褐色土 白色粒含む。鉄分

沈着。

2 黒褐色土 黒味強い。白色粒

含む。鉄分沈着。

3 黒褐色土 白色粒、ローム粒

中量。鉄分沈着。

21号土坑

1 黒褐色土 にぶい黄褐色土

ブロック、白色

軽石粒含む。

2 黒褐色土 l層より黒色味

強い。オリーブ

褐色土粒・白色

粒均ーに少量含む。

3 暗褐色土 ローム土との混土。

やや粘性有。

゜
1: 40 lm 

口

J ¥ 

＼
 

゜
1: 3 10cm 

第57図 年保3区20・21号土坑・出土遺物実測図
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N 年保遺跡の遺構と迫物

22号土坑 23 • 24号土坑

A A' 

L-46 30m 

22号土坑

l 黒褐色土 ローム粒、礫、白色軽石粒

少星含む。

2 暗褐色土 ローム粒・ブロック、黒色 A A' 
土粒少量含む。

3 黒褐色土 ローム粒含む。

25号土坑
／
 

口
A A' 

三
L=46.30m 

2 黒褐色土やや砂質。

26号土坑

-~'ト-

A
 

A' 

／
 

25号土坑

l 黒褐色土やや砂質。白

色軽石粒均一

に含む。鉄分

沈着少量。

27号土坑

24号土坑

24号土坑

1 黒褐色土 ロームとの混土。

白色粒含む。

2 暗褐色土 ローム主体。黒

褐色土混じる。

L=46.30m 

23号土坑

l 黒褐色土 白色粒、礫含む。

／ 
18住ミl

- -----------.,.、
I/ /------------ 、 ‘

l /‘  
I 、
I 

＼ 

26号土坑

l 暗褐色土 ローム粒のブロックや

や多く小礫少黛含む。

/ 

3溝

27号土坑
L=46.40m 

L-46.20m 
1 黒褐色土 ローム粒・ブロック、

白色軽石粒極少量含む。

2 黒褐色土 ローム土との混土。白

色軽石粒極少量含む。

゜
I: 3 10cm 

゜
I: 40 lm 

第58図 年保3区22~27号土坑 ・出土遺物実測図
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2.古代の遺構・遺物

ー ／
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日
＼
＼
＼
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¥
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川
川
川
い
ー
＼

ロづ

3
 

2 

I J 28号土坑

＼
 

、ー、J--

＼こ＼

一＼こ

|- -—- - -ーー 、

ヽ

L=46.20m 
28号土坑

l 黒褐色土炭混じり 。

2 暗赤褐色土焼土主体層。

3 黒褐色土 1層よりやや黒色味有。

4 暗褐色土 ローム混じり 。白色粒、

礫少量含む。

0 1:40 lm 

゜
I: 3 10cm 

第59図 年保3区27・28号土坑 ・出土遺物実測図
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N 年保遺跡の追構と遺物

第7表年保遺跡土坑一覧表（古代面）

土坑番号 区 位置 形態 主軸方向
規模 (m)

備考
長径 短径 深度

1 1 X=33352,Y=-42442 円形 0.60 0.60 0.24 

2 1 X=33351, Y =-42443 円形 0 60 0 60 0.20 

3 1 X=33350, Y =-42448 楕円形 N-5° -E 0.55 0.45 0.10 

6 1 X=333 l 4, Y =-42428 楕円形 N-16°-E 1.12 0.78 0.35 

7 1 X=33307,Y =-42427 楕円形 N-76°-W 1.09 0.92 0.62 ， 2 X=33395,Y =-42482 不整形 N-16°-W 0.70 0.65 0.10 

10 2 X=33395,Y =-424 76 楕円形 N-82° -E 1.95 1.75 0.15 

12 3 X=33407, Y =-424 70 楕円形 N-85° -E 0.63 0.54 0.10 

13 3 X=3341 l,Y=-42470 円形 1.61 1.59 0.35 

14 3 X=33410,Y=-42468 円形 0.15 0.14 0.30 13住と重複

15 3 X=33409,Y=-42471 円形 0.15 0.13 0.32 

16 3 X=33410,Y=-42472 楕円形 N-69°-W 0.60 0.50 0.13 

17 3 X=3341 l,Y=-42474 楕円形 (1.32) (0.50) 0.22 

18 3 X=33413,Y=-42467 隅丸正方形 0.18 0.18 0.33 

19 3 X=33400, Y =-42466 円形 1.32 1.32 0.30 2溝と重複

20 3 X=33401,Y =-42468 隅丸方形 N-30° -E (0.64) 0.64 0.24 2溝と重複

21 3 X=33406,Y=-42469 楕円形 N-23° -E 1.46 1.36 0.41 

22 3 X=33412,Y=-42472 楕円形 N-22°-W 1.37 1.33 0.31 14住と重複

23 3 X=33417,Y=-42467 隅丸長方形 N-61°-W 1.58 1.52 0.30 24上、 3溝と重複

24 3 X=33417,Y=-42467 隅丸長方形 N-61°-W 2.10 1.92 0.23 23土、 3溝と重複

25 3 X=33416,Y=-42466 隅丸長方形 N-63°-W 0.66 0.58 0.23 

26 3 X=33420, Y =-424 73 隅丸正方形 1.06 1.06 0.20 18住と重複

27 3 X=33424, Y =-42469 隅丸長方形 N-50°-W (2.17) 1.50 0.26 18住と重複

28 3 X=33420,Y=-42477 楕円形 (0.40) 0.43 0.20 

第8表年保遺跡 ピット一覧表

ピット番号 区 位置 形態 主軸方向
規模 (m)

備考
長径 短径 深度

1 1 X=33352,Y =-42443 楕円形 N-12'-W 0.39 0.31 0.40 

2 1 X=33340,Y =-42444 不整形 N-26°-W 1.20 (0.83) 0.54 

3 1 X=33345,Y=-42444 隅丸方形 0.34 0.34 0.26 

4 1 X=33326,Y=-42424 隅丸方形 0.24 0.22 0.16 

5 1 X=33325, Y =-42424 楕円形 N-80° -E 0.24 0.20 0.20 

6 1 X=33325,Y=-42423 隅丸長方形 N-60° -E 0.28 0.24 0.14 

7 1 X=33324, Y =-42421 隅丸長方形 N-70° -W 0.32 0.24 0.17 

8 1 X=33323, Y =-42421 隅丸長方形 N-34° -W 0.38 0.26 0.11 ， 1 X=33323, Y =-42433 不整形 N-21°-W 0.37 (0.32) 0.24 

10 1 X=33323,Y=-4243 l 不整形 N-53°-E 0.32 0.28 0.26 

11 1 X=3332 l,Y=-42432 楕円形 N-31 ° -E 0.45 0.37 0.15 
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2.古代の遺構・遺物

ピット番号 区 位置 形態 主軸方向
規模 (m)

備考
長径 短径 深度

12 1 X=3332 l, Y =-42430 不整形 N-68° -E 0 26 0.23 0 20 

13 1 X=33312,Y=-42431 楕円形 N-65° -E 0.28 0.25 0.24 

14 1 X=33310,Y =-42431 不整形 N-30°-W 0.28 0.25 0.17 

15 1 X=3331 O,Y =-42431 楕円形 N-22'-W 0.33 0.28 0.17 

16 1 X=33309,Y=-42429 不整形 N-12'-W 0.28 0.24 0 30 

17 l X=33309,Y=-42428 不整形 N-10°-W 0.35 0 32 0.31 18ピットと重複

18 1 X=33309, Y =-42428 不整形 N-17°-W 0.27 0.23 0.28 17ピットと重複

19 1 X=33310,Y=-42427 楕円形 N-66° -E 0.29 0.24 0.25 

21 2 X=33415,Y=-42489 隅丸方形 0.29 0.28 0.28 

22 2 X=33410,Y=-42486 楕円形 N-76°-E 0.52 0.38 0.07 

23 2 X=33392, Y =-42482 楕円形 N-60°-W 0.43 0.38 0.10 

24 2 X=33394,Y=-42477 隅丸長方形 N-30° -E 0.31 0.26 0 42 

25 2 X=33388,Y=-42474 隅丸長方形 N-75°-E 0.50 0.42 0.20 

26 2 X=33393,Y =-424 75 楕円形？ N-20°-W 0.55 (0.22) 0.23 

27 2 X=33392,Y =-424 76 隅丸長方形 N-0° 0.45 0.40 0.34 

28 3 X=33397, Y =-42464 楕円形 N-5°-W 0.30 0.22 0.27 

29 3 X=33398, Y =-42463 隅丸長方形 N-l6°-E 0.24 0.20 0.16 

30 3 X=33398,Y =-42464 隅丸方形 0.21 0.21 0.21 

31 3 X=33399,Y=-42463 隅丸長方形 N-0° 0.23 0.19 0.16 

32 3 X=33398, Y =-42466 楕円形 N-5°-W 0.34 0.29 0.25 

33 3 2掘立に変更

34 3 2掘立に変更

35 3 X=33403,Y =-42463 隅丸長方形 N-60°-W 0.32 0.29 0.22 

36 3 2掘立に変更

37 3 2掘立に変更

38 3 2掘立に変更

39 3 2掘立に変更

40 3 X=33404, Y =-424 70 不整形 N-75°-W 0.29 0.27 0.23 

41 3 X=33405,Y =-42467 隅丸長方形 N-77°-W 0.22 0.19 0.24 

42 3 X=33409,Y=-42469 楕円形 N-52°-W 0.26 0.23 0.32 

43 3 3掘立に変更

44 3 5掘立に変更

45 3 X=33424, Y =-424 78 楕円形 N-60'-W 0.30 0.21 0.20 

46 3 X=33434,Y=-42473 楕円形 N-75'-W 0.48 0 38 0.30 

47 3 X=33432,Y=-42470 隅丸方形 0.36 0.35 0.12 

48 3 X=33425,Y=-42477 楕円形 N-49°-W 0.40 0.34 0.21 18住と重複

49 3 5掘立に変更

50 3 X=33428,Y=-42477 楕円形 N-40'-W 0 47 0 37 0.39 

51 3 4掘立に変更

52 3 X=33420,Y =-424 76 隅丸長方形 N-0° 0.45 0.41 0.16 

53 3 X=33420,Y=-42476 楕円形 N-60°-W 0.38 0.30 0.13 

54 3 4掘立に変更

55 3 4掘立に変更

56 3 4掘立に変更

57 3 5掘立に変更

58 3 5掘立に変更

59 3 3掘立に変更

60 3 3掘立に変更
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N 年保追跡の遺構と遺物

(5) 溝

3号溝（図60、 PL14) 

位置 3区X=33418~30, Y =-43467~79 

重複 23、24号土坑。新旧関係不明。

走向西から東(N-13° -W) 

東から南（N-11° -E) 

形態 検出部分のほぼ中間でほぼ直角に方位を変え

ている。断面形は蒲鉾状を呈する。

規模検出全長 (20.54)m

上幅 1.33~0.52m 

底幅 0.80~0.29m 

深さ 0.20~0.10m 

遺物 土師器坪・甕・台付甕片少量含む。

所見 南端は埋土が薄くなって確認できなくなる。

さらに南側に伸びていた可能性がある。

f
 

A
 

A' 

一゚I: 40 lm 
L=46.30m 33425 

-424芹

゜
I: JOO 4m 

第60図 年保3区3号溝実測図
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3. 中世以降の遺構・遺物

3. 中世以降の遺構・遺物

(1) 土坑

4号土坑

A L-45. 70m A' 

口

ー

E
0
9
.
g
寸
I
I
T

11号土坑

吋

／吋 ＼

ロ
ロ
ソ
ー

E
0
9

・s
t
=
1

ー

4
ー

4号土坑

l 黒褐色土 ローム粒・ブロック、

白色軽石粒、小石、

灰黄褐色土少量含む。

5号土坑

l 黒褐色土 白色軽石粒均ーに含む。

2 褐色土砂質。小石多量に含む。

11号土坑

1 黒褐色土 黄褐色土粒、炭化物粒少量、

白色粒極少量含む。

゜
1: 40 lm 

第61憫 年保 1 • 2区4• 5 • 11号土坑実測図

第 9表年保遺跡土坑一覧表（中世以降）

土坑番号 区 位置 形態 主軸方向
規模 (m)

備考
長径 短径 深度

4 1 X=33345, Y =-42443 円形 0.80 0.80 0.45 

5 1 X=33345, Y =-42443 不整形 N-63'-E 1.63 0.95 0.30 

11 2 X=33388,Y =-42481 円形 1 55 1.48 0.10 

(2) 溝

1号溝（図62、PL14) 

位置 3区X=33396~409, Y =-42459~63 

重複 11号住居 1局溝が11号住の壁を掘り壊し

ており、 1号溝の方が後出。

走向北から南(N-10°-E) 

形態 ほぼ直線的で、断面形は法面の緩やかな皿状

を呈する。

規模検出全長 13.40m 

上幅 2.03~1.20m 

底幅 1.48~0.42m 

深さ 0.23~0.10m 

遺物 土師器坪 ．甕片が多量出土している。

所見 埋没土は、砂質である。 出土の土師器片は摩

耗しており、鉄分の付着が多く見られることから、

流水を伴う溝であったと考えられる。底面レベルは

一方向への明瞭な推移を示さないが、周囲の確認面

レベルにより北側から南側への流下が考えられる。
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N 年保遺跡の遺構と遺物

皇
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l

|
丁

A
 

1号溝

l 黒褐色土 砂質。暗褐色砂少量含む。

2 黒褐色土 砂質。灰黄褐色砂多量含む。

L-46.20m 

A' 

゜
I: 40 lm 

33398 
-4246牛

゜
1: 100 4m 

第62図年保3区1号溝実測図

2号溝（図63• 64、PL14 • 22) 

位置 3区X=33396~418, Y =-42464~69 

重複 2号溝が19• 20号土坑壁を壊すことから、

土坑より 2号溝が新しい。

走向 （N-11° -E) 

形態 ほぼ直線的で、断面形は蒲鉾状を呈する。

規模検出全長 21.00m

上幅 2.78~0.82m 

底幅 1.70~0.38m 

深さ 0.30~0.1 lm 

遺物 土師器坪・甕破片多数、須恵器破片2点、土

66 

瓶蓋・植木鉢や焙烙等近世～近代陶磁器片少量・ガ

ラス片極少量を含む。

所見 溝の最深部が緩やかに蛇行しており、複数の

時期の溝を捉えている可能性もある。埋没土はやや

砂質である。近現代の溝であり、流水があった可能

性が高い。溝底部のレベルは北側が南側より 15cm

ほど高く北から南への流下が考えられる。



3. 中世以降の遺構・遺物
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外
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査
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外
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L=46.40m 

A' 

B' 

2号溝

l 黒褐色土 ローム粒、白色軽石粒、礫少量、 ピニール含む。

2 黒褐色土 やや砂質。ローム粒中星含む。

3 暗褐色砂

4 黒褐色土 暗褐色砂含む。

5 オリーブ褐色土 黒褐色土との混土。

゜
I: 40 lm 

0 1: 100 2m 

一
第63図年保3区2号溝実測図
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N 年保遺跡の遺構と遺物
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第64図 年保3区2号溝出土遺物実測図
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4.遺構外出土遺物

年保遺跡で出土した、遺構に伴わない遺物を時代

別に報告する。なお、旧石器、弥生時代の明瞭な遺

物は確認されていない。

(1) 縄文時代（図65、PL22) 

周辺は縄文土器の散布地とされているが、縄文時

代の遺構は確認されていない。中期から後期にかけ

ての遺物が数点出土している。 1・2・3は中期、

4・5は後期の土器である。表面の摩耗した小破片

が多い。 6は凹み石である。

4.遺構外出土遺物

(2) 古墳時代（図66、PL22) 

検出された住居跡の年代と同じく、後期の遺物が

主体を占め、前期の甕胴部小破片等が若干混入して

いる。ほぼ全てが土師器であり、数点の須恵器片が

存在する。

(3) 奈良•平安時代
明らかに奈良•平安時代のものと出来るものは、

土師器坪片など極少ない。絶対量が少ない上に摩耗

も激しく、報告できるものはない。

(4) 中世以降（図66、 P122) 

現代のものも含む陶磁器片等が若干出土している。

ー

囚

□日
1ヽ

伊

り

I J 3 

疇］5

゜
I: 3 10cm 

第65図 年保遺構外出土遺物実測図（1)
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N 年保遺跡の遺構と迫物
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第66図 年保遺構外出土遺物実測図(2)
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v鳥山下遺跡の遺構と遺物

I.遺跡の概要

鳥山下遺跡では平安時代の遺構を中心として中近

世の遺構若干と、縄文時代から近世に至る遺物を検

出した。ローム層直上まで圃場整備のため削平を受

けており遺構の残存状況は良好とはいえない。層位

的にも縄文時代以降の全ての時期をローム層上の 1

面で捉えることとなり 、土坑状の遺構などでは時期

の特定が出来なかったものも多い。

時期を判定できた遺構を中心に以下、時代毎に遺

跡の概要を記すことにする。

旧石器時代

旧石器時代のものと認定できる遺物は検出されて

いない。層位的には灰～灰黄褐色粘質ローム下にAs

-YP層、灰色砂混じりシルト層、灰色砂層、灰色砂

礫層が観察された。従って、旧石器時代の遺構・遺

物は存在しないと判断した。

縄文時代・弥生時代

遺構外の遺物として縄文時代の土器片、石器が少

量検出された。土器片はいずれも小片で摩耗の激し

いものが多いが中期の遺物と考えられる。石器では

打製石斧と共に先端部を欠くが尖頭器 l点が出土し

た。これに伴う遺構は検出されていない。本遺跡地

は微高地の西側縁辺部に位置することから微高地上

に集落等の存在する可能性が考えられる。明らかな

弥生時代の遺構遺物は検出されていない。

古墳時代

前期の住居跡 l軒が10区で検出されただけであ

る。遺構外出土遺物も明らかに古墳時代のものと判

別できる遺物は極少なく、前期のものが若干出土し

ている。

奈良・平安時代

本遺跡の出土遺構・遺物の主体を成している。検

出された竪穴住居跡21軒中時期不明の4軒を除く

16軒が本時期の住居跡である。 9 • 10区の北端及

び南半に集中している。また、南半の集中部分には

1'調査の概要

同時期の井戸も 3碁検出された。9~10世紀に埋

没したと考えられるものでそれぞれから完形に近い

椀が出土すると共に耳皿・墨書土器が出土してい

る。

更に柱穴の平面形が円形又は方形の掘り方をもち

柱痕径が径20~30cm前後と比較的規模の大きな掘

立柱建物跡4棟が検出されている。

数多く検出された士坑中埋没土及び出土遺物等か

ら14基を古代のものと判定した。遺跡南半の集落

中にある 188号土坑は底部を欠損した埋設土器の可

能性がある。

奈良平安時代には、本遺跡の北側に新田郡衛と推

定される遺跡地や東山道跡も検出されつつある環境

であり、本遺跡の立地する微高地上には同時期の大

規模な集落跡も検出されていることから、本遺跡も

それらと関連する遺跡である可能性が考えられる。

中世以降

9区中央部の2条の溝からは中世の遺物が出土し

ている。2本の溝に画された内側からは時期不明な

がら数多くのピットが検出され、溝との関連もうか

がわれる。

また、時期の確定は出来なかったがその形状から

中世以降のものと推定される掘立柱建物跡や、溝、

道路跡等も検出されている。

遺跡地東方に隣接する現鳥山集落内には中世以降

の鳥山氏館跡等の遺跡があり、中世以降も集落とし

て機能していた区域である可能性が推定できる。

また、 300韮を数える土坑を検出している。その

多くは時期不明と言わざるを得ないが28基はその

形状や出土遺物から中世以降のものと判定した。 9

区中央部の溝近辺にある平面楕円形を呈するやや大

型の土坑からは溝と同じく中世の土器片を出土し溝

との関連も考えられるものである。

なお、 9 • 10区の中央の96号溝からは大量の瓦

片に混じって近世陶磁器が出土している。溝とした

ものの内いく条かは、道路の痕跡を示すものの可能

性がある。
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

2.古代の遺構・遺物

(1) 竪穴式住居跡

90号住居（図70、 PL25 • 44) 

位置 9区X=34536~39, Y=-43476~79 

重複なし

形態 ほぽ正方形を呈す。

方位 N-T -W  

規模 3.02mX2.75m 

面積 7.64m 

壁高 ー。遺構確認面で掘り方のみ検出。

床面 後世の削平を受け、残存していない。掘り方

面は、ほぼ平坦である。住居南壁際に30cm程の深

度を持つ方形プランの2つのピットを検出した。

柱穴 柱穴と認定できるものはなかった。

貯蔵穴 確認されていない。

周溝 北壁東寄りで50cmほど途切れるが、幅20cm

深さ5~10cm程の溝がほぽ全周する。

竃確認されなかったが、床面中央よりやや北寄り

に長径80cm短径50cm程の粘土ブロック混在層が見

られ、周溝が途切れることから北壁東寄りに存在し

た可能性が考えられる。

遺物 掘り方より土師器甕・椀、酸化・還元焔の須

恵器椀などの破片が少量出土している。

所見 本住居は住居形態、掘り方出上遺物の主体か

ら9世紀後半から 10世紀前半に比定される。
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L=51.00m 

90号住居

1 黒褐色土 ローム粒含む。

2 黒色土 ローム粒含む。

3 褐灰色土粘土多量、ローム粒、焼土粒少量含む。

4 灰白色粘土質。焼土粒少量含む。

5 にぶい黄色土 ローム多量、黒色土極少量含む。

6 にぶい黄色土 ロームプロックと黒色土混在する。

0 1: 60 2m 

第70図 鳥山下9区90号住居・出土遺物実測図

91号住居（図71、 PL25 • 44) 

位置 9区X=34517~20, Y =-43467~71 

重複 87号溝。近世以降の87号溝が本住居東側の

78 

壁・床面を掘り壊している。

形態 東西にやや長い長方形を呈する。

方位 N-85° -E 



規模 3.17mX2.85m 

面積 8.2lrrf 壁高 10cm 

床面 中央部分では、掘り方面を固めて床面として

いる。掘り方面は、北西・南西・南東の隅に僅かな

土坑を有する。鼈前には、長径115cm短径65cm深

度10cmほどの楕円形を呈する床下土坑がある。

柱穴確認されていない。

貯蔵穴 南東隅の壁と接する長径70cm短径50cm程

の土坑は、深度は浅いがその位置から貯蔵穴と考え

られる。

周溝 北壁・西壁下に、住居をほぼ半周する幅20

34521 土3468
――← 

34517 
-434胃

叫

吋

2.古代の遺構・遺物

cm深度4cm程の溝を確認した。

竃 東壁やや南寄りに構築されている。規模は掘り

方面で全長70cm、幅40cm程で、煙道部が壁外に張

り出している。土層断面で袖部を構築した粘質土が

確認されている。

遺物 土師器甕破片、須恵器坪 ．椀破片など遺物は

少量であった。北西隅の土坑から 2の短頸壺、 3・

4の土錘2点が出土している。

所見 本住居は出土遺物から 9世紀後半から 10世

紀前半に比定される。

、アー→＝マ：

＝ニロー ll

2
 

B
 

B' 

3
 

3
 

91号住居

゜
I 3 10cm 

1 黒色土 ローム粒中量、焼土粒極少量含む。
2 黒色土 ローム粒少量含む。

3 オリーブ黒色土 ロームと黒色土の混じり。

C 4 2 3 C' 
- 5ー13受;,,_ジL../／_- 91号住居カマド

1 黒褐色土 焼土粒中量、炭、 ローム粒少龍含む。
2 暗灰黄色土 ロームと粘土の混土。
3 灰白色土 粘土主体。ローム、焼土少温含む。

、 一
＼祉 4

-D竺. l 3 5 ― D' 
4 黄灰色土 2よりローム少なく、焼土をより多く含む。
5 黒褐色土焼土粒多く、炭少塁含む。

◎ 6 オリーブ褐色土 カマド袖。ローム主体。

① 7 黒褐色土 ローム粒多塁、焼土、炭少量含む。

゜
1 60 2m 

゜
I 2 5cm 

L=50.70m 

第71図 鳥山下9区91号住居 ・出土遺物実測図
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

92号住居（図72、 PL25 • 44) 

位置 9区X=34486~89, Y =-43453~56 

重複なし

形態 後世の削平が激しく北東コーナ一部を検出し

たが、壁の歪みが大きい。

方位測定不能

規模 計測不能

面積計測不能

壁高 4cm 

床面 明瞭な床面は確認できなかったが、セクショ

ン中央部で硬化面が確認され、床面の可能性がある。

硬化面下で10cmほどの埋め土を施している 。掘り

方面は幾分の凹凸があるが、ほぽ平坦である。

柱穴 調査範囲では未確認。

貯蔵穴調査範囲では未確認。

周溝調査範囲では未確認。

竃調査範囲では未確認。

遺物 土師器甕、坪、須恵器・内黒椀の小片が出土

している。

所見 本遺構は出土遺物より 9世紀に比定される。

硬化面が一部認められたが、遺構プランが明瞭でな

く土坑状の掘り込みの可能性も残る。
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92号住居

1 暗褐色土 ローム粒、焼土粒、 白色軽石粒少量、炭化物微量含む。

2 暗褐色土 ロームブロ ック多鼠、焼土粒、炭化物少塁含む。上面が硬化する。

3 黒褐色土 ローム粒・ブロ ック多量含む。

4 暗褐色土 ローム粒、焼土、炭化物少星含む。

゜
I: 3 10cm 

第72図 鳥山下9区92号住居 ・出土遺物実測図

94号住居（図73、PL25) 

位置 9区X=34445~51, Y =-43430~33 

重複なし

形態 全形は確認できなかった。

方位 N-12° -W  

80 

封計莫 （5.75)mx(l.70)m 

面積調査区内で7.36rrl' 壁高 12cm 

床面 住居中央部分は掘り方面を平坦にし、周緑部

は5cmほどの埋め土を施して平坦な面を造る。掘り

方面は、南・北側に若干の掘り込みをもつ。また、



南東部で長径80cm短径70cm深度60cmを測る土坑状

の窪み 1基を検出。

柱穴 明瞭なものは未確認。

貯蔵穴 明瞭なものは未確認。

周溝 西壁から南壁下で、幅20cm深度5cm程の溝

を検出した。更に北に延びていた可能性もある。

2 古代の遺構 ・遺物

竃調査範囲内では、未確認。

遺物 土師器甕、坪、須恵器高台付椀片などの小片

が覆土中より僅かに出土している。

所見 出土遺物は 9~10世紀のものが多いが、点

数は少ない。住居の形状からより古い時代の可能性

も考えられる。
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94号住居

1 暗褐色土 ロームプロッ ク少屈、焼土ブロック、炭化物含む。

2 暗褐色土 白色軽石粒少皇、ローム粒・プロック含む。

3 暗褐色土 土壌細かい。ロームブロ ック多鼠含む。

94号住居 ピット

1 暗褐色土 ロームブロッ ク多堡、焼土粒、白色軽石粒少量含む。

2 黒褐色土 ロームブロッ ク、黒色土を斑状に含む。

3 暗褐色土 ローム粒多量、ロームプロ ック含む。
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第73図 鳥山下9区94号住居 ・出土遺物実測図

95号住居（図74、PL25) 

位置 9区X=34440~43, Y =-43428~32 

重複 98号住、 252号土坑。土層断面、平面形か

ら98号住よりも前出である 。252号土坑との新旧

関係は不明。

形態 住居の半分ほどは調査区外に伸び、南側は、

床下面までの削平を受けるため全形は確認できなか

った。

方位 N-30° -W  

封計莫 （1.50) m x (1.45) m 

面積 計測不能

壁高 一。遺構確認面で掘り方のみ検出。

床面 後世の削平を受け、残存していない。北半は、

掘り方面から厚さ 3cm程埋め土が残存していた。掘

り方面では、床下土坑 l韮を検出した。また、埋土

の近似する252号土坑も床下土坑である可能性が考

えられる。

柱穴 調査範囲では未確認。

貯蔵穴 調査範囲では未確認。

周溝 調査範囲では未確認。

竃 調査区外にかかり樹痕等の攪乱を受けるため確

認できなかったが、北西壁東寄り焼土粒及び粘土ブ

ロックをやや多く含む範囲が認められ、位置から考

えて鼈の可能性がある。

遺物 奈良 •平安期の土師器小片が極少量出土した

が、図化できるものはなかった。

所見 遺構の残存状況が悪く、出土遺物も極少ない

ため本住居の時期は不明である。
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V 鳥山下辿跡の辿構と追物

98号住居（図74、PL25) 

位置 9区X=34440~42, Y =-43432~34 

重複 95号住、 232号土坑。掘り方面での観察だが、

レベルがほぽ同じで、 95号住を壊して98号住の周

溝が造られていることから、本住居が後出である。

232号土坑との新旧は不明。

形態 南壁側では、掘り方面も明瞭でないほどの削

平を受けており、全形は確認できなかった。

方位 N-3° -W  

封計莫 （2.70)m x (2.70)m 

面積 計測不能

壁高 ー。遺構確認面で掘り方のみ検出。

床面 後世の削平を受け、床面は残存していない。

残存部分の掘り方面はほぽ平坦である。住居内北寄

りでは、 5cmほど掘り方の埋め土が残存していた。

232土坑は埋土の検討が出来ず別遺構として報告し

たが、床下土坑の可能性も考えられる。

柱穴調査範囲では未確認。

貯蔵穴 調査範囲では未確認。

周溝 西壁中央と北壁下の一部に幅20cm深度5cm

程の溝状の窪みがあり、周溝の下部と推定される。

竃調査範囲では未確認。

遺物 奈良•平安期の土師器甕、坪の破片が極少量

出土しているが、小片のため図示できなかった。

所見 遺構の残存状況が悪く、出土追物も極少ない

ため本住居の時期は不明である。
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95号住居

1 暗褐色土 ロームブロック少量含む。

95住居ピット

1 暗褐色土 ロームブロ ック少量含む。

98号住居

1 暗褐色上 ローム粒多量含む。

2 暗褐色土 ロームブロ ック少量含む。

A .  A' 

工
L=50.40m 

第74図 鳥山下9区95• 98号住居実測図 ゜
I: 60 2m 

97号住居（図75、PL26 • 44) 

位置 9区X=34686~90, Y =-43534~38 

重複なし

形態 南北にやや長い長方形を呈する。

方位 N-8° -E 

規模 4.75mX3.60m 

面積 14.33m 

82 

壁高 一。遺構確認面で、掘り方のみを確認。

床面 確認できなかった。掘り方面は、中央部をや

や高く造り、周辺を一部深くする。4基の床下土坑

が造られている。床下土坑 3は、長径160cm短径

135cm深度6~10cm程の規模をもちロームブロック

と暗褐色土の混土で、埋められている。

柱穴 未確認。



2 古代の遺構・遺物

貯蔵穴 未確認。

周溝 掘り方面での確認であるが

北西コーナ一部に僅かに溝状の窪

みが残存する。

竃未確認。

遺物 床下土坑上を中心に土師器

甕・坪破片を多数、須恵器片を 4

片出土。床下土坑の遺物はほぽ全

て底面から 10~20cm高いレベルで

揃っている。 4と5の甕は出土位

置及び土器の形状から同一個体の

可能性が高い。

所見 本住居の時期は出土遺物か

ら8世紀後半に比定される。
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第75図 鳥山下9区97号住居・出土遺物実測図
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v 鳥山下遺跡の辿構と迫物

99号住居（図76、PL26) 

位置 10区X=34490~93, Y =-43434~37 

重複なし

形態 後世の削平が深く周溝状の溝のみの検出であ

り、東壁が未検出のため全形は確認できなかった。

方位 N-80° -W  

失見梧莫 （2.48)m X2.30m 

面積調査区内で5.05m'

壁高 ー。遺構確認面で周溝状の溝のみ検出。

床面 後世の削平を受け残存しない。掘り方面は僅

かな凹凸をもつがほぼ平坦である。東側は削平が更

に深く、堀り方面まで壊されている。

柱穴未確認。

貯蔵穴未確認。

周溝 検出部分では幅10~15cm深度4cm程の溝が

全周している。東壁下は不明。

竃未確認。

遺物なし。

所見 周溝がほぼ方形に廻ることなどから住居の残

100号住居（図77、PL26・44)

位謳 10区X=34491~98, Y =-43438~43 

重複なし

形態 住居の一部が調査区外になるため、全形は確

認できなかった。

方位 N-52° -E 

封計莫 （5.75)m x (3.75)m 

面積 計測不能

壁高 10cm 

床面 南東壁下は幅25cmほど地山を堀り残し、中央

部分はローム面を調整し、他は 10cmほどローム粒

・ブロックを多量に含む土壌を埋め土として貼り床

としている。掘り方面には、床下土坑状の窪みが数

カ所見られる。住居の南東壁東寄りでテラス状の掘

り残しの東端に長軸80cm短軸50cm深度24cmで楕円

形を呈する土坑がある。
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跡として考えられるが、出土迫物もなく時期は不明

である。
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第76図 鳥山下10区99号住居実測図

柱穴 掘り方面で、北東壁と並行する 2本を検出し

た。掘り方面での規模はp1直径60cm深度37cm、

P2直径45cm深度33cmを測る。

貯蔵穴 明瞭なものは未確認。

周溝 明瞭なものは確認されていないが、北隅の溝

状の窪みが周溝の残跡である可能性がある。

炉 調査範囲では未確認。

遺物 lの椀、 2の壷、 4の甕は南東壁東寄りの土

坑内下層からの出土。古墳時代前期の土器片を含む。

土師器、酸化焔．還元焔焼成の須恵器坪 ・椀の破片

も混在するが、遺構の残存深度が浅く後世の削平に

よる混入と考えられる。

所見 本住居の時期は住居の形態、出土遺物から古

墳時代前期に比定される。



2. 古代の遺構・ 遺物
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100号住居

1 褐色土 圃場整備時客土。

2 黒褐色土 暗褐色土斑状に混在。ローム粒・ブロック少量含む。

3 暗褐色土 黒褐色土斑状に混在。ローム粒・ ロームブロ ック多且含む。

4 黒褐色土 ローム粒、白色軽石粒少鼠含む。

5 黒褐色土 ローム粒・ブロック多塁含む。

6 黒褐色土 ローム粒・ブロック少旦含む。
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第77図 鳥山下10区100号住居・出土遺物実測図

101号住居（図78• 79、P L 26 • 44 • 45) 

位置

重複

形態

10区X=34500~504,

なし

Y =-43443~47 

住居の大部分が調査区外に伸びるため全形は

確認できなかったが、東西に長い長方形を呈するも

のと思われる。

面積

壁高

床面

調査区内で(5.40)m'

15~20cm 

掘り方面から厚さ約10cmの埋め土を施して

平坦な面を造ることが、調査区境の壁セクションよ

り観察される。掘り方面は細かな凹凸を残し、北東

に隅丸方形状、南東に溝状の窪みをもつ。

方位

規模

N-44° -E 

3.00m X (2.SO)m 

柱穴 調査範囲では未確認。

貯蔵穴 明瞭なものは未確認だが、北東隅の窪みが
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

貯蔵穴残跡の可能性がある。

周溝調査範囲では未確認。

竃調査範囲では未確認だが、南東部に粘土を多く

焼土粒を少量含む範囲があり、東壁南寄りの壁の僅

かな突出部に竃があった可能性がある。

遺物 土師器甕・坪片、須恵器坪 ．椀片等が出土。

1、2、3、4の坪など形態から時期差があるがほぼ

同ー レベルでのまとまった位置からの出土である。

所見 本住居の出土遺物は 8世紀後半から 10世紀

前半のものが混在するが住居形態からも新しい時期

のものと考えられる。
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101号住居

l 褐色土 圃場整備時客土。

2 暗褐色土 ローム粒、浅間A軽石少量含む。
3 暗褐色土 ローム粒、白色軽石粒少量含む。
4 黒褐色土 ローム粒・ブロック多量、白色軽石粒少量含む。
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第78図 鳥山下10区101号住居 ・出土遺物実測図(1)
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2 古代の遺構・遺物
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第79図 鳥山下10区101号住居出土遺物実測図（2)

102号住居（図80、PL26) 

位置 10区X=34483~85, Y =-43433~36 

重複 な し

形態 後世の攪乱が特に西側で深く、堀り方面まで

削平されているため全形の確認はできなかった。

方位 N-63° -E 

規模 2.47m x (2.05)m。

面積調査区内で4.19rrf

壁高 一。確認面で掘り方のみの確認のため。

床面 後世の削平を受け残存しない。床面東側では、

掘り方面から 8~10cm程の埋め土が残存していた。

掘り方面には、細かな凹凸がある。

柱穴未確認。 貯蔵穴未確認。

周溝未確認。 竃 未確認。

遺物なし。

所見 方形の掘り方面から住居の残跡と考えたが、

竃・柱穴等が確認されず土坑の可能性もある。出土

遺物がなく時期は不明である。

103号住居（図81、PL27 • 45) 

位置 10区X=34537~40, Y =-43454~58 

重複 313号土坑。新旧は不明。

形態 南北にやや長いがほぽ正方形を呈する。

方位 N-103° -E 

規模 3.50m x 3.20m。

面積 9.78m' 壁高 5cm程

床面 掘り方面を調整して床面としている。寵前及

び貯蔵穴部分に川原石複数を検出した。床面ほぽ中

央に長径120cm短径90cm深度12cm程の規模の床下

置
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102号住居

1 黒褐色土 ローム粒少量含む。

2 黒褐色土 褐色土ブロ ック多量、黄褐色ローム粒中量含む。

゜
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第80図 鳥山下10区102号住居実測図

土坑を有す。

柱穴 直径10~14cm深度13~24cm程の規模をも

つピット 4本を検出したが、柱穴とは考えにくい。

貯蔵穴 南東隅にある長径100cm短径50cm深度5

~8cmの楕円形の掘り込みが、位置から貯蔵穴と考

えられる。

周溝未確認。

竃 東壁中央と南寄りに 2基の竃の痕跡を検出し

た。中央の鼈部分は、全長60cm幅60cmほどを測り、

床下に不正形の土坑を有す。遺物の出土状況・土層
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v 烏山下遺跡の遺構と遺物

断面の観察から住居廃棄時には機能していなかった

ものと思われる。南寄りの鼈は全長90cm、幅80cm

程の規模で屋内に燃焼部をもつ形態である。袖と思

われる部分の残存や出土遺物の位置から住居廃棄時

のものと考えられる。よって中央から南寄りへと作

り替えたものと考えられる。
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遺物 土師器甕、坪片、酸化 ・還元焔の須恵器椀片

などが出土し、礫がやや多い。

所見 本住居は出土遺物から 10世紀前半に比定さ

れる。

103号住居

l 灰色粘土 焼土ブロック少量、白色軽石粒微鼠含む。

2 暗褐色土 ローム粒・ブロック、白色軽石粒少量、

焼土粒微量含む。

灰層 炭化物、焼土粒含む。

4 黒褐色土 ロームブロック多鼠含む。

5 暗褐色土 ローム粒多量、焼土粒少鼠含む。

三
L=50.80m 

103号住居カマド

1 暗褐色土 ロームブロック多量、黒褐色土、焼土

プロック少量含む。

2 黒褐色土 ロームプロック多量含む。
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第81図 鳥山下10区103号住居・出土遺物実測図
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104号住居（図82、 PL27 • 45) 

位置 10区X=34546~50, Y =-43458~62 

重複 108号溝、 329号土坑。中近世以降の108号

溝、 329号土坑が住居壁面を掘り壊している。

形態 東西にやや長いがほぼ正方形を呈す。

方位 N-lol° -E 

規模 3.24mX3.00m 面積 8.23rrf 

壁高 ー。遺構確認面で掘り方のみ確認。

床面 掘り方面は北壁下に浅い窪みを有するが、ほ

ぼ平坦である。

柱穴 ピット 1本を検出したが、柱穴との判定は出

来なかった。

ー／ヤー

◎
 

.
2
0
 

8
 

3耐

2.古代の遺構 ・遺物

貯蔵穴 住居の南東部に設置され、長径100cm短径

90cm深度5cmで隅丸方形を呈する。

周溝 床下面では、確認できなかった。

竃 東壁やや南寄りに構築されている。掘り方面で

全長75cm、幅60cm程の土坑状の掘り込みのみ検出

された。少量の焼土・炭化物粒を埋土に含んでいた。

遺物 3の円面硯、須恵器坪蓋・坪、土師器片を出

土している。 108溝の延長上にまとまる傾向があり、

溝による撹拌を受けている可能性もある。

所見 本住居の時期は出土遺物から 9世紀代に比定

される。

且』

一3 

C C' 

三

104号住居カマド

1 暗褐色土 ロームブロック、灰色粘土プロック、炭化物、

焼土粒、灰を多星含む。

2 灰色粘土 暗褐色土、炭化物、焼土粒少呈含む。

3 暗褐色土 ロームブロ ック多挺含む。

゜A L=50.90m A' 

`―  

I : 60 2m 
L~50.80m 

、
•
I

ヽ

／竺竺三、 l

¥----y2 

／ ：—-二三 3 

゜
I: 3 10cm 

第82図 烏山下10区104号住居・出土遺物実測図
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v 烏山下遺跡の遺構と遺物

105号住居（図83、PL27 • 45) 

位置 10区X=34720~22, Y =-43520~25 

重複 322号土坑。 322号土坑が本住居の掘り方埋

土・壁を掘り壊しているため、住居の方が前出。

形態 住居の大半は調査区外に伸びるため全形は確

認できなかった。

方位 N-90° -E 

規模 （l.90)m X (l. lO)m。

面積計測不能

壁高 ー。確認面で掘り方のみ検出。

床面 床面は確認できなかった。掘り方埋土は住居

中央部で5cm程の埋め土が残存していた。掘り方面

は中央部はほぽ平坦で、東寄りはやや深く窪む。

柱穴 p 1は、直径32cm深度37cmを測る。柱穴の

可能性がある。

貯蔵穴 調査範囲内では未確認。

周溝調査範囲内では未確認。

竃 東壁やや南寄りに構築され、掘り方面で壁外に

50cmほど突出している。掘り方埋土に焼土粒多量・

炭化物粒少量含んでいる。

遺物 土師器甕、坪、須恵器坪 ．椀片など少量出土。

所見 本住居の時期は出土遺物から 8世紀後半から

9世紀前半に比定される。

討翡け＼公 一—+—吋

3472叶
・43529 

<t'.I 
105号住居

1 黒褐色土 ローム粒中量、白色軽石粒少量含む。固く締まる。

2 黒褐色土 焼土粒多量、白色軽石粒少量、炭化物微量含む。

固く締まる。

ロロニ／

〇 I: 60 2m ー

＼ロロ三□I
/¥¥ 3 

L=50.80m 

゜
I: 3 10cm 

第83図 鳥山下10区105号住居・出土遺物実測図

106号住居（図84~86、PL27 • 45) 

位置 10区X=34716~19,Y=-43523~25 

重複 107号住と重複の可能性がある。

形態 調査区外に伸びるため全形は確認できなかっ

たが、ほぼ正方形を呈するものと思われる。

方位 N-14° -E 規模 （3.06)mx (2.43)m 

面積調査区内で(4.36)可 壁高 20~25cm

床面 掘り方面から5~10cmほどの埋め土を施して

90 

平坦な面を造る。掘り方面は固く締められ床面が構

築されている。掘り方面中央部に床下土坑を有す。

柱穴 調査範囲内では未確認。

貯蔵穴 調査範囲内では未確認。

竃調査範囲内では未確認。

遺物 土師器甕、坪、須恵器坪．椀片など出土。

所見 本住居の時期は出土遺物から 9世紀に比定さ

れる。



107号住居（図84、 PL27) 

位置 10区X=34714~15, Y =-43523~25 

重複 106号住と重複の可能性がある。

形態 削平が激しく、確認できなかった。

方位 計測不能

規模 計測不能

面積 計測不能

壁高 一。確認面で掘り方のみ検出。

床面 床面は、残存していない。掘り方面には2カ

所土坑状の浅い掘り込みをもつ。

2.古代の遺構・遺物

柱穴未確認。

貯蔵穴 未確認。

周溝 掘り方面では、確認されなかった。

竃 東壁やや南寄りに構築されている。掘り方面で

全長40cm、幅45cm土坑状の掘り込みのみ検出。埋

土に焼土粒・炭化物粒を含んでいる。

遺物 土師器片少量 ・須恵器片 1点を出土。

所見 遺構の残存状態が悪く、出土遺物が少量のた

め時期不明。
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撹乱 10 

106 • 107号住居

1 暗褐色土 ローム粒少量、炭化物粒、焼土粒微量含む。

2 暗褐色土 ロームブロック少量含む。

3 暗褐色土 ローム粒少量含む。

4 暗褐色土 ローム粒、炭化物粒、焼土粒少量含む。

5 暗褐色土 ローム粒多量、炭化物粒、焼土粒少呈含む。

6 暗褐色土 ロームブロック多量含む。固く締まる。

0 l: 60 

L=51.60m 

7 暗褐色土 ローム粒微量含む。固く締まる。

8 暗褐色土 ローム粒・ブロック中量、砂利微量含む。 固く締まる。

9 暗褐色土 ローム粒・プロック中量、焼土粒微量含む。固く締まる。

2m 

10黒褐色土 ロームブロックを混在する。

第84図 鳥山下10区106• 107号住居実測図
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第85図 鳥山下10区106住居出土遺物実測図（l）
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

I I 6(1/3) "' 

第86図 鳥山下10区106号住居出土遺物実測図(2)

c7  08  

゜
1: 2 5cm 

108号住居（図87、 PL27) 

位置 10区X=34583~87, Y =-43470~73 

重 複 な し

形態 調査区外に伸び、深い削平のため南壁の検出

ができないため全形は確認できなかった。

方位 N-64° -E 

封計莫 （2.65)m x (2.50)m 

面積調育区内で(7.13)m'

壁高 ー。確認面で掘り方のみ確認。

床面 後世の削平を受け、床面は残存していない。

5~10cmほどの掘り方埋土が確認された。掘り方面

は、細かな凹凸を有する。南壁方向は、特に攪乱が

激しく立ち上がりは確認できていない。

柱穴調査範囲内で未確認。

貯蔵穴調査範囲内で未確認。

周溝調査範囲内で未確認。

竃調査範囲内で未確認。

遺物なし。

所見 方形の掘り方面から住居の残跡と考えたが、

鼈．柱穴等が確認されず土坑の可能性もある。出土

遺物がなく時期は不明である。

109号住居（図88• 89、PL28 • 45) 

位置 10区X=34707~10, Y =-43528~31 

重 複 な し

形態 住居は調査区外に伸び、南側を攪乱で壊され

るため全形は確認できなかったが、正方形を呈する
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撹乱

108号住居

l 褐色土 圃場整備時客土。

2 黒褐色土 ローム粒・ ブロック、白色軽石粒少呈含む。

゜L=51.50m 
1: 60 2m 

第87図 鳥山下10区108号住居実測図

ものと推定される。

方位 N-115'-E 

失見梧莫 （3.24)m x (3.04)m 

面積調査区内で7.24rrf

壁高 5~10cm 



床面 掘り方面から、 10~15cm程の埋め土を施し

て平坦な面を造る。掘り方面には、床下土坑が3基

確認されている。最もしっかりした床下土坑 lは径

80~85cmのほほ円形を呈し、床面から30cmほどの

深度を有する。

柱穴確認されない。

貯蔵穴 調査範囲内では未確認。

周溝調査範囲内では、幅25cm程深度2~3cm程

2.古代の遺構・遺物

の規模の溝が全周する。

竃東壁に構築されている。全長65cm、幅50cm程

の掘り込みが確認された。

遺物 土師器・須恵器片を 130片ほど出士している

が、図化できたのは須恵器が多かった。

所見 本住居の時期は出土遺物から 9世紀前半に比

定される。
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109号住居

l 黒色土 ローム粒少量、炭化物粒微塁含む。 3 黒色土 ロームブロック少量含む。固く締まる。

2 黒色土 ローム粒中量含む。 4 黒色土 ロームブロック混在する。固く締まる。 0 
I: 60 2m 

口 二 □二／

ロー― ―---
3 4 

三二□ロニ

＼ — |ク 6

゜第88図 鳥山下10区109号住居 ・出土遺物実測図（1)

I: 3 10cm 
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v 烏山下遺跡の遺構と遺物
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゜
I: 3 10cm 

第89図 鳥山下10区109号住居出土遺物実測図（2)

110号住居（図90、PL28 • 45) 

位置 10区X=34431~35, Y =-43397~99 公＼

重複なし

形態 住居の大半は調査区外に伸びるため全形は確

認できなかった。

方位 N-9° -W  

規模 4.20mX(l.72)m 

面積調査区内で4.14m'

壁高 ー。確認面で掘り方面のみ検出。

床面 床面は残存していない。掘り方面は、中央部

が5cmほど高く周辺部が 1段深く掘り込まれてい

る。北寄りには、床下土坑状の更に一段深い掘り込

みがある。

柱穴調査範囲内では未確認。

貯蔵穴 調査範囲内では未確認。

周溝掘り方面では、未確認。

竃調査範囲内では、未確認。

遺物 土師器・須恵器片が26片出土し、図化でき

たのは 1の土師器甕だが、須恵器小片が多かった。

所見 本住居の時期は出土遺物から 10世紀前半に

比定される。

110号住居

l 褐色土現耕作土。

2 褐色土 近世～現代耕作土。

3 暗褐色土 ローム粒・ ブロ ック少量含む。

4 暗褐色土 ロームブロック多量含む。
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第90図 鳥山下10区110号住居・出土遺物実測図
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2.古代の遺構・遺物

111号住居（図91、PL28) 

位置 10区X=34473~76, Y =-43422~423 

重複なし

形態 住居の大半は調査区外に伸びるため全形は確

認できなかった。

方位 計測不可能

封計莫 （2. lO)m x (l.OO)m 

面積調査区内で3.05rrl

壁高 一。確認面で掘り方のみ検出。

床面 床面は残存していない。掘り方面は細かな凹

凸を有するがほぼ平坦である。

柱穴 調査範囲内で未確認。

貯蔵穴 住調査範囲内で未確認。

周溝調査範囲内で未確認。

竃調査範囲内で未確認。

遺 物 な し。

所見 方形の掘り方面・規模等から住居残跡と考え

たが、竃．柱穴等の構造物が検出されず、出土遺物

もないため時期は不明である。

112号址（図92、PL28) 

位置 10区X=34473~75, Y =-43420~23 

重 複 な し

形態 住居の大半は調査区外に伸びるため全形は確

認できなかった。西壁部分のみ検出した。

方位 N-15° -W  

封計莫 2.80m x (0.40)m 

面積調査区内で0.43m2

壁高不明

床面 掘り方面はほぼ平坦である。

柱穴 調査範囲内では未確認。

貯蔵穴 調査範囲内では未確認。

周溝調査範囲内で未確認。

竃調査範囲内で未確認。

遺物 土師器小破片 l片、須恵器片 1点を出土。

所見 本住居は遺構の検出部分が少なく、 8世紀後

半の遺物を含むが2点のみの出土であり、時期不明

である。
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111号住居

1 褐色土現耕作土。

2 褐色土 近世～現代耕作土。

3 褐色土 ローム粒・ブロ ック、炭化物、焼土粒少量含む。

4 暗褐色土 黒褐色土を斑状、ローム粒 ・ブロック少量含む。

第91図 烏山下10区111号住居実測図
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第92図 鳥山下10区112号址・出土遺物実測図
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

(2) 掘立柱建物跡

9号掘立柱建物跡（図93・94、PL28・29・46) 

位置 9区X=34455~62, Y =-43432~37 

重複なし

形態 2間X3間。総柱。

主軸方位 N-12° -W  

失見模 6.20m X4.20m 

柱穴 掘り方の形態は、円形・隅丸方形などとやや

不統ーである。規模は径74~110cm、深度17cm~

70cmである。土層断面の観察から、径20cm程の柱

痕が推定される。

遺物 土師器坪 ．甕、須恵器の小破片が50点程出

土した。 1はPl2、2はP7からの出土である。

所見 規模、柱穴掘り方及び出土遺物等から、古代

のものと考えられる。

均直

土

f
 

l

u

 

叫

叫

可

U) 

A A' L=50.70m 

゜
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第93図 鳥山下9区9局掘立柱建物跡実測図
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2.古代の遺構・遺物

B
 

撹乱
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三
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H H' ＿ 撹乱 — 

-<9
9号掘立

1 暗褐色土 ローム粒・ブロック少量含む（やや明るい）。

2 暗褐色土 ロームプロック多量含む。

3 暗褐色土 ローム粒 ・ブロック、 黒褐色土粒少鼠含む。

4 暗褐色土 （黒味あり）ローム粒微量含む。

5 暗褐色土 ロームプロック多量含む。

6 黄褐色土 ロームブロックを主体とする。

7 暗褐色土 ローム粒 ・ブロック少量含む。

8 黒褐色土 ローム粒少量含む。

L-50.60m ゜
I : 60 2m 

第10表 9号掘立柱建物跡柱穴計測表

口
こ］二／／

NO 長径 短径 深度 柱痕径 柱間長

1 110 90 57 Pl~2 200 
2 84 80 17 26 P2~3 220 
3 74 67 61 P3~4 226 
4 100 82 51 20 P4~5 200 
5 103 99 42 20 P5~6 210 
6 93 85 43 16 P6~7 210 
7 76 49 48 P7~8 200 
8 81 57 59 P8~9 205 ， 87 62 49 P9~10 200 
10 99 65 52 PlO~1 220 
11 95 85 65 21 Pl 1~2 240 
12 86 72 70 22 Pll~10 200 

Pll~4 230 
Pl 1~12 180 
Pl2~9 200 
Pl2~5 230 
Pl2~7 220 
（単位cm)

゜
l: 3 10cm 

第94図 鳥山下9区9号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

10号掘立柱建物跡（図95・96、 PL29・46・52) 

位置 10区X=34421~27,Y =-43394~400 

重複なし

形態 一部が調査区外になり南辺は攪乱を受けるた

め全形は確認できなかった。(2間X2間。）総柱。

主軸方位 N-16° -W  

規模 2.96m X2.64m 

柱穴 掘り方の形態は隅丸方形、楕円形などとやや

不統一である。規模は径61~100cm、深度44cm

~62cmを測る。

遺物 土師器・須恵器の小破片が20点ほど出土し

ている 。1はP3より出土。

所見 規模、柱穴掘り方及び出土遺物等から、古代

のものと考えられる。 P3・4・5と接して P9. 

10があり、 P5とP6の位置が直線上に並ばず、

東辺同様のピットの配列であるとすると南辺及び東

辺方向への庇または拡張の可能性も考えられる。
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V 烏山下遺跡の遺構と遺物
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10号掘立

l 褐色土 ローム粒多量含む。

2 暗褐色土 ローム粒少量含む。

3 暗褐色土 ローム粒 ・プロ ック微量含む。

4 暗褐色土 黒褐色土ブロ ック少量、ロームブロ ック多量含む。

5 暗褐色土 ローム粒 ・ブロック多量含む。

6 暗褐色土 ロームブロック多量含む。

7 暗褐色土 ローム粒・炭化物粒微量含む。

8 黒褐色土 ローム粒少量含む。

9 黒褐色土 暗褐色土斑状に、ロームブロック少量含む。

10 黒褐色土 ローム粒・ブロック微童含む。

II 黒褐色土 ローム粒 ・プロック少量含む。

12黒褐色土 ロームプロック多量含む。

第95図 鳥山下10区10号掘立柱建物跡実測図
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2.古代の遺構・遺物

第11表 10号掘立柱建物跡柱穴計測表

NO 長径 短径 深度 柱痕径 柱間長

1 90 64 55 Pl~2 200 
2 62 52 49 P2~3 220 
3 76 49 62 P3~4 210 
4 90 68 52 P4~5 210 
5 (46) 56 48 P5~6 440 
6 (70) (28) 58 P6~7 255 
7 100 84 62 P7~l 210 
8 77 75 52 P8~2 220 ， 85 61 44 P8~7 200 
10 61 47 49 P8~4 230 

P9~10 180 
（単位cm)

11号掘立柱建物跡（図97• 98、PL30) 

位置 10区X=34446~54,Y =-43417~23 

重複なし。

形態 2間X3間

主軸方位 N-19° -W  

封計莫 4.15mX3.46m 

柱穴 掘り方の形態は円形及び隅丸方形。規模は径

ロニ 万

／

――
 

2
 

゜
I: 3 10cm 

第96図 鳥山下10区10号掘立柱建物跡出土遺物実測図

60~86cm、深度11cm~32cmと差が見られる。柱

痕は30cm程であることが観察された。

遺物なし。

所見 規模、柱穴掘り方等から古代のものと考えら

れる。南壁ではピット 7が中央より西に寄せて掘ら

れている。
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第97図 鳥山下10区11号掘立柱建物跡実測図
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

Q
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第12表 11号掘立柱建物跡柱穴計測表

E
 

E' 

三
F F' 

II号掘立

1 褐色土 黒褐色土斑状に、ローム粒少量含む。

2 褐色士 ロームブロ ック多量含む。

3 褐色土 黒褐色土斑状に、ローム粒微皇含む。

4 褐色土粒と黒褐色土粒の混土（柱痕）。

5 暗褐色土 ロームプロ ック多量含む。

6 暗褐色土 褐色土斑状に、 ローム粒少量含む。

7 黒褐色土 褐色土斑状に、ローム粒少呈含む。

NO 長径 短径 深度 柱痕径 柱間長

1 60 50 11 Pl~2 200 
2 80 54 22 P2~3 190 
3 81 68 22 P3~4 260 
4 78 68 28 P4~5 225 
5 76 63 20 P5~6 230 
6 86 67 32 18 P6~7 270 
7 78 58 18 P7~8 120 
8 64 (46) 20 38 P8~9 230 ， 66 (54) 18 30 P9~10 220 
10 82 50 19 32 PlO~1 260 

（単位cm)

8 黒褐色土 ローム粒微星含む。

L-50.50m 9 黒褐色土 均質で灰雑物少ない。

0 I:60 2m 10淡褐色土 ローム粒多鼠が混在。

l] 黄褐色土 ローム粒主体。

第98図 鳥山下10区11号掘立柱建物跡実測図

13号掘立柱建物跡（図99• 100、 PL30 • 31) 柱穴 掘り方の形態は矩形、隅丸方形を呈する。規

位置 10区X=34416~20,Y =-43390~98 模は径66cm~106cm、深度35cm~83cm。断面の観

重複なし 察から20cm程の柱痕が想定される。

形態 一部が調査区外になるため全形は確認できな 遺物なし。

かった。2間X3間以上

主軸方位 N-0° 

封計莫 4.03mX3.74m 

所見 規模、柱穴掘り方等から古代のものと考えら

れる。
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第99図 鳥山下10区13号掘立柱建物跡実測図
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2.古代の遺構・遺物
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第13表 13号掘立柱建物跡柱穴計測表

NO 長径 短径 深度 柱痕径 柱間長

1 94 60 35 Pl~2 220 
2 72 68 50 P2~3 245 
3 (76) 78 83 20 P7~8 220 
5 106 76 67 P8~l 224 
7 84 70 73 15 P2~7 230 
8 66 38 49 P9~10 405 ， 44 40 10 P5~7 490 
10 41 28 15 

（単位cm)

l l 7 
10 

13号掘立 ーーしJ— こ1 暗褐色土 白色軽石粒微量、 ロームプロック含む。

2 暗褐色土 黒褐色土ブロッ ク、 ロームブロック少量含む。

3 暗褐色土 黒褐色土ブロック少量、ロームプロ ック多量含む。

4 暗褐色土 ロームブロ ック微旦含む。

5 黒褐色土 ロームブロック微量含む。

6 黒褐色土 褐色土ブロック、ロームブロック多量含む。

7 暗褐色土 ローム粒少量含む。

8 暗褐色土 ローム粒少量含む。締まりなく、ふかふかする。（柱痕）

9 暗褐色土 ロームブロ ック少呈含む。

10黒褐色土 ロームブロック少量含む。

11 黒褐色土 ロームブロック微量含む。

12黒褐色土 ロームブロック多量含む。

13暗褐色土 ローム粒微星含む。

14褐色土 ローム粒・ブロック多鼠含む。

゜
1: 60 2rn 

L-50.40m 

第100図 烏山下10区13号掘立柱建物跡実測図

(3) 井戸
入

10号井戸（図 101 • 102、PL31 • 46) 

位置 9区X=34490, Y =-43455 

重複 201号土坑。土層断面の観察によると、 201

号土坑を 10井戸が掘り壊していることから本遺構

のほうが後出である。

形態 確認面でやや不正形の楕円形を呈し、断面は

上位から0.30mの地点でやや細まり、その下位は

径0.65m程の筒状を呈す。

方位 N-70° -E 

規模長径1.37m、短径1.22m、深度1.20mを測

A
 L=50.60m 

10号井戸

1 暗褐色土 白色軽石粒、焼土粒、

炭化物微械含む。

2 暗褐色土 1層土に似る。ローム

粒少星含む。

゜
I: 40 lm 

る。

遺物 埋土上層に含まれるものが多いが、 1の椀は

壁際底面に密着しており、耳皿・小型壺・鉄宰 ・灰

釉陶器片が出土している。

所見 確認部分の埋没土は単層に近く、短期間に埋

没した可能性が高い。遺物から、 10世紀前半まで

には埋没したものと思われる。

第101図 鳥山下9区10号井戸・出土遺物実測図（1)

= ---
- _—_-

I 

(1/3) 
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物
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第102図 烏山下9区10号井戸出土遺物実測図（2)

11号井戸（図103、PL31) 

位置 9区X=34464, Y =-43443 

重複なし

形態 確認面でほぼ円形を呈し、断面は上位から

0.30mの地点でやや細まり、その下位は径0.70m

程の筒状を呈す。アグリが認められる。

方位 N-28° -W  

規模長径1.17m、短径1.15m、深度1.30mを測る。

遺物 土師器18片、須恵器8片の破片が出土したが、

小片ばかりで図化できるものはなかった。また、長

辺が5~10cm程の川原石状の小礫30個以上を混入。

所見 埋没土内混入であるが、遺物は9世紀代のも

のである。

12号井戸（図104、PL31 • 46) 

位置 9区X=34464, Y =-43446 

重複なし

形態 確認面でやや不正形の楕円形を呈し、断面は

102 

A L-50.60m 
A' 

／
 

1: 40 lm 

第103図 鳥山下9区11号井戸実測図

上位から0.15mの地点でやや細まり、その下位は

径0.50m程の筒状を呈す。

方位 N-35° -W  



規模長径0.8m、短径0.53m、深度1.35mを測る。

遺物 土師器35片・ 須恵器25片を出土した。主に

埋土内の混入であるが、 1及び・ 2の墨書のある椀

2.古代の遺構・遺物

は壁下底面付近からの出土である。

所見 遺物から、 10世紀代に埋没したものと思わ

れる。
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第104図 鳥山下9区12号井戸 ・出土遺物実測図

(4) 土坑

9 • 10区からは、のべ340基程の土坑を検出し

た。本遺跡では圃場整備時の掘削がローム面にまで

及んでおり、ローム面上で各時代の遺構を一括調査

せざるを得なかった。そこで、現状で残存条件の悪

いピット状の遺構にも土坑番号を付して調査し資料

を残すようにした。

それぞれの土坑について検討を加えたが年代を特

定できるものは限られていた。ただし、出土遺物や

周辺遺構の関連等から、縄文・弥生時代に遡るもの

はなく 、古代以降のものと判断された。

その中で、砂質でなく土壌化している埋没土や古

代遺物のみの出土、しっかりとした掘り込みの形状

等の条件を勘案して古代のものと考えられる遺構を

選択した。それぞれの形態 ・規模等については、表

14に一覧表として掲げてある。特徴的なものにつ

いては、以下に詳述する。

188号土坑（図105、PL32 • 46) 

平面楕円形で底部はほぼ平坦である。埋土は、黒

褐色土の単層である。遺物は図化できた坪・甕の他

に土師器の小破片を少量含む。出土位置は遺構確認

面よりやや高いが、底部を欠損した器肉の薄い丸胴

甕は2/3程復元でき、正位に据えられていた。土坑

の周辺には住居状の掘り込みは認められない。出土

遺物は、 9世紀中葉頃のものである。

196号土坑（図106、PL32 • 46) 

平面不正形の掘り込みで、底面は平坦なレベルで

あるが小さな凹凸をもつ。埋土に微量の白色軽石粒

を含んでいる。遺物は土師器の小片を含む。面積が

広く特に東壁際で形状が不明瞭であるが、土坑内に

焼土のまとまりがあり、深く削平され掘り方面のみ

残存する住居の可能性も考えられる。出土遺物は

10世紀前半頃のものである。
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

203号土坑（図107、PL32 • 47) 

平面円形で、直径40cm深度 1m程を測る。底面

はほぼ平坦で、緩くすぼまる筒状を呈する。埋土は

上層に白色軽石粒を少量含んでいる。中位から下位

は単層である。遺物は下位からの出土で土師器甕胴

～底部であり、 9世紀代のものと考えられる。

231号土坑（図107• 108、PL32 • 47) 

505号上坑と重複する。上層断面の観察により、

231号土坑の方が後出。埋土に白色軽石小粒を少量

含む。底面はほぼ平坦で壁は緩く内湾して立ち上が

っている。遺物は埋土中からの出土であるが、 土師

器・須恵器が混在し、 4の椀は完形に復元されてい

る。8世紀後半から 9世紀前半の遺物を含む。

294号土坑（図108、PL33 • 47) 

平面形は楕円形で長径80cm程を測る。粘性のあ

る黒褐色土で埋没しており、下層ほどロームブロッ

クの混入が多く粘性も強い。全体に白色軽石粒を含

む。遺物は、土師器4片須恵器4片の他、後世の混

188号土坑

A A' 

188号土坑
~.80m 

1 黒褐色土 ローム粒多量含む。

゜
l: 40 lm 

入と考えられる近世鍋類 l片を含む。遺物9の内黒

椀は、 3層上面付近に正位で出土している。

322号土坑（図109、 PL33 • 47) 

調査区外に延びるため全形は確認できなかった

が、平面形は楕円形を呈すると推定される。断面形

は椀型を呈する。105号住の埋土を掘り込んでいる

ため、 105号住より新しい。固く締まり粘性のない

土壌で埋没しているが、白色軽石粒をやや多めに混

入し、上層に炭化物粒・下層に焼土粒を僅かに含む。

土師器、須恵器各 l片出土し、羽釜片の出土が特徴

的である。

401号土坑（図109、 PL33 • 47) 

平面形は、楕円形で長径48cm程を測る。暗褐色

土で埋没し、下層ほどローム粒・小ブロックの混入

が多い。遺物は下位に3/5程復元された小型台付き

甕、その他士師器5片須恵器2片（内 1片は内黒）を

出土した。
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第105図 鳥山下9区188号土坑 ・出土遺物実測図
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2.古代の遺構 ・遺物
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196号土坑

］ 暗褐色土 黒褐色土を斑状、ロームプロック少量、

焼土粒、白色軽石粒微量含む。

2 暗褐色土 ローム粒・ブロック多呈含む。
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第106図 鳥山下9区196号土坑 ・出土遺物実測図
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

197号土坑

＼
 

198号土坑

／
 

201号土坑
ノ

A A'A  

ゴ
L-50.90m 三

L=50.70m 

197号土坑

1 黒褐色土 ローム粒少量、白色軽石粒微量含む。

2 黒褐色土 ローム粒・プロック多量含む。

198号土坑

1 黒色土 ローム粒中量含む。

2 黒色土 ローム混在する。

A' 

10井戸

A 

¥

1

、1

A' 

10井戸 /
 

!
 

L-50.60m 

201号土坑

1 暗褐色土 ローム粒少量含む。

2 暗褐色上 ローム粒・ブロック少量含む。

3 黒褐色土 ロームプロック多量含む。

231 • 505号土坑

203号土坑

o/ 
A A' 

坑土号ー3
 

2

2

0

 
ゲ

ー

4
 

＼ 

゜
I: 3 10cm 

L-50.70m 

203号土坑

1 黒褐色土 褐色土を斑状に含み、ローム粒多量、白色軽石粒少

量含む。

2 黒褐色土 褐色土斑状に含み、ロームプロック多量含む。

3 黒褐色土 褐色土を斑状に含み、ローム粒 ・ブロック少量含む。

L=50.60m 

土 231号土坑 505号土坑Aニ

231号土坑

l 暗褐色土 白色軽石粒少量、ローム粒多量、黒褐色土を斑状に含む。

2 黒褐色土 白色軽石粒多量、ローム粒少量含む。

3 暗褐色土 白色軽石粒、ローム粒少量含む。

505号土坑

1 黒褐色土 ローム粒少量含む。

2 暗褐色土 ロームブロック多量含む。

゜
I: 40 lm 

第107図 烏山下9区197・ 198・201 ・203・231 ・505号土坑・出土遺物実測図
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2.古代の遺構・遺物
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L=50.80m 

252局土坑

l 暗褐色土 ロームプロ ック多量、

焼土粒微量含む。

゜
I: 40 lm 

294号土坑
294号土坑

l 黒褐色土 ローム粒微量含む。締まり有り。粘性やや有り。

l'黒褐色土 1より粘る。

2 黒褐色土 ロームブロック中量含む。締まり有り 。粘性有り。

3 黒褐色土 ロームブロック混在する。

A' 

10 

゜
l: 3 10cm 

第108図 鳥山下9• 10区231・252・294号土坑・出土遺物実測図
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

295号土坑

土 公

［ロー:m

32：号土：査区外 A'_/ 

[9 
A A' 

□51 80m 

295号土坑

1 黒褐色土 ロームブロック微量含む。

2 黒褐色土ローム粒混土。

3 黒褐色土 ローム粒、炭化物粒微量含む。やや砂質。

4 黒褐色土 ローム粒多量含む。やや砂質。

5 黒褐色土 ローム粒微量含む。粘性有り。

322号土坑

l 黒褐色土 炭化物粒微鼠含む。固く締まり、粘性なし。

2 黒褐色土 ローム粒、焼土粒少量含む。固 く締まり、

粘性なし。

2' 2よりやや焼土多呈。

= -- - ]  
l 

427号土坑

401号土坑 ］ 
書
A A' 

□喜：
L-50.50m 

401号土坑

1 暗褐色土 ローム粒、炭化物少星含む。

2 暗褐色土 ローム粒・ブロック多量、焼土粒

少量含む。

3 暗褐色土 ロームブロック多量含む。

゜
I : 3 10cm 

l
r十
ー

△ A' 

427号土坑

1 暗褐色土 ローム粒・ブロック少量、焼土粒、

炭化物微量含む。

0 I: 40 

L=50.50m 

lm 

第109図 鳥山下10区295・322・401 ・427号土坑・出土遺物実測図

第14表鳥山下遺跡士坑一覧表（古代面）

土坑番号 区 位置 形態 主軸方向
規模 (m)

備考
長径 短径 深度

188 ， X=34529,Y=-43470 楕円形 N-10°-W 0.65 0.58 0.25 

196 ， X=34532,Y=-43474 不整形 N-10°-E 4 01 2.16 0.16 

197 ， X=34533, Y =-434 7 4 隅丸長方形 N-65°-W 1.09 0.94 0.22 

198 ， X=34522,Y=-43467 円形 0.78 0.78 0.40 

201 ， X-34492, Y--43455 不整形 N-73°-W 1.31 1.19 0.34 10井戸と重複

203 ， X=34489,Y=-43455 円形 0.43 0.43 0.97 

231 ， X=34443, Y =-43432 不整形 N-14°-W 2.03 1.89 0.25 505土と重複

252 ， X=34439,Y =-43432 隅丸長方形 N-25°-W 0.54 0.48 0.50 95住と重複

294 10 X=34519,Y=-4345 l 楕円形 N-20° -E 0.86 0.78 0.73 

295 10 X=34458,Y =-43496 不整形 N-41°-E 0.80 0.50 0.50 

322 10 X=34 720,Y =-43528 不整形 N-0° (0 60) (0.40) 0.65 105住と重複

401 10 X=34432,Y=-43410 円形 0.47 0.45 (0.30) 

427 10 X=34450,Y=-43414 隅丸正方形 0.72 0.72 0.67 

505 ， X=34443,Y=-43432 楕円形 N-43° -E l.62 1.18 0.47 231上と重複
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3.中世以降の遺構・遺物

3. 中世以降の遺構・遺物

(1) 竪穴状遺構

5号竪穴状遺構（図110、P133) 

位置 9区X=34597~98, Y =-43494~97 

重複 な し

形態 住居の大半は調査区外に延びるため全形は確

認できなかった。

方位計測不能

封計莫 （2.lO)mX(l.OO)m 

面積調査区内で3.05m'

壁高 30cm 

床面 細かな凹凸のある水平面。

構造物 柱穴 ・貯蔵穴・周溝・炉は未確認。

覆土 ローム粒 ・ブロ ックを含む自然堆積土。

遺物なし。

(2) 井戸

13号井戸（図111、PL33) 

位置 10区X=34653, Y =-43504 

重 複 な し

形態 確認面で楕円形を呈し、断面は径0.60m程

の筒状を呈す。中・下位にアグリが認められる。

方位 N-72° - W  

規模長径0.57m、短径0.48m、深度1.17mを測

る。

遺物 土師器破片、近世磁器破片数点が出土した。

所見 確認面から0.55m程下位に砂層があり、湧

水層であったと推定される。出土遺物から、近世以

降に埋没したものと思われる。

t
 

34599 

-4349午 ゞ
c

34598 

-4349~ ら

／ 

A
 

A' 

5号竪穴

l 褐色土表土（盛土）。

2 暗褐色土 圃場整備時客土。

3 暗褐色土 ローム粒中塁含む。

4 暗褐色土 ローム粒微量含む。

5 暗褐色土 ローム粒・ブロック中量含む。

6 黒色土 ローム粒微量含む。

7 黒色土 ロームブロック中量、焼土粒微量含む。

8 黒色土 ロームブロックとの混土。

L=51.80m ゜
1: 60 2m 

第110図 鳥山下9区5号竪穴状遺構実測図

＼
 〔

A A' 

4
 

13号井戸

l 黒色土 やや砂質。焼土粒、炭粒微量含む。

2 黒色土 暗灰黄色粘土粒層状に含む。

3 黒色土 暗灰黄色粘土、シルト粒層状に微鼠含む。

4 黒色土 黄灰色粘土ブロック中量含む。

5 黒色土 暗灰黄色粘土粒微量含む。

6 黒色土 ほぼ均質。

゜
I: 40 lm 

L-50.70m 

第111図 鳥山下10区13号井戸実測図
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

(3) 土坑

中世以降の土坑についても年代を特定できるもの

は少なかったが、砂質の埋没土や中世以降の遺物の

出土、掘り込みの特徴等の条件を勘案して、中世以

降と判断される遺構を選択した。

中世以降の土坑と考えたものを分類すると、①平

面楕円形で長辺2m弱の規模のもので、 146• 200 

• 329 • 367号土坑等がこれにあたる。埋土中に小

礫から拳大の円礫を多数混入する特徴があり、中世

から近世の遺物を含む傾向がある。②平面形がほぼ

円形で断面逆台形のもので、 147• 335号土坑等が

これにあたる。中世から近世の遺物を含む。③平面

形が方形或いは長方形で、底面が平坦なもので、

199土坑等がこれにあたる。締まりの弱い砂質土を

埋上とし、瓦破片等近世以降の遺物を含むものが多

し‘o

それぞれの形態・規模については表15に一覧表と

して掲げてある。①、②に分類された遺構を中心と

して、特徴的なものについては以下に詳述する。

146号土坑（図112、PL34 • 47) 

平面楕円形で底面は平坦である。断面逆台形であ

るが、壁の一部に掘り込みが見られる。埋土は上層

が砂質を帯び、下層には焼土粒・炭化物粒を少量含

む。中央部分では、下層から上層にかけて長辺5~

8cm程の円礫を多く混入する。軟質陶器片、茶臼破

片と共に土師器・須恵器片を出土した。

147号土坑（図113、PL34 • 47) 

平面円形で底面は平坦である。断面は筒状を呈す

るが底部付近がやや膨らむ。埋土は黒褐色土の単層

で中位から下位に長辺10cm以下の円～亜角礫が混

入している。遺物は焼き締め陶器、瓦片及び土師器

片を出土している。断面形状及び堆積状況から土坑

募の可能性も考えられる。

199号土坑（図113、PL34) 

平面長方形で底面は平坦である。埋土は径0.5~

5cm大のロームブロックを少量含む締まりのない暗

110 

褐色砂質土である。遺物はない。近世以降の遺構で

ある可能性が高い。

200号土坑（図113・114、PL34 • 47 • 48) 

調査区外に延びるため全形を検出できなかった

が、平面楕円形を呈するものと思われる。断面形は

中位に段をもつ袋状を星する。埋土は最下層が粘性

のある土壌で、中層以上は砂質味を帯びる。中位に

は南壁より北側へ滑り落ちるように長辺5~15cm

の円礫の混入が見られる。埋土より軟質陶器、石皿

片の可能性のある石片を出土した。

276号土坑（図115、PL34 • 48) 

平面長方形で、底面は平坦であり、壁は垂直に近

い。埋土はローム粒を少量含む粘性のない暗褐色土

である 。 遺物は瓦片•石臼が出土している 。 近世以

降の土坑と考えられる。

286号土坑（図116、PL35) 

平面正方形で、底面は平坦であり、壁は垂直に近

い。埋土は径0.5~1.5cm大のロームブロックを少

量含む粘性のない暗褐色土である。瓦破片5点を含

む。近世以降の土坑と考えられる。

308号土坑（図116、PL35) 

平面円形で断面形は下位の僅かに開く円筒状を呈

する。埋土は、下層が砂質の暗褐色土である。遺物

は近世陶器片及び土師器・須恵器破片を含む。形状

から井戸の可能性も考えられる。

329号土坑（図117、PL35 • 48) 

平面楕円形で、断面形は中位に段をもつ袋状を呈

する。104号住及び108号溝と重複するが新旧は明

確でない。埋土は単層で上位に円礫の混入が顕著で

あるため、人為的な埋没が想定される。遺物は、軟

質陶器片・不明石製品と共に土師器・須恵器片を出

土。

333号土坑（図118、PL36) 

平面円形で、断面は下位が僅かに開く円筒状を呈

する。埋土は上層がAs-Aを含む砂質土である。下

層には円礫を含む。遺物はなし。断面形状及び堆積

状況から土坑墓の可能性も考えられる。



335号土坑（図118、 PL36) 

平面円形で、断面形は円筒状を呈する。底面は平

坦であり礫層になっている。埋土は締まりが悪くや

や砂質。径15cm以下の自然礫が3層中よりまとま

って出土。遺物は、流れ込みと考えられる土師器・

須恵器の破片を含む。断面形状及び堆積状況から土

坑墓の可能性も考えられる。

363号土坑（図118、PL36) 

調査区外に伸びるため全形は確認できなかった

が、平面は楕円形になるものと思われる。断面形は

中位の膨らむ円筒状を呈する。埋土は暗褐色砂質土

l 146号土坑

3.中世以降の遺構・遺物

の単層であり、人為的な埋没が想定される。遺物は、

五輪塔地輪の破片須恵器甕片のほか土師器破片を少

量含む。断面形状及び堆積状況から土坑墓の可能性

も考えられる。

367号土坑（図119、PL36 • 48) 

調査区外に伸びるため全形は確認できなかった

が、平面は楕円形になるものと思われる。断面形は

円筒状を呈する。埋土は単層であり、扁平な亜角礫

の他円礫を多く含む。人為的な埋没が想定される。

遺物は、軟質陶器片、石臼破片を出土。

△_ A' 
＇ 

L=50.80m 

゜
l : 40 lm 

146号土坑

1 暗褐色土 ローム粒少羅含む。砂質。

2 黒褐色土 ローム粒多蜃含む。

3 黒褐色土 ローム粒少旦、 焼土粒、炭極少鼠含む。

゜
l. 6 20cm 

ヽヽ＼ ＼ 
/ -/7l 

／
 

／
 

／
 

゜
1: 3 10cm 

第112図 鳥山下9区146号土坑・出土遺物実測図
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v 鳥山下遺跡の遺構と追物

147号土坑 199号土坑

`/  
A A' 

¥
 

□50.70m 

A
 

A' 

147号土坑

1 黒褐色土 ローム粒が見られる。締まり有り 。粘性やや有り 。

L-50.60m 

199号土坑

l 暗褐色土 ロームブロック少量含む。

200号土坑

＼ 

A
 

A' 

□□ 
200号土坑

1 暗褐色土 ローム粒、炭化粒混じる。粒子やや粗く、締まり良い。

2 黒褐色土 ローム粒混じる。粒子細く、締まり良い。

3 黒褐色土 2層に似るがローム粒なし。下位に小礫群。

4 黒褐色土 粒子やや粗く、締まり弱い。小礫少し混じる。

5 黒褐色土 粒子細く、締まり弱い。地山に砂粒混じる。

6 黒褐色土 粒子細く、締まり弱い。ローム粒混在。

7 黒褐色土 粒細く、締まり良い。ローム粒混在。

0 1:40 lm 

0 1. 3 10cm 

第113図 鳥山下9区147・ 199・200号土坑・出土遺物実測図（1)
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3. 中世以降の遺構・遺物

ー

I I 

／
 

／
 

I I 

272号土坑

8
 

¥ 

』
L-50.80m 

A' 

‘̀ ／ 

＼ 
272号土坑

l 暗褐色土 ロームプロック中量含む。

固く締まり、粘性なし。

゜
I : 40 lm 

こ

口
〇 I: 3 10cm 

第114図 鳥山下9・10区200・271・272号土坑 ・出土遺物実測図（2)
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

204号土坑

¥
 

i

v
 

E
O
L
.
O
S
1
1
T
 

吋
譴

276号土坑

| 

ロニニロ／／

ェニニ：―
i 

〇 1: 4 10cm 

A A' 

口

276号土坑

1 暗褐色土 ローム粒少量、焼土粒、

炭化物粒微量。締まり

有り 。粘性なし。

し＝50.80m

Q l: 40 lm 1ロ
゜

l. 6 20cm 

第115図 鳥山下9• 10区204・276号土坑・出土遺物実測図
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3. 中世以降の遺構・遺物

i
 ロ

277号土坑

△- A' 

□ 0.80m 

277号土坑

l 暗褐色土 ローム粒、炭化物

粒有り。締まり有

り。粘性なし。

1' 1より明るい。

<
A 

279号土坑

A' 

／
 

□:0.80m 

279号土坑

1 暗褐色土 ローム粒少鼠、

焼土粒、炭化

物粒微星。締

まり有り 。粘

性なし。

： 
286号土坑

A
 

A' 

□ 0.80m 

286号土坑

l 暗褐色土 ロームブロック

中星含む。固く締ま

り、粘性なし。

287号土坑

0 /  

A_ 
A' 

言ロームプロック L~50.80m 

287号土坑

1 黒褐色土 ローム粒少鼠含

む。締まり有り 。

粘性なし。

1' 1よりやや暗い。

289号土坑 f 

｀ A A' 

口
L-50.80m 

289号土坑

l褐色土 ローム粒少量含む。締

まり良く、粘性なし。

308号土坑
調 査 区 外 ヽ

A A' 

＼
 

／ 

298号土坑 ／ 

<
△公

□50 80m 

‘̀̀ 

0 1: 3 

ヽ

10cm 

298号土坑

1 暗褐色土 ローム粒・プロック少量含む。

318号土坑

L=51.40m 

308号土坑

l 褐色土 圃場整備時客土。

2 暗褐色土 ローム粒・プロック少量含む。

3 暗褐色土 ローム粒多量、ブロック少量含む。

ー、

一

土 A' 

゜
I: 40 lm 

L-51.00m 

第116図 鳥山下10区277・279・286・287 • 289・ 298・ 308・318丹土坑・出土遺物実測図
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v 烏山下遺跡の追構と遺物

319号土坑

／
 

A A' 

325号土坑

土

ヽ

A' 

329号土坑

一
△_ A' 

319号土坑

1 暗褐色土 ローム粒微凪含む。

L=51.20m 

320号土坑

Aご□□〉A¥

A
 

A' 

L~5 1. 10m 

331号土坑 -,| 

325号土坑 329号土坑

1 褐色土 圃場整備時客土。 1 l暗褐色土 ロームプロック少量、

2 明褐色土 ロームブロック多量含む。 多量の円礫を含む。円

3 暗褐色土 ローム粒少鼠含む。 礫は斜めに流入する。

4 暗褐色土 ロームプロック多量含む。

5 暗褐色土 ローム粒少量、円礫を含む。

lq I I 

u 
2 

I I 

I/ 
A 樹根跡 A' 

L=50.80m 

331号土坑

1 暗褐色土 ローム粒・ブロック多量含む。

2 暗褐色土 ローム粒少量、ロームブロック多鼠含む。

ヽ
ヽ

-4  

゜
I: 40 lm 

゜
I : 3 10cm 

第117図 鳥山下10区319・320・325・329・331号土坑 ・出土遺物実測図
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3. 中世以降の遺構・迫物

332 • 333号土坑

ヽ
調査区外 A' 

／ ノ
／ ／ ／ 

／ 

／ 

撹乱 ／／  

I 
／ 

／ 

＼ ／ 

‘--/  

／
 ／

 

A-

332号土坑

］ 黒褐色土 As-A軽石、ローム粒 ・ブロッ

ク少星含む。

2 黒褐色土 多拭のロームプロックで埋め

尽くされた人為的埋め戻し。

A' 

耕作土 333号土坑

l 暗褐色土 As-A軽石多星ローム粒．

入 ］ノ
ブロック少屈含む。

2 
2 黒褐色土 As-A軽石、ローム粒少旦

含む。
L=51 30m 

3 暗褐色土 ロームブロック少鼠含む。

円礫を含む。

4 暗褐色土 ローム粒多足含む。

335号土坑 調 査区外、ヘメ、｀

A "'/ ___.---._ "、ヽ IA'  

335号土坑

l 黒褐色土 白色軽石粒、ローム粒少量含む。砂質。

2 黒褐色土 ローム粒少鼠、白色軽石粒微量含む。砂質。

3 黒褐色土 2~にロームブロック微鼠、礫含む。

4 黒褐色土 ロームブロック少量、白色軽石粒微旦含む。やや砂質。

5 黒褐色土 4陪にロームプロック中星含む。

6 暗黄褐色土 ローム漸移府。

7 黒褐色土 ローム粒中鼠含む。

A
 

△ 

337号土坑 i 

ロ
A A' 

こ L=51.10m

337号土坑

l 黒褐色土 白色軽石粒少星含む。やや砂質。

363号土坑

—+ヂ-

A
 

A' 

363号土坑

l 暗褐色土 ロームプロックヽ

炭化物少旦含む。

L-50.90m 

゜
I : 40 lm 

第118図 鳥山下10区332・333・335・ 337 ・363号土坑実測図
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

I I 

2 （嘉）

／ | h- ( 

367号土坑

4竺知e、

］ 4 

I I 

10cm 

゜
l 3 

ヽ／ 

A' A 

ヽ ／ 

L=51.00m 
4 

゜
1 40 lm D 

゜
I : 6 20cm 

第119図 烏山下10区363・367号土坑・出土遺物実測図
(4 • 5) 
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3.中世以降の遺構 ・遺物

376号土坑 502号土坑

+AoA  

△_土

ー文二—--

＼
 

L-50.80m 

376号土坑

l 暗褐色土 ロームブロ ック多量含む。

A A' 

--＼上」ー一
L=50.80m 

502号土坑

l 褐色土 ローム粒少量含む。締まり有り。粘性なし。

゜
1: 40 lm 

第120図 鳥山下10区376・502号土坑実測図

第15表烏山下遺跡土坑一覧表（中世以降）

土坑番号 区 位置 形態 主軸方向
規模 (m)

備考
長径 短径 深度

146 ， X=34567, Y =-43488 楕円形 N-84'-E 1.85 1.18 0.80 

147 ， X=34546,Y=-43474 円形 0.70 0.67 0.58 

199 ， X=34496, Y =-43455 隅丸長方形 N-5°-E 1.69 1 00 0.20 

200 ， X=34565, Y =-43480 不整形 N-24°-W 1.77 (0.92) 0.98 

204 ， X=34508,Y=-43462 隅丸長方形 N-54°-W 3.98 3.52 0.10 

272 10 X=34508, Y =-43442 不整形 N-55°-W 0.60 0.55 0.30 271土と重複

276 10 X=34512,Y=-43442 楕円形 N-0° 0.92 0.55 0.34 

277 10 X=34512,Y=-43445 隅丸方形 N-0° 0.62 0.60 0 35 

279 10 X=34513,Y=-43445 隅丸長方形 N-0° 0.48 0.35 0.30 

286 10 X=345 l 5,Y =-43445 隅丸長方形 N-0° 0.53 0.45 0.35 

287 10 X=34516,Y=-43446 隅丸長方形 N-0° 0.46 0.40 0.23 

289 10 X=345 l 8,Y=-43448 隅丸方形 N-0゚ 0.38 0.37 0.26 

298 10 X=34536,Y=-43452 円形 0.40 0.40 0.25 

308 10 X=34541,Y=-43452 不整形 N-70'-E 1.12 0.96 0.90 

318 10 X=34625,Y=-43494 隅丸長方形 N-91 ° -W 0.90 0.50 0.05 319土と重複

319 10 X=34625,Y=-43495 不整形 N-30°-W 1.77 0.48 0.05 318土と重複

320 10 X=34627,Y=-43496 不整形 N-26'-W 1.05 0.46 0.05 

325 10 X=34548, Y =-43454 隅丸方形 N-28'-E 0.76 0.64 0.85 

329 10 X=34546, Y =-43459 楕円形 N-22° -E 1.27 1.0 0.95 104住と重複

331 10 X=34552,Y=-43459 楕円形 N-78'-W 1.02 0.95 0.53 

332 10 X=34553,Y=-43457 不整形 N-22° -E (1.30) (0.85) 0.50 333土と重複

333 10 X=34556, Y =-43458 楕円形 N-0° 0.95 0.90 0.83 332土と重複

335 10 X=34595,Y=-43473 楕円形 N-36° -E 0.97 0.80 0.77 107溝と重複

337 10 X=34600,Y=-43480 楕円形 N-23° -E 0.72 0.58 0.18 

363 10 X=34568,Y =-434 72 不整形 N-0° 1.20 (1.0) 1.00 

367 10 X=34563, Y =-434 70 隅丸長方形 N-44° -W 1.48 (0.95) 1.05 

376 10 X=34567, Y =-43464 隅丸方形 N-60°-W 0.72 0.67 0.20 

502 10 X=34508, Y =-43445 不整形 N-0° (1.15) 0.35 0.18 269土、88・101溝と重複
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鳥山下遺跡の遺構と遺物

(4) 溝

後世の削平が深くまで及んでおり、溝も残存状態

が良好ではなかった。また、埋土中に明瞭な火山灰

層等は検出されず、 As-8の影響を受けた砂質味を

帯びた埋土が堆積したものが僅かに確認されてい

る。遺物も溝の時期を決定できる状態のものは余り

なかった。土師器・須恵器破片と共に、

点の中世以降の遺物が出土した溝もあるが、後世の

82号溝（図122、PL37・48・49) 

位置

重複

走向

形態

規模

遺物

9区X=34558~72,

なし

北東から南西（N-29°

形を呈する。

検出全長

底幅

14.00m 

1.30~0.56m 

Y =-43487~95 

-E) 

1点から数

ほぼ直線的で、断面形は法面のやや緩い逆台

上幅

深さ

1.96~1.10m 

0.58~0.35m 

土師器・須恵器片及び中世の陶器片、瓦片、

砥石を含む。灯明皿としての利用も推測されるほぼ

完形のかわらけ2は、底面に近いレベルで出土して

しヽる。

所見 下層に礫の混入が多い。遺物から、中世の遺

構である可能性が高い。 83号溝と埋土・断面形・

遺物等が類似する。

混入の可能性もあり、時期の判定は埋没土壌と出土

遺物の両面から慎重に行った。

溝は調査時には80号から 115号まで遺構番号を

付しているが整理時の検討により、 33条の溝を認

定した。中世以降圃場整備直前までの埋没と判定で

きたのは以下の17条である。

¥々
9―̀‘ 
‘‘‘ r-J 

I 
、---ヽ—

撹乱「＇
（ 

＼ 

＼ 

l

X

、ゃ
総笠

3,

＼
 

7
 

キ
令

玲
舎`

X‘ 色
砂炉

必

」 A' 

B_ 
B' 

耕作土

3 
． →  

L-51.40m 

82号溝

］ 黒褐色土

2

3

4

 

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

ローム粒少鼠、炭化物

粒微鼠含む。

ローム粒中量含む。

ローム粒少量含む。

3層より締まり悪く、

礫を含む。

10 

゜ ゜
I: 100 4m 

I : 40 lm 

第121図 鳥山下9区82号溝実測図
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3 中世以降の遺構 ・遺物

こ て竺万
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-0 

0 1: 4 10cm 

(7) 

，
 口

m
 

c
 ゜

ー
3
 

．．
 ロ゚

第122図 烏山下9区82号溝出土遺物実測図
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V 烏山下遺跡の遺構と遺物

83 • 108号溝（図124、PL 3 7 • 40 • 49) 

位置 9 • 10区X=34547~53, Y =-43457~86 

重複 104号住居。104号住より後出。

走向 東から西(N-85° -W) 

形態 ほぼ直線的で、断面形は法面のやや緩い逆台

形を呈する。

規模検出全長 (29.50)m

上幅 1.60~l.OOm 

底幅 0.89~0.70m 

深さ 0.45~0.18m 

遺物 土師器・須恵器片及び中世の陶器片、硯を含

む。 1の皿は底面に接しており、 3の壺は壁際低位

から出土した。

所見 下層に小礫から人頭大程の礫をやや多く含

む。遺物から中世の遺構である可能性が高い。83

号溝と 108号溝は中央の現路を挟んで検出された

が、溝幅や断面形が類似し、遺物も埋土中に土師器

片・須恵器片と共に中世以降の陶器類を含むことか

ら、連続する溝と判断した。82号溝とも埋土・断

面形・遺物等が類似する。

沙／

3455a+-
-43475 

＼
 

3455叶
-43455 

土 A' 

——+— ―-→一
83号溝

1 褐色土現表土。

L=50.90m 

2 黒褐色土 ローム粒少量含む。

3 黒褐色土 ロームブロ ック多量含む。

4 黒褐色土 ロームブロ ック少量含む。

5 黒褐色土 ローム粒・ブロック多量に含む。

A
 

108号溝

l 褐色土表土。

2 黒褐色土 白色軽石粒、ローム粒少量含む。

3 黒褐色土 ロームブロック多量含む。

L-50.90m 

／ゞ

゜
1: 40 lm 0 1: 100 4m 

第123図 鳥山下9• 10区83・ 108号溝実測図
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3. 中世以降の迫構・遺物

、＝＝ニニつ：
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I I 
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で—―三

[□□
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、
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゜
I: 3 10cm 

第124図 鳥山下9区83号溝出土遺物実測図
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V 鳥山下遺跡の遺構と遺物

87号溝（図125• 126、 PL38 • 49) 

位置 9区X=34513~22, Y =-43468~70 

重複 91号住。 断面の観察により 、87号溝が後出

である。

走向北から南(N-5° -E) 

形態 ほぼ直線的で、断面形は蒲鉾状を呈する。

規模検出全長 9.50m

上幅 0.80~0.20m 

底幅 0.56~0.20m 

深さ 0.17~0.04m 

遺物 土師器・須恵器小破片及び近世陶磁器、瓦片

を含む。

所見 北側は途中で消滅している。黒褐色砂質土で

埋没し、瓦片を含むことから近世以降の埋没と考え

られる。

A A' 

一L-50.70m 

l
ー

丁 芯髯十

掌｝十
87号溝

l 黒褐色土 やや砂質。ローム粒含む。

゜
1: 40 lm 

゜
1: 100 4m 

］ 
拿轡璽凰璽邑匹

／ 
゜

10cm l I I 

゜
l 3 1 4 

第125図 鳥山下9区87号溝・出土遺物実測図（1)
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3.中世以降の遺構・遺物

＂ ーー国鵬贔岬鵬

ーロ
I I 

゜
I: 4 10cm 

＼□□ 5 

第126図 鳥山下9区87号溝出土遺物実測図(2)

90 • 112号溝（図127、 PL38・40)

位置 9 • 10区X=34705~08, Y =-43540~48 

重複 109号住。遺構確認段階での観察から、 112

号溝が後出。

走向東から西（N-88°-W) 

形態 削平が激しく溝底部のみの残存であるが、断

面形は浅い椀型を星し、ほぼ直線的である。

規模検出全長 (29.90)m

上幅 1.38~0.26m 

底幅 1.20~0.12m 

深さ 0.17~0.03m 

遺物 土師器・須恵器片、現代陶磁器小破片を少量

出土する。

所見 9区部分は粘性のない暗褐色土で埋没し、底

面付近が薄く残存している中に現代陶磁器を含むこ

とから近現代の溝と思われる。9 • 10区部分で埋

土・断面形に異なりがあるが、走向方向の一致から

同一溝と考えられる。

111 • 117号溝（図127、PL40 • 51) 

位置 10区X=34703~06, Y =-43518~51 

重複なし、

走向東から西(N-86° -W) 

形態 ほぼ直線的で、断面形は浅い逆台形を呈する。

9区部分では特に削平が激しい。

規模検出全長 (33.02)m

上幅 2.48~0.26m 

底幅 1.20~0.05m 

深さ 0.17~0.03m 

遺物 土師器・須恵器破片及び、中世青磁片、近世

陶磁器・瓦破片を含む。

所見 9 • 10区で溝の断面形状が異なり、 117号溝

の埋土の記載がなく埋土の比較検討が出来なかっ

た。しかし、特に 9区で後世の削平が底面まで削る

ほど深くまで及んでいることから、走向方向の一致

から同一溝と考えた。ただし、 111号溝部分は、

112特溝と同一注記の黒褐色砂質土で埋没し、埋土

に近世以降の遺物を含むことから、近世以降の埋没

と考えられる。90• 112吾溝と 111• 117号溝は調

査区が異なり別の遺構として調査したが、並行で走

向方向も一致することから道路状遺構の可能性が考

えられる。
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v 鳥山下迫跡の遺構と遺物

ピ三

ホ
'

も

魯
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十
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117号溝

--—• 

十ぢ塁
34704 

-43543 + 
A
 

A' 

ヽ
90号溝

l 暗褐色土 ローム粒少量含む。固く締まり粘性なし。

ー

ホ

ホ
'

も
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111号溝

謬~+

-----------

塁畠十

A
 

一
△ 

こ 一

ー／／］l

゜
1: 3 10cm 

-に-上--
撹＇

乱 I
111号溝． 112号溝

1 黒褐色土 ローム粒微量含む。固く締まり、粘性有り 。

゜L-51.40m 

゜

I : 40 lm 

1: 100 4m 

第127図 鳥山下9・10区90• 111 • 112 • 11 7号溝・出土遺物実測図
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96号溝（図128・130~134、 PL38 ・49~51) 

位置 10区X=34499~500, Y =-43435~45 

重複 97溝・ 100溝。土層断面の観察により 96溝

が最も前出で、 100溝、 97溝の順に掘削された。

走向東から西(N-45'-E)

形態 ほぼ直線的に延び、 9区東壁際から西壁際ヘ

50cmほど深度が増す。断面形は深い椀状を呈する

が、西壁際では南側に中段を有し北側が更に 1段下

がっている。

規模検出全長 10.40m 

上幅 0.70~0.42m 

底幅 0.40~0.24m 

深さ 0.53~0.05m 

遺物 多量の瓦破片・近世陶磁器・石整品及び土師

器・須恵器片を含む。出土状態は、上層から 4面に

わけて図化してある。

所見 褐色砂質土で埋没し、陶磁器や多量の瓦が出

土することから、近世以降の埋没と考えられる。

97号溝（図128• 134、PL39 • 51) 

位置 10区X=34499~503,Y =-43437~40 

重複なし

走向北東から南西(N-26°-E) 

形態 検出部分のほぼ中間で西方向から南西方向へ

60゚ ほど南に方位を変えている 。断面形は浅い逆

台形を呈し、底面は細かな凹凸を有する。

規模検出全長 (4.70)m

上幅 0.62~0.30m 

底幅 0.30~0.14m 

深さ 0.10~0.02m 

遺物 97溝と特定できる遺物なし。

所見 南端は後世の掘削により、確認できなかった。

粘性のない黒褐色土で埋没し、96溝より後出である

ことから、近世以降の埋没と考えられる。

98号溝（図128)

位置 10区X=34505~10, Y =-43439~40 

重複 100溝。プラン確認により、 98溝が前出。

3 中世以降の遺構・遺物

走向南から北(N-6°-E) 

形態 ほぼ直線的だが、南側で僅かに方位を変える。

断面形は逆台形を呈する。

規模検出全長 4.30m

上幅 0.75~0.48m 

底幅 0.46~0.15m 

深さ 0.19~0.10m 

遺物 98溝と特定できる遺物はない。

所見 粘性のない黒褐色で埋没しており、近世以降

の埋没の可能性が高い。

99号溝（図128• 129 • 135、 PL39 • 51) 

位置 10区X=34504~05, Y =-43437~41 

重複 100溝。断面の確認により、 99溝が後出。

走向西から東(N-84° -E) 

形態 ほぼ直線的で、断面形は蒲鉾状を呈する。

規模検出全長 3.90m

上幅 0.94~0.82m 

底幅 0.72~0.46m 

深さ 0.13~0.03m 

遺物 土師器・須恵器破片少量及び近世以降の陶磁

器類・瓦片多量、石臼含む。

所見 西側は後世の削平により確認できなかった。

粘性のない締まりの弱い黒褐色土で埋没し、多量の

近世以降の陶磁器類・瓦片を含むことから近現代の

埋没と考えられる。

100号溝（図128• 129、PL39) 

位置 10区X=34500~07, Y =-43438~40 

重複 96~99溝。プラン確認及び断面の観察から、

96溝． 98溝より後出で97溝． 99溝より前出。

走向北から南(N-5°-E) 

形態 東壁際で直角に方位を変え、溝幅も広がって

いる。断面形は皿状を呈する。平面には細かな凹凸

がある。南端は、残存状態が悪く確認できなかった。

規模検出全長 (7.64)m

上幅 1.80~0.44m 

底幅 1.60~0.26m 
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v 鳥山下追跡の遺構と遺物

深さ 0.20~0.07m 

遺物 土師器・須恵器小破片及び近世以降の軟質陶

器・磁器破片を含む。

所見 締まりが弱く粘性のない土壌で埋没し、軟質

陶器 ・磁器破片を含むことから、近世以降の埋没と

考えられる。

＼ 
¥0 

l

|
丁

塁塁十

ポ
'

も

郊

感

34499 ＋ L ＼ ー」 -43435 

゜
l 100 4m 

96号溝
A' A 

ー ヽ ノ--
98号溝

C C' 

96号溝

1 黒色土 炭化物粒少鼠含む。

97号溝

B B' 
98号溝

1 黒褐色土 炭化物少量含む。

し→ーノ
し＝50.80m

97号溝

1 黒褐色土 ロームブロック少凪含む。 ゜
1: 40 lm 

第128図 烏山下10区96~100号溝実測図
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3. 中世以降の遺構・遺物

99号溝

D
 

D' E
 

100号溝
E' 

□ 2 L-51.00m 

99号溝

］ 黒褐色土 炭化物粒少は、焼土粒微鼠含む。

2 黒褐色土 ロームブロック中鼠、焼土粒、炭化物粒少量含む。

耕作土

100号溝
〗い51.20m

］ 黒褐色土 ローム粒微量含む。

2 褐色土 ローム粒微星含む。

3 黄褐色土 ローム主体。黒褐色土少量含む。

゜
I : 40 lm 

第129図 鳥山下10区99・ 100号溝実測図

悶雷十 累靡十

|」

累靡→— 累靡十

L 

悶悶~+ 雷：［十 悶悶［十 累~; + 

゜
I : 40 lm 

第130図 鳥山下10区96号溝実測図
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v 鳥山下追跡の追構と追物

三二
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ご志］

こ亘二／

三， ロニニ］。

］ 

＝二こ三

ー 言
II 
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ロ

゜
I 3 10cm 

(1~14) 

I 
16 

ーエロニニニコ
0 1: 4 10cm 

第131図 鳥山下10区96号溝出土遺物実測図（1)
(15 • 16) 
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3. 中世以降の遺構・遺物

I 
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第132図 鳥山下10区96号溝出土遺物実測図（2)
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v 鳥山下追跡の追構と遺物

,
 ‘`• 

22 

゜
I : 4 10cm 

＼
 

＼
 

： こ
゜

I: 3 10cm 

24 

゜
I : 6 20cm 

第133図 烏山下10区96号溝出土遺物実測図（3)
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3. 中世以降の遺構・遺物

26 

＼ ／ 

‘‘ 

1 」

゜
I : 6 20cm 

□-[-/]冒
D 

27 

゜
l; 3 

8 

10cm 

第134図 鳥山下10区96・97• (97 ・98・ l 00)号溝出土遺物実測図（4)
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

4
 

ヽ

゜
I: 3 10cm 

(1 • 4) 

遭
I
 

I 

こニニロニ

ー

2
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| 

I 
I ー ーシI

／二こ、

3 

`̀・ 

゜
I 4 10cm 

(2 • 3) 

—\ 

゜
I: 6 20cm 

第135図 鳥山下10区99号溝出土遺物実測図
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3.中世以降の遺構・遺物

103号溝（図136、PL39) 

位置 10区X=34603~27, Y =-43487~88 

重複 104号溝。プラン確認により 103号溝が

前出。

走向北から南(N-3°-E) 

形態 ほぼ直線的で、断面形は

蒲鉾状を呈する。

規模検出全長 (24.50)m

上幅 0.54~0.40m 

底幅 0.30~0.28m 

深さ 0.13~0.02m 

遺物なし。

所見 粘性のない砂質の土壌で

埋没しており、中世以降の埋没

と考えられる。

_ -

A A' 

＼羞7
4 

103号溝

1 褐色土表土。

2 黒褐色土 やや砂質。ローム粒微量含む。

3 黒褐色土 きめ細かく、ローム粒微量含む。

4 黒褐色土 ローム粒中量含む。砂質。

5 黒褐色土 ロームブロック混在する。

34628 

-43490 + 

|~ 

34620 

4̀3490 + 

：｀＼塁
、文'

＼ 

゜
1: 40 lm 

L=51.20m 

゜
I : 100 4m 

第136図 鳥山下10区103・ 104号溝実測図
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

104号溝（図136• 137、PL39) 

位置 10区X=34620~22,Y =-43486~95 

重複 103 • 105号溝。プラン確認により、 103号

溝・ 105号溝より、本溝が後出。

走向西から東(N-82°-W) 

形態 ほぼ直線的で、断面形は浅い皿状を呈し、細

かな凹凸がある。

規模検出全長 9.40 上幅 0.60~0.22m 

底幅 0.36~0.14m 深さ 0.14~0.02m 

遺物なし。

所見 粘性のない砂質の土壌で埋没しており、中世

以降の埋没と考えられる。

105号溝（図137、 PL39) 

位置 10区X=34617~25, Y =-43492~94 

重複 104溝

走向北から南（N-11°-E) 

形態 ほぼ直線的で、断面形は浅い箱状を呈し、底

面には細かな凹凸がある。

規模

検出全長 8.20m 上幅 1.52~0.50m 

底幅 1.36~0.28m 深さ 0.10~O.Olm 

遺物なし。

所見 北側は削平が激しく更に伸びるか不明瞭。粘

性のない砂質の土壌で埋没しており、中世以降の埋

没と考えられる。

34625 

-43490 + 

103溝

＼
 

て
へ

△
 

ポ
'

も，

魯

感，t
 

0 I: 100 2m ― 

34620 
-43490 + 

一
A' 

4三
3
 

104号溝

1 褐色土表土。

2 黒褐色土 ローム粒少址含む。やや砂質。

3 黒褐色土 ローム粒中量含む。やや砂質。

4 黄褐色土 ローム漸移層。

B_ 
B' 

゜
I: 40 lm 

L-52.00m 

105号溝

l 褐色土、表土。

2 黒褐色土 ローム粒少鼠含む。やや砂質。

3 黄褐色土 ローム漸移層。

第137図 烏山下10区104・105号溝実測図
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107号溝（図138、PL40) 

位置 10区X=34594~96, Y =-43473~85 

重複 335局土坑。本溝が前出。

走向西から東(N-84'-W)

形態 ほぼ直線的で、断面形は箱状を呈し底面には

細かな凹凸がある。

規模検出全長 12.00m 上幅 1.14~0.92m 

底幅 1.06~0.42m 深さ 0.18~0.08m 

遺物 上師器・須恵器破片及び近世以降陶器含む。

所見 粘性の弱い土壌によって埋没している。また、

陶磁器片を含むことから中世以降の埋没と考えられ

る。

3 中世以降の遺構・遺物

115号溝（図138、 PL40) 

位置 10区X=34599~601, Y =-43483~87 

重複なし。

走向西から東(N-83°-E) 

形態 ほぼ直線的で、断面形は薄い逆台形を呈する。

底面は平坦で、東端は確認できなかった。

規模検出全長 (3.54)m 上幅 2.10~1.40m

底幅 1.90~1.30m 深さ 0.20~0.06m 

遺物なし。

所見 全体にやや砂質の土壌で埋没しており、下層

には径5cm以下のロームブロック多量に含む。人為

的な埋没が想定される。

＼ 瓜
ク／

|
|
丁

115号溝
I 

ノ

一・- 靡ふ十 犀：十
ふ

[

讃魯もボ

゜
¥;; 

107号溝

＼ 

A 

ム＼
A' B B' 

107号溝了し：ここ：三戸

1 褐色土表土。

2 黒褐色土 ローム粒少量、白色軽石粒微量含む。やや砂質。

3 黒褐色土 1層の土にローム粒多鼠含む。

4 黒褐色土 ローム粒、白色軽石粒微鼠含む。やや砂質。

5 黒褐色土 ローム粒中量含む。やや砂質。

6 黄褐色土 ローム漸移層。

1 褐色土現表土。

2 黒褐色土 ローム粒微量含む。やや砂質。

3 黒褐色土 ロームブロック多置含む。

4 黄褐色土 ローム漸移層。

0 1: 40 lm 
L-51.90m 

第138図 烏山下10区107・115号溝実測図

137 



v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

4 時期不明の遺構・遺物

本遺跡では、溝 • 土坑等が多く検出されている。

しかし、既に示したように本遺跡では埋土に火山噴

出物の混入が明瞭でなく、圃場整備時の削平により

ローム上面まで撹拌が及んでいたため、遺構埋土か

らの時代認定が困難であった。

(1) 掘立柱建物・柵列

8号掘立柱建物跡（図139、 PL41) 

位置 9区X=34539~44, Y =-43471~76 

重複なし 形態 2間X3間

主軸方位 N-0゚ 規模 5.20mX4.10m

古代遺構の埋土との比較や土壌化の違い等から中

世以降近現代の埋没と考えられるものが多いが、遺

物の出土が皆無であったり、少量であるため遺物か

らの時代判定も不明瞭なものについては、時期不明

遺構として報告する。

や

柱穴 掘り方の形態はほぼ円形を呈す。規模は、径

36~48cm深度l4~46cmである。

遺物 P6から土師器甕胴部小片一点出土。

所見 北辺中央・東辺中間の柱穴各 1本未検出。

吋巳

P2 

裳i1十

ー
ー
丁
＇

覧
ヽ

応
八

元

Q‘ 
P8 

戸
D D' 

一
ro 汐

P7 

34541 
-43474+ 

P3 

8号掘立

1 黒褐色土 ローム粒多量含む。

2 黒褐色土 ロームブロック多量

含む。

P6 P5 口
叫
第16表 8号掘立柱建物跡柱穴計測表

＼ 
B' 

＼丁―

｀ ゜
I: 60 2m 

L-50.80m 

NO 長径 短径 深度 柱痕径 柱間長

1 42 40 46 Pl~2 400 
2 36 (20) 31 P2~3 325 
3 44 34 14 P3~4 190 
4 42 37 35 P4~5 200 
5 44 41 36 P5~6 210 
6 48 44 41 P6~7 170 
7 42 40 22 P7~8 170 
8 43 37 40 P8~l 180 

（単位cm)

第139図 鳥山下10区8局掘立柱建物跡実測図
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12号掘立柱建物跡（図140、PL41) 

位置 10区X=34463~70, Y =-43422~28 

重複 114溝。本遺構より 114溝が新しい。

形態 3間X3間

主軸方位 N-10° -W  

封計莫 6.00m X4.65m 

4 時期不明の追構・迫物

柱穴 掘り方の形態はほぼ円形を呈す。規模は径

28cm~50cm、深度11cm~61cm。

遺物 須恵器の小破片が2点出土したが、図化でき

るものはなかった。

所見 南側に複数のピットを検出しており、他の組

み方も考え得る。

0: 口|》に|[ 

i 
占口料

［ロ
℃ ¥ 

B
 

3
 

＿5
 

こ
一

℃ 文

口ー

叩ヽ・-：） 

A' 

ヽ 12号掘立

B' 
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 / 
4 暗褐色土

C' 
5 黒褐色土

6 黒褐色土

、し一
7 黒褐色土

、
ブ
ー
|
_

J
 ロa 

ローム粒多量含む。

ロームブロック微塁含む。

ローム粒・ブロック少量含む。

ロームプロック多塁含む。

ローム粒少量含む。

ローム粒・ブロック少量含む。

ロームブロ ック多星含む。

H
 

H' 
G' 

3
 

3
 

ビ
文

゜
I : 60 2m 

L=50.60m 

第140図 鳥山下10区12号掘立柱建物跡実測図
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34463 ＼ 

-4342吐
｝の

1号柵列

l 暗褐色土 ローム粒微量含む。

2 暗褐色土 ローム粒少量含む。

3 暗褐色土 ローム粒多量含む。

4 暗褐色土 ロームブロック少量含む。 3446 汀
-4342 

5 暗褐色土 ロームブロック多量含む。

6 黒褐色土 ロームプロック少量含む。

1号柵列跡（図141、 PL41) 

位置 10区X=34453~69, Y=-43416~22 

重複 114号溝。新旧は不明。

形態 北西から南東方向の走行をもつ。

主軸方位 N-12° -W  

桔計莫 15.60mX2.20m。

柱穴 掘り方の形態は円形を呈する。規模は径40

cm~56cm、深度6cm~34cm。

遺物 土師器4点須恵器3点が出土しているが小片

のため図化出来るものはなかった。

所見 p 1~P3と並行して P8~P 11が並びし

かも P2~3の間が幅広である特徴がある。

第141図 鳥山下10区 1号柵列実測図
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第17表 12号掘立柱建物跡柱穴計測表

NO 長径 短径 深度 柱痕径 柱間長
1 46 (33) 21 Pl~2 180 
2 40 35 27 P2~3 150 
3 40 26 21 P3~4 135 
4 37 31 13 P4~5 180 
5 50 39 33 P5~6 185 
6 42 32 11 P8~9 135 
8 28 24 15 pg~10 160 
9 45 39 32 PlO~11 225 
10 47 39 43 Pl I~12 185 
11 27 20 61 Pl2~1 185 
12 44 34 25 Pl3~2 185 
13 44 37 40 P13~14 150 
14 32 26 31 Pl3~16 200 
15 49 35 16 Pl3~12 175 
16 41 33 19 Pl4~3 175 

（単位cm)

(2) 井戸

柱間長
Pl4~5 140 
Pl4~15 200 
Pl5~16 140 
Pl6~11 160 
Pl6~9 225 
Pl5~8 230 
Pl5~6 145 
（単位cm)

9号井戸（図142、PL41) 

位置 9区X=34581, Y =-43489 

重複なし

形態 確認面で楕円形を呈し、断面は上位から

0.20mの地点でやや細まり、その下位は径0.55m

程の筒状を呈す。アグリの痕跡が見られる。

方位 N-75° -W  

規模 長径0.80m、短径0.68m、深度0.94mを測る。

遺物なし。

所見 単層の埋没土で、下位は水分の含有量に拠る

のかやや粘性が上層部より強い。人為的な埋め戻し

が行われたと想定される。

(3) 土坑

圃場整備時の削平が深くまで及んでいることから

小さなピット状の穴も土坑番号を付して記録を残し

た。整理時点で検討を加えたが、時期・用途を想定

できたものは少なかった。形状・大きさ等の形態が

しっかりしているものを中心に遺構図を掲げたが、

小ピット状のものや形状が明瞭でなかったものにつ

いては一覧表に掲げてある。

土坑類は、大きく分類すると①円形プランで径

70cmほどの規模のもの。②円形プランで径30cmほ

どの小規模なもの。③正方形プランで小規模なもの

④不正形プランのものに分けられる。①、④の埋土

については埋土の特徴は見いだせなかった。②は、

4 時期不明の遺構・遺物

第18表 1号柵列計測表

NO 長径 短径 深度 柱痕径 柱間長
1 40 24 12 Pl~2 217 
2 44 40 19 P2~3 310 
3 49 42 15 P3~4 440 
4 52 44 34 P4~5 220 
5 51 42 31 P5~6 205 
6 51 46 13 P6~7 190 
7 52 38 27 P8~9 220 
8 50 50 29 pg~10 300 ， 42 30 10 PlO~11 210 
10 56 54 6 Pl 1~1 220 
II 43 46 20 PlO~2 215 

P9~3 235 
（単位cm)

A
 

A' 

9号井戸

l 黒褐色土 ローム粒微量含む。固く締まり、粘性やや有り 。

l'黒褐色土 1より粘性強い。

L-50.90m ゜
I: 40 lm 

第142図 鳥山下9区9号井戸実測図

10区南半にまとまっており土壌化が進んだ黒・暗

褐色土で埋没していることが多い。埋土中に数点の

土師器・須恵器破片を含むものも僅かにあった。

12号掘立柱建物 ・1号柵列の柱穴もこれに近似す

る。③は、 82号溝． 83号溝間に多い。やや砂質を

帯びた士壌で埋没しており、②群と比較するとより

新しい傾向がある。遺物はほとんど含まない。

柱穴の可能性をもつものも幾つかあるが建物の推

定はできなかった。173 • 174 • 1 77 • 1 79号土坑

は断面形態と直線上に並ぶことから柵列と考えられ

る。238号土坑は形状から井戸の可能性もある。
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v 烏山下遺跡の遺構と遺物

141号土坑 142号土坑

： ／ ：＼い／
A
 

A' 

~LOOm 

143号土坑 144号土坑

ロ ！［ロ
A
 

A' 

二 OOm

A
 

A' A
 

A' 

□ll0m ー［工，Om

141号土坑

1 暗褐色土 ローム粒微量含む。締まりよし。粘性なし。

2 暗褐色土 ロームプロック混在する。締まりよし。粘性なし。

142号土坑

l 褐色土 ロームブロック中量含む。締まりやや緩く、粘性なし。

2 褐色土 ロームブロック少星含む。締まりやや緩く、粘性なし。

145号土坑 t 
〔
A A' 

DL-50.90m 

A 

148号土坑 ／ 

A' 

145号土坑

l 黒褐色土 ロームブロック少量含む。

143号土坑

l 褐色土 ロームプロック中撮含む。締まりやや緩く、粘性なし。

144号土坑

l 黒褐色土 ロームブロック少量含む。

号土坑／

A A' 

-fこニエニン勺二0.90m

153号土坑

0 /  
A A' 

一L=50.80m 

149号土坑

1 黒褐色士 ローム粒少量、炭化物粒微量含む。固く締まり、

粘性なし。

166号土坑 ／ 

<

148号土坑 153号土坑

1 黒褐色土 炭化物粒少量、ローム粒微量含む。締まり有り 。粘性なし。 1 黒褐色土 ローム粒中量含む。締まり有り 。粘性なし。

2 黒褐色土 ローム粒縞状に少量含む。締まり有り 。粘性なし。

173号土坑 i 174号土坑＼

〖王｀
177号土坑 ／ 

刊
A A'A  A' 
- - - --企立公土

言口80m lff=0.80m ゴ~80m ーロm
166号土坑

1 黒褐色土 ローム粒少量含む。砂粒微呈含む。締まり有り 。粘性なし。

2 黒褐色土 ローム粒混在する。締まり有り 。粘性やや有り 。

173号土坑

l 黒色土 ローム粒少鼠含む。

2 黒色土 ローム粒多量含む。

3 オリ ープ黒 ロームと黒色土の混じり 。

4 暗オリ ーブ ローム主体で黒色土少量含む。

174号土坑

1 黒色土 ローム粒多量含む。

A A' 

＼ 
L-50.80m 

177号土坑

1 黒色土 ローム粒少呈含む。

2 黒褐色土 ローム粒混在する。

178号土坑

l 黒色土 ローム粒少量含む。

2 黒褐色土 ローム粒多量含む。

゜
I: 40 lm 

第143図 鳥山下9区時期不明土坑実測図（1)
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4. 時期不明の遺構・遺物

179号土坑 I 189号土坑 ］ 191号土坑 ／ 194号土坑 ／ 

］` 青 < 〔］
A A' A A' A A' A A' 

2：二゜坑80m ―＼□□＝5070m 

l 黒色土 ローム粒少鼠含む。

2 オリーブ黒 ローム粒多量含む。

3 暗オリーブ ロームと黒色土の混じり 。

189号土坑

1 黒色土 ローム粒中量含む。

195号土坑 I 
〈

205号土坑 I 

]̀ 調査区外
A A' 

□50.60m 20 =ロ
A
 

A' 

195号土坑 1 黒褐色土 ローム粒、白色軽

l 黒色土 ローム粒少呈含む。 石粒少量含む。

2 黒褐色土 l層＋ロームブロ

ック少量含む。

3 黒褐色土 ロームブロック少

量含む。

4 黒褐色土 ロームプロック多

量含む。

下 二:om-]/]口50.80m

1 黒色土 ローム粒中量含む。

2 オリーブ黒色土 ローム粒混在する。

3 暗オリーブ ローム粒主体。

194号土坑

1 黒色土 ローム粒少量含む。

214号土坑

i 206号土坑 ／ 
兄
A A' 

~.70m 
A A' 

三 60m

206号土坑 214号土坑

1 暗褐色土 ローム粒・ブロ 1 暗褐色土 ローム粒・プロ

ック少量含む。 ック少量含む。

2 暗褐色土 ロームブロック、 2 暗褐色土 ローム粒・ブロ

焼土粒微量含む。 ック多量含む。

/ 
こ 8号土坑

217 • 218号土坑

217号土坑

A A' 

□ L=50.60m 

219号土坑 I 王221号土坑 1 224号土坑 ／ 

｀ 
｛ 
A A' A A' A A' 

I 

~=5050m 
~2 三 5060m 3 

L=50. 70m 

217 • 218号土坑 219号土坑 221号土坑 224号土坑

l 暗褐色土 ロームブロック多 1 黒褐色土 ロームプロック l 暗褐色土 ローム粒・ブロッ l 暗褐色土 ローム粒少量、焼土

量含む。 多量含む。 ク少量含む。 粒、炭化物微量含む。

2 黒褐色土 ロームブロック多 2 黒褐色土 ローム粒少量含 2 暗褐色土 ローム粒 ・ブロッ 2 暗褐色土焼土粒、炭化物多量

量含む。 む。 ク多鼠含む。 含む。

3 黒褐色土 暗褐色土を斑状、

ロームブロ ック多

量含む。

3 暗褐色土 ロームプロック多量、

焼土粒、炭化物少量

含む。

゜
l : 40 lm 

第144図 鳥山下9区時期不明土坑実測図（2)
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

こ 232号：／てこ［
講釦区外

A A' 

~0.70m 

A
 

A' 

-30m  

227号土坑

l 黒褐色土 ローム粒微鼠含む。

2 黒褐色土 ローム粒・ブロック少量含む。

3 黒褐色土 ローム粒 ・ブロック多量含む。

4 黒褐色土 ローム粒少量含む。

232号土坑

l 暗褐色土 ローム粒・プロック、炭化物粒多量含む。

235号土坑 xグ

《ご
A A' 

べ 30m

235号土坑

1 圃場整備時客土

2 黒褐色土 ローム粒少鼠含む。

238号土坑～十ー、

〔
A A' 

3
 

238号土坑 し＝50.70m 

1 暗褐色土 白色軽石粒、ローム粒・ブロック少量含む。

2 暗褐色土 ローム粒多量、白色軽石粒微量含む。

3 暗褐色土 ローム粒少量、ロームブロック多量含む。

4 暗褐色土 ローム粒 ・ブロック少量含む。締まりなく、所々空洞化。

262号土坑 316号土坑 ／ 

ロ
＼ 

A 調査区外

323号土坑

A' 

A A' 

~70m 

262号土坑

1 黒褐色土 ローム粒少量、焼土粒微鼠

含む。締まりやや緩く、粘

性なし。

2 黒褐色土 ローム粒中量含む。締まり

良く、粘性なし。

A A' 

二 L~5 1.60m 

316号土坑

1 黒褐色土 ローム粒少量含む。

2 黒褐色土 ロームブロック少量含む。

A
 L=50.80m 

A L-52.00m A' 

耕作土

323号土坑

1 黒褐色土 ローム粒少量含む。締まり

良く、粘性なし。

2 黒褐色土 ローム粒混在する。

330号土

i 
328号土坑

1 暗褐色土 ローム粒多量含む。

2 暗褐色土 ロームブロックラミナ状に

多鼠含む。やや粘性有り 。

A' 3 暗褐色土 ローム粒多量、ロームプロ

ック少量含む。

4 暗褐色土 ロームブロック多量含む。

やや粘性有り 。

5 暗褐色土 3層に同じ

6 暗褐色土 ローム粒・ブロック多量

含む。

327号土坑 4 

1 暗褐色土 ローム粒・ブロック少量含む。

2 暗褐色土 ローム粒 ・ブロック多量含む。

大小の円礫含む。

A A' 

゜

m

む

的

含
〇

量
5

多

――
 L

クッロブ粒

1

2

3

ム口土

坑

色

土

褐
号

暗゜
3
 

3
ー ロ2 暗褐色土 ローム粒・ブロック少量含む。

3 暗褐色土 l層に同じ

゜
l: 40 lm 

第145匿 鳥山下9• 10区時期不明土坑実測図
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4 時期不明の遺構・遺物

334号土坑公

E

O

 

9
11
1
 

叫
334号土坑

1 黒褐色土 ローム粒、白色軽石粒微鼠含む。少駄の鉄分堆積

が認められる。粘性有り 。

336号土坑 -+---

<
A A' 

＼ し＝51.00m

336号土坑

1 黒褐色土 ローム粒含む。

2 黒褐色土 ロームブロック中量含む。

／
↑
十
ー

A
 

A' 

2 黒褐色土 地山ロームで全体が強く締まる。粘性有り 。

3 暗灰黄色土 ロームブロック少量含む。きめ細かく粘土質。

鉄分堆積多く認められる。粘性有り 。

391号土坑 ／ 396号土坑

：□□□：口：
364号土坑

1 暗褐色土 ロームブロック多鼠含む。
447号土坑ヽ＼へ

調査区外

＼ノク

---------― 

A A
 

口
A' 

391号土坑

l 暗褐色土 ロームプロック多量含む。

2 黒褐色土ロームプロ ック微量含む。

3 黒褐色土 ロームブロック少鼠含む。

4 暗褐色土 ロームブロック多量含む。

A
 

A' 

`50m  -〖]口240m
A
 

A' 

396号土坑

1 黒褐色土 ローム粒少鼠含む。

2 褐色土 ロームブロック多量含む。

402 • 403号土坑 ／ 

A' 

コL=50.50m 

A A' 

402号土坑

1 暗褐色土 ローム粒少量含む。

2 黒褐色土 ロームプロック多鼠含む。

403号土坑

1 褐色土 ローム粒多駄、ロームブロック、

炭化物、焼土粒少星含む。

A A'A  A' 
- 2 

三
452号土坑 L=5050mー＼こ二：□□。50m
l 暗褐色土 ローム粒少量含む。

2 黒褐色土 ロームブロック少量含む。

3 黒褐色土 ロームブロック多量含む。

473号土坑

l 暗褐色土 ローム粒・ブロック少鼠含む。

486号土坑

1 黒褐色土 ローム粒少量含む。

2 黒褐色土 ロームブロック多員含む。

゜
I : 40 lm 

398号土坑

］ 暗褐色土 ローム粒微量含む。

2 暗褐色土 ロームブロック多鼠含む。

399号土坑

言 250m
447号土坑

l 褐色土表土。

2 暗褐色土 ローム粒

少量含む。

3 黄褐色土 ローム漸

移層。l 褐色土 ローム粒・プロック少量含む。

2 明黄褐色土 ローム粒・ブロック多量含む。

3 暗褐色土 ロームブロック少呈含む。

452号土坑 I 473号土坑

〔

第146図 鳥山下10区時期不明土坑実測図

486号土坑

A A' 

＼ごこ。40m

501号土坑 ／ 

： 
A A' 

一L-51.00m 
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v 鳥山下迫跡の追構と追物

第 19表鳥山下遺跡土坑一覧表（時期不明）

土坑番号 区 位置 形態 主軸方向
規模 (m)

備考
長径 短径 深度

141 ， X=34588,Y =-43492 不整形 N-30'-E 0.72 0.50 0 45 

142 ， X=34589,Y=-43502 円形 0 73 0.70 0.31 

143 ， X=3459 l, Y =-43503 円形 0.34 0.34 0.32 

144 ， X=3459 l, Y =-43503 楕円形 N-5°-W 0.56 0.47 0.43 

145 ， X=34576,Y=-43488 楕円形 N-57°-E 0.45 0.38 0.29 

148 ， X=34560,Y=-43482 隅丸長方形 N-66°-W 0 41 0 37 0.60 

149 ， X=34573,Y=-43495 不整形 N-57°-W 0 79 0.62 0 10 80溝と重複

150 ， X=34570, Y =-43482 不整形 N-20°-W 0.33 (0.29) 0 20 

151 ， X=34569,Y =-43483 楕円形 N-72°-W 0.36 0.27 0.35 

152 ， X=34569,Y=-43483 隅丸正方形 0.25 0.25 0.23 

153 ， X=34567,Y=-43483 楕円形 N-0° 0.48 0.34 0.20 

154 ， X=34564, Y =-43483 隅丸長方形 N-76'-W 0.43 0.22 0 24 155土と重複

155 ， X=34564,Y=-43483 隅丸長方形 N-76'-W 0.43 0.22 0.24 154土と重複

156 ， X=34564, Y =-43484 円形 0.35 0.34 0.35 

157 ， X=34564, Y =-43485 不整形 N-14°-W 0.25 0.24 0.35 

158 ， X=34562, Y =-43486 円形 0,25 0.24 0.30 

159 ， X=34562, Y =-43485 隅丸方形 N-39°-W 0 32 0.29 0.28 

160 ， X=34560,Y=-43485 楕円形 N-7°-W 0.39 0.26 0.26 

161 ， X=34560,Y =-43484 隅丸方形 N-88° -E 0.26 0.23 0.23 

162 ， X=34560, Y =-43484 隅丸長方形 N-31 ° -E 0.25 0.21 0.28 

163 ， X=34558,Y =-43486 隅丸長方形 N-86°-W 0.24 0.20 0 17 

164 ， X=34558, Y =-43486 円形 0.31 0.31 0 19 

165 ， X=34563,Y=-43482 隅丸長方形 N-28°-W 0.35 0.24 0.30 

166 ， X=34563,Y=-43481 楕円形 N-67°-W 0.39 0.35 0.35 

167 ， X=34563,Y=-43480 隅丸長方形 N-55°-W 0.39 0.25 0.46 

168 ， X=34563,Y=-43480 円形 0.25 0.23 0 27 

169 ， X=34563,Y=-43480 隅丸長方形 N-l0°-E 0.29 0.24 0.29 

170 ， X=34564, Y =-43480 楕円形 N-45°-W 0.35 0.27 0.32 

171 ， X=34561, Y =-43480 円形 0.28 0.27 0.31 

172 ， X=34562, Y =-43483 隅丸方形 N-73°-W 0.26 0.23 0.55 

173 ， X=34555,Y=-43477 不整形 N-41°-W 0.55 0.51 0.54 

174 ， X=34553,Y=-43478 隅丸方形 N-16°-E 0.45 0 42 0 42 

175 ， X=34553,Y =-43480 円形 0.20 0.19 0.20 

176 ， X=34554, Y =-43482 楕円形 N-30° -E 0.29 0.24 0.18 

177 ， X=34548,Y=-43481 円形 0.36 0.35 0.40 

178 ， X=34546, Y =-434 79 楕円形 N-63°-W 0.60 0.46 0.39 

179 ， X=34550, Y =-434 79 楕円形 N-53°-W 0.49 0 44 0.45 

180 ， 8掘立に変更

181 ， 8掘立に変更

182 ， 8掘立に変更

183 ， 8掘立に変更

184 ， 8掘立に変更

185 ， 8掘立に変更

186 ， 8掘立に変更

187 ， 8掘立に変更

189 ， X=34518,Y=-43466 楕円形 N-66° -E 0.43 0 39 0 42 
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4 時期不明の遺構・遺物

土坑番号 区 位置 形態 主軸方向
規模 (m)

備考
長径 短径 深度

190 ， X=345 l 6,Y =-43465 円形 0.35 0.33 0.19 

191 ， X=435 l 5,Y =-43465 楕円形 N-38°-W 0 59 0 48 0.19 

192 ， X=34515,Y=-43465 楕円形 N-60°-W 0.36 (0.30) 0.22 193土と重複

193 ， X=34515,Y=-43464 楕円形 N-49°-W 0.39 0.35 0.21 192土と重複

194 ， X=34512,Y=-43466 楕円形 N-58°-W 0.52 0.45 0.35 

195 ， X=34513,Y=-43461 隅丸方形 N-50'-E 0 51 0.49 0 72 

202 ， X=34493,Y =-43455 不整形 N-70'-E 2.47 0.97 0.26 

205 ， X=34484,Y =-43452 円形 0.60 0 59 0.72 

206 ， X=34485,Y=-43451 不整形 N-57'-W 0.35 0 33 0.24 

208 ， X=34488,Y=-43452 楕円形 N-44° -W 0.34 0.28 0.17 

209 ， X=34488,Y=-43451 隅丸方形 N-64°-E 0.33 0.32 0.14 

210 ， 9掘立に変更

211 ， 9掘立に変更

212 ， 9掘立に変更

213 ， 9掘立に変更

214 ， X=34458,Y =-43439 楕円形 N-6°-W 1.00 0.72 0.22 

215 ， X=34454,Y =-43438 不整形 N-35'-E 0.46 0.39 0.20 

216 ， X=34453,Y =-43438 隅丸長方形 N-89'-W 0.38 0 29 0.29 

217 ， X=34452,Y =-43438 楕円形 N-68°-E 0.73 0.32 0.32 218土と重複

218 ， X=34452, Y =-43438 隅丸方形 N-57°-E 0.29 0.26 0.37 217土と重複

219 ， X=34452, Y =-43437 楕円形 N-89°-W 0.50 0.34 0.24 

220 ， 9掘立に変更

221 ， X=34457,Y=-43434 隅丸長方形 N-70° -E 0.45 0.39 0.30 

222 ， X=34457,Y=-43435 不整形 N-37°-W 0.38 0.29 0.33 

223 ， X=34458,Y=-43436 隅丸長方形 N-92°-W 0.27 0.23 0.21 

224 ， X=34465,Y=-43442 隅丸長方形 N-5° -E 0.57 0 53 0 16 

225 ， X=34469,Y=-43446 円形 0.27 0.26 0 15 

226 ， X=34432,Y=-43446 隅丸方形 N-82° -E 0.30 0.27 0.17 

227 ， X=344 7 4,Y =-43442 不整形 N-32°-W 0.50 (0.42) 0.34 

232 ， X=34441,Y=-43429 楕円形 N-90°-W I 15 0.77 0.17 98住と重複

235 ， X=34437,Y =-43427 楕円形 N-25° -E 0 55 0.40 0.26 

236 ， X=34465,Y =-43446 不整形 N-5° -E 0.41 0.37 0.42 

237 ， X=34469, Y =-43440 不整形 N-23° -E 0.33 (0.15) 0.25 

238 ， X=34473,Y=-43447 円形 0.50 0.49 1.08 

239 ， X=34472,Y=-43475 不整形 N-66°-W 0.30 0 24 0.15 

240 ， X=34471,Y=-43344 円形 0.24 0.23 0.19 

241 ， X=34470,Y=-43446 楕円形 N-3°-W 0.60 0.34 0.38 

242 ， X=34469,Y=-43447 隅丸正方形 0.31 0.31 0.11 

243 ， X-34465, Y--43445 隅丸方形 N-54'-W 0.35 0.33 0.12 

244 ， X=34465, Y =-43444 不整形 N-8l°-W 0.43 0 32 0.15 

245 ， X=34462,Y=-43441 隅丸長方形 N-42° -E 0.90 0.77 0.09 

246 ， X=34462,Y=-43442 楕円形 N-79°-E 0.48 0.32 0.20 

247 ， X=34460,Y=-43442 不整形 N-83°-W 0.30 0.24 0.30 

248 ， X=34462,Y=-43441 隅丸長方形 N-37'-E 0 29 0.25 0.06 

249 ， X=34456,Y =-43440 不整形 N-80°-W 0.48 0.32 0 15 

250 ， X=34454,Y =-43440 隅丸長方形 N-90°-W 0.48 0.35 0.18 
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

土坑番号 区 位置 形態 主軸方向
規模 (m)

備考
長径 短径 深度

251 ， X=34445,Y=-43435 円形 0.20 0.18 0.12 

260 10 X=34485, Y =-43436 隅丸方形 N-0° 0 34 0.30 0.20 

261 10 X=34487,Y=-43436 隅丸方形 N-0° 0.24 0.23 0.18 

262 10 X=34486,Y =-43432 不整形 N-0° 0.78 0.75 0 28 

263 10 X=34489,Y=-43433 楕円形 N-40°-w 0.38 0 30 0.57 

264 10 X=34488,Y =-43430 隅丸長方形 N-56° -E 0 34 0.25 0.33 

266 10 X=34507,Y =-43448 隅丸長方形 N-0° 0.43 0.38 0 10 

267 10 X=34508,Y=-43448 隅丸長方形 N-0° 0.62 0.50 0.36 

268 10 X=34508,Y =-43448 隅丸長方形 N-0° 0.50 0.30 0.20 88・ 101溝と重複

269 10 X=34509,Y=-43447 不整形 N-20° -E 0.50 0.42 0.43 502土、88・ 101溝と重複

270 10 X=34509,Y=-43446 隅丸長方形 N-0° 0.61 0 34 0.45 88・ 101溝と重複

271 10 X=34507,Y=-43442 不整形 N-75°-W 0 65 0.45 0.28 272土と重複

273 10 X=34511,Y=-43444 不整形 N-25°-W 0.45 0.45 0.50 

274 10 X=34512,Y=-43444 楕円形 N-89° -E 0.28 0.23 0.35 275土と重複

275 10 X=34512,Y=-43444 円形 0.35 0.35 0 25 274土と重複

278 10 X=34512,Y=-43446 楕円形 N-26°-W 0.60 0.45 0 42 

280 10 X=34509, Y =-43446 円形 0.36 0.34 0.29 

281 10 X=34510,Y=-43447 楕円形 N-68° -E 0.30 0.26 0.24 

282 10 X=3451 l,Y =-4344 7 隅丸長方形 N-56° -E 0.30 0.25 0 20 

283 10 X=34512,Y=-43447 隅丸長方形 N-35° -E 0.53 0 44 0.60 

284 10 X=34512,Y=-43449 円形 0 22 0.22 0.15 

285 10 X=34512,Y=-43449 不整形 N-66° -E 0 50 0.30 0.20 

290 10 X=34522,Y=-43447 円形 0.35 0.32 0.14 

291 10 X=34524,Y=-43448 円形 0.40 0.40 0 15 

292 10 X=34526,Y=-43447 不整形 N-75°-E 0.38 0 35 0.13 

299 10 X=34535, Y =-43454 隅丸方形 N-20°-W 0 45 0.43 0.35 

300 10 X=34535, Y =-43455 楕円形 N-6° -E 0.35 0.27 0.35 

301 10 X=34535, Y =-43456 楕円形 N-59'-W 0.60 0.53 0.65 

302 10 X=34533, Y =-43458 円形 0.24 0.22 0.25 

303 10 X=34532, Y =-43458 楕円形 N-5°-W 0 50 0.36 0.28 

304 10 X=34537,Y=-43459 楕円形 N-IT-W 0.35 0.32 0.30 

305 10 X=34539,Y=-43459 円形 0.29 0.27 0.25 

306 10 X=3454 l,Y =-43461 楕円形 N-83'-W 0.22 0.18 0.25 

307 10 X=34542,Y=-43461 円形 0.32 0.30 0.20 

309 10 X=34544,Y=-43454 隅丸方形 0.30 0.28 0.21 

310 10 X=34542,Y=-43454 円形 0.26 0.25 0.23 

311 10 X=34541,Y=-43455 円形 0.24 0.21 0 16 

313 10 X=34540,Y=-43455 隅丸方形 N-32°-W 0.42 0.40 0.30 103住と重複

314 10 X=34717,Y=-43527 不整形 N-32° -E 0 35 0 30 0.20 

315 10 X=34717,Y=-43527 隅丸方形 N-0° 0 30 0.25 0.14 

316 10 X=34 713, Y =-43532 不整形 N-30°-W 0.56 0.40 0.17 

323 10 X=34717,Y=-43434 不整形 N-20°-W (1.35) (0.95) 0.78 

324 10 X=34 715, Y =-43526 隅丸方形 N-30°-W 0 34 0 30 0 14 

327 10 X=34548,Y=-43457 隅丸方形 N-37°-E 0.75 (0.62) 0.65 328土と重複

328 10 X=34548,Y =-43456 楕円形 N-37°-E (1.20) 1.0 0.83 327土と重複

330 10 X=34550,Y=-43460 楕円形 N-0° 0.95 0.90 0.50 
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4 時期不明の追構・遺物

土坑番号 区 位置 形態 主軸方向
規模 (m)

備考
長径 短径 深度

334 10 X=34607,Y =-43485 隅丸長方形 N-36° -E 1.82 1.14 0.41 

336 10 X=34594,Y =-43482 不整形 N-25'-E 0.47 0.42 0 28 

338 10 X=34545, Y =-43461 円形 0.25 0.22 0.25 

339 10 X=34550, Y =-43463 円形 0 30 0.30 0.40 

340 10 X=34550,Y=-43464 隅丸方形 N-28°-W 0.37 0.31 0.20 

341 10 X=34550,Y=-43464 隅丸方形 N-24'-W 0.35 0.30 0.30 

342 10 X=34552,Y=-43464 楕円形 N-0° 0.36 0.29 0.18 

343 10 X=34552,Y=-43465 隅丸方形 N-20'-W 0.28 0.23 0 33 

344 10 X=34552,Y=-43466 隅丸方形 N-32'-W 0.32 0 26 0 42 

345 10 X=34553, Y =-43464 楕円形 N-0° 0.35 0 28 0.50 

346 10 X=34563,Y =-43468 円形 0.30 0.27 0.23 

347 10 X=34565,Y =-43469 隅丸長方形 N-63°-W 0.30 0.24 0.35 

348 10 X=34565, Y =-43468 隅丸方形 N-36°-W 0.30 0.28 0 25 

349 10 X=34564, Y =-43468 楕円形 N-53° -E 0 36 0.22 0.27 

350 10 X=34565, Y =-43465 楕円形 N-68°-W 0 40 0.26 0.40 

351 10 X=34565, Y =-43465 不整形 N-12°-W 0.50 0.34 0.45 

352 10 X=34565,Y=-43462 楕円形 N-33'-E 0.30 0.25 0 28 

353 10 X=34567,Y=-43464 円形 0.30 0.30 0 30 

354 10 X=34567,Y =-43464 楕円形 N-21'-E 0.40 0 35 0.50 

355 10 X=34565,Y =-43465 円形 0.35 0.32 0.40 

356 10 X=34568,Y =-43465 円形 0.33 0.31 0 40 

357 10 X=34568, Y =-43464 円形 0.32 0.30 0 37 

358 10 X=34568,Y =-43463 隅丸方形 N-84° -W 0 47 0.40 0.45 

359 10 X=34569, Y =-43464 楕円形 N-22° -W 0.33 0.28 0.40 

360 10 X=34566,Y =-434 72 楕円形 N-41°-W 0.50 0.32 0.31 

361 10 X=34568, Y =-434 71 楕円形 N-55°-W 0.32 0.26 0.33 

362 10 X=34569, Y =-434 71 隅丸方形 N-18°-E 0 32 0 30 0.30 

364 10 X=34570,Y =-434 70 隅丸長方形 N-56° -E 0 98 0.87 0.27 

366 10 X=34566,Y= 43463 隅丸長方形 N-36° -E 0.28 0.37 0.55 

369 10 X=34577,Y=-43472 楕円形 N-65'-W 0.40 0.29 0.20 

370 10 X=34579,Y=-43471 楕円形 N-85'-E 0.36 0 22 0 24 

371 10 X=34580,Y=-43472 不整形 N-75° -E 0.36 0.34 0.17 

372 10 X=34574,Y=-43475 隅丸方形 N-26°-W 0.24 0.22 0.15 

373 10 X=34580, Y =-43468 不整形 N-12'-E 0.28 0.26 0.14 

374 10 X=34583,Y=-43472 円形 0.28 0.26 0 11 

375 10 X=34581,Y=-43478 隅丸正方形 0.30 0.30 0.23 

377 10 X=34565,Y =-43464 隅丸方形 N-45° -E 0.28 0.26 0.34 

378 10 X=34570,Y=-43464 楕円形 N-40° -E 0.33 0.25 0.28 

389 10 X=34424,Y =-43410 円形 0 65 0.62 0.21 390土と重複

390 10 X=34424, Y =-43410 円形 0 30 0 28 0 30 389土と重複

391 10 X=34424, Y =-43409 不整形 N-113'-W 0.80 0.45 0.45 

392 10 X=34425,Y=-43408 隅丸長方形 N-44° -E 0.50 0.43 0.25 393土と重複

393 10 X=34424, Y =-43408 楕円形 N-48°-W 0.67 0.60 0.44 392土と重複

394 10 X=34425,Y=-43401 楕円形 N-20'-E 0.34 0.25 0 15 

395 10 X=34427,Y=-43408 楕円形 N-0° 0 46 0.35 0.15 

396 10 X=34428, Y =-43408 隅丸正方形 0.68 0.68 0.20 
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

土坑番号 区 位置 形態 主軸方向
規模 (m)

備考
長径 短径 深度

397 10 X=34429, Y =-43409 不整形 N-10° -E 0.61 0.55 0.27 

398 10 X=34430, Y =-43408 隅丸長方形 N-0° 0 50 0 45 0.25 

399 10 X=34430,Y=-43410 隅丸長方形 N-72°-W 0.60 0.50 0.36 

402 10 X=34432,Y=-4341 l 隅丸長方形 N-0° 0.75 0.65 0.22 403土と重複

403 10 X=34433,Y=-43410 不整形 (1.0) 0.95 0.12 402土と重複

404 10 X=34434,Y=-43408 楕円形 N-82°-W 0 83 0 38 0.35 

405 10 X=34433,Y=-43406 楕円形 N-76°-W 0.39 0.35 0.18 

406 10 X=34433,Y=-43404 隅丸長方形 N-9°-W 0.43 0 36 0.16 

407 10 X=34433,Y=-43404 楕円形 N-80° -E 0.38 0.33 0.20 

408 10 X=34432,Y=-43403 楕円形 N-45°-W 0.57 0.43 0.47 

409 10 X=34435,Y =-43402 楕円形 N-37°-E 0.33 0.27 0.21 

410 10 X=34438,Y =-43402 隅丸長方形 N-0° 0.32 0.28 0.25 

411 10 X=34439, Y =-43402 不整形 N-67°-W 0.56 0.26 0.10 

412 10 X=34438, Y =-43406 不整形 N-3° -E 0.44 0.40 0.16 

413 10 X=34438, Y =-43405 円形 0.30 0.29 0.10 

414 10 X=34438, Y =-43404 円形 0.37 0.35 0.18 

415 10 X=34439, Y =-43408 隅丸方形 N-23°-W 0.50 0.47 0.40 

416 10 X=34438,Y=-43411 隅丸方形 N-35°-W 0.32 0.30 0.21 

417 10 X=34438,Y=-4341 l 隅丸長方形 N-42'-W 0.42 0.30 0.25 

418 10 X=34428,Y=-43403 楕円形 N-60°-W 0.30 0 25 0.20 

419 10 X=34426,Y=-43395 楕円形 N-19'-E (0.35) 0.31 0.25 

422 10 X=34445,Y=-43413 円形 0.25 0.25 0.14 

423 10 X=34448,Y=-43412 不整形 N-8°-W 0.70 0.35 0.31 

424 10 X=34448,Y=-43412 隅丸長方形 N-32'-W 0.65 0.30 0.29 

425 10 X=34448,Y=-4341 l 楕円形 N-48°-E 0.36 0.30 0.13 

426 10 X=34449,Y= 43409 隅丸正方形 0.31 0.30 0.08 

428 10 1号柵列に変更

429 10 X=34454,Y=-43418 楕円形 N-16°-W 0.48 0.36 0.32 

430 10 1号柵列に変更

431 10 1号柵列に変更

432 10 1号柵列に変更

433 10 X=34459,Y=-43414 円形 0.35 0.32 0.18 

434 10 X=34459,Y=-43419 円形 0.27 0.25 0.25 

435 10 1号柵列に変更

436 10 X=34462,Y=-43416 円形 0.55 0.52 0.16 

437 10 1号柵列に変更

438 10 1号柵列に変更

439 10 X=34456,Y=-43420 楕円形 N-57°-W 0.28 0.23 0.12 

440 10 X=34456, Y =-43422 楕円形 N-4°-E 0.40 0.35 0.12 

441 10 X=34455, Y =-43424 隅丸方形 N-0° 0.34 (0.25) 0.20 

442 10 X=34458, Y =-43422 不整形 N-80°-E 0.62 0 52 0.17 

443 10 X=34457,Y=-43424 隅丸長方形 N-30°-W 0.37 0.34 0.22 

444 10 X=34460,Y=-43425 楕円形 N-l8°-W 0.32 0.28 0.07 

445 10 X-34459,Y--43497 円形 0.72 0.70 0.18 

446 10 X=34443,Y=-4341 l 不整形 N-55° -E 1.00 0.85 0.20 

447 10 X=34464,Y=-43417 不整形 0.45 (0.18) 0.25 
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4 時期不明の遺構・遺物

土坑番号 区 位置 形態 主軸方向
規模 (m)

備考
長径 短径 深度

448 10 X=34464,Y=-43417 楕円形 N-75° -W 0.38 0.23 0.45 

449 10 X=34457,Y =-43421 楕円形 N-9°-W 0.32 0.26 0.16 

450 10 X=34460,Y =-43423 隅丸長方形 N-20'-W 0 50 (0 10) 0.30 

451 10 X=3446 l,Y =-43423 隅丸長方形 N-0° 0.40 0.34 0.20 

452 10 1号柵列に変更

453 10 X=34462, Y =-43420 円形 0.32 0.32 0.13 

454 10 1号柵列に変更

455 10 X=34463,Y=-43423 楕円形 N-25° -E 0.35 (0.20) 0.22 

456 10 12掘立に変更

457 10 12掘立に変更

458 10 X=34462,Y=-43425 不整形 N-54° -W 0.50 (0.35) 0.52 475、459土と重複

459 10 X=34462, Y =-43425 不整形 N-54°-E 0.48 0.42 0.42 475、458土と重複

460 10 12掘立に変更

461 10 12掘立に変更

462 10 12掘立に変更

463 10 12掘立に変更

464 10 12掘立に変更

465 10 12掘立に変更

466 10 12掘立に変更

467 10 1号柵列に変更

468 10 12掘立に変更

469 10 X=34467,Y=-43424 楕円形 N-25'-E 0.35 0.30 0.15 

470 10 12掘立に変更

471 10 1号柵列に変更

472 10 X=34461,Y=-43420 楕円形 N-15°-W 0.50 0.32 0.35 

473 10 X=34437,Y=-43415 不整形 N-60°-W 0.90 0.55 0.25 

474 10 X=34461,Y=-43426 円形 0.25 0.25 0 10 

475 10 X=3446 l, Y =-43425 楕円形 N-88°-W 0.25 0.17 0.30 

476 10 X=34463,Y=-43427 楕円形 N-58°-E 0.30 0.26 0.32 458、459土と重複

477 10 X=34468,Y=-43422 楕円形 N-67°-W 0.37 0.30 0.17 

478 10 12掘立に変更

479 10 X=34471,Y=-43422 楕円形 N-47°-W 0.50 0.29 0.20 

480 10 X=34464, Y =-43421 円形 0.40 0.38 0.15 114溝と重複

481 10 12掘立に変更

483 10 X=34460, Y =-43420 楕円形 N-46° -E 0.35 0.30 0.10 

484 10 12掘立に変更

485 10 12掘立に変更

486 10 X=34430,Y=-43413 隅丸長方形 N-0° 0.43 0.38 0.30 116溝と里複

500 ， X=34505,Y=-43456 隅丸長方形 N-36°-W 0.50 0.41 0.81 

501 10 X=34590,Y=-43476 楕円形 N-18°-E 0.50 0.45 0.15 

503 ， X=34555,Y=-43473 不整形 N-22°-W 0.30 (0.09) 0.27 

504 ， X=34484,Y =-43453 楕円形 N-13°-E 0 35 0.32 0.32 

506 10 X=34535,Y=-43454 不整形 N-43° -E 0.48 0.43 0.30 

507 10 X=34567,Y=-43464 円形 0.30 0.30 0.10 
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

(4) 溝

溝についても時期不明のものが多く残った。埋土

からの出土遺物は古代から近 ・現代のものまで混在

することもあるが、点数が少量で小破片ばかりの場

合どちらが混入品かの判断が出来なかった。

他遺構との埋土の比較と出土遺物から中世以降圃

場整備直前までの遺構が大半であると思われるが、

80号溝（図147、PL42) 

位置 9区X=34573~96, Y =-43493~96 

重複なし

走向北から南(N-7' -E)

形態 ほぼ直線的で、断面形は箱状を呈する。

規模検出全長（23.00)m

上幅 1.16~1.03m 

古代まで遡る遺構もある可能性が残る。そこで、遺

構の年代を示せるものではないが、図化できる遺物

は時代を問わず図化してある。今後発掘区に接して

関連遺構が検出されるときの比較資料として掲載し

ておく 。

底幅 1.02~0.88m 

深さ 0.23~0.08m 

遺物 土師器27片・須恵器 9片を主体とするが、

中世陶器片 1片・コンクリート片 l片を含む。

所見 埋土は単層で堆積状況は人為的に埋め立てら

れた様相を呈する。別遺構として調資したが81号

溝と並行しており道路の可能性が考えられる。

A 81号溝 A' 
80号溝

゜
I : 40 lm 

L-51.00m 

80号溝

1 暗褐色土 ローム粒、炭化物粒少量含む。

81号溝

l 暗褐色土 ローム粒少量含む。
ポ
'も

衣
喋

――トー

尽

34596 
-439芹

34590 

-439閂—
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81号溝（図147、PL42 • 51) 

位置 9区X=34567~89, Y =-43490~93 

重複なし

走向北から南(N-13°-E) 

形態 ほぼ直線的で、断面形は蒲鉾状を呈する。

規模検出全長 (22.00)m

上幅 1.20~0.40m 

底幅 0.42~0.12m 

深さ 0.20~0.17m 

4 時期不明の遺構・遺物

遺物 土師器7片、須恵器2片を含む。

所見 埋土は単層で堆積状況は人為的に埋め立てら

れた様相を呈する。東側には僅かに中央ラインが窪

む中段があり土層断面の観察からは時期差を捉えら

れなかったが、複数の溝を捉えている可能性もある。

別遺構として調査したが81号溝と並行しており、

道路の可能性が考えられる。

34580 
-439叶 34573 

-439芦 ＼こ二ニ:／／

゜
I: 3 10cm 

二三:ーロロニ

～ーミ、一

34580 
-439芹

34570 
-439叶

゜
I: l00 4m 

第147図 鳥山下9区80・81号溝出土遺物実測図
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

84号溝（図148• 149、PL42) 

位置 9区X=34523~30, Y =-43474~75 

重複なし

走向南から北(N-5°-E) 

形態 ほぼ直線的で、南側ほど幅が拡大している。

断面形は浅い蒲鉾状を呈する。

規模検出全長 6.36m

上幅 1.05~0.39m 

底幅 0.62~0.16m 

深さ 0.15~0.08m 

遺物 須恵器片 l片、中世以降の可能性が高い軟質

陶器 l片を含む。

所見 遺物は極小片の2片のみで時期を明らかに出

来ない。底面には細かな凹凸がある。東側3m程の

位置を埋土の近似した85号溝がほぽ並行しており、

道路の可能性が考えられる。

85号溝（図148• 149、PL42 • 51) 

位置 9区X=34519~30, Y =-43471~72 

重複なし

走向北から南(N-3° -E) 

形態 ほぽ直線的で、断面形は蒲鉾状を呈する。

規模検出全長 11.00m 

上幅 0.60~0.24m 

底幅 0.34~0.09m 

深さ 0.10~0.03m 

遺物 土師器26片、須恵器15片、中世陶器 l片、

瓦 1片を含む。北側部分に集中する。

所見 西3m程の位置を埋土の近似した84号溝が

ほぽ並行しており、道路の可能性も考えられる。

86号溝（図149、PL43 • 51) 

位置 9区X=34531~32, Y =-43466~75 

重複なし

走向東から西(N-85°-E) 

形態 ほぽ直線的で、断面形は蒲鉾状を呈する。

規模検出全長 9.30m

上幅 0.64~0.40m 

底幅 0.30~0.10m 

深さ 0.32~0.22m 

遺物 土師器28片・須恵器6片、中世播り鉢 1片

・近世陶器 1片を含む。

所見 底面レベルに段差をもつ。南北に同規模の溝

の底面が残存しており、掘り直しの可能性がある。

掘り方がしっかりしており、中近世遺物を混入と見

ると古代溝の可能性も考えられる。

A L=51.00m A' B
 

B' D
 

D' 

84号溝

l 褐色土表土

2 黒褐色土 ローム粒極少量含む。

3 黒褐色土 ローム粒少量、焼土粒、炭極少量含む。

4 暗黄灰色土 ローム主体。黒色土少量含む。

一 一
c
 

C' 

一
゜

I : 40 lm 
L-50.80m 

第148図 鳥山下9区84・85号溝実測図
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4 時期不明の遺構・遺物
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｀ 宣ニ―
E E' 

345 ］ ヘ
t 傘＼ 罰

-434 86号溝

n 1 黒褐色土 ローム粒極少量含む。
2 黒褐色土 ローム粒多量含む

魯

¥¥ 84号溝｝ ＼、 ll I(85号溝 ゜
I 40 lm 

L-51.80m 

゜
I: 100 4m 

88 • 101号溝（図150、 PL43) 

位置 9 • 10区X=34506~10, Y=-43439~66 

重複 98号溝・ 268• 269 • 270 • 502号土坑。土

層断面の観察により 98号溝が前出。他との新旧関

係不明。

走向北東から南西(N-99° -W) 

形態 ほぼ直線的で、断面形は蒲鉾状を屋する。

規模検出全長 (27.40)m 上幅 0.80~0.24m

底幅 0.40~0.10m 深さ 0.18~0.03m 

遺物遺物なし。

所見 走向方向の一致から、現道を挟んで延びる 1

条の溝であると考えられる。

冒 ／
］二言ロ

゜
l: 3 10cm 

34520 
-434叶

第149図 鳥山下9区84・85・86号溝・出土遺物実測図

89 • 114号溝（図151、 PL51) 

位置 9 • 10区X=34464~67, Y =-43416~48 

重複 12号掘立柱建物、 1号柵列。調査所見によ

り12号掘立柱建物が前出。 1号柵列は新旧不明。

走向西から東（N-97° -E) 

形態 ほぼ直線で、断面形は逆台形を星する。

規模検出全長 31.70m 上幅 0.52~0.40m

底幅 0.38~0.10m 深さ 0.38~0.07m 

遺物 9区より土師器55片（内前期 5片）須恵器11

片、 10区より土師器23片須恵器5片陶器3片磁器

10片瓦破片 l片出土。

所見 走向方向の一致から現道を挟んで延びる 1条

の溝であると考えられ、 10区部分の埋土に陶器片

磁器片を含むことを重視すれば、近世以降の溝と考

えられる。
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V 鳥山下遺跡の遺構と追物
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-434昇

゜
l. I OO 4m 

A A' 

＿＼ノ―-
L=50.60m 

B 撹乱 B' 

88号溝

l 黒色土 ローム粒中量含む。

101号溝

1 褐色土表土

2 黒褐色土 ローム粒中星含む。

゜
I : 40 lm 

第150図 鳥山下9• 10区88・ l 01号溝実測図
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4 時期不明の辿構・遺物

f
 

l
|
丁＇

撹乱

A A' 

89号溝

l 暗褐色土白色軽石粒、 ローム粒少凩含む。

2 黒褐色土 微旦のローム粒含む。

L=50.70m 

b 

ホ
'

も

魯

＼｀ ク

34465 
-434罪

0 1 3 10cm 

（］ 
砥

¥ lj¥ ¥ ¥ 哄 ℃ ＾ ’ 

芍

も

゜

34463 
-434午

I: 100 4m 

B
 

B' 114号溝

1 褐色土圃場整備時客土。

2 褐色土近世～現代耕作土。

3 暗褐色土 褐色士を斑状に、 ・ローム粒少鼠含む。

4 褐色土 黒褐色土を斑状に、 ロームブロック少旦含む。

5 黒褐色土 褐色土を斑状に、 ローム粒少黛含む。

6 黄褐色土 ローム漸移庖。

乱

゜
I : 40 lm 

し＝51.!0m 

第151図 鳥山下9• 10区89・114号溝 ・出土遺物実測図
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

91号溝（図152、PL43) 

位置 9区X=34690~93, Y =-43542~43 

重複なし

走向北から南(N-0°)

形態 ほぼ直線的で、断面形は薄い蒲鉾状を呈する。

規模検出全長 3.52m

上幅 0.63~0.54m 

底幅 0.41~0.28m 

深さ 0.10~0.05m 

遺物土師器 1片。

所見 溝底部が僅かに残存する。並行して同じ埋土

で埋まる92号溝が走る。

92号溝（図152、PL43) 

位置 9区X=34690~93, Y =-43543~44 

重複なし

走向 北から南ほぼ平坦(N-0°)

形態 ほぼ直線で、断面形は薄い蒲鉾状を呈する。

規模検出全長 3.46m

上幅 0.76~0.48m 

底幅 0.57~0.24m 

深さ 0.10~0.04m 

遺物 土師器 1片・近世磁器 1片を含む。

所見 溝底部が僅かに残存する。並行して同じ埋土

で埋まる91号溝が走る。

34695 34695 
-435井 -435茸

口

／ A
 

A' 

91 • 92号溝

1 黒褐色土 オリーブ褐色粘土微量含む。

禾

゜
1: 100 4m 

゜
I: 40 lm 

L-51.20m 

93号溝（図153、PL43) 

第152図 鳥山下9区91・92号溝実測図

94号溝（図153、PL43) 

位置 10区X=34479~83, Y =-43427~30 

重 複 な し

走向北東から南西(N-46° -E) 

形態 ほぼ直線で、断面形は浅い逆台形を呈する。

底面は細かい凹凸をもつ。

規模検出全長 2.14m

上幅 0.48~0.36m 

底幅 0.30~0.17m 

深さ 0.17~0.03m 

遺物須恵器 l片。

所見 削平が激しく僅かに残存。同規模の94号溝

が30cmほどの間隔で並行に延びる。

158 

位置 10区X=34479~84, Y =-43427~31 

重複 95号溝。新旧関係不明。

走向南西から北東(N-46°-E) 

形態 ほぼ直線で、断面形は浅い逆台形を呈する。

規模検出全長 64.00m

上幅 0.50~0.36m 

底幅 0.36~0.16m 

深さ

遺物なし。

所見 削平が激しく僅かに残存。同規模の94号溝

0.12~0.04m 

が30cmほどの間隔で並行に延びる。埋土は95号溝

と同ーである。



95号溝（図153、PL43) 

位置 10区X=34479~84, Y =-43427~34 

重複 94号溝。新旧関係不明。

走向北東から南西(N-55° -E) 

形態 ほぼ直線で、断面形は皿状を呈する。

規模検出全長 8.50m

4 時期不明の遺構・遺物

上幅 0.96~0.75m 

底幅 0.64~0.48m 

深さ 0.13~0.05m 

遺物土師器3片。

所見 東壁付近ではより残存状況が悪い。
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笠
＼

迄

調

査

区

外 贄

A
 

A' 
93号溝 94号溝 95号溝
「二／-~ 93号溝

l 黒色土 ロームブロ ック少量含む。

94 • 95号溝

1 暗褐色土 ローム粒微旦含む。

゜
I: 40 lm 

゜
I : 100 4m 

L-50.70m 

第153図 鳥山下10区93~95号溝実測図

109号溝（図154• 155、 PL43) 

位置 10区X=34609~10, Y =-43483~88 

重複 103 • 113号溝。土層断面の観察により 103

号溝より前出。 113号溝との新旧関係不明。

走向西から東（N-76°-E) 

形態 調査区外に延びるため形状不明。

規模検出全長 4.74m

上幅 (0.44)~(0.32)m 

底幅 (0.28)~(0.13)m 

深さ

遺物なし。

所見 溝として報告するが、調査区内では遺構の一

部を調査できたのみであり、土坑などの一部である

可能性もある。

0.31~0.23m 

110号溝（図154• 155、 PL43) 

位置 10区X=34605~09,Y=-43489~90 

重複 113号溝。土層断面の観察により、 110号溝

が前出。

走向 南から北(N-22° -W) 

形態 調査区外に延びており、形態不明。

規模 検出全長 3.64m

上幅 (0.50)~(0.24)m 

底幅 (0.35)~(O.OS)m 

深さ

遺物なし。

所見 溝として報告するが、調査区内では遺構の一

0.15~0.10m 

部を調査できたのみであり、土坑などの一部である

可能性もある。
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鳥山下遺跡の辿構と遺物

113号溝（図 154)

位置

重複

り、

走向

形態

規模

遺物

所見

10区X=34609~09, Y =-43487~90 

103 • 110 • 109号溝。土層断面の観察によ

110号溝より後出で、

号溝との新旧不明。

東から西(N-75°

検出全長

上幅

底幅

深さ

なし。

103号溝より前出。109

-E) 

調査区外に延びており形態不明。

3.50m 

(0.45)~(0.40)m 

(0.36)~(0.24)m 

0.20~0.14m 

溝として報告するが調査区内では遺構の一部

を調査出来たのみであり、土坑などの一部である可

能性もある。
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゜
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l: 40 lm 

L=51.20m 

第154図 鳥山下10区109・110・113号溝実測図
<r: I 
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4 時期不明の追構・遺物

□B 

耕作土

c
 

C' 

109 • 110 • 113号溝

l 黒色土 白色軽石粒、表土ブロック少量含む。(109溝）

2 黒褐色土 白色軽石粒微量、ローム粒少量含む。(109溝）

3 黒褐色土 白色軽石粒、ロームブロック中量含む。(109溝）

4 黒色土 表土ブロック・ローム粒微量含む。(113溝）

5 黒色土 ロームブロックとの混土。

6 黒褐色土 ロームブロック中量含む。(110溝）

7 黒色土 白色軽石粒ほとんど含まない。

8 黒褐色土 表土。ロームで薄く汚れる。

9 黒褐色土 ロームブロック微量含む。

10 黒褐色土 ロームブロックとの混土。

ー ザ

三 5 

゜
I : 40 lm 

L=51.20m 

第155図 鳥山下10区109・110号溝実測図

116号溝（図156)

位置 10区X=34424~31, Y=-43411~13 

重複 486号土坑。新旧不明。

走向 ほぼ平坦(N-11° -W) 

形態 ほぼ直線で、断面形は浅い椀状を呈する。

規模検出全長 7.40m

上幅 0.43~0.30m 

底幅 0.23~0.14m 

深さ 0.08~0.07m 

遺物 なし。

所見 調査区南端より 7m程残存する。確認された

北端部以北は、本溝の延長方向に延びる掘削機械に

よる攪乱溝。機械による掘削時の地割りになってい

た可能性が高い。

A A' 

摯魯もホ

34430 
-4341午

ー

34430 
-4341午

゜
1: 40 lm 

L-50.40m 

゜
I: JOO 4m 

第156図 鳥山下10区116号溝実測図
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物

5.遺構外出土遺物

鳥山下遺跡で出土した遺構に伴わない遺物を時代

別に報告する。なお、旧石器、弥生時代の明らかな

遺物は確認されていない。

(1) 縄文時代（図157・158、PL51 ・52) 

縄文時代の遺構は確認されていないが、中期を中

心に数十点の遺物が出土した。 1~8は中期の土器

である。表面が著しく摩滅している土器が多い。石

器も両端部を欠くが9の尖頭器が出土している。本

遺跡地は台地の西側縁辺部に位置することから、台

地上に集落等の存在する可能性が考えられる。

噛

(2) 古墳時代

明らかに古墳時代のものと判別出来る遺物は極少

ない。前期のものが若干出土しているが、小破片が

多く図化できるものはない。

(3) 奈良•平安時代（図 159 ・ 160、 P L52) 

土師器の坪．甕、酸化 ・還元炎焼成須恵器の坪．

椀．壷・鉢などが見られる。検出された集落の主た

る年代である 8世紀から 10世紀の遺物が主体を占

める。

(4) 中世以降（図161、 PL51 ・52) 

中世の焼き締め陶器、近世の陶磁器・軟質陶器、

近現代の陶磁器・瓦、古銭などが出土している。

I

l

o

I

 
5
 

＼ロロ18

゜
I: 3 10cm 

第157図 鳥山下9• 10区遺構外出土遺物実測図(1)
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5.遺構外出土遺物
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第158図 鳥山下9• 10区遺構外出土遺物実測図（2)
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第159図 鳥山下9• 10区遺構外出土遺物実測図（3)
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v 鳥山下遺跡の遺構と遺物
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第160図 鳥山下9• 10区遺構外出土遺物実測図（4)
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一第161図 鳥山下9• 10区遺構外出土遺物実測図(5)
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1.年保遺跡住居跡出土木材の樹種

VI 自然科学分析

1.住居跡出土木材の樹種
三村 目史（パレオ・ラボ）

太田市に位置する年保遺跡では古墳時代に相当する 竪穴住居跡が検出され、 2区9号住居から 1点、 3区

12号住居から 2点それぞれ柱材の可能性のある木材が柱穴から出土をみた。このたび上記の計3点の木材に

ついて構成樹種の調査を行った。

方法

出士材から横断面・放射断面・接線断面の 3断面について剃刀を用いて切り取り、ガムクロラール（アラビ

アゴム・抱水クロラール・グリセリン・蒸留水を混合したもの）で封入してプレパラートを作成した。検鏡は

光学顕微鏡にて40-400倍で行い、現生標本との対照により同定を行った。

結果および考察

試料は乾燥していたものの、材組織は収縮しておらず比較的よく保存されていた。樹種同定の結果、 3点の

出土木材中には計2分類群が認められた（表 l)。次に検出された分類群の解剖学的記載行うと共に写真図版を

付して同定の根拠とし、また日本における分布•生態について簡潔に述べる 。

1. コナラ節Quercussect. Prinus（ブナ科） 写真図版 1a~le 

年輪の始めに大型（直径約150-300μm)の丸い道管が単独で 1-2列に並び、晩材では小型（直径約20-

50μm)でやや角張った道管が火炎状に配列する環孔材。木部柔組織はいびつな接線状で 1-2列。道管の穿

孔は単ーで、道管内部にはチローシスが著しい。放射組織は単列同性であるが、大型の複合放射組織が混在す

る。道管と放射柔細胞との壁孔は対列状、または柵状。

コナラ節には温帯下部～暖温帯に分布するコナラQuercusserrata Thunb. ex Murray、温帯上部にかけ

て分布するミズナラQuercuscrispula Blume主に暖温帯の沿海地に多いカシワQuercusdentata Thunb. 

ex Murray、暖温帯に点在して分布するナラガシワQuercusaliena Blumeなどが含まれる。

2.クヌギ節Quercussect. Aegilops（ブナ科） 写真図版2a~2c

大型（直径約200-300μm)の丸い導管が単独で 1ー数列ならび、そこから径を減じていき、年輪界付近で

は丸く厚壁の小導管（直径約15-30μ m)が単独で放射方向に配列する環孔材。木部柔細胞は数列の束になって、

まばらな帯状に分布する。導管の内腔にはチローシスが認められる。導管の穿孔は単一。放射組織は同性で、

単列のものに複合放射組織を交える。道管と放射組織との壁孔は柵状。

クヌギ節にはクヌギQuercusacutissima Carruthers、アベマキQuercusvariabilis Blumeが含まれる。

いずれも暖温帯の向陽地に多くみられる、高木になる落葉広葉樹である。現在の植物分布から考えればクヌギ

節の母植物がアベマキである可能性は考えにくい。

群馬県内において、古墳時代における住居構築材と考えられる生材あるいは焼失住居跡の炭化材の樹種同定

はこれまでに多くの例があり（例えば、山内 1983;千野 1984;パリノ ・サーヴェイ株式会社 1989,1992a; 
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VI 自然科学分析

能城・鈴木 1988; 藤根・鈴木 1993; 金原 1994; 高橋•田中 1996)、用材としてはモミ属やオニグルミなど

も認められるものの、圧倒的にクヌギ節とコナラ節が多いことが明らかとなっている。柱根については住居跡

から検出されることが少ないために類例は少ないが、新田東部遺跡群では多くの柱根が出土している（パリノ・

サーヴェイ株式会社 2000)。それに よると、古墳時代に該当する住居の柱根には同様にクヌギ節・コナラ節

が多く、モミ属なども一部に認められる。したがって、この地域の住居構築材はクヌギ節・コナラ節を中心と

して展開されていると指摘でき、本遺跡で出土した柱根の用材もこれに調和的である。検出されたコナラ節お

よびクヌギ節は古墳時代における周辺の諸遺跡においても木製品にしばしば見出されており、クヌギ節は特に

多用されている（例えば、鈴木・能城 1986;群馬県埋蔵文化財調査事業団 1990;藤根 1992;藤根・鈴木

1993)。クヌギ節およびコナラ節が用いられている製品は様々なものに及ぶが、鍬や鋤など強度を要求される

製品には多く見出されており、これはクヌギ節およびコナラ節が硬く強度を有する材として認識されていたこ

とを示していると想定され、そのような材質への着目のもとに今回検出された木材にもコナラ節やクヌギが用

いられていた可能性が高いとみられる。

比較的近隣の遺跡における花粉分析結果では、いずれもコナラ亜属（コナラ節とクヌギ節からなる）が優占す

る古植生が示されており（徳永 1982;パリノ・サーヴェイ株式会社1992b;藤根・鈴木 1993)、コナラ節やク

ヌギ節といった樹種は周辺に普通に生育しており、入手しやすい材であったものと考えられる。

また、仮になんら腐食を受けず原形をとどめているとするならば、出土木材はいずれも幅が概して 5cm程

度と柱穴の主柱であるには径が小さい面があり、材組織は比較的保存が良好であったことから乾燥の際それほ

ど収縮したとは考えに 表 1．年保遺跡住居跡出土木材の樹種同定結果

くいので、補強材など No. 調査区・機構 樹種 長・幅・ 木取り

の可能性もあり得ると 325 2区9号住居区 コナラ節 16.81 5.5 I 6.1 芯持

推測される。
326 3区12号住居区 クヌギ節 39.1:4.2:5.4 芯持

327 3区12号住居区 コナラ節 45.116.715.9 芯持
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2.鳥山下遺跡の火山灰分析

2. 鳥山下遺跡の火山灰分析

株式会社古環境研究所

1. はじめに

群馬県域に分布する後期更新世以降に形成された地層の中には、赤城、榛名、浅間など北関東地方とその周

辺の火山、中部地方や中国地方さらには九州地方などの火山に由来するテフラ（火山砕屑物，いわゆる火山灰）

が多く認められる。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている示標テフラがあり、これらとの層位関係

を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっている。

そこで年代が不明な土層が検出された前沖遺跡においても、地質調査を行って土層の層序を記載するととも

に、採取された試料を対象にテフラ検出分析と屈折率測定を行って示標テフラの検出を試み、土層の年代に関

する資料を収集することになった。調査分析の対象となった地点は、 10区深掘トレンチである。

2.土暦の層序

10区深掘トレンチでは、下位より灰色砂礫層（層厚40cm以上，礫の最大径118mm)、灰色砂層（層厚10cm)、灰

色シルト質砂層（層厚8cm)、灰色砂混じりシルト層（層厚18cm)、灰褐色粘土質シルト層（層厚5cm)、成層した

テフラ層（層厚13cm)、黄灰色粘土質シルト層（層厚13cm)、灰色シルト層（層厚18cm)、黒灰色土（層厚19cm)、暗

灰色土（層厚35cm)、盛土（層厚46cm)が認められる（図 l)。

これらのうち成層したテフラ層は、下部の黄色細粒軽石混じり灰色粗粒火山灰層（層厚10cm,軽石の最大径

2mm)と、上部の桃色砂質細粒火山灰層（層厚3cm)からなる。

3.テフラ検出分析

(1)分析試料と分析方法

成層したテフラ層の下部と、それより下位の堆積物から採取された試料のうちの合計6点について、示標テ

フラの検出同定を行うためにテフラ検出分析を行った。分析の手順は次の通りである。

1)試料10gを秤量。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80°Cで恒温乾燥。

4)実体顕微鏡下で、テフラ粒子の量や特徴を記載。

(2)分析結果

テフラ検出分析の結果を表 lに示す。この地点では軽石は検出されず、試料7と試料5で火山ガラスが認め

られた。試料5には、無色透明のバブル型ガラスがこく少量含まれている。試料 lには、無色透明の軽石型ガ

ラスが少量含まれている。この試料にはほかに、斜長石が多く含まれている。試料5の無色透明のバブル型ガ

ラスについては、非常に量が少なく、 2次的に混在した粒子の可能性が高いと思われる。なお試料3には、比

較的多くの自形の斜方輝石が認められる。
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4.屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

示標テフラとの同定精度を向上させるために、試料 lについて温度一定型屈折率測定法（新井， 1972,1993) 

によりテフラ粒子の屈折率測定を行った。また、自形の斜方輝石が比較的多く含まれている試料3についても

測定を試みた。

(2)屈折率測定結果

成層したテフラ層の下部（試料 l)に含まれる火山ガラスの屈折率（n）は、1.502-1. 505である。重鉱物とし

ては、斜方輝石や単斜輝石が認められる。斜方輝石の屈折率(y)は、1.707-1.711である。また試料3に含ま

れる重鉱物としては、斜方輝石、単斜輝石、角閃石、黒雲母がこく少量含まれている。斜方輝石の屈折率(y)

は、1.706-1. 710である。

5.考察一示標テフラとの同定

成層したテフラ層は、層相、火山ガラスの形態や屈折率、重鉱物の組み合わせ、斜方輝石の屈折率などから、

約1.3~1.4万年前＊ 1に浅間火山から咽出した浅間板鼻黄色軽石（As-YP,新井， 1962, 町田・新井， 1992)

に同定される。その下位の試料3に含まれる斜方輝石については、その層位や斜方輝石の屈折率などから、約

3.1~3.2万年前に赤城火山から噴出した赤城鹿沼軽石(Ag-KP,新井， 1962, 町田・新井， 1992)や、約1.9

~2.4万年前＊ 1に浅間火山から噴出した浅間板鼻褐色軽石群（As-BPGroup,新井， 1962,町田 ・新井，

1992,早田， 1996など）に由来する可能性が考えられる。この斜方輝石については、その産状などから 2次

的に混入しており、本来の降灰層準にはないものと推定される。同じように考えられる試料5に含まれる無色

透明のバブル型ガラスについては、その色調や形態などから、約2.4~2.5万年前＊ 1に姶良カルデラから噴出

した姶良Tn火山灰（AT, 町田・新井， 1976, 1992,松本ほか， 1987,村山ほか， 1993,池田ほか， 1995)

に由来すると思われる。以上のことから、本地点においては、前沖遺跡の基盤にあたる水成層は、少なくとも

As-YP降灰より前に離水していると考えられる。

6.小結

前沖遺跡において、地質調査とテフラ検出分析を行った。その結果、浅間板鼻黄色軽石(As-YP, 約1.3~

1.4万年前＊ 1）を検出することができた。このことから、前沖遺跡の基盤に相当する水成層は、 As-YP降灰よ

り前に離水した可能性が指摘される。

* 1 放射性炭素(14C)年代。

文献

新井房夫(1962)関東盆地北西部地域の第四紀編年．群馬大学紀要，自然科学編， 10,p.1-79 

新井房夫(1972)斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定ーテフロクロノロジーの基礎的研究．第四紀研究， 11,p.254-269 

新井房夫(1993)温度一定型屈折率測定法．日本第四紀学会編「第四紀試料分析法＿研究対象別分析法」，p.13 8-148. 

池田晃子 ・奥野 充・中村俊夫・筒井正明 ・小林哲夫(1995)南九州，姶良力）レデラ起源の大隅降下軽石と入戸火砕流中の炭化樹木の加速器

質量分析法による 14C年代．第四紀研究， 34,p.377-379 

町田 洋 •新井房夫(1 976) 広域に分布する火山灰一姶良Tn火山灰の発見とその意義．科学 ， 46, p.339-347. 

町田 洋 ・新井房夫(1992)火山灰アトラス．東京大学出版会，276p

松本英二 •前田保夫・竹村恵ニ ・西田史朗(1 987) 姶良Tn火山灰(AT) の 14C年代．第四紀研究， 26 , p.79-83. 

村山雅史•松本英ニ・中村俊夫•岡村 真 ・安田尚登•平 朝彦(1993)四国沖ピストンコア試料を用いた AT火山灰噴出年代の再検討

ータンデトロン加速器質量分析計による浮遊性有孔虫の14C年代．地質雑， 99,p.787-798. 

早田 勉（1996)関東地方～東北地方南部の示標テフラの諸特徴ーとくに御岳第 1テフラより上位のテフラについて一．名古屋大学加速器質

量分析計業績報告書， 7,p.256-267. 

168 



cm 表 1

2 鳥山下遺跡の火山灰分析

10区深掘トレンチにおけるテフラ検出分析結果
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表2 10区深掘 トレンチにおける屈折率測定結果

試料火山ガラス (n) 重鉱物 斜方輝石(y)

1

3

 

1.502-1.505 opx>cpx 

(opx,cpx,ho,bi) 

1.707-1.711 

1.706-1.710 

屈折率の測定は，温度一定型屈折率測定法（新井， 1972,

1993)による． opx:斜方輝石， cpx:単斜輝石，ho:角閃石，

bi:黒雲母．重鉱物の（）は，量が少ないことを示す．

As-YP 

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

軽石

粗粒火山灰

粉粒火山灰

黒灰色土

暗灰色土

礫

砂

シルト

図1 10区深掘トレンチの土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号
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3.前沖遺跡における植物珪酸体分析

株式会社 古環境研究所

1. はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（Si02)が蓄積したものであり、植物が枯れたあともガラス質の微化石

（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石を遺跡土壌な

どから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境

の推定などに応用されている（杉山， 2000)。

2.試料

分析試料は、 10区深掘トレンチから採取された4点である。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法（藤原，1976)をもとに、次の手順で行った。

1)試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2)試料約 1gに直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加（電子分析天秤により 0.1mgの精度で秤量）

3)電気炉灰化法(550℃.6時間）による脱有機物処理

4)超音波水中照射（300W• 42KHz • 10分間）による分散

5)沈底法による20μm以下の微粒子除去

6)封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数。

同定は、 400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った。

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート 1枚分の精査に相当する。

試料 1gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 1g 

中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体 1個あたりの植

物体乾重、単位： 10-5g)をかけて、単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。ネザサ節の換

算係数は0.48、クマザサ属（チシマザサ節・チマキザサ節）は0.75、ミヤコザサ節は0.30である。タケ亜科に

ついては、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4.分析結果

(1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、

その結果を表 1および図 1に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科ータケ亜科〕

ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）、クマザサ属型（チシマザサ節やチマキザサ節など）、ミヤコザサ節型

（おもにクマザサ属ミヤコザサ節）、未分類等
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3. 鳥山下遺跡における植物珪酸体分析

〔イネ科ーその他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、未分類等

(2)植物珪酸体の検出状況

As-YPの上位層（試料 1、2)および下位層（試料3、4)について分析を行った。その結果、 As-YPの下層（試

料4)ではミヤコザサ節型などが検出されたが、いずれも少量である。As-YP直下層（試料3)では、ミヤコザサ

節型が増加しており、クマザサ属型も出現している。As-YP直上層（試料2)では、クマザサ属型やミヤコザサ

節型などが検出されたが、いずれも少量である。As-YPの上層（試料 1)では、各分類群とも増加している。お

もな分類群の推定生産量によると、おおむねミヤコザサ節型が優勢であることが分かる。

5.植物珪酸体分析から推定される植生と環境

浅間板鼻黄色軽石（As-YP, 約1.3-1.4万年前）の上下層の堆積当時は、クマザサ属ミヤコザサ節などのササ

類を主体としたイネ科植生であったと考えられ、比較的乾燥した環境であったと推定される。タケ亜科のうち、

メダケ属は温暖、クマザサ属は寒冷の指標とされており、メダケ率（両者の推定生産量の比率）の変遷は、地球

規模の氷期ー間氷期サイクルの変動と一致することが知られている（杉山，2001）。ここではクマザサ属が優

勢であることから、当時は比較的寒冷な気候条件であったと推定される。

表l 群馬県鳥山下遺跡における植物珪酸体分析結果

検出密度（単位： X100個／g)

地点 ・試料

分類群 学名

イネ科 Gramineae(Grasses) 

タケ亜科 Bambusoideae(Bamboo) 

ネザサ節型 Pleiob/astus sect. Nezasa 

クマザサ属型 Sasa(except Miyakozasa) 

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Miyakozasa 

未分類等 Others 

その他のイネ科 Others 

表皮毛起源 Husk hair origin 

棒状珪酸体 Rod-shaped 

未分類等 Others 

植物珪酸体総数 Total 

おもな分類群の推定生産量（単位： kg/m'・cm) 

ネザサ節型 Pleioblastus sect. Nezasa 

クマザサ属型 Sasa(except Miyakozasa) 

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Miyakozasa 

タケ亜科の比率（％）

メダケ節型 Pleioblastus sect. Medake 

ネザサ節型 Pleiob/astus sect. Nezasa 

クマザサ属型 Sasa(except Miyakozasa) 

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Miyakozasa 

10区深掘トレンチ

1 2 3 4 

7 

30 7 15 

75 30 143 45 

15 7 30 7 

7 

15 7 7 

98 45 23 22 

234 97 211 97 

0.04 

0.23 0.06 0.11 

0.23 0.09 0.43 0.13 

21 

50 38 21 

50 62 79 79 
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VI 自然科学分析

イネ科
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10区深掘トレンチにおける植物珪酸体分析結果

文献

杉山真二(1987)タケ亜科植物の機動細胞珪酸体．富士竹類植物園報告，第31号，p.70-83

杉山真二(2000)植物珪酸体（プラント・オパール）．考古学と植物学．同成社，p.189-213.

杉山真二（2001)テフラと植物珪酸体分析．月刊地球， 23: 645-650. 

藤原宏志(1976)プラント・オパール分析法の基礎的研究（］）ー数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法一

p.15-29. 

考古学と自然科学， 9,
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4.鳥山下遺跡における珪藻分析

4.鳥山下遺跡における珪藻分析

株式会社 古環境研究所

1. はじめに

珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿った土壌、岩石、

コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性などの環境要因に応じて、そ

れぞれ特定の生息場所を持っている。珪藻化石群集の組成は、 当時の堆積環境を反映している ことから、水域

を主とする古環境復原の指標として利用されている。

2.試料

分析試料は、 10区深掘トレンチから採取された 4点である。これらは、植物珪酸体分析に用いられたもの

と同一試料である。

3.方法

以下の手順で珪藻を抽出し、プレパラートを作成した。

l)試料から乾燥重量 1gを秤量

2) 10％過酸化水素水を加え、加温しながら 1晩放置

3)上澄みを捨て、細粒のコロイドと薬品を水洗

4)残清をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥

5)マウントメディアによって封入し、プレパラート作成

6)検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって600~1000倍で行った。計数は珪藻被殻が100個体以上になるまで行い、少

ない試料についてはプレパラート全面について精査を行った。

4.結果および考察

分析の結果、試料 1から陸生珪藻の

Hantzschia amphioxysが 1個検出さ

れたが、その他の試料からは珪藻は検

出されなかった。珪藻が検出されない

原因としては、珪藻の生育に適さない

比較的乾燥した堆積環境であったこと

などが考えられる。

文献

表 l 鳥山下遺跡における珪藻分析結果

10区深掘トレンチ

分類群 試料 1 試料2 試料3 試料4

貧塩性種（淡水生種）

Hantzschia amphioxys 

合計 1 0 0 0 

未同定 0 0 0 0 

破片 0 0 0 0 

試料 1crrl中の殻数密度 2.0 
X 102 

- - - - -

完形殻保存率(%) 100.0 

小杉正人(1986)陸生珪藻による古環境解析とその意義一わが国への導入とその展望ー．植生史研究，第 1号，植生史研究会，p.29-44

小杉正人(1988)珪藻の環境指標種群の設定と古環境復原への応用．第四紀研究， 27,p.J-20 

伊藤良永・堀内誠示(1991)陸生珪藻の現在に於ける分布と古環境解析への応用．珪藻学会誌，6,p.23-45. 
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V11 まとめ

VIl まとめ

1.年保遺跡

年保遺跡は現水田下に検出された遺跡である。発

掘調査結果及びそれに先立つ試掘資料から 1区の南

と2・3区北側で低地となる島状の微高地上の遺跡

である可能性が高い。検出できた遺構の主体は古墳

時代後期の住居跡及び井戸等であることから同時期

の集落遺跡と考えられる。

遺跡地周辺には同時期の群集墳が多く、かつて年

保地内から現在東京国立博物館が収蔵する人物埴輪

が出土していた。本調査によって、古墳自体の検出

は無かったが、沖積低地内の微高地にも古墳時代後

期の集落が営まれていたことが明らかとなった。た

だ、調査区が道路の拡幅部分にあたるため遺跡の調

査範囲が狭く、また遺構の残存状況が良好でなかっ

たため、古墳時代前期の可能性がある住居跡 1軒が

存在するものの明確な古代以降の遺構も検出できな

かった。従って本遺跡を古墳時代後期に限定した集

落と考えて良いものか疑問も残る。近世の絵図によ

れば本遺跡地周辺は既に水田となっていることか

ら、いずれかの時期から生産域となっていたはずだ

が、その時期的な変遷は明確に出来なかった。

2. 烏山下遺跡

鳥山下遺跡は大間々扇状地の西南端に突き出した

微高地の西端にあたる緩やかな傾斜地に立地する遺

跡である。

確実な遺構は確認できなかったが縄文時代中期の

土器片が遺構外から出土しており、また古墳時代前

期の住居跡 1軒が検出された。周辺の発掘調査及び

遺物の分布調査の結果を考えあわせると、現在鳥山

の集落が形成される微高地上に縄文時代中期及び古

墳時代前期の集落が存在する可能性もある。

一方、本遺跡の中心をなすのが奈良•平安時代、

の遺構である。本時期の竪穴住居跡19軒及び掘立
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柱建物跡4棟、井戸3基等の遺構が検出された。

この時期の遺構・遺物から 3点ほど特筆されるも

のを取り上げてみる。

まず、大型の掘立柱建物跡の存在である。9 • 10 

区の南半に 4棟の掘立柱建物跡を検出した。いずれ

も60~100cmの幅をもつ円形・方形の掘り方をもち

柱痕径20~30cmを測る。2棟は総柱構造の建物で

倉庫と想定され、残る 2棟は側柱構造の建物である。

11号掘立柱建物跡では 2間取りの南側梁の中柱を

西にややずらしており、入り口のための工夫と考え

られる。次に 3基の井戸である。いずれも 9 • 10 

世紀のもので集落営まれた時期と一致する。また、

井戸からは完形に近い椀と共に耳皿や墨書土器が出

土している。また、 103号住居跡からは、残念なが

ら重複する中世の溝による撹拌を受けており確実に

住居に伴う遺物とすることは出来ないが、円面硯の

破片が出土している。

そのうち掘立柱建物跡群や円面硯は8世紀後半に

推定される。こうした掘立群はその規模が比較的大

規模であることから、本遺跡の北方2kmほどの所に

所在する新田郡衝や東山道の推定地との関連も想定

される。

更に、本遺跡では遺跡地中央付近にまとまって中

世のものと考えられる溝及び土坑が検出されてい

る。本遺跡の東方400m程の微高地中央付近に中世

鳥山氏に関連する館跡が存在することを考え合わせ

ると、中世の本地域の景観を考える手がかりとなる

可能性もある。

以上雑駁ながら、調査のまとめを行った。現在太

田大間々線をはじめとして北関東自動車道に伴う発

掘調査などが進められている。こうした成果によっ

て、この地域の歴史がより明らかになることを期待

して本稿のまとめとしたい。



年保遺跡

年保遺跡遺物観察表

年保 l区1号住居跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第10図l 土師器 貯蔵穴 ロ ー ①微砂粒少量 胴部外面ヘラ削り、内面ヘラナデ、底部は強外面器面の

P Ll5 甕 胴～底部片 底 5.2 ②やや軟質 いナデ。 荒れ

高 (8.2) ③灰褐色

年保 1区4号住居跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第15図l 土師器 +2 口 134 ①砂粒、褐色粒少量 口緑部内湾、底部丸底。口縁部横ナデ、底部 内外面壁面

PL 15 坪 完形 底 ー ②良好 ヘラ削り。 の荒れ

高 4.9 ③橙色

第15図2 土師器 -4 口 (12.0) ①微砂粒少量、褐色粒微量 口緑部やや内傾、底部扁平な丸底。口縁部横

PL 15 坪 口緑部片 底一 ②やや軟質 ナデ、底部ヘラ削り 。

高 (4O) ③にぶい黄橙色

第15図3 土師器 +12 ロ (12.0) ①微砂粒、褐色粒微量 口縁部外反気味に直立、底部丸底。口縁部横 内面器面の

P Ll5 坪 口縁部片 底一 ②良好 ナデ。底部ヘラ削り。 荒れ

高（49) ③橙色

第15図4 土師器 +2 口 12.1 ①微砂粒、褐色粒少量 口縁部直立、口唇端部に平坦面。稜明瞭、底

P Ll5 坪 ほぽ完形 底一 ②良好 部丸底。 口縁部横ナデ、底部ヘラ削り。

高 4.9 ③明赤褐色

第15図5 土師器 +12,15 口 12.4 ①微砂粒、褐色粒微量 口緑部直立、口唇端部に内斜する平坦面。稜

P L15 坪 ほぽ完形 低一 ②良好 明瞭、底部丸底。口緑部横ナデ、底部ヘラ削

高 5.2 ③明赤褐色 り。

第15図6 土師器 床直 口 12.5 ①微砂粒、褐色粒微量 口縁部直立、口唇端部に内斜する平坦面。稜 外面底部黒

P L15 坪 ほぽ完形 底一 ②良好 明瞭、底部丸底。口緑部横ナデ、底部ヘラ削 斑

高 5.4 ③にぶい橙色 り。

第15図7 土師器 +13 ロ(13.0) ①微砂粒、褐色粒微量 口緑部直立、口唇端部に平坦面。稜明瞭、底 外面底部黒

PL 15 坪 口縁部片 底一 ②良好 部丸底。 口縁部横ナデ、底部ヘラ削り 。 斑

高 (5.2) ③にぶい橙色

第15図8 土師器 床直 口 150 ①微砂粒、褐色粒少量 鉢状を呈し、底部単孔。口縁部横ナデ、胴部 外面胴部黒

PL 15 甑 2/3 底ー ②良好 ヘラ削り、内面下半ヘラナデ。 斑

高 11.9 ③橙色

第15図9 土師器 +l ロ (23.0) ①微砂粒、褐色粒少量 口緑部緩やかに外反し、体部やや膨らむ。ロ 外面粘土接

PL 15 甑 口～胴部片 底一 ②良好 ③内面橙色 縁部横ナデ、胴部上位ナデ、中位縦位のヘラ 合痕

高(124) 外面 にぶい黄橙色 削り、内面ナデ後縦位のヘラ磨き。

第16因10 土師器 +l ロ (11.0) ①微砂粒少量 口縁部外反し、胴部は中位に張りをもつ。ロ 外面壁面の

PL 15 小型甕 1/2 底一 ②良好 縁部横ナデ、胴部上半横位下半斜位のヘラ削 荒れ

高(122) ③にぶい黄橙色 り、内面ナデ。

第16図11 土師器 +2 ロー 諷砂粒少量 底部扁平な丸味をもつ。外面ヘラ削り、内面 外面器面剥

P Ll5 小型甕 底部片 底一 ②良好 ナデ。 離

高 (4.7) ③明赤褐色

第16図12 土師器 床直，＋10 口 200 ①微砂粒、褐色粒少量 口縁部外反し、胴部は中位に張りをもつ。ロ

P 115 甕 2/3 底ー 醗ゃ軟質 縁部横ナデ、胴部斜位のヘラ削り、内面ナデ

高 (14.0) ③にぶい橙色 後、 口縁から胴部内外面やや粗いヘラ磨き。

第16図13 土師器 +l ロ (14.4) ①微砂粒、褐色粒少量 口縁部強く屈曲し、胴部やや張りを持つ。 ロ 口緑部粘土

PL 15 甕 口～胴部片 底一 ②良好 縁部横ナデ後、胴部斜縦位のヘラ削り、内面 接合痕顕著

高 (10.8) ③灰白色 ヘラナデ。

第16図14 土師器 +3 ロ (25.0) ①微砂粒、褐色粒少鼠 日緑部は外反。 口縁部横ナデ、胴部斜位のヘ 外面壁面剥

PL 15 甕 口緑部片 底 一 ②良好 ラ削り、内面横位のヘラナデ。 離

高（74) ③にぶい橙色

第16図15 土師器 床直 口 (16.2) 諷砂粒、褐色粒少量 口緑部は fく」の字状に外反し胴部に張りを

Pし15 甕 口縁部片 底一 ②良好 もつ。 口縁部横ナデ、胴部横～斜位のヘラ削

高（7.5) ③橙色 り、内面ナデ。
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遺物観察表

年保 l区5号住居跡
挿図番号 種類 出土位樅 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第18図l 土師器 +l ロ(132) ①微砂粒、褐色粒少量 口緑部外傾、稜やや明瞭。底部丸底。口緑部 内面器面剥

PL 15 坪 口緑部片 底 一 ②良好 横ナデ、底部ヘラ削り 。 離

高 (4.5) ③橙色

第18図2 土師器 貯蔵穴 口 (136) ①微砂粒、褐色粒少量 口緑部直立し口唇端部にわずかな平坦面。稜

PL 15 坪 口縁部片 底一 ②良好 は明瞭。底部丸底。口縁部横ナデ、底部ヘラ

高 (4.3) ③橙色 削り 。

第18図3 土師器 +4 ロ ― ①微砂粒少鼠 底部平底。胴部外面ヘラ削り、内面ヘラナデ。内面黒斑

Pし］5 甕 底部片 底 50 ②やや良好

高 3.0 ③灰黄褐色

第18図4 土製品 ピット 3 幅 (3.8) ①微砂粒、褐色粒少量 円柱状で下方裾広がり 。下面は中央が凹む。 側面粘土付

P L15 支脚 破片 高 (8.2) ②やや軟質 外面はナデ状の整形痕。 着

③にぶい黄橙色

年保 1区6局住居跡
挿図番号 種類 出土位慨 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第19図l 土師器 +9 口(160) ①細砂粒少量 口緑部緩やかに外反し、体部やや膨らむ。ロ 外面粘土接

P Ll5 甕 口～胴部片 底ー ②良好 縁部横ナデ、胴部縦位のヘラ削り、内面ヘラ 合痕

高(10.5) ③にぶい橙色 ナデ。

第19図2 土師器 +1 ロ ー ①細砂粒少量、褐色粒微量 底部平底、僅かに肥厚。外面ヘラ削り、内面 外面黒斑

Pし15 甕 底部片 底 80 ②良好 ヘラナデ。

高 4l ③にぶい黄褐色

年保2区9号住居跡
挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第23図1 土師器 -3 口 (134) 謬砂粒、褐色粒少量 口縁部僅かに外傾。 口唇端部に僅かな平坦面。

PL 16 坪 口緑部片 底 ー ②良好 口緑部横ナデ、底部ヘラ削り 。

高 (3.1) ③明赤褐色

第23図2 土師器 貯蔵穴 ロー ①細砂粒少量 外面ヘラ削り、内面ヘラナデ。 外面黒斑内

P L16 甕 底部片 底 60 ②やや軟質 外面器面の

高 (5O) ③赤褐色 荒れ

第23図3 土師器 +9 ロ ー ①微砂粒微量 平底を呈し、胴部は強く張る。外面ヘラ削り。内面器面剥

P Ll6 甕 底部片 底 (9.0) ②良好 離

高一 ③にぶい橙色

挿図番号 種類 出土位置 計測値 樹種 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号▲ 器種 残存状態 (cm・ g) 

第23図4 木製品 ピット 4 長 16.8 幅 5.5 コナラ節 丸木材を用いる。僅かに平坦な面がみられ、

Pし16 柱材か？ 厚 6.1 加工の可能性がある。

年保3区ll号住居跡
挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第27図l 土師器 +9 ロ(10.0) ①微砂粒、褐色粒少量 口緑部外反し、稜明瞭。口緑部横ナデ、底部

P L16 杯 口緑部片 底一 ②良好 外面ヘラ削り 。

高（33) ③明赤褐色

第27図2 土師器 + 1,2 口 11.7 諷砂粒、褐色粒やや多鼠 口縁部ほぽ直立、底部扁平な丸底。口縁部横 外面底部に

P Ll6 坪 ほぽ完形 底一 ②良好 ナデ、底部ヘラ削り、内面ナデ後ヘラ磨き。 黒斑

高 52 ③明赤褐色

第27図3 土師器 床直，＋ 1,2口 12.8 ①細砂粒、褐色粒少量 口縁部直立、口唇端部に浅い凹線巡る。底部

P Ll6 坪 ほば完形 底 一 ②良好 丸底。口緑部横ナデ、底部ヘラ削り 。

高 5.4 ③にぶい橙色

第27図4 土師器 +l ロ (125) ①微砂粒、褐色粒微量 口縁部ほぽ直立、口唇端部に平坦面。底部扁 内面器面の

PL 16 坪 1/4 底 ー ②良好 平な丸底。口緑部横ナデ、底部ヘラ削り 。 荒れ

高 4.2 ③明赤褐色

第27図5 土師器 +4 ロ(13.2) ①微砂粒、褐色粒少量 口緑部直立。 稜明瞭、底部丸底。口縁部横ナ 内面器面の

P Ll6 坪 口縁部片 底一 ②良好 デ、底部ヘラ削り 。 荒れ

高 (4I) ③にぶい橙色
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年保遺跡

第27図6 土師器 +3 ロ(10.0) ①細砂粒、褐色粒少量 口縁部外反し、体部やや膨らむ。口縁部横ナ 内外面器面

PL 16 坪 口～体部片 底ー ②やや軟質 デ。 の荒れ

高 (5.4) ③にぶい橙色

第27図7 土師器 +5,7 ロ ― ①細砂粒やや多呈 底部平底。内外面器面が荒れており整形痕不

Pし16 甕 底部片 底（7.0) ②やや軟質 明瞭。

吉回 一 ③にぶい黄褐色

第27図8 土師器 +14 ロー ①細砂粒、褐色粒少量 脚部は短く 「ハ」の字状に開く。脚外面縦位

P Ll6 高坪 脚部片 底一 ②やや軟質 のヘラ磨き、内面ヘラナデ。

百回 一 ③にぶい橙色

年保3区12号住居跡
挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第29図1 土師器 +15 ロ (130) 諷砂粒微星 口縁部外傾、底部扁平な丸底。口縁部横ナデ、

Pし］6 坪 口緑部片 底一 ②良好 底部ヘラ削り。

高 (3.5) ③赤褐色

挿図番号 種類 出土位置 計測値 石材 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm・ g) 

第29図2 石製模造品 +l 径 0.8 孔径 0.3 頁岩 表裏面ともに剥落している。

PL 16 臼玉 厚 025 重 0 12 

第29図3 石製模造品 +1 径 0.8 孔径 03 頁岩 全て表裏面ともに剥落している。全体の大き

PL 16 臼玉 厚 0I 重 0 07 さ及び孔の直径から見て、同じ個体から剥落

第29図4 石製模造品 +1 径 08 孔径 03 頁岩 した可能性が高い。

P Ll6 臼玉 厚 0I 重 0.06 

第29図5 石製模造品 +1 径 0 75 孔径 0 25 頁岩

PL 16 臼玉 厚 0.1 重 0.05 

挿図番号 種類 出土位置 計測値 樹種 器形・技法等の特徴 備考

因版番局 器種 残存状態 (cm・ g) 

第29図6 木製品 ピット 1 長 45.1 幅 6.7 クヌギ節 丸木材を用いる。

PL 16 柱材か？ 厚 59

第29図7 木製品 ピット 2 長 391 幅 42 コナラ節 丸木材を用いる。僅かに平坦な面がみられ加

P L16 柱材か？ 厚 5.4 工の可能性がある。

年保3区14号住居跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第34図l 土師器 +2 ロ (132) ①細砂粒少量 端部直立する内斜口緑、底部～口縁にかけて

P Ll6 坪 1/5 底一 ②良好 丸味。口緑部横ナデ、底部ヘラ削り。内面ナ

高 (55) ③橙色 デ後斜位のヘラ磨き。

第34図2 土師器 -7,-5 口(163) ①細砂粒少鼠 口縁部内湾し、底部丸底。口縁部横ナデ、底 内面器壁の

PL 16 好 口縁部片 底一 ②良好 部ヘラ削り。 荒れ

扁（57) ③明赤褐色

第34図3 土師器 -5,+ 1 口(IOI) ①褐色粒含、微砂粒少量 日緑部やや外反し、底部深い丸底。口緑部横 内外面黒斑

PL 16 坪 1/4 底ー ②良好 ナデ、底部ヘラ削り。内面ヘラナデ。

裔 6.9 ③にぶい橙色

第34図4 土師器 +8 ロ (104) ①細砂粒微量 口緑短く外傾、胴部やや膨らむ。口緑部横ナ

P Ll6 坪 口緑部片 底ー ②良好 デ後、胴部内外面ヘラ磨き。

高（62) ③にぶい黄橙色

第34図5 土師器 -4 ロ ー ①細砂粒微量 底部丸底。外面ヘラ削り。内面ナデ後底部 外面底部黒

P Ll6 杯 底部片 底一 ②良好 「X」字のヘラ描き、周辺横位のヘラ磨き。 斑

高 (15) ③橙色

第34図6 土師器 床直，＋ 3 口 234 ①細砂粒少旦 日緑外反、胴部弱く膨らむ。日縁部横ナデ、 外面胴部黒

P Ll7 甑 ほぼ完形 底 94 ②良好 胴部ヘラ削り後、縦位ヘラ磨き。内面ヘラ削 斑

高 285 ③灰白色 り後、ヘラ磨き。粘土接合痕顕著。

第34図7 士師器 +2~13 口 215 暉砂粒、褐色粒多量 口緑外反、胴部中位弱く膨らむ。口緑部横ナ 外面黒斑

PL 17 甑 ほぼ完形 底 93 ②良好 デ、胴部ヘラ削り後ナデ。内面ナデ後、下半

高 293 ③橙色 密なヘラ磨き。

第34図8 土師器 +II~13 ロ (12.7) ①細砂粒多量、粗砂粒含 口縁部外反、胴部中位に張り。口緑部横ナデ、 外面黒斑

P Ll7 小形甕 1/2 底一 ②良好 胴部ヘラ削り後ヘラ磨き。内面下半ヘラ削り、

高 (19.1) ③にぶい赤褐色 上半ヘラナデ、後ヘラ磨き。
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第34図9 土師器 +6 ロ(11.1) ①細砂粒少鼠 口縁弱く外反。口縁部横ナデ。内面、口縁 ・外面器面の

PL 17 甕 口縁部片 底一 ②良好 胴部接合痕顕著。 荒れ

高 (58) ③灰黄褐色

第34図10 土師器 +6 ロー ①細砂粒少且 胴部膨らむ。平底。 外面ヘラ削り後ナデ、底 43-1 同一

PL 17 甕 底部片 底（38) ②良好 部ヘラ削り。内面ヘラナデ。 個体の可能

高 (3.6) ③オリ ーブ黒色 性あり

第35図11 土師器 +6 ロ (17.0) 暉砂粒少量 口縁外反、胴部中位に張りを持つ。胴部ヘラ 内面壁面の

P Ll7 甕 口緑部片 底一 ②良好 削り後口緑部横ナデ、内面ヘラナデ。 荒れ

高（97) ③にぶい赤褐色

第35図12 土師器 1,+2 口 (22.2) ①細砂粒含 口緑外傾、胴部膨らむ。口緑部横ナデ、胴部 外面胴部黒

p L17 甕 口～胴部片 底一 ②良好 外面縦位のヘラ削り 。内面ヘラナデ。 斑

高(184) ③にぶい橙色

第35図13 土師器 床直，＋ 2 口(18.4) ①細砂粒含、粗砂粒微量 口緑外反、胴部中位に張りをもつ。口縁部横 内面器面の

PL 17 甕 口～胴部片 底一 ②良好 ナデ後胴部ヘラ削り、内面ヘラナデ。 荒れ

高(192) ③明赤褐色

第35図14 土師器 床直 口(14O) ①細砂粒少量 口緑外反、胴部膨らむ。口縁部横ナデ、胴部 外面黒斑

PL 17 甕 口～胴部片 底一 ②良好 斜縦位のヘラ削り 。内面ヘラナデ。

高(17.8) ③灰褐色

第35図15 土師器 -5~+3 口 173 謬砂粒少量、粗砂粒微量 口縁外反、胴部中位に張り 。口緑部横ナデ、 内面カーボ

P Ll7 甕 3/4 底 55 ②良好 胴部縦位ヘラ削り 。内面ナデ、粘土接合痕顕 ン付着

高 30.8 ③にぶい黄橙色 著。

第36図16 土師器 -4~+4 口 (19.2) ①細砂粒含 口緑外反、胴部中位弱く膨らむ。口縁部横ナ 内外面器面

P Ll7 甕 1/4 底一 ②良好 デ、胴部ヘラ削り 。内面粘土接合痕顕著。 荒れ

高(192) ③赤色

第36図17 土師器 +l ロー ①細砂粒少呈 胴部やや膨らむ。平底。胴部外面縦位ヘラ削 外面器面の

PL 17 甕 胴～底部片 底 5.4 ②やや軟質 り、内面ヘラナデ。 荒れ

高（116) ③赤褐色

第36図18 土師器 +5~+8 口(168) ①細砂粒多量 口縁外反、胴部中位に僅かに張り 。口縁部横 内外面カー

P L l8 甕 口～胴部片 底ー ②良好 ナデ、胴部縦位のヘラ削り 。内面ヘラナデ、 ボン付着

高（22.1) ③赤色 下位に粘土接合痕。

第36図19 土師器 +l ロー ①細砂粒含 胴部中位僅かに張り、底部平底。胴部外面縦 外面カーボ

PL 18 甕 胴～底部片 底 52 ②良好 位のヘラ削り 。内面ヘラナデ、粘土接合痕顕 ン付着

高（239) ③灰黄褐色 著。

第36図20 土師器 +2 ロ ー ①細砂粒少量 胴部弱く膨らむ。底部平底。胴部外面ヘラ削 内外面器面

PL18 甕 底部片 底 (5.4) ②良好 り、内面ヘラナデ。接合部分に刻目。 の荒れ

高 (7.3) ③にぶい黄橙色

第36図21 土師器 床直，＋2 口 (22O) ①細砂粒、褐色粒多量 口縁外反、胴部球形状。口縁部横ナデ、胴部 外面胴部黒

P LI8 甕 口～体部 底ー ②良好 ヘラ削り後ナデ。内面ヘラナデ。 斑

高 (26.4) ③橙

第37図22 土師器 -3~+4 ロ(18I) 諷砂粒含 口縁部外反、端部肥厚。胴部中位に張り。ロ

P Ll8 丸甕 3/4 底ー ②良好
緑部横ナデ後ヘラ磨き、胴部ヘラ削り後密な
ヘラ磨き。内面上半ナデ、上半ヘラ削り 。下

高（33.5) ③にぶい橙色 位に接合痕顕著。

第37図23 土師器 +8 ロ (26.0) ①細砂粒多呈 口緑外反、口唇端部に弱い沈線。口縁部横ナ 外面黒斑

PL 16 甕 口縁部片 底一 ②良好 デ後ヘラ磨き。内面横位ハケナデ。

漏（90) ③にぶい黄橙色

第37図24 土製品 床直 幅 47 ①細砂粒少星 断面楕円形の円柱状。側面ナデ、指頭痕。 粘土付着

P Ll8 支脚 ほぽ完形 高 13.5 ②良好

③にぶい橙色

年保3区15号住居跡

挿図番号 種顆 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第38図l 土師器 +10 口 14.0 ①微砂粒微量 口緑部外傾。口縁部横ナデ、底部ヘラ削り。 内外面器面

P Ll8 坪 口緑部片 底一 ②良好 の荒れ

高 (4.0) ③明赤褐色

第38図2 土師器 +9 底 (3.6) 謬砂粒少呈 胴部緩やかに立ち上がる。一孔。外面ヘラ削

PL 18 甑 底部片 孔径(24) ②良好 り、内面ヘラナデ。

高 (45) ③にぶい黄橙色

第38図3 土師器 +5 ロ ー ①微砂粒、褐色粒微塁 口縁部短く外傾。胴部縦位ヘラ削り後、口緑

P Ll8 甕 口緑部片 底一 ②良好 部横ナデ。内面口縁部密な横位のヘラ磨き。

高 (6.0) ③明赤褐色 口縁部外面粘土接合痕顕著。
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第38図4 上師器 +8~16 口 18.0 ①細砂粒、褐色粒少量 s字状口縁、下段水平気味、上段外反。口緑 内面壁面の

P L18 台付甕か 口縁部片 底一 ②良好 部横ナデ後、ハケ目。 荒れ

高 (1.8) ③にぶい褐色

第38図5 土師器 +9 ロ (18.5) ①微砂粒、褐色粒少星 口緑部外反し、端部直立。 口縁部外面横ナデ 内面器面剥

P L]8 亜士 口縁部片 底一 ②良好 後、斜縦位ヘラ磨き。 離

高 (6.0) ③にぶい橙色

年保3区16号住居跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第39図l 土師器 -3 ロ ー ①細砂粒少量 脚部上半は円筒形、裾部強く外反。外面密な

P L19 高坪 脚部 底一 ②良好
縦位のヘラ磨き後接合部横位のハケナデ。内
面絞り目。裾部に円形の透し 2孔の痕跡。3

高 (6.0) ③にぶい赤褐色 孔を有するものと思われる。

第39図2 土師器 -2 ロ (16O) ①細砂粒少量 口緑部内湾気味に直立し、胴部上位に最大径。胴部外面

P L l8 甕 1/2 底（60) ②良好 日縁部ナデ、胴部上半ナデ、下半斜位のヘラ カーボン付

高 18.9 ③橙色 削り 。内面ヘラ削り後横位のヘラ磨き。 着

第39図3 土師器 -3~+4 口(16.4) ①細砂粒、褐色粒少量 胴部球形状。頸部斜縦位、胴部斜位の細かい 内外面器面

P Ll9 甕 頸～胴部片 底一 醗 ゃ 軟質 ハケ目。胴部内面ヘラナデ。 の荒れ

高 (183) ③にぶい黄橙色

第39図4 土師器 +8,9 ロ(14O) 0躙砂粒少量、砂粒微量 外面粗い斜位のハケ目後、肩部に横位平行線。

P L19 壺 頸～肩部片 底ー ②良好 内面横位ヘラナデ、接合 ・指頭痕。

高 (5.0) ③にぶい橙色

年保3区18局住居跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備考

因版番号 器種 残存状態 (cm) 

第42図l 土師器 -3 口 13.3 ①細砂粒少量 口緑内傾、扁平な丸底。口縁部横ナデ、底部 内面黒斑

PL 19 坪 3/4 底 ー ②良好 ヘラ削り 。

高 37 ③橙色

第42図2 土師器 確 口 126 ①細砂粒少量 日縁内傾、稜明瞭。扁平な丸底。口縁部横ナ 外面底部磨

P Ll9 坪 ほぽ完形 底一 ②良好 デ。 耗

高 4.8 ③灰赤色

第42図3 土師器 +6 ロ(13.2) ①細砂粒含 口緑直立気味に外反、底部丸底。口縁部横ナ

PL 19 好 1/4 底一 ②良好 デ、底部ヘラ削り。

高 (4.8) ③にぶい褐色

第42図4 土師器 床直～＋ 12 口 134 ①細砂粒少量 日縁直立気味に外反、扁平な丸底。口緑部横

P Ll9 坪 ほぼ完形 底一 ②良好 ナデ、底部ヘラ削り、内面ナデ後、体部内外

高 49 ③灰白色 面に不明瞭な磨き。

第42図5 土師器 窟 口 12.0 ①細砂粒少鼠、粗砂粒微量 口縁内傾、稜やや明瞭。扁平な丸底。口緑部

P Ll9 坪 ほぽ完形 底 一 ②良好 横ナデ、底部ヘラ削り 。内面底部ヘラナデ後

高 4.5 ③明赤褐色 ナデ。

第43図6 土師器 磁 口 12.8 ①細砂粒多鼠 口縁内傾、稜明瞭。体部球形。口縁部横ナデ、 内面底部

P Ll9 鉢 ほぼ完形 底 8.6 ②良好 体部横位ヘラ削り。内面ヘラナデ。 「XJ字状の

高 9.6 ③にぶい橙色 線刻

第43図7 土師器 窟 口 (25.0) ①細砂粒、褐色粒含 口緑短く外反、胴部中位僅かに膨らむ。口縁 外面器面の

P Ll9 甑 1/5 底 ー ②良好 横ナデ、内面ナデ後縦位ヘラ磨き。粘土接合 荒れ、黒斑

高（17.7) ③橙色 痕。

第43図8 土師器 埋土 底 (4.2) 諷砂粒少鼠 胴部僅かに膨らむ。単孔。外面下半ヘラ削り、 外面黒斑、

P Ll9 甑 底部片 孔径（26) ②良好 内面ヘラナデ。 器面の荒れ

高 (49) ③にぶい橙色

第43図9 士師器 +2,6 ロ(16.8) 諷砂粒多量、粗砂粒少量 口縁部短く外反、胴部膨らみ弱い。胴部縦位 外面黒斑

P Ll9 甕 1/3 底 ー ②良好 ヘラ削り後、 口縁部横ナデ。内面ヘラナデ後

高（151) ③にぶい橙色 横位ヘラ磨き。

第43図10 土師器 窟 口 (21.3) ①細・粗砂粒含 口緑外反、胴部中位弱く膨らむ。口緑部横ナ 内外面器面

PL 19 甕 1/2 底 60 ②良好 デ、胴部縦位ヘラ削り 。内面粘土接合痕。 の荒れ

高 262 ③橙色

第43図11 土師器 鼈 口(17.2) ①細砂粒含 口縁外反、胴部弱く膨らみ、中位に最大径。 内外面器面

PL 19 甕 1/5 底 ー 醗ゃ軟質 口緑部横ナデ、胴部ヘラ削り。内面粘土接合 の荒れ

高（223) ③にぶい橙色 痕。
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第43図12 土師器 窟 ロー ①細砂粒含 胴部直線的に外傾、肥厚する平底。底部外面 内外面器面

P Ll9 甕 胴～底部片 底（5O) ②やや軟質 ヘラ削り、内面ヘラナデ。 の荒れ。

高 (5.0) ③にぶい黄褐色 72-1と同一

個体か

第44図13 土師器 ，，，， 叫 口(19.4) ①細砂粒含 口緑外反、胴部膨らみ弱い。口縁部横ナデ、 内外面黒

PL 19 甕 口～胴部片 底 ー ②良好 胴部斜縦位ヘラ削り 。内面横位ヘラナデ、粘 斑、器面の

高 (115) ③にぶい橙色 土接合痕。 荒れ

第44図14 土師器 竃 口 190 ①細 ・粗砂粒含 口縁外反、胴部膨らみ弱い。口縁部横ナデ後、

PL 19 甕 口～胴部片 底一 ②良好 胴部斜縦位ヘラ削り 。内面横位ヘラナデ、粘

高 (10.0) ③橙色 土接合痕。

第44屈15 土師器 竃 口(19.0) ①細砂粒含 口緑外反、胴部膨らみ弱い。口縁部横ナデ、 内面黒斑

P L20 甕 口～胴部片 底ー ②良好 胴部斜縦位ヘラ削り 。内面横位ヘラナデ。粘

高(148) ③にぶい褐色 土接合痕顕著。

第44図16 土師器 -3~+13 ロー ①細・粗砂粒多量 胴部弱く膨らむ。底部平底。外面斜縦位ヘラ 内面黒斑

P L20 甕 1/2 底 52 ②良好 削り 。内面ナデ、接合痕。

高（29.5) ③明赤褐色

第44図17 土師器 磁 ロ ー 諷砂粒多鼠 肥厚した平底。木葉痕。外面斜縦位ヘラ削り、

P L20 甕 底部片 底 (56) ②良好 内面ナデ。

高 (54) ③褐色

第44図18 土師器 埋土 ロー ①細砂粒含 脚部短く 「ハ」の字状に開く 。脚部に円孔3、 受部内面器

P L20 器台 脚部片 底一 ②良好 受部底部に円孔 l。外面密な縦位ヘラ磨き、 面剥離

高 (4.4) ③明赤褐色 内面ナデ。

年保3区20号住居跡
挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第45図l 土師器 埋土 ロ ー 算砂粒少量 口緑外傾。口縁部横ナデ。

坪 口縁部片 底一 ②良好

高 (2.5) ③にぶい橙色

第45図2 土師器 埋土 ロ ー 諷・微砂粒含 口緑外反。 口縁部横ナデ。

甕 口緑部片 底ー ②良好

高（33) ③にぶい橙色

年保 l区 l号井戸跡
挿図番局 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第52屈l 土師器 埋土 口(128) ①細砂粒、褐色粒含 口緑外傾、口縁端部に内斜する面。底部丸底。内外面器面

P L20 坪 1/5 底一 ②良好 口緑部横ナデ、底部ヘラ削り。 の荒れ

高 (4.8) ③にぶい橙色

第52回2 土師器 +48 ロー ①細砂粒少量 脚部短い円筒状、裾部大きく開き、内面半球

P L20 台付婉 脚部 底 9.8 ②良好 形を呈す。外面ナデ、 内面ヘラ削り 。

高（40) ③にぶい橙色

年保 1区2号井戸跡
挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第53図l 土師器 +89 口 116 ①細砂粒含 内斜口縁、底部丸底。口縁部横ナデ、底部へ 外面黒斑、

P L20 坪 3/4 底一 ②良好 ラ削り 。内面ナデ後、粗な斜放射状ヘラ磨き。器面の荒れ

高 5I ③にぶい赤褐色

第53因2 土師器 +Ill ロ(13.0) ①微砂粒少鼠 口縁ほぼ直立、口唇端部弱い凹線。稜をもつ。

Pし20 坪 口縁部片 底一 ②良好 口縁部横ナデ、底部ヘラ削り 。

扁（56) ③明赤褐色

第53図3 土師器 埋土 口(124) ①細砂粒少量 口縁直立気味。胴部中位膨らむ。口緑部横ナ 外面黒斑、

P L20 鉢 口～胴部片 底 ー ②良好 デ、胴部斜位のヘラ削り。 内面器面の

高 （6.5) ③橙色 荒れ

第53図4 土師器 +102 ロ (140) ①細砂粒少量 口緑短く外反、胴部膨らみ弱い。口緑部横ナ 外面器面の

P L20 甕 口縁部片 底一 ②良好 デ、胴部ヘラ削り 。内面横位のヘラナデ。 荒れ

高 (5.9) ③にぶい橙色

第53図5 土師器 +20 口 13.4 ①細砂粒少量 口縁外反。胴部膨らみ中位に最大径。口縁部 外面カーボ

P L20 小形甕 口～胴部片 底一 ②良好 強い横ナデ、胴部斜位、ヘラ削り 。内面下半 ン付着

高(14O) ③にぶい橙色 強い縦位ナデ後、上半横位ヘラナデ。
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第53図6 土師器 +5 ロ ー ①細砂粒含 底部丸底。胴部下位斜縦位のヘラ削り、内面 外面黒斑

P L20 甕 底部片 底 ー ②良好 ナデ。

高 (67) ③暗赤褐色

第53図7 土師器 +119 口 161 暉粒少鼠 口縁部外反、胴部やや膨らむ。口緑部横ナデ、 内外面器面

P L20 頸ょ 口～胴部片 底ー ②良好 胴部ヘラ削り 。 の荒れ

高(14.2) ③にぶい黄色

第53図8 土師器 +67 ロ ― ①細砂粒少量 底部平底。外面ヘラ削り、内面ナデ。 外面黒斑

P L20 甕 底部片 底 5.0 ②良好

高 （30) ③にぶい黄橙色

年保 1区6号土坑跡
挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第55図l 土師器 +20 ロ(12.0) ①微砂粒、褐色粒微鼠 日緑部外傾し、口唇端部に平坦面。稜は明瞭、 内外面に黒

P L20 坪 口緑部片 底 ー ②良好 底部丸底。 口縁部横ナデ、底部ヘラ削り。 斑

高（40) ③明赤褐色

第55図2 土師器 +13 ロ ー ①微砂粒微量 体部中位に膨らみをもち、底部平底。外面へ

P L20 坪 胴～底部片 底 一 ②良好 ラ削り後上半に横位のヘラ磨き、内面下半粗

高（64) ③にぶい黄橙色 い放射状、上半横位のヘラ磨き。

出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 澤形・技法等の特徴 I備考

器種 残存状態 (cm) 

土師器 埋土 ロ ー ①微砂粒、褐色粒少量 底面肥厚する平底。外面 ・底面ヘラ削り、内l外面黒斑

甕 底部片 底 44 ②良好 ③ 外 面 橙 色 面ナデ。

高 (3.3) 内面 にぶい黄橙色

年保 1区18号土坑跡

種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 I器形・技法等の特徴 I備考

器種 残存状態 (cm) 

土師器 埋土 ロー ①微砂粒、褐色粒微鼠 脚部は「ハ」の字状に開く 。円形の透孔3孔。 外面器面の

器台 脚部片 底 一 ②良好 外面粗いヘラ磨き、内面ナデ。 荒れ

高 3.6 ③にぶい橙色

年保3区2-1号土坑跡
挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第57図 l 土師器 埋土 口(104) ①微砂粒少鼠 体部僅かに内湾し口緑直立。底部平底。口緑

P L20 坪 1/5 底 66 ②良好 部横ナデ、内面強いナデ。体部横位ヘラ削り、

高 4.8 ③灰黄色 内面ナデ。口縁部淡い赤色塗彩。

第57図2 土師器 埋土 口 16.1 ①細 ・微砂粒少量 口縁直立、口唇端部に平坦面。底部丸底。ロ

P L20 杯 1/4 底一 ②良好 緑部横ナデ、底部ヘラ削り。

高 (6.3) ③橙色

第57図3 土師器 埋土 底 (64) ①細砂粒多量 底部平底。 1孔。側面の上下に面取。外面へ

P L20 甑 底部片 孔径（34) ②良好 ③外面黒色 ラ削り、内面ヘラナデ、粘土接合痕。

高（44) 内面 にぶい黄褐色

第57図4 土師器 +26 ロ (21.8) ①細 ・微砂粒少鼠 日縁弱く外反。胴部斜縦位ヘラ削り後、口緑 内面器面の

P L21 甑 口～胴部片 底一 ②良好 部横ナデ。 荒れ

高(13.4) ③黄橙色

第57図5 土師器 床直 口 144 ①細砂粒含 日縁外反、胴部弱く膨らみ中位に最大径。 ロ

P L21 甕 ほぼ完形 底 64 ②良好 縁部横ナデ、胴部上位斜縦位、中位縦位ヘラ

高 33.2 ③にぶい橙色 削り 。内面横位ナデ。胴下半の接合痕に刻み。

第57図6 土師器 +32 ロ (212) ①微砂粒少量 口縁外反、胴部膨らみ弱い。口緑部横ナデ、

P L20 甕 口～胴部片 底一 ②良好 胴部縦位ヘラ削り 。内面横位ヘラナデ。粘土

高 (100) ③にぶい橙色 接合痕。

第57図7 土師器 埋土 口 (19.2) ①細砂粒多呈 口緑外反、 口唇端部弱く肥厚。口縁部横ナデ、

P L21 甕 口縁部片 底一 ②良好 胴部斜位ヘラ削り。内面ナデ。

高 (5.6) ③橙色
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3区26号土坑跡

種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調

器種 残存状態 （cm) 

土師器 埋土 口 (14.0) ①微砂粒微量

坪 口～底部片底ー ②良好

高 （6.4) ③明赤褐色

年保3区27号土坑跡

挿同番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第59図l 土師器 +10 口(124) ①細砂粒多量

P L21 坪 ほぽ完形 底 一 ②良好

高 54 ③橙色

第59図2 土師器 +8,9 ロ (180) ①細砂粒少星

P L21 甕 口～胴部片 底 一 ②良好

高 (16.0) ③灰褐色

第59図3 土師器 +7~13 ロ (21.0) ①細砂粒少量

P L21 甕 1/4 底 7.0 ②良好

高（279) ③にぶい黄橙色

第59阿4 土師器 +7~II ロー 謬 ．微砂粒含

P L21 丸甕 頸～胴部片 底 一 ②良好

高 (22.8) ③にぶい黄橙色

年保3区2号溝跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第64図l 益子 ・笠間 埋土 口 (85) ① 

P L22 陶器 1/2 底 (6.6) ② 

土瓶蓋 高 34 ③灰白色

第64図2 肥前？磁器 埋土 ロ ー ① 

P L22 婉 底～胴部片 底 (3.5) ② 

高 (5.I) ③明緑灰色

第64図3 肥前陶器 埋土 ロー ① 

P L22 鉢？ 底部片 底 (6.5) ② 

高 30 ③灰白色

第64図4 瀬戸・美濃 埋土 孔径（24) ① 

P L22 陶器 底～胴部片 底 (10.0) ② 

植木鉢 高 59 ③灰白色

第64図5 埋土 ロ ー ① 

P L22 焙烙 口縁部片 底一 ② 

厚 08 ③黒褐色

第64図6 埋土 口 (32.0) ① 

P L22 焙烙 口縁部片 底 ー ② 

高 (3.5) ③橙色

第64図7 埋土 厚1.5 ① 

P L22 不詳 底部片？ ② 

③灰白色

第64図8 埋土 ロ ー ① 

P L22 練炭起こし 煙突部 底 一 ② 

高 (49) ③橙色

挿図番号 種類 出土位置 計測値 石材

図版番号 器種 残存状態 (cm・ g) 

第64図9 石製品 埋土 長 61 幅 57 流紋岩

P L22 砥石 ほぽ完形 厚 3.3 重 101

年保遺構外 （縄文時代）

種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調

器種 残存状態 (cm) 

縄文 3区 長 (4.2) ①細砂粒

深鉢 口縁部片 厚 0.9 ②良好

③橙色
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器形・技法等の特徴 I備考

口縁直立、口唇端部に平坦面。稜明瞭、底部

丸底。口緑部横ナデ、底部ヘラ削り。

器形・技法等の特徴

口緑直立、底部丸底。口縁部横ナデ、底部へ

ラ削り。底部に不定方向の沈線。

口緑短く外反、胴部膨らむ。口縁部横ナデ、

胴部ヘラ削り後ナデ。内面横位のヘラナデ。

粘土接合痕。

口縁外反、胴部球形状。口緑部横ナデ、胴部

斜縦位ヘラ削り後ナデ。内面横位ヘラナデ、

粘土接合痕。

胴部球形状。口縁部横ナデ、胴部ヘラ削り後

上位丁寧なヘラ磨き。内面ヘラナデ、粘土接

合痕顕著。

器形・技法等の特徴

天井部外面鉄絵具と呉須で文様を描き、透明

釉を施す。釉のほとんどは剥離する。

内野山系青緑釉陶器。高台脇以下無釉。

体部外面下位まで灰釉。底部中央の水抜穴は

焼成前。

在地系土器。

在地系土器。丸底。

在地系土器。底部片と思われ、体部貼付様の

カキャブリが認められる。

空気取り入れ口。

器形・技法等の特徴

表裏・両側に使用面。上面も平滑に研磨され

る。使用頻度高く、中央部がすり切れても使

用している。

器形・技法等の特徴

備考

外面黒斑

備考

近代

幕末～明治

江戸時代

18~19C 

江戸時代

近・現代

備考

備考

隆帯で楕円区画し、区画内に RL施文後隆帯著しく磨滅。

に沿って巾広の沈線をめぐらす。 加曽利E3。



年保遺跡

第65図2 縄文 3区 長 (72) 諷砂粒 「U」の字状の区画内に RLを縦位施文後無 著しく磨滅。

P L22 深鉢 胴部片 厚 1.0 ②良好 文帯との間に沈線を再施文する。 加曽利E3。

③灰黄褐色

第65図3 縄文 3区 長 (6.6) ①細砂粒 微隆帯で縄文帯と縄文帯を縦位区画し、区画 著しく磨滅。

P L22 深鉢 胴部片 厚 09 ②良好 内にRL縦位施文後、微隆帯の両側にナデを 加曽利E3。

③灰黄色 施す。

第65図4 縄文 3区 長 60 ①細砂粒 隆帯と沈線で文様区画し、区画内に LRを充 磨滅。堀之

P L22 深鉢 口緑部片 厚 0.6 ②良好 填施文し、沈線を引き直す。隆帯上には連続 内2。

③にぶい黄橙色 する押圧を施す。

第65図5 縄文 3区 長 (3.2) ①細砂粒 羽状の沈線を施す。 磨滅。後期。

P L22 深鉢 胴部片 厚 60 ②良好

＼ ③褐灰色

挿図番号 種類 出土位置 計測値 石材 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm・ g) 

第65図6 石器 3区 長 12.8 幅 8.4 粗粒輝石安山岩 表裏に敲打痕、裏面に磨面あり。

P L22 凹石 完形 厚 54 重 757

年保遺構外（古墳時代）

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第66図l 土師器 3区 口 (82) ①微砂粒少星 口縁内湾。体部ヘラ削り後ナデ。 内面器面剥

P L22 坪 口縁部片 底一 ②良好 離

高 (4.1) ③にぶい黄橙色

第66図2 土師器 1区 口(12I) ①細砂粒少量 日縁直立し、口唇端部弱い平坦面。稜明瞭、

P L22 坪 1/4 底一 ②良好 底部平坦。口縁部横ナデ、底部ヘラ削り。

高 (4.9) ③にぶい橙色

第66図3.土師器 3区 口 (140) ①細 ・微砂粒少量 口縁直立、稜明瞭。底部丸底。口縁部横ナデ、

P L22 坪 1/4 底一 ②良好 底部ヘラ削り。

高 (7.1) ③明赤褐色

第66図4 土師器 3区 口 (96) ①細砂粒少量 口縁外反。底部丸底。口縁部横ナデ、底部へ 内外器面の

P L22 坪 1/4 底一 ②良好 ラ削り。
荒れ。内面
カーボン付

高 4.0 ③にぶい黄橙色 着

第66図5 土師器 1区 口(11O) ①細砂粒少量 口縁弱く外傾し、稜明瞭。底部丸底。口縁部

P L22 坪 口縁部片 底一 ②良好 横ナデ、底部ヘラ削り 。

高 (3.9) ③明赤褐色

第66図6 土師器 1区 口 12.4 諷砂粒少 量 口縁部ほぽ直立、口唇端部弱い平坦面。稜明 外面底部黒

P L22 坪 ほぽ完形 底一 ②良好 瞭、底部丸底。口縁部横ナデ、底部ヘラ削り 。斑

高 5.0 ③にぶい橙色

第66図7 土師器 1区 口(129) ①微砂粒少量 日緑ほぽ直立。口縁部横ナデ、底部ヘラ削り。 内面黒斑

P L22 坪 口～底部片 底一 ②良好

高 (3.2) ③にぶい橙色

第66図8 土師器 3区 口 7I ①細砂粒少量 口緑外反、底部丸底。口縁部横ナデ、底部へ

P L22 ミュ・チュア ほぽ完形 底一 ②良好 ラ削り後、稜下方ナデ。

高 3.4 ③赤褐色

第66図9 須恵器 3区 口 12.6 ①白色粒少量 口縁直立、 口唇端部沈線一条巡る。受部水平。

P L22 坪（身） 口縁部片 底一 ②還元焔 底部丸底。輔輔整形後底部回転ヘラ削り。

高 (4.1) ③灰色

第66因10 土製品 1区 径 4.8 諷砂粒多 量 やや下半が太い円柱状。外面ナデ。 器面の荒れ

P L22 支脚 ほぼ完形 裔 128 ②良好

③にぶい橙色

年保遺構外（中世以降）

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第66図11 瀬戸・美濃 表採 口(14.0) ① 瀬戸 ・美濃系。高台内無釉。灰釉を施す。 江戸時代

P L22 系陶器 1/4 底（7.6) ② 

皿 高 2.8 ③オリ ーブ黄色

第66図12 中国陶器 埋土 ロー ① 龍泉窯系青磁婉？内面に押印らしき文様ある 中世

P L22 婉？ 底部片 底 5.2 ② が、不鮮明。高台端部から内面無釉。

高(I7) ③オリ ープ灰色
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遺物観察表

烏山下遺跡遺物観察表

鳥山下9区90号住居跡
挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第70図l 須恵器 掘り方

P L44 高台付皿 1/4 

第70図2 須恵器 掘り方

P L44 塊 口緑部片

鳥山下9区91号住居跡
挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第71図l 須恵器 +10 

P L44 高台付婉 底部片

第71図2 須恵器 床直

P L44 短頸壺 底部片

第7]図3 土製品 +2 

P L44 土錘 1/2 

第71図4 土製品 埋土

P L44 土錘 ほぼ完形

鳥山下9区92号住居跡
挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第72図l 須恵器 -3 

Pし44 塊 口縁部片

第72図2 須恵器 -1 

P L44 塊 口緑部片

第72図3 須恵器 -3 

P L44 高台付婉 底部片

第72図4 須恵器 -1 

P L44 高台付婉 底部片

口
鳥山下9区97号住居跡
挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第75図1 須恵器 掘り方

P L44 坪 底部片

第75図2 土師器 掘り方

P L44 甕 口緑部片

第75図3 土師器 掘り方

P L44 甕 口～胴部片
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計測値

(cm) 

口(140) 

底 (5.8)

高 4.0

口(14.0)

底一

高 (3.5)

計測値

(cm) 

ロ ー

底 (88) 

高（I1) 

ロー

底(13.8)

高 75 

長 (3.6)

幅 1.4

孔径0.5

長 (47) 

幅 I3 

孔径0.4

計測値

(cm) 

口(13O) 

底一

高（40) 

口 (14O) 

底一

高 (4.4)

ロ ー

底（68) 

扁（31) 

ロー

底 7.5

高 (2.4)

計測値

(cm) 

ロー

底 (7.8)

高(I.I)

計測値

(cm) 

口一

底 (9O) 

高（1.8)

口 (19.6)

底一

高（57) 

口 (20.2)

底一

高(19O) 

①胎土②焼成③色調

①微砂粒微鼠

②酸化焔

③暗褐色

①微砂粒少鼠

②酸化焔

③灰黄褐色

①胎土②焼成③色調

①白色微砂粒少量

②還元焔

③灰色

①白色微砂粒少鼠

②還元焔

③灰色

①微砂粒微量

②良好

③にぶい黄褐色

①微・細砂粒少旦

②良好

③にぶい黄橙色

①胎土②焼成③色調

①微砂粒少呈

②酸化焔

③にぶい黄橙色

暉・微砂粒少且

②酸化焔

③明赤褐色

①微砂粒少鼠

②酸化焔

③灰白色

①微砂粒少凪

②酸化焔

③にぶい橙色

①胎土②焼成③色調

①細砂粒少鼠

②還元焔

③灰白色

①胎土②焼成③色調

①微・細砂粒含

②酸化焔

③にぶい褐色

①微・細砂粒少旦

②良好

③赤褐色

①微砂粒含

②良好

③明赤褐色

器形・技法等の特徴 備考

体部内湾気味に外傾。轄輯整形。付高台。ロ

縁部横ナデ。体部ヘラ削り。

体部内湾気味に立ち上がる。輔輔整形。

器形・技法等の特徴 備考

輔櫨整形（右回転）。底部回転糸切り。付高台。

体部ゆるい丸味をもち外傾。付高台、断面台

形でやや開く。鞘輔整形。胴部下位回転ヘラ

削り 。底部中央ナデ、周緑部回転ヘラ削り。

端部平坦面。外面ナデ。

端部未調整。外面ナデ。

器形・技法等の特徴 備考

体部丸味をもち、口縁外反。軽櫨整形。

体部直線的に外傾し、口緑外反。轍纏整形。 器面の荒れ

輔轄整形。付高台。 内外面器面

の荒れ

輔櫨整形（右回転）。底部回転糸切り後、付高

台。

器形・技法等の特徴 I備考

轍纏整形。底部切り離し後、回転ヘラ削り。

付高台。

器形・技法等の特徴

内外面器面が荒れ、整形痕不明瞭。

口緑緩やかな「コ」の字状。口緑部横ナデ、

指頭圧痕。粘土接合痕。

口縁緩やかな「コ」の字状。胴部中位僅かに

膨らむ。指頭圧痕。胴部上位横位、中・下位

斜縦位ヘラ削り。内面ナデ。

備考



烏山下遺跡

第75図4 土師器 掘り方 口 (21.8) ①微砂粒含 口緑緩やかな 「コ」の字状。口緑部横ナデ、

P L44 甕 1/4 底一 ②良好 指頭圧痕、粘土接合痕。胴部上位横位のヘラ

高 (70) ③赤褐色 削り、内面ナデ。

第75図5 土師器 掘り方 ロー 諷砂粒少量 胴部緩く膨らむ。平底。胴部下位斜縦位ヘラ 第75図4と

P L44 甕 1/4 底（6O) ②良好 削り。内面横位ヘラナデ。粘土接合痕。 同一個体か

高(18.0) ③赤褐色

鳥山下10区100号住居跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第77図l 土師器 貯蔵穴 口 114 ①細砂粒少量 体部半球状、口緑内湾。底部肥厚する平底。

P L44 塊 2/3 底 4.8 ②良好 口緑部横ナデ、体部ヘラ削り後ナデ。内面ナ

高 59 ③にぶい黄褐色 デ。

第77図2 土師器 貯蔵穴 ロ ー ①細 ・微砂粒含 胴部球形状、底部平底。ヘラ削り後横位ヘラ 外面黒斑

P L44 小形壺 1/3 底（4.8) ②良好 磨き。内面横位ナデ。

高 (71) ③橙色

第77図3 土師器 -4 口(14.0) 算・粗砂粒多量 口縁外傾、胴部膨らみ中位に最大径。口縁部 外面黒斑

Pし44 小形甕 1/3 底ー ②良好 横ナデ、胴部上位斜縦位ハケ目、中・下位斜

高 （11.4) ③赤褐色 位ヘラ削り 。内面斜位ナデ。

第77図4 土師器 貯蔵穴 ロ ー ①細砂粒含 胴部膨らむ。底部肥厚し、上げ底気味。外面

P L44 甕 胴～底部片 底 (5O) ②良好 ハケ目。内面ヘラナデ。

高 (54) ③褐色

鳥山下10区101号住居跡
挿図番号 種類 出土位慨 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第78図1 土師器 -2 口 13.6 ①細砂粒少量 口縁短く直立、底部扁平な丸底。 口縁部横ナ 器面の荒れ

P L44 坪 ほぼ完形 底一 ②良好 デ、体部不明瞭なナデ、底部ヘラ削り 。

高 30 ③にぶい赤褐色

第78図2 土師器 -3 口(13.6) ①細砂粒含 口縁内湾、底部扁平な丸底。口縁部横ナデ、

P L44 坪 1/4 底一 ②良好 体部不明瞭なナデ、底部ヘラ削り 。

高 29 ③橙色

第78図3 土師器 -4 口 143 ①細 ・粗砂粒少星 口緑内湾、底部丸底。口緑部横ナデ、底部へ

P L44 杯 3/4 底一 ②良好 ラ削り。内面ナデ後ヘラ磨き。

高 4.5 ③橙色

第79図4 須恵器 -3 口 144 謬砂粒少量 体部外傾、底部平底。鞘櫨整形。底部回転へ

P L44 坪 2/3 底 88 ②還元焔 ラ削り 。

高 3.4 ③灰白色

第79図5 須恵器 -3 口(13.0) ①細砂粒少量 体部外傾。輻韻整形。底部外縁部ヘラ削り 。 歪み著しい

P L44 坪 1/4 底ー ②還元焔

高 (3.2) ③灰色

第79図6 須恵器 -4 ロ ー ①細砂粒少量 高台外反気味に開く 。付高台。高台内外面横 高台内面黒

P L44 高台付婉 脚部 底（7O) ②酸化焔 ナデ。底面磨耗。 斑

高 （27) ③橙色

第78図7 土師器 -7~-2 口 (20.4) ①細砂粒含 口縁外反、胴部上位最大径。口緑部横ナデ、

P L44 甕 1/2 底（46) ②良好 胴部上位横位ヘラ削り、下位斜位ヘラ削り、

高 310 ③明赤褐色 内面ヘラナデ、粘土接合痕。

鳥山下10区］03号住居跡
挿因番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第8]図l 須恵器 +3 口 12.2 ①細砂粒含 体部直線的で、口縁外反。鞘輔整形。底部回

Pし45 坪 ほぱ完形 底 4.6 ②酸化焔 転糸切りか。

高 3.8 ③灰黄色

第8]図2 須恵器 鼈 口 (132) ①微砂粒含 体部僅かに丸味をもち、 口縁外反。輻輔整形

P L45 坪 1/6 底 (60) ②酸化焔 （回転方向不明）。底部回転糸切り。

高 43 ③にぶい黄橙色

第8]図3 須恵器 +7 ロー ①微砂粒含 体部僅かに丸味。輛轄整形（右回転）。底部回

P L45 坪 底部片 底 (5.2) ②酸化焔 転糸切り。

高（1.9) ③にぶい黄橙色
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第8]図4 須恵器 +4 口(16.0) ①微砂粒少量 体部丸味をもち、口縁外反、輔轄整形（回転 高台欠損

P L45 婉 口～体部片 底ー ②酸化焔 方向不明）。回転糸切り後、付高台。

高 (5.4) ③にぶい黄褐色

第81図5 土師器 +6 ロ (12.0) 諷砂粒少量 口縁部短く外反、胴部膨らむ。口縁部横ナデ、

P L45 小形甕 口～胴部片 底ー ②良好 粘土接合痕、胴部ヘラ削り。内面横位ヘラナ

高 (6.4) ③橙色 デ。

第8]図6 土師器 +2 ロ(12O) ①微砂粒含 口縁直立し、端部外傾。胴部膨らむ。口縁部

P L45 小形甕 口～胴部片 底一 ②良好 横ナデ、粘土接合痕。胴部斜位ヘラ削り、内

高 (6.7) ③明褐色 面横位ヘラナデ。

第8]図7 土師器 +3 ロー ①細砂粒含 胴部膨らみ、底部平底。胴部斜縦位ヘラ削り、

P L45 甕 胴～底部片 底 (4.4) ②良好 内面ナデ。

高 (5.2) ③赤褐色

第81図8 土師器 +2,3 ロ(12.8) ①細・粗砂粒含 口縁緩やかな「コJの字状、胴部膨らみ中位 内・外面

P L45 台付甕 2/3 底一 ②良好 最大径。口縁部横ナデ、胴部上位横位ヘラ削 カーボン付
り、下位斜縦位ヘラ削り。内面ナデ。裔台部 着。器面の

高(160) ③明赤褐色 横ナデ。 荒れ

烏山下10区104号住居跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第82図1 須恵器 +3 ロ(120) ①微砂粒少量 天井部水平、体部緩やかに湾曲、口緑部やや

蓋 1/4 底 一 ②還元焔 外傾して折れる。輛轄整形。天井部ヘラ削り。

高 (2.5) ③灰色

第82図2 須恵器 +11 ロー ①細砂粒少量 轄櫨整形（右回転）。底部回転糸切り後、外縁

P L45 坪 底部片 底 (7.7) ②還元焔 部回転ヘラ削り 。底部内面焼成後ヘラ描き

高 (0.9) ③灰黄褐色 「X」。

第82図3 須恵器 +8 ロ (12.9) 諷砂粒少量 脚台部［ハ」の字状に開く 。硯面部外緑に端部

P L45 円面硯 脚部片 底 一 ②還元焔 欠損の緑と断面三角形の内堤、脚台部上端に

高 (5.0) ③灰色 凸体 l条巡る。

鳥山下10区105号住居跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備考

例版番号 器種 残存状態 (cm) 

第83図1 須恵器 +7 口 12.6 諷砂粒少量 体部直線的に外傾。底部擬似高台状。輔轄整

P L45 坪 完形 底 67 ②還元焔 形（右回転）。底部回転糸切り 。

高 35 ③灰

第83図2 須恵器 +7 口 (204) ①微砂粒少塁 体部丸味をもち、立ち上がる 。轄輔整形（右

P L45 婉 口～体部片 底ー ②還元焔 回転）。

高 (5.2) ③黄灰色

第83図3 土師器 +9 ロ (21.0) ①細・微砂粒多量 口縁直立し、上半緩やかに外傾。胴部膨らむ。

P L45 甕 口緑部片 底一 ②良好 口緑部横ナデ、胴部上位横位ヘラ削り、内面

高 (6.1) ③にぶい橙色 ナデ。

烏山下10区106号住居跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第85図l 土師器 掘り方 口(13O) ①微砂粒含、細砂粒少量 体部丸味をもち、口縁緩やかに外反。底部平 外面カーボ

Pし45 坪 1/3 底 (7.0) ②良好 底。口縁部横ナデ、体部不明瞭なナデ、底部 ン付着

高 4.4 ③にぶい褐色 手もちヘラ削り。

第85図2 須恵器 +8 ロ(13.0) ①微 ・細砂粒含 体部直線的に立ち上がる。輛轍整形。 器面の荒れ

P L45 坪 1/3 底 (5.9) ②遠元焔

高 4.0 ③黄灰色

第85図3 須恵器 掘り方 口 (12.5) ①細砂粒含 体部直線的に開く 。輔櫨整形。底部回転糸切

P L45 坪 1/4 底（69) ②還元焔 り後外縁部ヘラ削り。

高 3.9 ③黄灰色

第85図4 土師器 +4 ロ(18O) ①微砂粒多量 口縁緩やかな「コ」の字状。口縁部横ナデ、

P L45 甕 口縁部片 底一 ②良好 胴部上位横位ヘラ削り。内面ナデ。

高 (5.3) ③橙色

第85図5 土師器 掘り方 ロー ①微砂粒多鼠 胴部下位斜縦位ヘラ削り、接合部横ナデ。脚

P L45 台坪甕 脚接合部 底一 ②良好 内面ナデ。

高 (3.6) ③にぶい赤褐色

186 



鳥山下遺跡
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第86図6 須恵器 掘り方 ロー ①白色粒含 外面平行叩き、内面当て具痕。自然釉。

P L45 甕 胴部片 底ー ②還元焔硬質

高(14.5) ③灰色

第86図7 土製品 埋土 長 3.3 ①細砂粒含 端部未調整。外面ナデ、側面中央指頭圧痕。

P L45 土錘 ほぼ完形 巾 I9 ②良好

孔径0.5 ③黄灰色

第86図8 土製品 埋土 長 41 ①細砂粒少呈 端部未調整。外面ナデ。

P L45 土錘 3/4 巾 I9 ②良好

孔径0.5 ③にぶい黄橙色

鳥山下10区109号住居跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第88図l 須恵器 床直 口（112) ①細砂粒 体部直線的に外傾。輔轄整形。底部磨滅。

P L45 坪 1/5 底 (6.2) ②還元焔

高 3.4 ③褐灰色

第88図2 須恵器 +2 ロ (12.4) ①細砂粒少旦 体部直線的に外傾。轄櫨整形（右回転）。底部

P L45 坪 1/5 底 (7.0) ②還元焔 外縁部回転ヘラ削り。

高 2.9 ③灰色
， 

第88図3 須恵器 +11 ロ(13.0) 暉砂粒少且 体部やや丸味を持ち、外傾。轄櫨整形（右回

P L45 坪 1/3 底 (8.0) ②酸化焔 転）。底部回転糸切り。

高 3.7 ③にぶい橙色

第88図4 須恵器 床直 口 (13.4) ①微砂粒含 体部直線的に外傾。轍輔整形。底部ヘラ削り。

P L45 坪 1/3 底（86) ②還元焔

高 38 ③灰色

第88図5 須恵器 床直 口 13.8 ①微砂粒含 体部直線的に外傾。轄轄整形（右回転）。底部

P L45 坪 1/4 底 80 ②還元焔 回転ヘラ削り。

高 38 ③黄灰色

第88図6 須恵器 +5 ロー ①細砂粒含 輛轄整形（右回転）。底部回転糸切り後外緑部

Pし45 坪 底部片 底 76 ②酸化焔 回転ヘラ削り。

高（1.4) ③黄灰色

第89図7 土師器 床直 ロ ー ①細砂粒含 脚部「ハ」の字状に開く。底部内面ナデ、接合 底部、脚内

P L45 台杯甕 脚接合部 底ー ②良好 部・脚部横ナデ。 面器面の荒

高 (34) ③黒褐色 れ

第89図8 須恵器 床直 ロ ー ①白色粒含 口緑外反。輔櫨整形。胴部との接合痕。

P L45 甕 頸部片 底ー 麟元焔 硬 質

高(12.5) ③灰色

110号住居跡
種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 I器形・技法等の特徴 1備考

器種 残存状態 (cm) 

土師器 埋土 口 (13.0) ①微砂粒少量 口縁部緩やかな「コ」の字状。口縁部横ナデ、

甕 口縁部片 底一 ②良好 胴部ヘラ削り。内面強いヘラナデ。粘土接合

高 (4.8) ③明赤褐色 痕。

鳥山下9区112号趾

種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 I器形 ・技法等の特徴 I備考

器種 残存状態 (cm) 

須恵器 埋土 ロ ー ①微砂粒少鼠 輔纏整形（右回転）。周縁部、体部下位ヘラ削

坪 底部片 底 84 ②酸化焔 り。

高 (20) ③灰黄色

鳥山下9区9号堀立柱建物跡
挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第94医1 須恵器 埋土 口(120) ①微砂粒 輛轄整形、回転右回り。底部回転糸切り。

Pし46 坪 1/2 底 6I ②遠元焔

高 3.7 ③灰白色

第94図2 須恵器 埋土 ロ ー ①白色粒含 胴部丸味をもって外傾。底部平底。胴部下位

P L46 甕 底部片 底一 ②還元焔硬質 平行叩き、後回転ヘラ削り。内面ナデ。

高 (5.5) ③灰色
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10号掘立柱建物跡

こピット 3

1/6 

鳥山下9区l0号井戸跡
挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第101図 l 須恵器 底面

P L46 坪 ほぼ完形

第102図2 須恵器 +17 

P L46 高台付塊 完形

第102図3 須恵器 埋土

P L46 高台付婉 底部片

第102図4 須恵器 埋土

P L46 高台付塊 底部片

第102図5 灰釉陶器 +83 

P L46 高台付婉 底部片

第102図6 須恵器 +72 

Pし46 耳皿 ほぼ完形

第102図7 須恵器 +35 

P L46 長頸壺 底～胴部片

第102図8 須恵器 +8 

P L46 甕 頸部片

挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第102図9 鉄滓 埋土

P L46 塊状滓

烏山下9区12局井戸跡
挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第104図 l 須恵器 底面

P L46 高台付婉 2/3 

第104図2 須恵器 +12 

Pし46 高台付婉 ほぽ完形

第104図3 須恵器 埋土

P L46 高台付婉 底部片

第104図4 須恵器 埋土

P L46 甕 口縁部片

188号上坑跡
種類 出土位置

器種 残存状態

土師器 埋土

妍 口緑部片

188 

計測値 ①胎土②焼成③色調□□粒含

計測値 ①胎土②焼成③色調

(cm) 

口 140 ①細砂粒少星

底 6.2 ②還元焔

高 55 ③灰白色

口 15.2 ①微砂粒含

底 70 ②還元焔

高 6.7 ③灰白色

ロ ー ①微砂粒少星

底 69 ②還元焔

高（25) ③灰白色

ロ ー ①微砂粒含

底 (6.8) ②還元焔

高（20) ③灰色

ロー ①微砂粒少量

底 (8.8) ②還元焔

高 4.2 ③灰白色

ロー ①微砂粒含

底 4.2 ②還元焔

高 3.1 ③灰白色

ロ ー ①微砂粒微量

底 4.6 ②還元焔

高（82) ③灰色

ロ ー ①白色粒含

底ー ②還元焔。硬質

高 (7.8) ③灰色

計測値 石材

(cm・ g) 

長 9.2 厚 49

重 536

計測値 ①胎土②焼成③色調

(cm) 

口 14.3 ①細砂粒微量

底 6.8 ②酸化焔

高 5I ③にぶい黄橙色

口 144 ①微砂粒少旦

底一 ②酸化焔

高 (5.4) ③灰黄色

ロー ①微砂粒少星

底 (2.3) ②酸化焔

高 (6.3) ③にぶい褐色

ロ ー ①微砂粒少量

底一 ②還元焔

高（49) ③黄灰色

計測値 ①胎土②焼成③色調

(cm) 

口(12.0) ①微砂粒少量

底一 ②良好

高 (3.0) ③にぶい橙色

器形・技法等の特徴 I備考

口縁弱く内湾。口緑部横ナデ、体部ナデ、底

部ヘラ削り。

器形・技法等の特徴

体部に丸味をもち、口唇部内湾。輻纏整形

（右回転）。底部回転糸切り。内外面燻。

体部直線的、口縁僅かに外反。高台断面四角

形。轍饂整形（右同転）、底部回転糸切り後付

百回ム口 o

体部丸味をもつ。高台断面三角形で「八」の字

状に開く。鞘轄整形（右回転）。付高台。

鞘轄整形（右回転）。底部回転糸切り後、付高

台。

体部に丸味をもつ。三ヶ月高台。輔轄整形

（右回転）。底部ナデ、付高台。施釉浪掛。

鞘櫨整形。底部回転糸切り。

肩部に張りをもつ。高台断面四角形で接地面

広い。輔輔整形。体部下位回転ヘラ削り。付

高台。自然釉。

頸部下位に補強帯状の凸帯一条巡る。頸部横

ナデ、外面不明瞭なナデ。内面横位ナデ、粘

土接合痕。

器形・技法等の特徴

器形・技法等の特徴

体部丸味をもち、口緑外反。高台断面四角形

で開く。輔髄整形（右回転）。底部糸切り後、

付高台。

体部僅かに丸味をもち、口縁わずかに外反。

輔轄整形。体部下位指頭痕。底部回転糸切り

後、付高台。

高台断面四角形で開く。輛轄整形（右回転）。

底部回転糸切り後、付高台。

口縁部強い稜一条、 2段以上の波状文巡る。

I器形・技法等の特徴

I体部外傾。 口縁部横ナデ、底部ヘラ削り 。

備考

内外面器面

の荒れ。内

面底部黒斑

器面の荒れ

大原2局窯

式期

口唇部一部

欠

内面（漆？）

外面カーボ

ン付着

肩部自然釉

備考

備考

内外面黒斑

内外面に墨

魯。高台欠

損

I備考



第105図2 土師器

P L46 甕

+25 

2/3 

鳥山下9区196号土坑跡
挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第106図1 須恵器 埋土

P L46 高台付婉 1/6 

第106図2 須恵器 +16 

P L46 高台付婉 口～体部片

第106図3 須恵器 +11 

P L46 高台付塊 底部片

第106図4 須恵器 +15 

P L46 高台付婉 底部片

第106図5 土師器 埋土

P L46 甕 口縁部片

第106図6 土師器 +13 

P L46 甕 口緑部片

第106図7 土師器 +11 

P L46 甕 胴～底部片

ロ (27.0) ①微 ・細砂粒少量

底ー ②良好

高 （29.5) ③橙色

計測値 ①胎土②焼成③色調

(cm) 

口(14.9) ①微砂粒少鼠

底 (55) ②還元焔

高 5I ③灰黄色

ロ(15.0) 諷・細砂粒少鼠

底一 ②還元焔

高 (5.8) ③灰色

ロー ①微砂粒少鼠

底（7O) ②酸化焔

高 (1.5) ③にぶい黄橙色

ロー 諷砂粒少鼠

底（62) ②酸化焔

高（30) ③にぶい赤褐色

口(168) ①微・細砂粒少量

底一 ②良好

高 (51) ③明赤褐色

口 (200) ①微砂粒少量

底ー ②良好

高 (55) ③明赤褐色

ロー ①細砂粒少量

底 4.8 ②良好

高 (4.2) ③にぶい褐色

こ 45)

鳥山下9区231号土坑跡
挿図番号 種顆 出士位置 計測値 ①胎士②焼成③色調

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第108図l 土師器 +IO ロ (142) ①細砂粒少量

P L47 坪 1/4 底ー ②良好

高 (3.5) ③にぶい黄橙色

第108図2 土師器 + 11 口 13.0 諷砂粒少量

P L47 坪 1/3 底ー ②良好

高 32 ③にぶい橙色

第108図3 土師器 +13 ロ (134) ①微砂粒含

P L47 杯 1/4 底一 ②良好

高 34 ③にぶい橙色

第108図4 土師器 -l ~+20 口 12.8 ①細砂・褐色粒含

P L47 坪 ほぽ完形 底 6.6 ②良好

高 5.1 ③にぶい橙色

第108図5 須恵器 +6 ロ (140) ①細砂粒含

P L47 杯 1/4 底（8O) ②還元焔

高 3.5 ③黄灰色

第108図6 須恵器 +20 ロ(160) ①細・粗砂粒多量

P L47 婉 1/2 底 88 ②酸化焔

高 55 ③にぶい黄橙色

第108図7 土師器 +16 ロ (18.0) ①細・粗砂粒多鼠

P L47 甕 口緑部片 底一 ②良好

高 (7.3) ③にぶい黄橙色

鳥山下遺跡

口緑外反、胴部膨らみ中位に最大径。口緑部1外面カーボ

横ナデ、弱い指頭痕。胴部上位横位、下位斜ン付着

位ヘラ削り 。内面横位ナデ、粘土接合痕。

器形・技法等の特徴 備考

体部僅かに丸味をもち、口緑外反。高台小型

で丸味をもつ断面三角形。輻轄整形（回転方

向不明）。付高台。

体部僅かに丸味をもち、口縁外反。轄櫨整形。 内面カーボ

付高台。 ン付着、器

面の荒れ

体部丸味をもち、高台丸味をもつ断面台形。

輔輯整形（右回転）。底部回転糸切り後、付高

台。

高台やや高く「ハ」の字状に開く。鞘軸整形

（回転方向不明）。付高台。内面底部ヘラ磨き。

口緑外反、口唇部外面強いナデ。口縁部横ナ

デ、胴部上位横位ヘラ削り。内面横位ナデ。

日縁「コ」の字状。口緑部横ナデ、粘土接合痕。

胴部上位横位ヘラ削り 。内面ヘラナデ。

胴部丸味を もち、底部小さな平底。外面斜縦

位ヘラ削り、底面ヘラ削り 。内面ナデ。

器形・技法等の特徴 備考

胴部膨らむ。底部平底。胴部斜縦位ヘラ削り、外面カーボ

底部ヘラ削り。内面ヘラナデ。 ン付着

器形 ・技法等の特徴 備考

日緑僅かに内湾、底部丸底。口緑部横ナデ、

体部不明瞭なナデ、底部ヘラ削り。

口縁僅かに外傾、底部扁平な丸底。口縁部横

ナデ、体部不明瞭なナデ、底部ヘラ削り 。

口縁内湾、底部扁平な丸底。 口縁部横ナデ、

体部不明瞭なナデ、底部ヘラ削り。

体部丸味をもち、口緑内湾。口緑部横ナデ、 内・外面黒

体部横位ヘラ削り 。底部木葉痕。 斑

体部僅かに丸味を持ち、外傾。暁櫨整形（右回

転）。底部回転ヘラ削り。

体部丸味をもち、立ち上がる。口唇部強い横

ナデ。輛櫨整形（右回転）、底部回転ヘラ削り 。

内面ヘラ磨き、黒色処理。

口縁外反、口唇端部沈線 1条。胴部丸味を持

つ。口縁部横ナデ、胴部横位ヘラ削り後ナデ。

内面ナデ。
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遺物観察表

第108図8 1土師器

P L47 甕

+19 

胴部片

鳥山下10区294号土坑跡

挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第108図9 須恵器 +18 

P L47 高台付婉 3/4 

挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第108図10石器 埋土

P L47 敲石 ほぽ完形

種類 出土位置

器種 残存状態

須恵器 床直

土師器 口緑部片

鳥山下10区401号土坑跡

種類 出土位置

器種 残存状態

土師器 +5 

台付甕 4/5 

鳥山下9区146号士坑跡

挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第112図1 軟質陶器 埋土

P L47 揺鉢 口緑片

第112図2 軟質陶器 埋土

P L47 播鉢 体部下位片

第112図3 常滑 埋土

P L47 甕？ 体部片

挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第112図4 石製品 埋土

P L47 茶臼 1/3 

ロ ー ①微砂粒多呈

底 一 ②良好

高 (9.0) ③橙色

計測値 ①胎土②焼成③色調

(cm) 

口 15.3 ①微砂粒少量

底 7.1 ②良好

高 58 ③明赤褐色

計測値 石材

(cm ・ g) 

長 12.2 幅 5.7 溶結凝灰岩

厚 4.6 重 460

計測値 ①胎土②焼成③色調

(cm) 

口 (240) ①細砂粒含

底 一 ②酸化焔

高（62) ③褐色

計測値 ①胎土②焼成③色調

(cm) 

口 11.9 ①細砂粒多量

底 一 ②良好

高（］45) ③明赤褐色

計測値 ①胎土②焼成③色調

(cm) 

口 (31.0) ① 

底ー ② 

高 (9.6) ③灰色

厚 1.6 ① 

② 

③灰黄色

厚1.5 ① 

② 

③灰黄褐色

計測値 石材

(cm・ g) 

口 (36.0)底 (28.6) 粗粒輝石安山岩

高 13.l 重 2987

種類

器種

瓦つ

出土位置 I計測値 ①胎土②焼成③色調

：；状態 1;m~2 塁
③にぶい黄橙色

鳥山下9区200号土坑跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第113図2 軟質陶器 +60 厚 I.I ① 

P L47 揺鉢 片口部小片 ② 

③灰色

第113図3 軟質陶器 埋土 厚 1.3 ① 

P L47 揺鉢 口縁片口部 ② 

③黄灰色
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口縁外反、稜明瞭。胴部丸味をもつ。口縁部

横ナデ、胴部上位横位ヘラ削り、下位斜縦位

ヘラ削り。内面ナデ。粘土接合痕。

器形 ・技法等の特徴

体部丸味をもち、口縁外反。高台「ハ」の字状

に開く 。輔輔整形（右回転）。底部ナデ調整。

内面密にヘラ磨き。付高台。内面黒色処理。

器形 ・技法等の特徴

上 ・下端部と左側面に敲打痕、裏面に剥離有

り。

I器形 ・技法等の特徴

備考

備考

I備考

口縁部は直立し、口唇部は平坦。鍔は断面三I 内外面カー

角形で水平に伸びる。轄轄整形。鍔貼付。 ボン付着

1器形・技法等の特徴 I備考

口縁直立し端部僅かに外傾、稜明瞭。胴部膨I脚部欠損
らみ、上位に最大径。口緑部横ナデ、 胴部横
位ヘラ削り、下位斜縦位ヘラ削り、脚接合部
横ナデ。

器形 ・技法等の特徴 備考

内面体部下位使用による摩滅有り 。 中世

内面使用によりやや摩滅。外面下位煤付着。

外面押印。 中世

器形・技法等の特徴 備考

茶臼の下臼。挽き目左回り。表面は丁寧に仕

上げるが、裏面はやや粗い。

器形 ・技法等の特徴 備考

中世か

器形 ・技法等の特徴 備考

焼成良く須恵質。 中世

口縁片口部のみ僅かにのこる。 中世



第113図4 種焼締陶器 +50 

P L47 鉢？ 体部小片

第114図5 軟質陶器 埋土

P L47 揃鉢 片口部

第114図6 常滑 埋土

Pし47 甕．鉢？ 胴部片

第114図7 軟質陶器 埋土

P L47 壺？ 胴部片

第114図8 軟質陶器 埋土

P L48 播鉢 体部下位片

挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第114図9 石製品 埋土

P L48 石皿？ 破片

鳥山下10区272局土坑跡

出土位置

残存状態

埋土

1/4 

灯明皿

烏山下 9区204号土坑跡

種類 出土位置

器種 残存状態

瓦 +l 

桟瓦 破片

{276号土坑跡

出土位置

残存状態

埋土

破片

鳥山下10区289号土坑跡

厚I.I ① 

② 

③灰色

厚1.2 ① 

② 

③黄灰色

厚 I0 ① 

② 

③浅黄色

厚 11 ① ’ 

② 

③黄灰色

厚 12 ① 

② 

③褐灰色

計測値

(cm) 

長(13.8)幅 (8.8)

厚 4.2 重 695

計測値

(cm) 

口 (9.0)

底 (4.2)

吉向 1.9 

計測値

(cm) 

厚 2.1

計測値

(cm・ g) 

孔径（］ 3) 幅 (13 6) 

孔 6.5 重 1170

石材

粗粒輝石安山岩

石材

烏山下遺跡

内面調整やや丁寧。内面やや摩滅。

内面体部下位使用により摩滅。

内面使用により摩滅する。

内面器表斑状に剥離。

体部下位円運動による使用により器表摩滅す

る。

器形・技法等の特徴

器形 ・技法等の特徴

灯明受け皿。全面に錆釉施釉後、体部から底

部外面の釉を拭う。

器形・技法等の特徴

製作地不詳

中世

中世

中世

中世

備考

備考

備考

尻の切り込み部分片。切り込み長は10.5cm。1時期不詳

器形・技法等の特徴 備考

粗粒輝石安山岩 I表裏にエ具痕残る。中央に孔の痕跡あり 。石

臼（下臼）未成品の破損したものか。

種類

器種 詈 直
石材 器形 ・技法等の特徴 備考

粗粒輝石安山岩 1外面は丁寧に整形され平滑。上位に段状の縁 97・98・100

取り 。内面側には整形時のエ具痕残る。 溝-301と類

似する

鳥山下10区329号土坑跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番局 器種 残存状態 (cm) 

第117図1 常滑 埋土 厚1.2 ① 中世

P L48 甕？ 体部小片 ② 

③灰赤色

第117図2 常滑 埋土 厚 10 ① 外面上位に横撫で上の調整アリ 。内面調整は 中世

P L48 片口鉢 破片 ② やや丁寧で、使用により摩滅磨る。

③暗灰黄色

第117図3 常滑 埋土 厚 09 ① 焼き締まり弱い。 中世

P L48 甕 体部小片 ② 

③灰褐色

挿図番号 種類 出土位置 計測値 石材 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm・ g) 

第117図4 石製品 埋土 長(10.5) 幅 (9.5) 粗粒輝石安山岩 表裏を平坦に調整。他の面も整形されているも

P L48 破片 厚 6.8 重 705 のと思われるが、調整痕などは認められない。
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遺物観察表

鳥山下10区363号土坑跡
挿図番号 種類 出土位椴 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第119図 l 須恵器 埋土 厚 I2 ①白色粒多星 外面平行叩き。内面無文様当て具痕。

P L48 親 胴部片 ②還元焔硬質

③灰色

挿図番号 種類 出土位置 計測値 石材 器形・技法等の特徴 備考

図版番丹 器種 残存状態 (cm・ g) 

第119図2 石製品 埋士 長 38.0 幅 24.0 馬見岡凝灰岩 四角形に粗く整形する。表面は一部剥落。五

Pし48 厚 225 重 2190 輪塔地輪の破損品か。

烏山下10区367号土坑跡
挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第119図3 常滑 埋土 厚 I2 ① 中世

Pし48 甕？ 体部小片 ② 

③にぶい赤褐色

挿図番号 種類 出土位質 計測値 石材 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm・ g) 

第119図4 石製品 +82 ロ (13 5)孔径(I5) 角閃石安山岩 下臼。挽き目左回り。裏面に整形時のエ具痕

PL48 石臼 1/4 厚 93 重 2610 残す。

第119図5 石製品 +96 ロ 29.1 厚 10.5 粗粒輝石安山岩 下日の転用品。上面を削って浅い皿状に整

PL48 完形 重 1270 形。内面はあまり平滑ではない。臼としての
仕上げも粗雑。側面に小片 lケ所あるが、ど
の段階であけたものかは不明。

鳥山下9区82号溝跡
挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第122図l 土師質土器 +24 ロ (7.9) ① 底部外面回転糸切り無調整。板状圧痕アリ 。

P L48 皿 1/2 底 (4.4) ② 見込みナデ痕。

高 2.2 ③黒色

第122図2 土師質土器 +10 口 75 ① 底部外面右回転無調整。 中世

P L48 皿 4/5 底 4.3 ② 

高 2.8 ③にぶい黄橙色

第122図3 軟質陶器 +46 厚 1.3 ① 内面下位使用による摩滅あり 。 中世

P L48 捕鉢 口縁部小片 ② 

③灰色

第122図4 軟質陶器 埋土 口 (30O) ① 外面と口縁部内面器表剥離する。 中世

P L48 揺鉢 口縁部片 底 ー ② 

高 (4.0) ③灰色

第122図5 古瀬戸 埋土 厚 08 ① 内面～外面体部下位まで灰釉。 13~15 C 

Pし48 折緑深皿 体～底部片 ② 

③灰白色

第122図6 軟質陶器 +36 ロ ― ① 外面回転糸切り無調整。須恵質で焼締まる。

Pし48 捕鉢 底部片 底 130 ② 底部の断面中央は高温により発泡してふくれ

高（37) ③灰色 る。内面使用により摩滅する。

第122図7 瓦 +32 厚 27 ① 内面布痕。焼成は須恵器。

P L49 丸瓦 破片 ② 

③暗灰色

挿図番号 種類 出土位置 計測値 石材 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm・ g) 

第122図8 石器 +29 長（9.5) 幅 57 粗粒輝石安山岩 使用面は 1面。

P L49 砥石 2/3 厚 45 重 343

第122図9 石器 埋土 長 (66) 幅（4.0) 流紋岩 表裏・ 右側面に使用面。右側面の使用頻度高

P L49 砥石 厚 2.5 重 107 く平滑。

第122図10石器 +29 長 78 幅 44 砥沢石 表裏・右側面に使用面。表面に細かな刃なら

P L49 砥石 ほぽ完形 厚 39 重 ］31 し溝。上半欠損後も使用している。
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鳥山下追跡

鳥山下 9区83号溝跡

挿図番号 種類 出土位罹 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第124図l 古瀬戸 +3 ロー ① 内面、口縁部に施したと思われる緑色の灰釉 中世

Pし49 皿？ 底部片 底 56 ② が溜まる部分あり 。底部右回転糸切り無調

高 (I0) ③明紫灰色 整。見込み目痕4ケ所。

第124図2 常滑 埋土 厚 1.5 ① 13 C 

P L49 甕 口縁部片 ② 

③黒褐色

第124因3 軟質陶器 +4 口 140 ① 器表と断面中央は還元、他は酸化炎でにぶい 中世

P L49 ー血わ 口～肩部片 底一 ② 褐色を呈する。

高 (55) ③褐灰色

第124図4 常滑 埋土 厚 I0 ① 外面自然釉かかる。器壁薄い。 中世

P L49 甕 肩部小片 ② 

③灰白色

第124図5 常滑 +l 厚1.0 ① 中世

P L49 甕 体部下位片 ② ③外面灰黄褐色

内面褐灰色

挿図番号 種類 出土位置 計測値 石材 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm・ g) 

第124図6 石製品 +4 長 (69) 幅 65 点紋頁岩

P L49 硯 1/2 厚1.0 重 71

第124図7 石器 +6 長 13.8 幅 123 粗粒輝石安山岩 一部火を受ける。

P L49 凹石 完形 厚 74 重 1815

鳥山下9区87号溝跡

挿図番号 種類 出土位囲 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第125図 l 瀬戸・美潤 +5 ロ (10.0) ① 内面から口緑部外面に灰釉、体部外面に鉄釉 江戸時代

Pし49 陶器 口緑部片 底一 ② ③内面灰自 を施す。

腰錆婉 高 (4.3) 外面褐色

第125図2 瀬戸・美濃 +l ロ ー ① 絵付は手粛きであるが酸化コバルトのような 幕末～明治

P L49 陶器 底～胴部片 底（5O) ② 発色。

婉 高 (4.5) ③灰白色

第125図3 瓦 床直 厚 I5 ① 尻から差込みにかけての破片。 時期不詳

P L49 桟瓦 破片 ② 

③灰色

第126図4 瓦 床直 厚1.8 ① 角桟貼り付け部にカキャブリが見える。 時期不詳

P L49 角桟付伏間 破片 ② 

瓦 ③灰色

第126図5 瓦 床直 厚 18 ① 角桟貼り付け部にカキャブリ残る。 時期不詳

P L49 角桟付伏間 破片 ② 

255 瓦 ③灰色

111号溝跡

種類 出土位憫 計測値 ①胎土②焼成③色調 I器形・技法等の特徴 I備考

器種 残存状態 (cm) 

龍泉窯系 埋土 厚 05 ① 溝連弁文婉。 1中世

青磁婉 体部片 ② 

③灰白色

鳥山下10区96号溝跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番居 器種 残存状態 (cm) 

第131図 1 肥前磁器 +30 口 73 ① 外面笹状文描く 。波佐見系。 江戸時代

P L49 小婉 2/3 底 30 ② 

高 35 ③明緑灰色

第131図2 瀬戸・美浪 埋土 口(11.0) ① 型紙摺。 近代

P L49 磁器 口縁部片 底一 ② 

婉 高 (34) ③灰白色

第13]図3 肥前磁器 +30 ロ（83) ① 江戸時代

P L49 婉 1/3 底一 ② 

高 (5.4) ③灰白色
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遺物観察表

第131図4 瀬戸・美浪 +34 口 (90) ① 手描染付。発色は酸化コバルトに近い。 19C中～後

P L49 磁器 口～体部片 底ー ② 

端反婉 高 (5.3) ③灰白色

第131図5 瀬戸 ・美氾 +28 口 (9.8) ① 内面から体部外面に錆釉。 江戸時代

P L50 陶器 1/2 底 (4.0) ② 

灯明皿 高 2.2 ③にぶい赤褐色

第131図6 瀬戸・美濃 +34 ロ (8.2) ① 全面に錆釉施釉後、底部から口緑部外面の釉 江戸時代

P L50 陶器 1/2 底 3.2 ② をぬぐう。

灯明皿 高 20 ③にぶい黄橙色

第131図7 瀬戸・美濃 埋土 口 (96) ① 内面から口縁部外面に灰釉。内面目痕 1ヶ所 19C中以降

P L50 ？陶器 1/3 底 (3.6) ② 残る。

灯明皿 高 22 ③灰色

第13]図8 瀬戸 ・美浪 +22 ロ (10.0) ① 全面錆釉施釉後に外面口緑部以下をぬぐう。 江戸時代

P L50 陶器 1/2 底 (4.3) ② 

灯明受皿 高 I8 ③にぶい赤褐色

第131図9 瀬戸・美浪 +8 ロ (4.9) ① 天井部外面灰釉。瓶の蓋であろう。 江戸～近代

P L50 系陶器 1/2 底 (3.4) ② 

蓋 高 I.I ③灰オリ ーブ色

第131図10肥前磁器 埋土 ロー ① 蛇の目高台。高台内と外面青磁釉。 江戸時代

P L50 香炉 底部片 底 (6.8) ② 

高 (2.6) ③明オ リーブ灰色

第131図11軟質陶器 +27 ロ (17.6) ① 在地系土器。瓦灯の底部のみ。底部外面は型 江戸時代

P L50 瓦灯 底部片 底（20.4) ② 作り痕残る。いぶし焼成。

高 37 ③暗灰色

第131図12常滑陶器 +19 厚 11 ① 263に似る。使用痕は認められない。 中世

P L50 甕か鉢 破片 ② 

③灰褐色

第131図13堺・明石陶 +30 厚 09 ① 江戸時代

Pし50 器 口緑部片 ② 

播鉢 ③にぶい赤褐色

第131図14堺・明石陶 +23 厚1.0 ① 外面ヘラ削り 。 江戸時代

P L50 器 底部片 ② 

播鉢 ③にぶい赤褐色

第13]図15瓦 +18 厚1.9 ① 時期不詳

P L50 唐草軒瓦 破片 ② 

③灰色

第131図16瓦 +16 厚 I9 ① 桟瓦の頭差込み部か。 時期不詳

Pし50 桟瓦 破片 ② 

③暗灰色

第132図17瓦 +27 厚 21 ① 時期不詳

P L50 巴唐草軒瓦 破片 ② 

③灰色

第132図18瓦 +24 厚 1.6 ① 時期不詳

P L50 唐草軒瓦 破片 ② 

③暗灰色

第132図19瓦 +5 厚1.8 ① 尻切り込み部。 時期不詳

P L50 桟瓦 破片 ② 

③暗灰色

第132図20瓦 +25 厚 18 ① 玉縁あり。 時期不詳

P L50 丸瓦 破片 ② 

③灰色

第132図21瓦 +15 厚 1.8 ① 時期不詳

P L50 角桟付伏間 破片 ② 

288瓦 ③灰色

第133図22125 +23 厚 2.1 ① 桟から頭部片。 時期不詳

P L51 桟瓦 1/3 ② 

③灰色
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鳥山下遺跡

鳥山下遺跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 石材 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm・ g) 

第133図23石製品 埋土 長 (83) 幅（141) 粗粒輝石安山岩 表裏・上面を整形。表・上面はより平滑。表

P L50 厚 48 重 710 面に文字。石造物の破片か。

第133因24石製品 +8 長 352 幅 252 粗粒輝石安山岩 表面、右側面は丁寧に整形されるが、裏・左

P L51 •上面は粗く整形。 裏面は中央が凹む。 石段

下半欠損 厚 13.3 重 1630 か。

第134図25石製品 + 11 長 320 幅 251 粗粒輝石安山岩 表面、右側面は丁寧に整形されるが、裏 ・左

P L51 ・上面は粗く整形。裏面は中央が凹む。石段

下半欠損 厚 130 重 1250 か。

第134図26石製品 埋土 長 （6.4) 幅（8.5) 粗粒輝石安山岩 表裏・左側面を平坦に整形した後、弱い研磨

P L50 厚 79 重 440 施す。石造物の破片か。

鳥山下10区97号溝跡

出土位置 計測値 石材 I器形 ・技法等の特徴 I備考

残存状態 (cm・ g) 

埋土 長 (54) 幅 24 砥沢石 表面に使用面。使用により平滑。両側は一部

1/2 厚（32) 重 50 に平タガネ痕見られる。裏面にも使用の痕跡

認められるが平タガネ痕を全体に残す。

烏山下10区97• 98 • 100号溝跡

出土位置 計測値 石材 I器形 ・技法等の特徴 I備考

残存状態 (cm・ g) 

埋土 長 (69) 幅（12.5) 粗粒輝石安山岩 外面と底面は丁寧に整形して平滑に仕上げる。

破片 厚 57 重 513
外面下位に刻み 1ケ所、上位に段状の縁取り。
内面はエ具の痕跡残る。底面と内面下位に煤
付着。

烏山下10区99号溝跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第135図l 肥前磁器 埋土 口 (9O) ① 

P L51 婉 1/3 底 (3.5) ② 

高 5.6 ③ 

第135図2 瓦 埋土 厚 18 ① 尻の切り込み部分。 釘穴 1ヶ所。 時期不詳

P L51 桟瓦 破片 ② 

③暗灰色

第135図3 瓦 埋土 厚 1.8 ① 桟部分片。 時期不詳

P L51 桟瓦 破片 ② 

③ 

挿図番局 種類 出土位置 計測値 石材 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm・ g) 

第135図4 石製品 埋土 長(117) 幅（］03) 角閃石安山岩 表面を整形しているが明らかな調整痕見られ

P 151 厚 90 重 1360 ない。表面弱い磨耗。石造物の破片か。

第135図5 石製品 埋土 長 297 幅（17O) 粗粒輝石安山岩 下臼。挽き目磨耗激しく不鮮明。左回り 6分

P L51 石臼 1/2 厚 12.2 重 850 割か。裏面は中央の孔に向かって漏斗状にく

ぽむ。

鳥山下9区81号溝跡

|種器類種
残出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 1器形・技法等の特徴 I備考

存状態 (cm) 

埋土 ロ ー ①微砂粒少量 体部に丸味。高台低く断面四角形。輔櫨整形

高台付婉 限部片 底 (65) ②酸化焔 （右回転）、底部回転糸切り後付高台。

高（22) ③灰黄色

烏山下9区85号溝跡

挿図番号 種類 出土位置 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

図版番号 器種 残存状態 (cm) 

第149図l 土師器 埋土 口 (139) 諷砂粒少量 体部緩やかに外傾し、底部平底。口緑部横ナ

P L51 坪 1/4 底（74) ②良好 デ、体部上半不明瞭なナデ、下半横位ヘラ削

高 (43) ③明赤褐色 り。底部ヘラ削り 。

第149図2 土師器 +18 ロー ①細砂粒少量 高台断面四角形で「ハ」の字状に開く。付高台 高台内カー

P L51 高台付婉 底部片 底 7.2 ②良好 接合部横ナデ。底部外面中央細砂粒付着。 ボン付着

高 (2.5) ③明赤褐色
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器種

須恵器

坪

烏山下遺構外縄文
挿図番号 種類

図版番号 器種

第157因l 縄文

P L51 深鉢

第157図2 縄文

P L51 深鉢

第157図3 縄文

P L51 深鉢

第157図4 縄文

P L51 深鉢

第157図5 縄文

P L51 深鉢

第157図6 縄文

P L52 深鉢

第157図7 縄文

P L52 深鉢

第157因8 縄文

P L52 深鉢

挿図番号 種類

図版番号 器種

第158図9 石器

P L52 尖頭器

第158図10石器

P L52 打製石斧

第158図11石器

P L52 打製石斧

第158図12石器

P L52 磨石

残存状態

+27 

底部片

出土位置

残存状態

9区

胴部片

10区

口縁部片

9区

口緑部片

9区

胴部片

9区

胴部片

9区

胴部片

9区

胴部片

9区

底部片

出土位置

残存状態

10区

ほぽ完形

9区

完形

9区

4/3 

9区

完形

鳥山下遺構外 奈良•平安
挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第159図 l 土師器 9区

P L52 坪 1/3 

第159図2 土師器 9区

Pし52 坪 1/4 

第159図3 土師器 9区

P L52 坪 1/8 

第159図4 須恵器 埋土

P L52 坪 1/5 

第159図5 須恵器 10区

P L52 坪 1/4 
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計測値

(cm) 

ロー

底 5.9

高 (2.0)

計測値

(cm) 

厚 0.9

厚 0.9

厚1.6

厚 I2 

厚 15 

厚1.4

厚 I4 

ロ ー

底 70 

高 3.5

計測値

(cm・ g) 

①胎土②焼成③色調

①細砂粒少星

②酸化焔

③明赤褐色

①胎土②焼成③色調

①細砂粒

②良好

③にぶい黄橙色

諷 砂粒

②良好

③灰色

①細砂粒

②良好

③淡黄色

①細砂粒

②良好

③淡黄色

①細砂粒

②良好

③にぶい黄橙色

①細砂粒

②良好

③淡黄色

①細砂粒

②良好

③淡黄色

①細砂粒

②良好

③淡黄色

石材

長（4.2) 幅1.7 チャート

厚 0.6 里 6

長 120 幅 78 ホルンフェ）レス

厚 2.4 重 272

長(10.1) 幅 7.0 ホルンフェルス

J1l1 3 1 重 312

長 8I 幅 66 粗粒輝石安山岩

厚 4I 重 277 備考

計測値 ①胎土②焼成③色調

(cm) 

口 (132) ①微砂粒多量

底一 ②良好

高 36 ③橙色

口 (13.2) ①微・細砂粒含

底 一 ②良好

高 30 ③にぶい褐色

ロ (16O) ①微砂粒含

底ー ②良好

高 (3.6) ③にぶい赤褐色

口(139) ①細砂粒少量

底（8O) ②還元焔

高 (3.6) ③灰色

口(12.1) ①白色粒少量

底 (7 O) ②還元焔

高 37 ③黄灰色

器形・技法等の特徴 備考

輔轄整形（右回転）、底部回転糸切り 。

器形 ・技法等の特徴 備考

RLを縦位施文後沈線を施文する。 加曽利 E3

沈線で口唇部を区画している。 加曽利E4

表面が磨滅している。

RL縄文施文後沈線で区画している。 加曽利E3

NO 308~312と同一個体。

表面が著しく磨滅している。 N0.307• 309 加曽利E3

~312と同一個体。

表面が著しく磨滅している。NO307 • 308 加曽利E3

~312と同一個体。

表面が著しく磨滅している。 NO307~309 加曽利E3

• 311 • 312と同一個体。

表面が著しく磨滅している。N0.307~310加曽利E3

• 312と同一個体。

表面が著しく磨滅している。N0.307~31I 加曽利E3

と同一個体。

器形・技法等の特徴 備考

両端を欠く 。

表面が磨滅している。

敲打痕もあり。

器形・技法等の特徴 備考

体部内湾し、口縁短く直立。底部扁平な丸底。

口緑部横ナデ、体部不明瞭なナデ、底部ヘラ

削り 。

口緑内湾、底部扁平な丸底。口縁部横ナデ、

体部不明瞭なナデ、底部ヘラ削り 。

体部丸味をもち口縁外傾、底部扁平な丸底。

口縁部横ナデ、体部不明瞭なナデ、底部ヘラ

削り 。

体部直線的に外傾。輔轄整形（右回転）。底部

回転ヘラ削り 。

体部直線的に外傾。雛櫨整形（右回転）、底部 体部歪み

回転糸切り後、外緑部回転ヘラ削り 。



第159図6 須恵器 10区

P L52 坪 底部片

第159図7 土師器 +3 

P L52 坪 1/4 

第159図8 須恵器 9区

P L52 坪 1/4 

第159図9 須恵器 9区

P L52 坪 底部片

第160図10須恵器 9区

P L52 婉 口～体部片

第160図11須恵器

P L52 高台付婉 底部片

第160図12須恵器 10区

P L52 高台付婉 底部片

第160図13須恵器 9区

P L52 鉢 底部片

第160図14須恵器 10区

P L52 小型壺 ほぱ完形

第160図15土師器 9区

P L52 甕 口～体部片

第160図16土師器 9区

P L52 甕 口緑部片

第160図17須恵器 10区

P L52 甕 口縁部片

第160図18灰釉陶器 埋土

P L52 長頸壺 底部片

第160図19土製品 9区

Pし52 土錘 ほぽ完形

鳥山下遺構外 中世
挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第161図1 軟質陶器 10区

P L51 播鉢 底部片

挿図番号 種類 出土位置

図版番号 器種 残存状態

第16]図2 銭 9区

P L52 完形

10区10号掘立

種類 1出土位置

器種 残存状態

須恵器

杯蓋

ピット 8

1/6 

鳥山下遺跡

ロー ①白色微．粗粒含 睦轍整形（右回転）。底部回転糸切り後回転へ

底 (80) ②還元焔 ラ削り 。体部最下位回転ヘラ削り 。

高 (14) ③灰色

ロ (13.0) ①微砂粒少呈 体部僅かに丸味をもち、口縁外反。帷轄整形

底 (5.0) ②還元焔 徊転方向不明）。

高 36 ③にぶい黄橙色

ロー ①微砂粒含 轄櫨整形（右回転）。底部回転糸切り 。 器面の荒れ

底 (6.0) ②酸化焔 荒れ

高 (26) ③にぶい褐色

ロー ①微砂粒少量 体部直線的に外傾。轄轄整形（右回転）、底部

底 60 ②酸化焔 回転糸切り。

高（34) ③にぶい橙色

ロ (]4O) ①細砂粒含 体部僅かに丸味をもち、外傾。輔轄整形（右 底部外面鉄

底一 ②酸化焔 回転）。高台貼付痕。 分付着

巖（55) ③にぶい赤褐色

ロ ー 諷砂粒少量 高台断面丸味をもつ四角形。鞘饂整形（右回

底（73) ②酸化焔 転）。底部回転糸切り後付高台。

高（2.9) ③にぶい橙色

ロ ー ①細砂粒少量 体部直線的に外傾、高台断面三角形。輛轄整

底 (6I) ②還元焔 形（右回転）、底部回転糸切り後、付高台。

高 (34) ③灰黄褐色

ロー ①粗砂粒 輻轄整形、回転右回り。底部回転糸切り 。

底（130) ②還元焔

高 (37) ③灰色

口 86 謬．粗砂粒含 口緑内傾し端部外反。体部球状で上位に最大

底 4.5 ②酸化焔
径。輛輪整形（右回転）、底部回転糸切り 。ロ
縁部横ナデ、胴部上位ナデ、下位横位ヘラ削

高 9.6 ③橙色 り。内面ナデ。

口 (194) ①細砂粒少量 口緑短く外傾、口唇端部に沈線 1条巡る。胴 外面カーボ

底 ー ②良好 部僅かに膨らむ。口縁部横ナデ、胴部ヘラ削 ン付着。器

高 (9.6) ③橙色 り。 面剥離。

ロ(17.7) ①微・細砂粒含 緩やかな 「コ」の字状口緑。口縁部横ナデ、胴

底一 ②良好 部横位ヘラ削り。内面ヘラナデ。

高 (54) ③橙色

口 一 ①微砂粒少量 外面横位沈線3条巡り、沈線内櫛摘波状文。

底一 ②還元焔硬質

高（74) ③オリ ーブ黒

ロー ①微砂粒微量 低く断面四角形の高台で接地面広い。轄輯整 内面自然釉

底（74) ②還元焔 形。底部切り離し後ナデ。付高台。施釉方法

高（24) ③灰白色 不明。

長 5.3 ①微・細砂粒含 端部未調整。外面ナテ。

幅 2.0 ②良好

孔径 08 ③にぶい橙色

計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備考

(cm) 

ロー ① 内面体部下位から底部使用により摩滅。底部 中世

底（］2O) ② と体部接は序滅しない。底部回転糸切り無調

高（7.9) ③灰色 整。

計測値 器形・技法等の特徴 備考

(cm・ g) 

外輪系 2.4 内輪系 05 銅 寛永通賓。

重 27 

計測値 ①胎土②焼成③色調

三 焔

器形・技法等の特徴 備考

輛櫨整形。摘み貼付。天井部回転ヘラ削り。
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写真図版





PL 1 

T

[|
上

発掘調査

未対象地

（前沖遺跡）

発掘調査
未対象地

こ
し

年保 ・鳥山下迫跡全景（上空より）



PL 2 

年保遺跡遠景（西上空より）

年保 l区（上空より） 年保2・3区（上空より）



PL 3 

年保 1区作業風景（南より） 年保3区作業風景（南西より）

年保 l区1号住居掘り方全景（東より） 年保 l区 1号住居貯蔵穴（南より）

年保 l区2局住居全景（南より） 年保 l区2号住居掘り方全景（南より）

年保 l区3号住居全景（北より） 年保 l区3号住居掘り方全景（北より）



P L4 

噂•

だ、

年保 l区4号住居遺物出土状況全景（西より）

年保 1区4号住居斑全景（東より） 年保 1区4号住居遺物出上状況（西より）

年保 1区4号住居遺物出土状況（西より） 年保 l区4号住居貯蔵穴遺物出土状況（西より）



P L5 

年保 1区4号住居掘り方全景（西より） 年保 l区4号住居鼈掘り方全景（東より）

年保 l区5号住居遺物出土状況（南より） 年保 1区5号住居掘り方全景（北より）

年保 l区6号住居遺物出土状況（北西より） 年保 1区6号住居掘り方セクション（南西より）

年保 1区7居住居掘り方セクション（西より） 年保2区8号住居掘り方全景（東より）



P L6 

年保2区9号住居焼土・炭出土状況（北より） 年保2区9号住居ピットセクション（北より）

年保2区9号住居掘り方全景（北より） 年保2区9号住居ピット（南より）

心-----~-、一；

年保3区10号住居遺物出土状況（東より） 年保3区10号住居掘り方全景（東より）

年保3区11号住居全景（西より） 年保3区11局住居掘り方全景（西より）



PL 7 

年保3区11号住居竃全景（西より） 年保3区11号住居鼈掘り方セクション（西より）

年保3区12号住居全景（西より）

年保3区12号住居ピット 2遺物出土状況（南より） 年保3区12号住居ピット 1セクション（南より）



P L8 

年保3区12号住居遺物出土状況（南より） 年保3区12号住居掘り方全景（西より）

年保3区13号住居遺物出土状況（北より） 年保3区］3号住居掘り方全景（西より）

年保3区14号住居遺物出土状況（南より）



P L9 

年保3区14号住居全景 （南より） 年保3区14局住居鼈全景（南より）

年保3区14号住居遺物出土状況（東より） 年保3区14号住居貯蔵穴（南より）

年保3区15号住居遺物出土状況（西より） 年保3区15号住居セクション（南より）

年保3区15局住居全景（西より） 年保3区15号住居掘り方全景（西より）



PL 10 

年保3区16号住居遺物出土状況（西より） 年保3区16号住居掘り方全景（西より）

年保3区16号住居遺物出土状況（西より） 年保3区17丹址掘り方全景（西より）

年保3区18号住居遺物出土状況（南より）



P L 11 

年保3区18号住居遺物出土状況（南より） 年保3区18号住居鼈全景（南より）

年保3区18号住居竃遺物出土状況（南より） 年保3区18号住居貯蔵穴セクション（南より）

年保3区18号住居掘り方全景（南より）

年保3区19号址掘り方全景（南より） 年保3区19号址全景（南より）



PL 12 

年保3区20号住居掘り方全景（南より） 年保3区20号住居貯蔵穴セクション（東より）

年保 1区1号掘立柱建物跡全景（北東より） 年保3区2号掘立柱建物跡全景（南東より）

年保3区3号掘立柱建物跡全景（南より） 年保3区4・5号掘立柱建物跡全景（東より）

年保 l区1号井戸全景（南東より） 年保 l区1号井戸セクション（南東より）



PL 13 

年保 l区2号井戸全景（南より） 年保 l区2号井戸迫物出土状況（北東より）

年保 l区6号士坑追物出土状況（西より） 年保 l区6局土坑セクション（南東より）

年保3区21号土坑遺物出土状況（南より） 年保3区21号土坑セクション（南より）

年保3区27号土坑逍物出土状況（東より） 年保3区27局土坑掘 り方全景（南より）



PL 14 

年保3区28号土坑セクション（東より）

年保2区11号上坑セクション（東より） 年保3区3号溝全景（西より）

年保3区1号溝セクション（南より）

年保3区1• 2号溝全景（上空より） 年保3区2号溝セクション（南より）



PL 15 

年保 l区1• 4 • 5 • 6号住居出土遺物

l住 10図ー I 4住 15-l 15-2 15-3 

15-4 15-5 15-6 15-7 

15-8 15-9 16-10 16-11 

16-12 16-13 16~15 

16-14 5住 18-1 18-2 

18-3 18-4 6住 19-1 19-2 



PL 16 

年保2区9号住居、 3区11・12・14号住居出土遺物

• 9住 23-1 23-2 

11住 27-1 

鴫 這

14住

27-4 

｀ 
27-8 12住 29_l 

0 0 

Q 0 

29-2 • 3 • 4 • 5 

34-1 

• 
34-4 

27-5 

23-3 

27-3 23-4 

27-6 27-7 

29-7 

34-2 34-3 

37-23 



PL 17 

年保3区14号住居出土遺物

14住 34-7 34-6 34-8 

34-9 

ヽ
34-10 35-12 35-13 

35-11 

35-14 35-15 36-17 



PL 18 

年保3区14・ 15・ 16局住居出土遺物

36-20 

14住 36-18 36-19 37-24 

36-21 

．
 

15住 38-l 38-2 38-3 

38-4 38-5 16住 39-2 



PL 19 

年保3区16・ 18号住居出土遺物

39-4 18住 42-1 

42-2 

16住 39-3 39-1 42-3 

42-4 42-5 43-6 

43-7 
43-11 

., 
43-8 43-lo 43-12 

43-9 44-13 44-14 



P L20 

年保 1区1• 2号井戸、 6号土坑、 2区9号土坑、 3区18号住居、 18• 21号土坑出土遺物

44-17 1井 52-1 52-2 

｀一• 
18住 44-15 44-18 2井 53-1 53-2 

53-3 53-4 53-6 

44-16 53-7 

ヽ • 
53-8 6土 55-I 55-2 

‘ ヽ
9土 55-3 18土 56-1 21土 57-2 

57-1 57-3 57-6 



P L21 

年保3区21・26・27号土坑出土遺物

57-4 57-7 

26土 58-1 27土 59-1 

21土 57-5 

胴部輪積時の刻み痕 59-2 

59-3 59-4 



P L22 

年保3区2号溝、 1 • 2 • 3区迫構外出土追物

、入

9

"
 

ご

2溝 64-1 

64-6 

~ 
9 • 

64-2 

64-4 

< •• ~、
§}ふジャく

64-8 

64-3 

． 

b
 

64-7 64-5 

64-9 

遺構外 65-1 • 65-2 65-3 65-4 65-5 

” 疇
66-1 

暑

65-6 

66-2 

66-5 66-6 

66-3 

66-7 

． こっ

66-4 

66-8 

66-9 66-10 66-11 66-12 



P L23 

鳥山下追跡全景（南上空より）

烏山下遺跡全景（北西上空より）



P L24 

鳥山下遺跡北半全景（上空より） 鳥山下遺跡南半全景（上空より）



P L25 

烏山下9区90号住居掘り方全景（南より） 鳥山下9区91号住居全景（西より）

鳥山下9区91号住居竃全景 （西より） 鳥山下9区91号住居追物出土状況（西より）
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烏山下9区92号住居セクション（西より） 鳥山下9区94号住居掘り方全景（西より）

鳥山下9区94号住居ピットセクション（西より） 鳥山下9区95• 98号住居セクション（北より）



P L26 

こ＇べ，．←』、 .; , :・rマ墨やでを
、.・

烏山下9区97号住居掘り方全景（東より） 鳥山下9区97号住居掘り方追物出土状況（東より）

鳥山下10区99号住居全景（東より） 鳥山下10区100号住居掘り方全景（東より）

烏山下10区100号住居内土坑（南より） 鳥山下10区101号住居掘り方全景（東より）

};g証二 慮•町霞‘:1―̀
鳥山下10区101号住居迫物出上状況（東より） 鳥山下10区102号住居掘り方全景（東より）



P L27 

鳥山下10区103号住居掘り方全景（西より） 鳥山下10区104号住居掘り方全景（西より）

巴翌：
烏山下10区105局住居掘り方全景（北西より） 鳥山下10区105号住居鼈掘り方全景（西より）

鳥山下10区106号住居全景（西より） 鳥山下10区106号住居掘り方全景（西より）

鳥山下l0区107号住居掘り方全景（西より） 鳥山下10区108号住居掘り 方全景（西より）



P L28 

烏山下10区109号住居全景（北東より） 鳥山下10区109局住居掘り方全景（北東より）

鳥山下10区110号住居掘り方全景（西より） 烏山下10区111号住居掘り方全景（西より）

烏山下9区112号址全景 （南より） 烏山下10区104号住居窟掘り方セクション（南より）

鳥山下9区9号掘立柱ピット 7全景（北より） 鳥山下9区9号掘立柱ピット 7セクション（西より）



P L29 

鳥山下9区9号掘立柱建物跡全景（南より）

—→,--●.■-•一·『· ―‘ 9-·· ｀ヽ ,, oゞこ～

鳥山下10区10号掘立柱建物跡全景（上空より）



P L30 

鳥山下10区11号掘立柱建物跡全景（南より）

鳥山下10区13号掘立柱建物跡全景（西より）



P L31 

烏山下10区13号掘立柱建物跡ピット 4全景（南より） 鳥山下10区13号掘立柱建物跡ピット 8・3セクション（南西より）

さ丸

； `  

・ ：＇ ~ 壽 ｀

鳥山下9区10号井戸全景（南より） 鳥山下9区10号井戸遺物出土状況（南東より）

鳥山下9区10号井戸遺物出土状況（南より） 鳥山下9区11号井戸全景（南より）

鳥山下9区12局井戸全景（南より） 鳥山下9区12号井戸遺物出土状況（南より）



P L32 

鳥山下9区188号土坑遺物出土状況（東より）

鳥山下9区197号土坑セクション（南より）

鳥山下9区201号土坑セクション（東より）

鳥山下9区231• 505号土坑セクション（北西より）

“~r_;;. • •• --— か' 、- Jこ・. i 
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鳥山下9区196号土坑セクション（南より）

在ぃご夏込と^ と` ：ゞ 土““し・・島竺

鳥山下9区198号土坑セクション（南より）

鳥山下9区203号土坑遺物出土状況（南より）

鳥山下9区252号土坑セクション（南より）
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鳥山下10区294号土坑遺物出土状況（南より） 烏山下10区294号土坑セクション（南より）

ゞ S'ふ：

鳥山下10区295号土坑全景（南より） 鳥山下10区322号土坑セクション（南より）

烏山下10区401号土坑遺物出土状況（南より） 鳥山下9区5号竪穴状遺構全景（北より）

烏山下10区13号井戸完掘状況（南より） 烏山下10区13号井戸セクション（南より）
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9. ¥:.  

鳥山下9区146号土坑追物出土状況（南より） 烏山下9区147号上坑遺物出土状況（南より）

烏山下9区199号土坑セクション（北より） 烏山下9区200号土坑遺物出土状況（東より）

戸函ヽ員疇5駐庄い ＇Bl l←9’'’',I儡疇し〒9'曇μ『'も～し→央ぃぷ］に」｀ラー↓ー→エて］い七← - 雙胃鴫
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鳥山下9区204号土坑全景（西より） 鳥山下10区271• 272号土坑セクション（西より）

鳥山下10区276号土坑遺物出土状況（南より） 烏山下10区277号土坑セクション（南より）
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鳥山下10区279号土坑セクション（南より） 鳥山下10区286• 287号土坑追物出土状況（南より）
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鳥山下10区289号土坑セクション（南より） 鳥山下10区308号土坑セクション（西より）

鳥山下10区318• 319号土坑全景（東より） 鳥山下10区320号土坑全景（東より）

烏山下10区325号土坑セクション（西より） 鳥山下10区329号土坑セクション（西より）
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鳥山下10区331号土坑セクション（西より） 鳥山下10区332• 333号土坑セクション（西より）

鳥山下10区335号土坑全景（西より） 鳥山下10区335号土坑遺物出土状況（西より）

鳥山下10区337号土坑セクション（南より） 鳥山下10区363号土坑セクション（東より）

鳥山下10区367号土坑遺物出上状況（北東より） 鳥山下10区502号土坑セクション（南より）
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烏山下9区82号溝全景 （北東より）

c．曇電．，

鳥山下9区83号溝全景（東より）

乏

鳥山下9区82号溝セクション（西より）
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鳥山下9区82局溝遺物出土状況（西より）

鳥山下9区83号溝セクション（西より）
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鳥山下9区93号溝遺物出土状況（南より）
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鳥山下9区87号溝全景（北西より） 鳥山下9区90号溝全景（東より）

鳥山下10区96号溝追物出土状況第 1面（東より） 鳥山下10区96号溝遺物出土状況第4面（東より）
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鳥山下10区97・99・100号溝全景（北より） 鳥山下10区103号溝全景（北より）

烏山下10区l04号溝全景（東より） 烏山下10区105号溝全景（北より）
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鳥山下10区107号溝全景（東より）

鳥山下10区111号溝全景（東より）
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（東より）

k• さ、：．：• • 9 • 亨・；吋烹．．． ．． ．` 

鳥山下10区108号溝セクション

泣
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鳥山下10区112号溝全景（東より

鳥山下10区115号溝全景（東より）
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烏山下9区8号掘立柱建物跡全景（南より）

鳥山下9区9号井戸全景（南より） 烏山下10区12号掘立柱建物、 1号柵列跡（上空より）

鳥山下9区142号土坑全景（南より） 鳥山下9区190号土坑全景（南より）

` ``’``―心 9 へ～ー・- C^~ ~‘9 -- ← 

鳥山下9区169号土坑全景（南より） 鳥山下9区215号土坑セクション（南より）
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鳥山下9区80号溝セクション（南より）

ー・心

一 ふ

鳥山下9区80• 81号溝全景（上空より） 鳥山下9区81号溝セク ション（南より ）

鳥山下9区84号溝全景（北より ） 鳥山下9区85号溝全景（北より ）



勺し― ・
鳥山下9区86号溝全景（東より）

烏山下9区91• 92号溝セクション（北より）

鳥山下10区103• 109 • 110号溝セクション（南より）

鳥山下9区88号溝全景（西より）

鳥山下10区93• 94 • 95号溝セクション（東より）

遭

｀こ

鳥山下9区調査風景（北より）
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鳥山下9区90・91・92・97号住居、 10区100・ 101号住居出土遺物

疇
90住 70図ー 1 70-2 91住 71-1 

可 71-2 

92住 72-1 72-2 72-3 72-4 

ーも

97住 75-l 75-2 71-3 71-4 
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100住 77-l 

75-4 

75-3 

77-2 

75-5 77-3 77-4 

‘“・ 101住 78-1 78-2 78-3 

79-4 79-5 79-6 
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鳥山下10区101• 103・ 104・ 105・ 106・ 109・ 110号住居出土遺物

101住 78-7 

103住 81-1 

81-8 

8ヽ1-2 

81-7 104住

｀ 8l-3 

81-5 

81-6 

82-3 82-2 105住 83-1 

83-3 106住 85-1 85-3 

85-2 85-4 85-5 ．
 109住 88-1 88-2 

86-7 86-8 

86-6 88-3 88-4 89-8 

88-5 88-6 88-7 110住 90-l 
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鳥山下9区9号掘立柱建物跡、 10• 12号井戸、 188・ 196号土坑、 10区10号掘立柱建物跡出土遺物

臼`
9掘 94-1 94-2 10掘 96-1 

10井 101-1 

102-3 

12井 104-1 

104-2 

196土 106-2 
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104-4 

188土］05-I 
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105-2 

106-4 106-5 106-6 106-7 
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鳥山下9区203・231・146・200号士坑、 10区294・322・401号土坑出土遺物

203~1 

`l ••『 』、 一

231土 l08-l 108-2 108-3 

108-4 108-5 108-6 

108-7 108-8 294土 108-9 

108-10 322土 109-l 401土 109-2 146土 112-1 

112-2 112-1 

112-3 147土 113-1 200土 113-3 

I 13-2 113-4 114-7 
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鳥山下 9区200・204号土坑、 82号溝、 10区272• 276 • 289 • 329 ・363 • 367号土坑出土追物

呵

200土 114-8 114-9 272土 114-10 

276土 115-2 289土 116-I 

204土 115-1 329土 117-1 117-3 

l ]7-2 117-4 363土 119-1 367土 119-3 

ヽ
82溝 122-1 

｀ 363土 119-2 119-5 ll9-4 112-2 

122-3 l22-4 122-5 122-6 
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鳥山下9区82・83・87号溝、 10区96局溝出土追物

82溝
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鳥山下10区96号溝出土遺物

~ 冨
96溝 131-5 131-6 131-7 131-8 

• ；； 
131-9 131-10 131-11 131-12 

”3l l 3  

131-16 

131-14 131-15 

132-17 132-18 

132-19 132-20 

132-21 133-23 134-26 
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鳥山下9区81・85・89号溝、 10区96• 9 7 • 98 • 99 • 100 • 111号溝、 9• 10区遺構外出土遺物

96溝 133-22 97溝 134-27 
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鳥山下10区10号掘立柱建物跡、9• 10区辿構外出土迫物

157-7 
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年保遺跡出土木材の切片の光学顕微鏡写真

a：横断面 b：放射断面 c：接線断面

la．クヌギ節（326)bar: 1.0mm lb．同 bar:0.4mm le.同 bar:1.0mm 

2a．コナラ節（327)bar: 1.0mm 2b．同 bar:0.2mm 2c．同 bar:0.4mm
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植物珪酸体（プラント・オパール）の顕微鏡写真

ネザサ節型

試料4

．
 

菱
□

D
ミヤコザサ節型

試料4

珪藻の顕微鏡写真

l.Hantzschia amphioxys 

ぷ

ミヤコザサ節型

試料3

・̀  
2弱拡大顕微鏡写真

1 - lOμm 

2 一 10μ m 
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